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			サキュバスに転生したのでミルクをしぼります③

			木野裕喜

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚＋アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			第一搾　天界人と愛玩人形(ラブドール)

			第二搾　異世界デビュー失敗のお知らせ

			第三搾　どう見ても変質者です

			第四搾　武を極めし神が揮う修羅の剣

			第五搾　転生者の力

			第六搾　狂乱の裸祭り

			第七搾　やっぱ獣(けも)耳(みみ)は最高だぜ

			第八搾　勃たなくなっちゃった

			第九搾　初めてを奪われちゃった

			第十搾　紳士の証明

			第十一搾　偏屈ドワーフは金で動かない

			第十二搾　這い登る混沌

			第十三搾　舞い降りる槍

			第十四搾　届かぬ思い

			第十五搾　両軍対峙する

			第十六搾　その背に問う

		

	
		
			　

			第一搾　天界人と愛玩人形(ラブドール)

			　

			　蓬(ほう)莱(らい)利(り)一(いち)という少年が異世界へと旅立ち、十日余りが過ぎた頃。

			　また一人、若くしてその命を終えた少年が、転生の時を迎えようとしていた。

			　

			「新(あら)垣(がき)拓(たく)斗(と)さん。アナタの適性種族は【人間】です」

			　カウンターを挟んで俺の正面に座っている受付嬢――ピシッとしたブラウスを着た、眼鏡の似合うインテリ風のお姉さんが、丁寧な口調で言った。

			　ここは転生支援課。

			　主に第三者による殺傷といった不条理で、不幸にも生涯を終えてしまった者に新しい肉体を与え、人生の続きを別の世界でやり直すサポートをしているお役所だそうだ。

			　俺の場合、友達(ダチ)と出かけている時に事故っちまった。

			　目を凝らせば、薄(うつす)らと自分の体が透けている。これは魂だけの状態なンだとか。

			「人間以外に転生することもあるんスか？」

			「故人の要望は、できるだけ尊重していますが、特筆すべきことがない限り、転生後の生活にすぐ馴染めるよう、生前の種族、年齢、性別が引き継がれます。珍しいケースですが、三度の飯よりザー●ンが好きだったのが高じて、サキュバスに転生した方もいらっしゃいます」

			　ザー●ンて……。他に例はなかったのかよ。

			「とにかく。俺はまた、人間に生まれ変わるんスね？」

			「そうです。ただ、今すぐというわけにはいかず、半日ほどお待ちいただくことになります。実は、やむにやまれぬ事情があり、新垣さんの新しい肉体がまだ用意できていなくて」

			「やむにやまれぬ事情って？」

			　尋ね返すと、お姉さんが何かを思い出すようにして、ギリッ、と歯を噛みしめた。

			「あれはそう、もう十日以上も前のことです。終業時間ぎりぎりにやって来たクレーマーにも嫌な顔一つせず、残業してまで完璧に仕事をこなした私は翌日に誕生日を控え、二十代最後の望みをかけた合コンに挑みました」

			「ご、合コン？」

			「男女五人ずつで、相手の男性たちはなかなかの粒ぞろいでした。対して女性側は、私以外はまあ並みといったところですね。課は違いますが、全員が輪廻転生部の同僚です。若さだけが取り柄の尻軽というか、くそビッチ共です」

			　このお姉さん、職場仲間のことを、くそビッチって言ったぞ？

			「当初の予定では三本――いえ、三人は持ち帰り、体の相性や年収などを確かめてから一人にしぼるつもりでした。ああ、別の意味ではちゃんと三人共しぼりますよ？　こういうことは、ヤってみないとわからないものですから。体力がありそうに見えるのに、いざ本番となると、一回ともたずに中折れしてしまう情けない男性もいますしね」

			　うん、アレだ。この人、あんまり深く付き合っちゃダメな人種だ。

			「話を戻しますが、その合コンで持ち帰ることができたのは、たったの一人でした」

			「一人でも落とせたンなら、よかったじゃないスか」

			「合コンが終わるや、ホテルへと直行しました。愛を育む系のホテルです」

			　４Ｐ上等の人が愛とか。

			　そこでお姉さんは手で顔を覆い、すんすんと泣きだした。ただし、涙なんて出ていない。

			「なのに、いざ合体というところで、相手の男性が怒って帰ってしまったんです。私が事前にコン●ームを用意していたせいでしょう」

			「は？　ゴム着けるのが嫌で男が怒ったんスか？　とんだくそ野郎じゃねェか」

			「少し違います。他のアバズレ共が、相手の男性に言ったらしいんです。私からコン●ームを渡されたら、穴を開けられていないかチェックするようにって」

			　ひでェ……。そりゃヘコむわ。女って怖ェ。

			「実際、開けていたとはいえ、ひどい話です」

			　その同僚さん、ファインプレーじゃねェか。俺の同情を返せ。

			「そんなことがあり、合コンでなんの成果も出せないまま三(み)十(そ)路(じ)を迎えてしまったショックを今日まで引きずっていたせいで、仕事が手につかなかったんです」

			　やむにやまれぬ事情ってそれ？　マジでそれ？

			「ですが、新垣さんにとって、そう悪い話ではありませんよ。本来ならこちらの裁量で新しい肉体を用意するのですが、今回はアナタの要望を最大限取り入れるつもりですから」

			「まァ、そういうことなら……」

			「ではまず、好みの女性のタイプを教えていただけますか？」

			「必要なことなんスか？」

			「もちろん。手続きを円滑に進めていく上で、とても重要なことです」

			　俺は疑いの目を向けながらも、質問に答えた。

			「どっちかっつーと、大人っぽい雰囲気より、同年代か、年下な感じが好みスかね。つっても胸は断然大きい方がイイっス。性格は、アホっぽいとまでは言わねェけど、ちょっとヌケてるくらいがイイかも。あと、天然のブロンドとか理想なんスけど、これは贅沢かな」

			「なるほど。概ね、私のような女性ということですね」

			「どっかカスってたとこありましたか？」

			「人の好みなんて簡単に変わるものです。参考にはなりません」

			　じゃあ、なんで訊いたンだよ。

			　悪びれもせず、お姉さんが、俺の写真が貼られた資料に目を落とした。

			　脱線しまくっていた手続きが、ようやく先へと進む。

			「転生の魅力は、なんと言っても、常人と比べて高い能力を得られることです。基本的には、その種族が本来持っている能力を飛躍的に増幅させます。人間に転生する場合ですと、最初に肉体の性能を上げるか、魔力の性能を上げるか決めることができます」

			「魔力？　もしかして、異世界には魔法みたいなのもあるんスか？」

			「ありますが、元々魔力がゼロに等しい人間の魔力を底上げしたところで高が知れています。生来より魔法のエキスパートであるエルフなどには遠く及びません。ですので、肉体の性能を上げておいた方が無難だと思います」

			「魔力を上げてもお得感が少ないなら、肉体の強化で問題ないスよ」

			「ではそのように。次に、肉体の性能に関してですが、条件をより限定的にした方が、強化の度合いが増します。肉体を常時強化した状態を保つより、強化する時間帯を決めたり、特定の行動を起こした時に限ったりするということです」

			　つまり、制限が厳しいほど強くなるってことか。

			　新しい人生の舞台は、どうやらファンタジーな世界っぽいけど、危険なモンスターなんかもいンのかな。エルフがいるなら、オークとか、ゴブリンとかもいそうだよなァ。

			「例えばスけど、強化する状況を、武器を持った時に限定するとしたら、その武器の種類まで限定した方が強くなれるんスか？」

			「そうなりますね。剣にするか、槍にするか。剣でも両手剣にするのか、片手剣にするのか。制限しようとすればいくらでもできます。たった一つの武器に限定するのが手っ取り早いかと思いますが、それが壊れたり、紛失したりすると大変ですので、その点も留意してください」

			「なんの武器にするのかは、この場で決めなきゃいけないんスか？」

			「強化条件の大枠さえ決めておけば、アナタが異世界に降り立ってから、最初に手に馴染むと感じた武器で登録することもできます。一度登録されると、変更はできませんが」

			「んー……じゃあ、そんな感じで」

			「わかりました。強化の条件は武器の携帯。登録は、後ほど現地で行ってください」

			　タブレットを操作して、お姉さんが必要項目をテキパキと埋めていく。

			「転生の特典って、もうないんスか？」

			「言語や文字に関する自動変換等も特典にあたりますが、人間への転生者には、他にも好きな技能を一つ習得できるという、大変お得な特典があります。これは、社会に少しでも早く溶け込むための配慮ですね。上手く活用すれば、異世界生活が格段に楽になりますよ」

			「おお、それはありがたいスね」

			　身寄りのない異世界で生きていくためには、自分の力で衣食住を確保するしかない。

			　ネタに走った技能で一発大当たりを狙うのも、夢があって面白そうだとは思うけど、これはフィクションじゃなく、嘘のような現実だ。そんな博打を打つよりも、料理や服飾といった、日常で役立つ技能にするべきだ。手に職をつけていれば、安定した生活も手に入れやすいし。…………とは思うンだけど。

			　武器携帯時の肉体強化に加えて、どうせなら強さにパラメータを極振りした方が、結果的にお得という線もある。強くなって損をすることは、まずないだろうから。

			「戦闘系の技能ってあります？　北●神拳みたいなチート武術とか」

			「北●神拳はわかりませんが、武術の習得でしたら普通に可能です。転生先に存在する武術の一覧を出してみましょうか」

			　スッ、スッ、とタブレットに指を滑らせ、お姉さんが表示したものを見せてくれた。

			　親切に日本語の横文字で、流派らしき名前がずらりと並んでいる。

			　なんとか神拳……なんとか神拳……んー、ないか。

			「あ、でも、なんとか神剣ならあるじゃン」

			　むしろ、武器の携帯と合わせて、こっちの方がイイかも。どれどれ。

			　――大国【ラバン】で主流とされる攻防一体の両手剣技。極めし者は一騎当千の強力無比な武芸者として、例外なく歴史に名を残している。

			　オォ、良さげ。これに決めちまおう。

			　お姉さんに流派名を口頭で告げ、さくっと決定。最初に言われたとおり、新しい肉体を用意するのは半日かかるそうなので、しばらく待機ということになった。

			「あの、今のうちに一個訊きたいんスけど。俺って、十日以上も昏睡状態だったんスよね？」

			「正確には、十二日間になります」

			「その間に、俺の友達(ダチ)――蓬莱利一って男がここに来なかったスか？」

			「ほうらいりいち？　ああ、あの失礼な少年ですか」

			「知ってるんスか!?」

			「ええ、彼も私が担当しました」

			　あいつもここに来た。てことは、やっぱ利一も死んじまったンだな……。

			「教えてくれ。利一も異世界に転生したんスか？」

			「申し訳ありません。転生後の個人情報を他者に漏らすのは規則で禁じられています。前世のしがらみから完全に解放するというのも、転生の主目的にあたりますので」

			「頼むよ！　大事な友達(ダチ)なンだ！」

			　俺は食い下がった。利一にもう一度会う。そのために、絶対に引けねェ。

			　しばらく視線を交わしていると、お姉さんが、肩を竦めて立ち上がった。

			「禁則事項なので、ここでは話せません」

			　お姉さんは窓口から外に出ると、小声でついて来るように言い、役所の廊下を歩き始めた。

			　ありがてェ。お姉さん、マジ感謝。

			　職員専用通路に入ると、人の声も届かなくなり、無機質な足音だけが響く。

			　やがて行き当たった部屋の扉を開けたお姉さんが、「入ってください」と言って中に招いた。

			「今の時間は使われていない会議室です。ここなら大きな声を出しても、外には漏れません」

			　ふふ、と低い声で笑ったお姉さんが後ろ手に扉を閉めた。カチャ、と鍵のしまる音がする。

			「……なんで鍵かけたんスか？」

			「邪魔が入るといけないでしょう？」

			　他の転生者の情報を漏らすのは禁じられていると言われた。

			　だから人(ひと)気(け)のない、この部屋を選んだのは頷ける……けど。

			「……なんで笑ってるんスか？」

			「お楽しみを前にしたら、誰だって笑うくらいはするでしょう？」

			　扉を塞ぐようにして立つお姉さんは口の両端を吊り上げ、声を上げるでもなく笑っていた。

			　その頭上にある非常灯の弱い明かりが、お姉さんの表情に影を作っている。

			　俺は利一と違い、そこまで世間知らずでも、鈍いわけでもない。

			　これまでの遣り取りを踏まえ、このお姉さんの目的が何か、それくらいは想像できる。

			「もしかして、ハメたんスか？」

			「ハメてもらうのは私です」

			　俺だって、精力旺盛な年頃の男子だ。

			　初めては絶対に好きな人と。なんて、そんな夢は見ちゃいない。童貞を捨てられるのなら、別に初対面の女性でもイイ。それが年上の美人で、後腐れなく筆下ろしをしてくれるなんて、願ったり叶ったりのラッキーイベントだ。男の貞操観念なンて、大抵そんなもンだろ。

			　でも、このお姉さんだけは……嫌だ。

			　何が嫌なのか言葉にしにくいけど、とにかく生理的にキツい。

			　一方的に喰われる。搾取される。そんなイメージしか湧いてこねェ。

			「そこをどいてくれ。どいてくれないなら、無理やりにでも押し通る」

			「力ずくですか。そういうのも嫌いじゃありませんよ」

			　つーか、俺は今、魂の状態なンだから、ナニかしようにもできねェだろうに。

			　透けた自分の体に触れようとしても、スカスカと素通りしちまうンだから。

			　このまま幽霊みたいに、扉を擦り抜けて逃げ――

			「どこへ行くつもりですか？」

			　――ようとしたところで、お姉さんに肩をガシリと掴まれた。

			「触れるのかよ……」

			「私は天界人。魂に道を示す者。その私が魂に触れられないとでも？」

			「ン、だよ、天界人って!?」

			　俺はお姉さんの手を振り払った。俺の方からも触れるようだ。

			　後生大事にしているもンでもねェが、このお姉さんにくれてやる童貞はねェ。

			　俺は相手を引き倒すつもりで、お姉さんの襟を取ろうと手を伸ばした。

			「なっ!?」

			　多少手加減したとはいえ、決して遅い動きじゃなかったはずだ。

			　それなのに、俺の手は、いともあっさりとはたき落とされてしまう。

			「そんなに真剣な目で見つめないでください。じゅんとします」

			　舐められていることにカッとなり、俺は相手が女性であることも忘れて掴みかかった。

			　一度なら偶然で済ませた。

			　しかしこの人は、本気で押しのけようとする俺の猛攻、その全てを容易に捌いていった。

			　格闘技経験者だとか、そんなチャチな話じゃない。それくらい異常な反応速度で。

			「この程度のこと、天界人なら子供でもできますよ」

			「だから、天界人ってなんなンだよ!?」

			　そこで相手が俺の両手首を掴み、攻防がピタリと止まる。今度は振り払えない。

			　肉体が無いからか、上手く力を込められねェ。

			「天界人と人間の違いを教えてあげましょうか？」

			　気持ちで押されまいと睨み返すが、相手の余裕は全く崩れない。

			　手の中の小鳥を愛でるように、お姉さんは「くふ」と笑みを零した。

			「天界人の最たる特徴。それは脳の処理速度です」

			「脳ときやがったか……」

			「人間にも脊髄反射というものがあるでしょう？　ですが、天界人の反応速度は、それよりもさらに速い。アナタの動きを知覚して、どう対処するかを脳が命令し、実際に身体が動き出すまでにかかる時間がほぼゼロに等しいんです。凄いでしょう？」

			　反則だろ。ヤベェ。マジで逃げらンねェぞ……。

			「天界人にとっては、特技でもなんでもありませんけどね。ちなみに、肉体的な強さは人間と変わらないので、運動能力が優れているというわけではありません」

			　なおも抵抗しようとすると、お姉さんが耳元でこう言った。

			「お友達のこと、教えてほしくないんですか？　断言してもいいですが、他の職員に尋ねても絶対に教えてはくれませんよ」

			「……脅すつもりか？」

			「人聞きの悪い。これはギブアンドテイク。転生者の情報は本当に機密事項なんです。それを誰かに漏らしたとバレたら、私が処罰を受けてしまいます。そんな危険を冒してまでアナタに協力しようというのですから、相応の見返りをいただかなくては」

			　こういう展開って、普通は男女逆だろ。俺にヒロイン属性をつけて誰が得するンだよ。

			　などと愚痴ったところで、力ずくが通用しない以上、選択肢は多くない。

			「…………洗いざらい……話してもらうからな」

			「交渉成立ということですね」

			「その前に一つだけ教えてくれ。利一は、俺がこれから行く異世界にいるンだな？　でないとここで体を張る意味がねェ」

			「いいでしょう。答えてさしあげます。転生後のことまでは関知していませんが、あの少年がアナタと同じ世界に転生したのは間違いありません。ですが、少々複雑な転生をされたので、向こうで再会できるとは限りませんよ。お互い、外見も別人になっていることですし」

			　――もっとも。

			　そう続けたお姉さんが、俺の首から胸へと人差し指を這わせた。

			「私の情報があれば、別ですが？」

			「くっ、足下見やがって……」

			「そんなつもりはありません。ただちょっと、特殊なプレイなんかも試してみたいなーなんて思っているだけで、強要するつもりはありませんし」

			　複雑な転生ってなんだ？　利一は無事なンだろうな。

			「……ヤるなら一思いにヤってくれ」

			「焦らないでください。魂は魂、実体がないので、血も通っていません。血が通っていないということは、海綿体に血が集まらない。つまり、勃起できないんです」

			　そりゃ問題だ……。

			「ですが、心配ご無用ゴムは不要。ちゃんと下準備はしてあります」

			　仕事サボって？　何やってンの？　ねェ、マジで何やってンの？

			　お姉さんが扉から離れ、部屋の隅に一つだけあるロッカーの前に移動した。

			「紹介します。私の夜の恋人――ラブドル君です」

			　そう言って、お姉さんがロッカーを勢いよく開け放った。

			　中に、全裸の男が入っていた。

			「ふふ、ビックリしましたか？　人形ですよ」

			「に、人形？　それが人形なのか？」

			　夜の恋人って、もしかしなくても……それ、愛玩人形(ラブドール)か？

			　安っぽいビニール製なんかじゃなく、質感から産毛に至るまで精巧に作られており、今にも動き出しそうなくらい、恐ろしいほどリアルだ。あと、女性用なので用途を考えれば仕方ないデザインなンだけど、人形のアソコが……ギンギンにいきり立っている。

			　もっかい言うけど、何やってンの？　職場になんつーもン持ち込んでンだよ。

			「匠の技を感じさせる見事な造りでしょう。ボーナス払いの二十年ローンです」

			「……その高級な人形が、どうしてここにあるンだ？」

			「順を追って説明しますが、まず、この人形の凄いところは、身体の構造が、臓器を含めて、私たち天界人と全く同じだというところにあります。内側にも凝っているんですよ」

			「愛玩人形(ラブドール)なのに、内側に凝る意味あンのか？」

			「別におかしなことではないでしょう？　ラブドル君は男性タイプですが、女性タイプなら、内側にこそ凝るべきですし」

			　納得してしまった。

			「ただ、人形なので、当然のことながら魂は入っていません。体温もありません。射精だってできません。防腐処理は完璧なので、傷(いた)むことはありませんが」

			　ここでお姉さんが、俺に目配せをしてリアクションを求めた。

			　私の言いたいことがわかりますか？　目がそう言っている。

			「……俺に、その人形の中に入れって言いてェのか？」

			　にやり、とお姉さんは満足気に、ただし、ゾッとする笑みを浮かべた。

			「新垣拓斗さん、アナタのプロフィールを拝見した時に直感しました。このラブドル君と同じ体型。特に、同じＭＡＸチン長を持つアナタの魂なら、必ず定着できると」

			　そして犯行に及んだと。言われてみれば、このラブドル君、俺と似ている。

			　顔の造りは違うけど、いつも脱衣所の鏡で見る自分の体型とダブる。

			「さあ、時間が惜しいです。ラブドル君に体を重ねてください！　魂が入り定着することで、初めて、ラブドル君は、血の通う一個の生命体となるのです！」

			　息を荒くして、鼻血を噴きそうなほど興奮している変態を後(しり)目(め)に、俺は棺桶にしか見えないロッカーに収まっている愛玩人形(ラブドール)に、もたれかかるようにして背を合わせた。普通なら確実に定員オーバーなのに、背中が人形に触れることはなく、俺の体を透過し、完全に重なり合う。

			「では、目を閉じていてください。私の天界エネルギーで魂を押し込みます」

			「ヤるならちゃんとヤってくれよ。失敗して、魂消滅なんてのは勘弁だぜ」

			「ご安心を。事が終われば、またちゃんと剥がして問題なく転生させますから。こう見えて、私は定時までなら有能な職員だと高く評価されています。同僚たちによく言われるんですよ。お一人でも生きていけそうですねって。ふふ、全員死ねばいいのに」

			　目を閉じるとすぐに、お姉さんが手を添えている股間の辺りに、温かいものを感じるようになった。まるで、他の部分はちょっとくらい失敗してもイイから、とにかくここだけは――。そんな願いが込められているかのようだ。

			　魂という電池が入ったことにより、心臓が鼓動を始めた。

			　血が全身へと行き渡り、感覚が生まれる。

			　頼りなく、不安定だった体が、しっかりとした重さと形を伴っていった。

			「上手くいきました。どうです？」

			　カーテン一枚を隔てていたような聴覚が、鮮明な音を捉えた。

			　ゆっくりと目蓋を開けていく。

			　頭が妙にクリアなのは、体の構造が人形とはいえ、天界人のそれになったからだろうか。

			「……悪くない気分だ」

			　自分で発したのに、聞き覚えのない声だった。声帯が前とは別物になっている。

			「やっぱり規則だから情報は教えられない、なんて、後になって言われるのは御免だからな。悪いが、ヤりながら話してもらうぜ」

			「構いませんよ。ピロートークはお手の物です」

			「早速答えてくれ。俺は、利一の近くに転生できるのか？」

			「先に、ぎゅっと抱き締めて」

			　感極まっているお姉さんが、長く別れていた恋人と再会を果たしたかのように、全裸の俺にそっと体を寄せてきた。俺は観念し、お姉さんの背中に手を回して優しく抱きしめた。

			「まだ座標は固定していませんが、【ラバン】という国に転生するのは間違いありませんよ」

			「利一も、その国にいるンだな？」

			「転生後に国を出たり、死んだりしていなければ、ですが」

			　死んだりしていなければって……。死ぬ危険があるような場所に送られたのか？

			　会いてェ。会って無事な姿を見てェ。

			「……次の質問だ。あいつも人間に転生したのか？」

			「ふふ、それがですね――と、これはアナタが童貞を卒業してからにしましょう。でないと、驚いて、うっかり誤射してしまうかもしれません。一回で終わらせるつもりはありませんが、楽しみは少しでも長く味わいたいですから」

			「…………もう好きにしてくれ」

			　まさか、こんな形で初体験を済ませることになるなんて。

			　こんなンじゃ、胸張って利一に自慢しようがねェな……。

			　お姉さんが、ぷちぷちとブラウスのボタンを外し始めた。

			　――その時だった。

			　ガチャガチャ！　と、外からけたたましく扉のノブを回そうとする音が。

			　誰か来た。その誰かは合鍵を持って来ていたらしく、直ちに解錠された。

			　扉が開かれると、慌てた様子で中年の男が部屋に飛び込んで来た。

			「――何をしているのかね!?」

			「か、課長……!?」

			「君が少年の魂を連れて行くのを見たという報告を受け、もしやと思ったが！　馬鹿な真似はやめなさい！　これ以上は、減給では済まされないぞ！」

			　これ以上はっていうか、現時点で懲戒免職じゃねェのかよ。

			　親の仇を見るような目を上司に向けるお姉さんが、ぐるると獣みたいな唸り声を上げた。

			「な、何をするつもりだ!?　よせ！」

			「きぃええええええっ！　邪魔をするなあああああっ！」

			　課長さんに襲い掛かったお姉さんが、彼の薄い頭皮に爪を立てた。

			「ぬおおお！　そ、そこの君！　転生予定にあった少年だね!?　早く、今のうちに転生を！」

			「え、どうやって？」

			　お姉さんに髪をむしられながらも、課長さんが「私が送る」と言って俺に右手をかざした。

			　すると、足下に魔法陣のような光のサークルが出現した。

			「悪いが、座標は固定できない！　ランダム転送になるが、許してくれ！」

			「や、でも、新しい体はまだ作られていないって」

			「どこで用意したのか知らないが、その体でも魂は安定している！　そのまま行ってくれ！」

			「そのままって、いや、全裸なんスけど？」

			「すまない！　着る物を用意している時間はない！　現地で調達してくれ！」

			「マジか!?　それよか、俺まだ、そのお姉さんに教えてもらわないといけねェことが！」

			「本当に申し訳ない！　君の異世界生活に、天界神の加護のあらんことを！」

			「ちょ、嘘だろ!?」

			「きょえええええ！　お●んぽきぃぃえええええええ！」

			　飢えた野獣と化しているお姉さんが、課長さんを押しのけて俺に飛び掛かろうとしている。

			　一方で、俺の足下から噴き出る光はだんだん量を増し、視界を覆い隠していった。

			　それに合わせて奇声も遠くなっていく。

			　奇妙な浮遊感に包まれたかと思うと、俺の意識はそこでぷつりと途切れた。

			 

		

	
		
			　

			第二搾　異世界デビュー失敗のお知らせ

			　

			　どんぶらこ。どんぶらこ。

			　真っ白な光の川を、ゆったりまったり流されている。……ような気がする。

			　目は開かないし、手足も動かない。

			　異世界へ運ばれている途中なンだと思うが、実際は、どういう状況にあるのかわからない。あの世行きの三途の川だって線も否定できない。

			　感覚的には、生暖かい宇宙空間を漂うみたいな……、なんて言っても、そんなもン体験したことがないので想像でしかない。とにかくふわふわしていて、横たわっているのか、逆さまになっているのか、それすらわからない。大人しく、ステージが変わるのを待つしかねェ。

			　今のうちに、情報を整理しておくか。

			　適性種族は人間だと言われたけど、この肉体は天界人と同じ構造をした愛玩人形(ラブドール)だ。

			　童貞なのに体は中古って、何ソレ。ワケわかンねェ。

			　結局、俺の種族は何になるンだ？　人間……じゃねェよな。種族名も愛玩人形(ラブドール)？

			　いやァ、ここは天界人でイイだろ。気持ち的に、その方が幸せだ。

			　んで、転生特典はなんだったか。二つほどあったはずだ。

			　確か、そう。一つは【肉体強化】――条件は武器の携帯。

			　最初に手に馴染むと感じた武器で登録されるンだっけか。

			　なんの武器を選ぶかだけど、ここはまァ、剣一択だろうな。

			　その理由は、もう一つの転生特典――【技能習得】

			　なんでも一つマスターできるってンで、俺はこれから降り立つ予定の国で主流になっているらしい、攻防一体の両手剣技を選択した。それ以上のことはまだわからねェが、流派名を見てビビッときた。フィーリングって大事じゃン？

			　そして、天界人のお姉さんが見せた驚異的な反応速度。あれはキモいレベルでヤバかった。

			　天界人なら、子供にも備わっていると言っていた。だったら、その天界人と同じ肉体を手に入れた俺にも適用されているかもしれない。

			【肉体強化】＋【剣術】＋【超反応】――これって結構なチートになるンじゃね？

			　俺が想像しているとおりのファンタジー世界なら、突然放り込まれた地で生き抜くために、強さは重要なファクターになる。どこに飛ばされるのかわからないってのが怖いが、これだけ揃ってりゃ、大抵の危険は回避できるはずだ。

			　俺は大丈夫。心配なのは、利一だ。あいつは無事でいるンだろうか。

			　転生に際し、故人の要望は尊重されるが、特筆すべきことがない限り、生前の種族、年齢、性別が引き継がれる決まりになっていると説明された。また「利一は人間に転生したのか？」という問いに対し、あのお姉さんは頷く以外の答えを返そうとした。

			　つまり、利一もまた、人間以外の種族に転生したのだと考えられる。

			　あいつは男らしさに憧れていた。ムキムキになりたいと、よく言っていたのを覚えている。

			　利一が希望をあげたとすれば、間違いなくそのあたりだ。

			　つーか、あいつはいつ死んだンだ？

			　即死だったのなら、俺より十日以上も早く転生していることになる。

			　人見知りで引っ込み思案なあいつのことだ。下手すりゃ、その場を一歩も動けずにいるかもしれない。そのまま体力が尽きてしまい、飢え死に……なんてのは、さすがに考えすぎか。

			　利一のこととなると、どうにも冷静でいられなくなっちまう。

			　あいつが引きこもりだからとか、並より体が小さいからとか、そんな理由でじゃない。

			　利一とつるむようになったのは、最初は罪滅ぼしからだった。

			　おっと、勘違いすンなよ。

			　今はもう、全くそんなつもりはねェ。あいつは親友だ。一生の友達(ダチ)だ。

			　天然でボケるくせに、適度にツッコミも返してくれる。

			　単純に、一緒にいて楽しい。あんなに裏表がなくて面白い奴、他にいねェ。

			　話を戻す。

			　あいつは、小、中学校でいじめを受けた。いや、受けそうになったが、俺がさせなかった。

			　利一はきっと、俺に感謝していると思う。

			　でも、そんな必要はこれっぽっちもない。

			　何故なら、あいつがいじめの標的にされた原因は、俺にあるからだ。

			　小学五年生の時だった。俺はクラスで一番可愛かった○○(ピー)に告られた。

			　だけど俺は、その○○(ピー)に全く興味がなかった。興味がないどころか、ちょっと嫌いだった。

			　可愛いのは認めるけど、○○(ピー)はそれを自覚していて、とにかく態度がデカい。人を見下す。自分以外が優先されるのを許さない。○○(ピー)は性格ブスだった。

			　告白の台詞も「付き合ってください」ではなく、「付き合ってあげてもいい」だったしな。

			　何様だと思った俺は、ついこう言ってしまった。

			「お前と付き合うくらいなら、利一と付き合うわ」

			　本気で言ったわけじゃない。当時から小柄だった利一は、よく女子の中に交じっちゃえよとからかわれていた。それに便乗しただけだ。

			　まさかフラれるなんて考えもしていなかったンだろう。その時の○○(ピー)の顔は傑作だったが、軽率な発言だったと後悔もした。○○(ピー)は女子にしてクラスのボス的存在だった。そんな○○(ピー)がフラれた腹いせを考えるのは当然だった。

			　しかも、その矛先は、俺ではなく利一に向けられたのだ。

			　男に負けたなんて、○○(ピー)は口が裂けても言えないだろうし、俺も言いふらしはしなかった。

			　そのせいで、利一はどうして自分がいじめられているのかわからなかったはずだ。

			　中学校も小学校からの持ち上がりだったので、気の休まらない日々が続いた。

			　部活やったり、彼女作ったりする余裕もなかった。

			　○○(ピー)は女子高に通うことになり、ようやく安心した俺は、利一とは別の高校に進学した。

			　そしたらあいつ、今度は俺と関係ないところで、またいじめのターゲットにされやがった。

			　そして登校拒否＆引きこもりに至る。もうね、目が離せねェと思ったよ。

			　利一は人一倍男らしさに憧れているとこがあるから、誰かに守られることを喜びはしない。

			　それでも長い付き合いの中で、いつしか利一のことを、親友であると同時に、ほっとけない弟みたいなもンだと思うようになった。それも喜びはしねェだろうけど。

			　なんであれ、大切な奴だ。

			　今行くから待っていろよ。絶対に捜し出してやる。

			　

			　………………。

			　…………。

			　……。

			　お？　流れが速くなり、目蓋に感じる眩しさも収まってきた。

			　いよいよ異世界に到着か。

			　そう思った直後、背中だけじゃなく、後頭部や尻、膝の裏やふくらはぎに、ひんやりとした冷たさを感じるようになった。ちょろちょろと、水のせせらぎも聞こえる。

			　どうやら俺は、川の浅瀬に寝そべっているらしい。

			　すぐには動き出さず、周囲を警戒して見渡してみるが、やけに暗い。夜か？

			　……違うな。音が反響する。背中に当たる感触が、石みたいに硬くてごつごつしている。

			　洞窟か？

			　徐々に目が暗闇に慣れてきて、周りがおぼろげに見えるようになってきた。

			　やっぱ洞窟だ。岩肌の隙間から、ヒカリゴケみたいに淡いライトグリーンの光を放つ植物が生えている。照明と呼ぶには頼りないが、なんとか洞窟内を照らしてくれている。

			　上体を起こしてから立ち上がると、水で冷えた体が風を感じてぶるると震えた。

			「全裸、寒ィよ……。風が流れてるってことは、ちゃんと外に通じているみたいだな」

			　剣の入手も課題だけど、何よりまずは着る物を探さねェと。

			「とにかく、なんとか下だけでも隠し――……て、うおおォい!?」

			　ギンギンだった。天を衝(つ)いていた。

			　なんで!?　エロいことなんて何も考えてねェのに。

			　思えば愛玩人形(ラブドール)もギンギンだった。そりゃそうだ。人形がフニャる理由がない。

			　でもだからって、俺が入った後も、常時エレクチオン維持なんてことは。

			「オイオイ、勘弁してくれよ」

			　浅瀬にしゃがみ込み、俺は銃身を冷やすようにしてアソコに水をかけまくった。

			　こんな一七〇ミリ単装高角砲、ポジショニングどころの話じゃねェぞ。

			　二十四時間臨戦態勢なんて、そんなもン、日常生活に支障ありまくりだろうが。

			　収まれ！　鎮まれ！

			　俺の願いが通じたのか、それはやがて下方修正を見せ始めた。

			「ビ、ビビるわ……」

			　朝勃ちみたいなものだったのか。一時はどうなることかと思ったぜ。

			　しっかし、凄ェな。人形の体なのに、生理機能まで人体と同じかよ。

			　さすが、二十年ローンの匠の技なだけのことはある。

			「あのお姉さん、ローンだけ残っちまったわけか」

			　まァ、自業自得だと思うンで、頑張って返済してくれ。俺は知らん。

			　それにしても、手に馴染むこの感じ。元の俺のサイズとぴたりと一致するじゃねェか。

			　だからこそ、変態に目をつけられてしまったンだろうけど。

			　日本人にしては、ビッグなサイズが密かな自慢だった。

			　もし、正規の手段で転生したとして、ここのサイズがダウンしていたなら、俺は少なからず落ち込んだだろう。それを考えると、愛玩人形(ラブドール)も結果オーライだと言えるかもしれない。

			「なんせ、男の武器だからな。つっても、実戦使用しなけりゃ宝の持ち腐れだし、デカけりゃイイってもンでもねェけど」

			　

			『承認します』

			　

			　ん？　唐突に、自動応答みたいに無機質な声が聞こえた。

			　それは直接、頭の中に響いてくる。

			　

			『肉体強化のトリガーに、【勃起ち●こ】を登録します』

			　

			　…………なんて？

			　え？

			　え？

			　聞き間違えた？　だって、いやいや、ないない。ありえねェって。

			　俺は眉間を揉み解しながら、少し前の自分の思考と台詞を思い返した。

			　手に馴染む。――思った。男の武器。――言った。

			　いやいやいや。まさか、こんなンで登録条件が揃っちゃったって？

			「うん、聞き間違いだ、これ」

			　

			『登録完了。ち●この勃起具合に合わせて肉体が強化されます』

			　

			「ちょっと待てええええええええええええええええええええ!!」

			　絶叫とも言える俺の雄叫びが、洞窟内に大きく大きくこだました。

			　そして俺は思い出した。

			　転生支援課のお姉さんが、「一度登録されると、変更はできません」と言っていたのを。

		

	
		
			　

			第三搾　どう見ても変質者です

			　

			　裸足のため、足の裏を切らないよう、一歩一歩確かめるようにして歩く。

			「ないわァ……。マジないわァ……。ハァァァ……」

			　手探りで壁を伝いながら、この世の終わりのような溜息をついた。

			　華々しいデビューを飾るはずだった第二の人生が、異世界到着わずか三分にして脆くも崩れ去ってしまった。

			　勃起時限定強化って何？　盾の代わりにエロ本、剣の代わりにナニを握れってのか？

			　俺だってね、異世界転生なんつーフレーズを聞いた時は、そりゃ胸が高鳴ったさ。

			　物語の主人公になって、世界を股にかける大冒険も悪くねェと思ったよ。

			　何より、チートで無双はデフォルト仕様。無条件で美少女たちに囲まれ愛され、うっひょーひゃっはーハーレム万歳な展開はお約束。それが異世界転生だろうが。

			　しまらねェ。これじゃ何を言っても、何をやってもしまらねェ。

			　ヒロインを敵から庇う時も。

			『俺の後ろにいな。安心しろ。必ず守ってやる』（※ただし勃起しながら）

			　最終決戦を前に、仲間たちを奮い立たせる時も。

			『俺たちは勝つ！　魔王を倒し、世界に平和を取り戻すンだ！』（※ただし勃起しながら）

			　絵にならねェ。得(え)も言われねェ。

			「もうアレだ。肉体強化は諦めて、技能習得で得た剣術に望みをかけるしかねェ」

			　こっちは期待できる。なんせ、名前からして超強そうなのを選んだからな。

			　武を極めし神が揮(ふる)う、修羅の如し剣技。そんな感じのだ。

			「いっぺん、誰かが使ってるのを見てみてェな――……と？」

			　風上に向かって歩いていると、前方から人の話し声のようなものが聞こえてきた。

			　こんな薄暗い洞窟に人？　炭坑作業員か何かか？　ガヤガヤとした声は一人や二人じゃない。

			　岩陰に潜みつつ、その集団に近づける所まで近づいた。

			　俺のいる細い通路とは違い、開けた場所には十人以上いそうだ。

			　各々が手に松明(たいまつ)を持っており、青っぽい鎧を身につけている。

			　背負うようにして帯びた剣は大きく、どう見ても片手で扱う代物じゃない。

			　野盗って感じじゃねェな。ＲＰＧでいうところのパーティーとも違う。

			　整然と隊列を組んだ様は騎士団を思わせる。

			　その中の一人、四十代の半ばくらいか。一八〇センチ近い俺より、さらに体格の良さそうなオッサンが仲間たちに向けて言った。

			「五分間の休憩の後、洞窟の最深部まで行く。各自、装備の確認を怠らぬように」

			　声しっぶ。重低音のイケメンボイスがめちゃカッケェ。

			　連中の目的はわからないが、ピリピリと張り詰めた、今すぐでも戦闘に入れそうな緊張感が肌に伝わってくる。雰囲気が、明らかに観光じゃねェ。

			　どうすっか……。連中がなんらかの任務を遂行中なのは間違いないとして、それはおそらく戦闘ありきのものなンだろうと予想できる。

			　さて問題。洞窟の中で、明かりも持たない全裸男がいきなり現れたとする。

			　印象として、それは危険なモンスターと何か違いはあるか？

			　俺なら問答無用で攻撃するね。

			　少し惜しいけど、ここで出て行くのはやめておこう。

			　この洞窟に何がいるのか知らねェが、連中の歩いて来た方向を辿って行けば安全なはずだ。

			　通路に沿って流れている川は、連中の脇を通って奥まで伸びている。

			　また水に浸かることになるが、岩陰に隠れながら連中を迂回できそうだ。

			　そろり、そろりと、物音を立てないようにして、陰から陰へと移動する。仮に見つかったとしても、見た目は同じ人間同士なわけだし、殺されることはないだろうという楽観のせいか、ステルスゲームでもやっているような気分だ。

			　壁に半身を擦り、小山になった岩の陰に滑り込む。ここから一気に水辺へ――

			「うォ、と」

			「ん？」

			　岩陰に人がいた。

			　向こうにいる連中と同じく青い鎧を着ているが、下はスカートを穿いている。

			　ボブカットの若い女性だ。こんな所に一人で、こそこそと忍ぶようにして何を？

			　その疑問は瞬時に晴れた。

			　女性は、ぷりっとした尻を俺に突き出し、パンツを膝まで引き下げていた。

			　なるほど、お花摘みをされていたわけですね。

			「キ――」

			　事前だったのか、事後だったのかはわからない。

			　俺はこの時、天界人に備わる神速のインパルスを初めて発揮することになった。用を足していた女性が悲鳴を上げられないよう、膝の裏を抱えて口を塞ぐという最悪の形で。
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			「すまねェ！　でも頼む、叫ばないでくれ！」

			「んん――――――」

			　女性の背後に回り、抱きかかえるようにして拘束する。

			　泣きたくなる。傍から見れば、完全にアウトだこれ。

			　なんて思っていると、口を封じていた俺の指を、女性がガブリと噛んだ。

			「ァ痛ったあああ!!」

			「放せ、変質者め！　私に触れるな！」

			　まだ拘束は解いていないが、俺自身が発した声と、女性の怒声によって、他の連中が異変に気づいてしまった。なんだなんだ、どうしたどうしたと集まって来る。

			「なっ、貴様、そこで何をしている!?」

			「どうして全裸なんだ!?」

			　これには山よりも高く、海よりも深くて恥ずかしい事情がありまして。

			「見ろ！　隊長のパンツが下げられているぞ！」

			　それは俺じゃねェし。つーか、この人、隊長なのか？

			　松明によって陰影をつけた連中の顔には殺気が混じっている。早くも背中の剣を抜き放っている奴もいるし、異世界生活は始まったばかりなのに、早くも人生最大のピンチだ。

			　どうする、どうする。

			　肉体強化で逃げる案が思い浮かんだが、無理無理。こんな状況で勃(た)つわけがない。

			　この女性の体を揉みくちゃにすれば、あるいは――なんてゲスなことも考えたけど、それをやったら誤解が誤解でなくなり、有罪が確定する。まだ強化の度合いだってわかってねェし、そんな賭けに出るわけにはいかない。

			　別の案を考えていると、一団を掻き分けるようにして、さっきの渋声のオッサンが最前列に出て来た。オッサンは剣を抜いていない。

			「尋ねるが、我々に危害を加えるつもりなのか？」

			「そんな気は一切ない。本当だ。見てのとおり、何も着てないから怪しまれると思ったンだ。だから隠れてやり過ごそうとしたら、この子に見つかっちまって、反射的にこうなった」

			　下手な言い訳は逆効果だと思い、要点だけを早口で告げた。

			「なら、放してやってくれないか？」

			「放した途端、斬りかかってきたりは？」

			「しない。約束しよう」

			　俺はオッサンの言葉を信じた。というか、信じる他なかった。

			　力を抜くと、女性はするりと腕の中から逃れ、すかさずパンツを上げた。

			「貴様、よくも！」

			「カリーシャ」

			　女性の名前だろうか。オッサンに諌められた女性は、俺に殴りかかろうとしていた拳を渋々収めた。この子が隊長でも、一番偉いってわけじゃないのか。

			　オッサンは自分が羽織っていたマントを外し、俺にひょいと投げ渡した。

			「何か訳がありそうだ。露出は趣味でないと思いたいが？」

			「助かる」

			　俺はいそいそとマントを腰に巻きつけた。このオッサン、話がわかるぜ。

			　とはいえ、後ろの連中の剣を下ろさせようとはしない。

			「質問させてもらおう。お前は人間か？」

			「元は人間だ。でも、今はよくわからねェ」

			「自分のことだろう？　何故わからない？」

			「つい今しがた、ここに転生してきたんだ。転生ってわかる？」

			「転生者……だと？」

			　ここでオッサンは、カリーシャと呼ばれた隊長さんに目をやった。

			　ざっと見たところ、他に女性はいない。紅一点のようだ。

			　女隊長さんが、俺をじっと見つめたまま言った。

			「……この男、種族が【天界人】とあります」

			「天界人？　死後の魂に道を示すという、あの天界人か」

			「俺が人間じゃないってわかンの？」

			「彼女の特(とく)能(のう)だ。他者のステータスを視(み)ることができる」

			「それってすげェの？」

			「特能が発現している人間は、この国で五人といない」

			「そりゃすげェ。ああ、だからか。女だてらに隊長なんて――」

			　口を滑らせた瞬間、キッ、と女隊長さんに鋭く睨まれた。失言だったっぽい。

			「とりあえず、俺が転生者だってことは信じてもらえたのか？」

			「今のところ、疑う要素が見つからないというだけだがな」

			　そう言って、オッサンが、殺気を出していた仲間たちの剣を収めさせた。

			「なんにせよ、ありがてェ。カリーシャさん、だっけか。アンタのおかげだ」

			「恥をかかされた恨みは忘れんぞ」

			「悪かった。せめて、見ちまった尻は、綺麗な思い出として残しておくよ」

			「残すな！　今すぐ消去しろ！」

			　俺たちが会話を弾ませている間に、オッサンが、カリーシャさんだけ残して他の仲間たちを休息に戻らせた。素性はともかく、俺に危険はないとわかってくれたようだ。

			「私はアーガス・ランチャック。王都騎士団の騎士長だ」

			「騎士長ってことは、そっちの隊長さんの上司？」

			「紹介しよう。彼女はカリーシャ・ブルネット。まだ二十歳(はたち)と若いが、ここにいる第三部隊の隊長を務めている。そして私は、全ての騎士を統括する立場にある」

			「畏れ入ったか。本来なら貴様のような変態露出覗き魔が、おいそれとは言葉を交わすことができない御方だ。一言一句に幸せを噛みしめて口をきけ」

			「俺は新垣拓斗。ほんと、ついさっき転生してきたばかりで右も左もわからねェ。できれば、この世界で生きていく手ほどきをしてもらいたいンだけど」

			「勝手に野垂れ死ね」

			「野グソしてた奴に言われたくねェな」

			「おしっこだ！　忘れろと言っているだろう！」

			　謝ったのに、いつまでもぐちぐちと嫌みを言われたら、俺だって反撃の一つもしたくなる。

			　騎士長さんからすれば、小僧と小娘のじゃれ合いに見えるのか、呆れたように肩を竦めた。

			「この任務が終わったら、私の屋敷に来い。生活の保証はしよう」

			「マジで!?　ありがてェ！」

			「これは親切ではなく打算だ。お前が本当に転生者なら、魔王勢力に対抗する力を借りたい。そのために、恩を売ろうとしているにすぎん」

			「そういう言い回し、わりと好きだぜ。つーか、魔王とかマジにいるのな」

			　感心したように言うと、ここぞとばかりに嫌み女が口を挟んできた。

			「ふん、そんなことも知らないのか。先が思いやられる無知さだな」

			「アンタこそ、たいそうムチムチした尻と太ももをお持ちだったじゃねェか」

			「斬る！　斬り捨てるううう！」

			「よさんか、お前たち」

			　騎士長さんの一喝で、嫌み女がしゅんと縮こまった。

			　どうなることかと思ったが、幸先イイぞ。これならすぐにでも利一を捜し始められそうだ。

			「カリーシャ、お前のマントもタクトに貸してやりなさい。洞窟内は冷える」

			「騎士長がそう仰るのなら……。ほら変態、貸してやる。涙に暮れて感激しろ」

			　俺は笑顔で礼を言い、ありがたく受け取った。

			　そして、騎士長さんから借りたマントを上半身に羽織り直し、嫌み女から頂戴したマントをわざわざ下半身に巻きつけてやった。

			　貸してやると言ったくせに、嫌み女がまたしても喚き出した。

			「ところで、今ってどういう任務中？」

			　嫌み女――もといカリーシャ隊長はともかく、二回りは離れていそうなアーガス騎士長にも敬語を使うタイミングを逃してしまった。特に指摘されないので、このままタメ口で通させてもらおうと思う。

			「この洞窟に濃い瘴気が溜まっていると報告を受けたのでな。その調査が目的だ」

			　アーガス騎士長が、男の耳でも惚れ惚れする渋い美声で答えてくれた。

			「瘴気って？」

			「悪魔が吐き出すガスのようなものだ。人体にそこまで影響はないが、一定値を超える濃度に達すると、ゲートが発生してしまう」

			　ゲートとは、一方通行の転移門のことだ。アーガス騎士長が、そう補足した。

			「それが発生すると、どうなるンだ？」

			「往々にして、良からぬ場所と空間が繋がってしまう。王都から十数キロしか離れていない、こんな洞窟の中に、突然凶暴なドラゴンが湧き出るという可能性もある」

			「うへ。そりゃヤバいな。つまり、今回の調査任務はゲートの発生を未然に防ぐこと。瘴気を出している悪魔がいるなら、それを討伐することってわけか」

			「そうだ。ただ、少々困惑している。一匹二匹の下級悪魔程度では、ゲートが発生するほどの瘴気は絶対に溜まらない。少なくとも、百匹以上の殲滅戦を想定していたのだが、まだ一度も悪魔と遭遇していないのだ」

			「俺も結構奥から歩いて来たけど、悪魔どころか、ネズミ一匹見なかったな」

			「となると、そこの分岐を突き当たりまで進めば、探索は終わってしまう。瘴気の報告自体、誤報だったのやもしれん」

			「実際に濃い瘴気を感じたから調査してンじゃねェの？」

			「瘴気は高い魔力を持つ者ほど敏感に感じ取れるが、我々人間は、魔力をほとんど持たない」

			「じゃあ、瘴気が溜まっているって報告は誰から？」

			「エルフという種族だ。この部隊では、唯一カリーシャだけがわずかに魔力を有しているが、それも瘴気の有無をはっきり知覚できるほどではない」

			　そういや、俺も何も感じないな。人間同様、天界人も魔力を持っていないのか。

			「質問ばっかで悪(わり)ィけど、なんでちゃんと魔力を持っている奴を同伴しねェんだ？」

			「もっともな疑問だ。人体にそこまで影響はないと言ったが、高い魔力を有する者にとっては別だ。瘴気は体内の清浄な魔力を汚染し、頭痛や吐き気を催す」

			　なるほどね。魔力を持たないことがメリットになる場合もあるわけか。

			　そもそも魔力ってのが、どういうものなのかもわかってねェけど。

			「俺もこのまま同行してイイのか？」

			「そうしてもらった方がありがたい。戦闘に入れば、その実力に期待したいところだが」

			「つっても、自分でもまるで把握できてねェからな」

			　そう言うと、カリーシャ隊長が、不躾に俺の鼻先に指を突きつけてきた。

			「【磐座具視(シークレット・アイズ)】で確認しましたが、この男、レベル16です。一般人としては高い方ですけど、冒険者として見れば、平均か、それ以下です。とても戦力になるとは思えませんよ。はっきり言って、戦闘に参加されても足手まといになります」

			　レベル？　この世界にはレベルとかあンのか。

			　つーか、転生者なのに低いの？　わりとヘコむンですけど。

			「あ、でも、それについて一つ言わせてくれ。怒らないで聞いてほしいンだけど」

			「なんだ？　私は嘘などついていないぞ。本当に貴様のレベルは」

			「そのレベルだけど、多分、勃起したらいくらか上がると思う」

			　顔面に拳が飛んで来た。

			　紙一重でかわしたものの、カリーシャ隊長の顔は怒りに染まっている。

			「これでも私は貴様の身を案じているんだ！　フザケるつもりなら、本当に斬るぞ！」

			「俺だって冗談だと思いてェよ！」

			　ぎゃあぎゃあと言い争う俺たちを見るアーガス騎士長が、またもや嘆息した。

			「レベルはともかく、タクトが天界人だというのは確かなのだ。未だかつて、人間が天界人の存在を確認したことはない。戦力にはならずとも、保護はしておくべきだ」

			「保護することに異論はありませんが……」

			「なら、お前がタクトを連れて、先に外へ――」

			「いえ！　私は第三部隊の隊長として、調査任務を全うします！」

			「……そうか。では、しんがりを任せよう。タクトについていてやってくれ」

			　アーガス騎士長は会話を切り上げ、他の騎士たちの所へ向かった。

			　その背を見つめるカリーシャ隊長は、捨てられた子犬みたいに悲しそうな目をしている。

			　同時に、唇を噛む様子から、なんとなく……察した。

			「しんがりを任せる……か。物は言いようだな」

			「不満そうだな」

			「当然だろう。騎士長の中では、私も貴様と同じように、戦力に数えられていないのだから。安全な後方に置いておこうという考えだ」

			「ちなみに、カリーシャ隊長とアーガス騎士長のレベルは？」

			「私は19。騎士長は26だ」

			「そんな違いがあンのか？」

			　ＲＰＧで言うなら、レベル10台や20台なんて、かなり序盤じゃね？

			「レベル20までなら、１、２は誤差の範囲だろう。しかし、レベル20以上ともなってくると、２つ違えば格が違う。４つ違えば、もう次元が違う」

			「騎士団員の平均レベルは？」

			「……21だ」

			　あれま。

			「じゃあ、レベル30以上っていねェの？」

			「いるわけがない。そんなレベルは、もはや神域に足を踏み入れている」

			「てことは、レベル26のアーガス騎士長の強さが、この世界で最強に近いってことか」

			「そう考えて差し支えない」

			　隊の騎士たちが休憩を終えて列を成し始めたので、俺たちはその一番後ろについた。

			　数えたところ、俺とアーガス騎士長を除けば、この第三部隊は二十人で構成されていた。

			　騎士長の号令に従い、俺が歩いて来た道とは別の分岐路に入って行く。

			　こっちの道はかなり広い。二車線道路のトンネルくらいの大きさがある。

			　一糸乱れぬ足並みは見事と言う他ないが、見ていて複雑な気分にもなる。

			　騎士長は全騎士のトップ。その指示に従うのは当然だ。

			　当然なンだけど、第三部隊を預かっているカリーシャ隊長が、黙って最後尾を歩いている。

			　並んで歩いていると、どうにもこうにも空気が重いじゃねェかよ。

			　沈黙がキツいわー。なんか明るい話題でもねェかな。

			「あ、そうだ。ここ数日で、俺以外に転生者が現れたって噂はねェ？」

			「貴様以外に？　いや、聞かないな。仮に転生者を名乗る者が現れたら、その情報は最優先で騎士団に届けられていると思うが、ここ十数年で、そういった記録はないはずだ」

			「マジかー」

			　利一の奴、いったいどこで何をやってンだ。おっ死(ち)んだ、なんてことだけはやめてくれよ。

			「私からも質問させてもらっていいか？」

			「ん、イイけど？」

			「貴様の【職名】の項目だが、【元愛玩人形(ラブドール)】とはどういう意味だ？」

			　前世のことでも訊かれるのかと思いきや。

			「ステータスってのに、そう表示されてンの？」

			「自分のステータスを見たことがないのか？」

			　ねェよ。見方だってわかンねェし。

			「……悪いな。人には触れられたくない過去ってのがあるンだ」

			「……そうか。込み入った質問をしてしまったのだな。すまない」

			「気にしないでくれ。これはなんつーか、事故みてェなもンなンだ」

			　詳細を答える代わりに、ステータスの見方を教えてもらうことで気まずい空気をしのいだ。

			　言われた手順に従うと、目の前に、ぼんやりと文字が浮かび上がってきた。
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			【新垣拓斗】

			レベル：16
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			種族：天界人

			年齢：17

			職名：元愛玩人形(ラブドール)
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			　こんなもンが見えるだけでもファンタジーだな。

			　特能ってのが発現していたら、それも表示されるらしいが、俺のステータスにはない。

			「この職名ってやつ、どうにかならねェかな……」

			「職名は現時点での肩書きみたいなものだから、わりと簡単に更新されるぞ。例えば、貴様が王都騎士団に仮所属でもしたら、それだけでも別のものに変わるだろうな」

			「する。仮所属する。よろしくカリーシャ隊長」

			「焦るな。そんな適当な気持ちで騎士になられても困る。それに私の一存では決められない。この調査任務が終わったら、改めて騎士長に相談しろ」

			「その際は、できればカリーシャ隊長の部隊に配属してもらいてェな」

			「こんな小娘が隊長の部隊にか？」

			　自虐的だな。自分に自信がないのがよくわかる。

			　俺が何を言ったところで慰めにはならないと思い、話題を変えることにした。

			「この任務って、下級悪魔との戦闘を想定しているンだよな？　戦力的には十分なのか？」

			「下級悪魔の力はそれほど強くない。本当に百匹いたとしても、この部隊だけで対処できる」

			　頼もしさを感じさせるその言葉は、実戦経験を経てのものだろう。

			「下級悪魔が大量に湧いた時に、そいつらが吐く瘴気が溜まってゲートが発生するンだよな？　それ聞いて思ったンだけど、これだけ歩き回って一匹も遭遇しないってことは、やっぱ大量になんていないンじゃねェかな」

			「誤報だったのではないかと言いたいんだろう？　それは皆が思っている」

			「違う違う。瘴気は報告どおり、無視できないくらい溜まっていると考えての意見だよ」

			「要領を得ないな。何が言いたいんだ？」

			「瘴気は悪魔が吐き出すンだよな？」

			「そうだ」

			「なんで〝下級〟悪魔って決めつけてンの？」

			「どういう意味だ？」

			「いやさ、一匹かそこらで、下級悪魔百匹以上に相当する瘴気を吐く大物が、この洞窟の中にいるとは考えねェのかなって。カリーシャ隊長もアーガス騎士長も、下級悪魔以外の可能性を頭から外してるみてェだからさ」

			　言うと、カリーシャ隊長が足を止めた。釣られて俺も立ち止まる。

			「……ここに、上級悪魔がいるとでも？」

			「や、素人意見だから。見当違いのことを言っているかもだけど」

			「可能性が……ないわけではない……が……しかし、百年の歴史を振り返っても、上級悪魔がこんな王都の近隣に現れたことなど、一度もないぞ」

			「これまで一度もないからって、今後も起こらねェとは限らねェだろ。俺だって、十七年間、一度も事故に遭ったことなんてなかったのに、いきなり事故死で異世界転生だぜ？　人生何が起こるかわかンねェよ」

			　俺はそれを、笑い話のつもりで言った。

			　だけどカリーシャ隊長は、表情を強張らせ、今の言葉を吟味しているようだった。

			「あれ？　もしかして、可能性出てきた？」

			「まだなんとも言えない。だが、念のため、騎士長に進言して来ようと思う」

			　青い顔でカリーシャ隊長が列から抜け、最前にいるアーガス騎士長の所へ走って行った。

			　むぅ、嫌な予感がしてきた。まさか俺、すげェヤバいフラグ立てた？

			「なんてな。漫画じゃあるまいし、そうそう簡単に――」

			　自分でツッコミを入れ、首の後ろを掻きながら天井を仰いだ。

			　見つけたのは偶然だった。

			　一瞬のことだったから、最初は松明による影の揺らぎを疑ったが、並外れた脳の処理速度がコンマ一秒とかからずにそれを否定した。

			　完全に闇と同化しているため、明かりが天井に当たらない限り、たとえ目を凝らしても姿を確認できない。だけど、俺は見てしまった。

			　行進している騎士たちを眼下に見下ろしていたナニか。

			　黒くて巨大な、エイリアンにも似たナニかが、天井に貼りついていたのを。

			「う……上にいるぞオオオオオオオオッ!!」

			　喉を潰さンばかりに俺は叫んだ。

			　約二十の松明が一斉に頭上へと掲げられ、天井を明るく照らし出した。

			「なん……だ、ありゃァ……」

			　注意を喚起した俺自身が目を疑ってしまう。

			　そいつは巨大だった。

			　全体像を一目で把握できないほどに。四肢を四方に広げて天井に貼りついているが、地面に降りて直立すれば四メートルくらいになるだろうか。

			　そいつは異形だった。

			　彼●島にいそうなというか、フ●ーザの二回目の変身形態というか、頭が後ろに突き出し、手足はやけに長細い。

			　そいつは一つ目だった。

			　頭を縦に割いて埋め込んだみたいな単眼を、叫んだ俺にぎょろりと向けている。
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			「オイオイ。どう見ても、初戦で出会っていいモンスターじゃねェだろ」

			　悪魔――これだという特定の形を持たない呼称だけど、見た者の恐怖と不快感を煽る存在のことを指すのだとすれば、あの怪物にはピッタリの呼び方だ。

			　瞬く間に、第三部隊に激震が走った。

			　敵が前方から現れたなら、騎士たちはすかさず隊列を戦闘に適した形に組み直しただろう。

			　しかし、突然真上に出現するという状況を想定したことはないのか、どう陣形を展開すればイイのか判断できず、行動に致命的な遅れが生じている。

			　アーガス騎士長の指示を待っているのかもしれないが、そんな余裕はねェ。

			「ぼさっとしてンなアアァァ!!」

			　最後尾にいた俺は、騎士たちに向かって飛び出した。

			　モンスターが、天井にしがみつく手足の力を緩めたのを見たからだ。

			　その仕草を捉えた瞬間には、後に起こる被害を予想できた。

			　予想した時には走っていた。岩肌で足の裏を少し切ったが、痛みは無視した。

			　手前にいた数人を掻き分け、俺は化け物の真下にいた騎士二人を、両腕に引っ掛けるようにして倒れ込んだ。鎧を着込んでいるせいか、思ったより距離を稼げない。

			「な、何をす――」

			　自分の命が消えかけていたことにも気づいていないのか、押し倒した騎士が声を荒らげた。

			　――ゴグシャ!!

			　直後、騎士二人が半秒前に立っていた場所に巨体が落下した。

			　硬い地面が踏み砕かれ、石片が周囲に飛散する。

			　あの重量に踏まれていたら、鎧を纏っていようが、関係なくミンチだった。

			　躊躇なく即死攻撃を仕掛けてきたことから、友好的な話し合いができる相手じゃないことは明白だ。戦闘は不可避。いや、既に始まっている。

			　最悪なことに、一団のド真ん中に着地しやがったせいで隊列はめちゃくちゃだ。

			　早く立て直しを。

			　だが、そんな暇を敵さんが悠長に与えてくれるはずもなく、ファーストアタックを外したとわかるや、追撃を狙っている。

			　全体の比率で細く見えるが、女性の腕くらいありそうな太さの人差し指を俺に向けてきた。

			　どうでもイイことだけど、指が五本ではなく、四本しかないので、あれを人差し指と呼んでイイのかわからない。

			「つーか、俺かよ。こっちは丸腰だっての……」

			　今からお前を殺すという指差し宣告――なんかじゃない。

			　向けられた指そのものが、ギュンッ！　と凄まじい勢いで伸びてきた。

			　異形の怪物らしい攻撃だと思った。

			　喰らえば、人体なんて簡単に貫くだろうなとも思った。

			　攻撃は見えている。見えているし、体も動いているが、それでも避けきれない。

			　一歩間に合わず喰らう。肉を貫かれる。臓腑を撒き散らす。

			　その過程を刹那に理解したため、俺は迫り来る恐怖と、それに伴う痛み、そして自分の死をはっきりと知覚させられることになる。

			　ヤベェ、死んだ。

			「――ぬぅううん!!」

			　俺の胴体に怪物の攻撃が届く寸前。

			　ギロチンの刃を落としたみたいに、アーガス騎士長が敵の指を切断した。

			　ここで初めて大口を開けた怪物が「キイィィ！」とヒステリックな声を上げた。

			「ア、アーガス騎士長、グッジョブ！　惚れる！」

			「世辞はいらん。カリーシャ！」

			　アーガス騎士長の簡潔な指示を受けたカリーシャ隊長が、すかさず右手の中指と人差し指を立て、カッと見開いた右目を挟むようにして当てた。

			「対象の種族名は【ホログレムリン】、レベルは――」

			　特能で敵のステータスを確認したカリーシャ隊長が言葉を詰まらせ、ごくりと息を呑んだ。

			「レ、レベルは27。上級――いえ、特級悪魔です！」

			　つまり、俺の勘が当たっちまったってこと？　迅速なフラグ回収ですこと。

			　カリーシャ隊長の言葉を聞いたアーガス騎士長が、渋面を作った。

			「総員、剣を盾にして撤退に備えよ！」

			「戦わねェのか？　こっちは二十人からいるンだし、数で押せば、なんとかなるンじゃ？」

			「私も長く騎士をやっているが、あの怪物は初見だ。敵の弱点、攻撃手段がわからない以上、後手に回らざるを得ん。こんな視界の悪い洞窟では、予想される被害が大きすぎる」

			　全滅。という言葉が脳裏を過った。

			「特級悪魔ってのは、そんなにヤバい相手なのか？」

			「レベル15までを低級、20までを中級、25までを上級、それよりも上を特級に指定している。レベル27ともなれば、単体で一つの都市を滅ぼせる脅威だ」

			「マ、マジかよ……」

			　その都市ってのが、どの程度の規模かは知らない。

			　それでも、目の前の怪物が死ぬほどヤバいということは、十分すぎるほど伝わってきた。

			　こちらの逃げ腰を感じ取ったのか、ホログレムリンという名の怪物が、ギザギザに並ぶ歯を見せて醜悪に笑った。その口内からは、煙のようにドス黒い息が漏れている。

			「人間の目にも視認できるほど濃い瘴気を吐き出すか……」

			　アーガス騎士長の声に緊張が現れている。

			　不意に、ホログレムリンの口から溢れていた瘴気が、黒から赤へと変じた。

			　赤い瘴気？

			　――じゃない。あれは火だ。

			　口元に火をちらつかせたまま大きく吸気し、腹部がボコンと膨らんだ。

			「気ィつけろ！　あいつ、火を吐くぞ！」

			「タクト、カリーシャ、私の後ろへ！」

			　初撃で隊列を崩されたのは好ましくないが、考えようによっては、敵を取り囲んでいるとも言えた。が、そんなイレギュラーは、やはりデメリットでしかなかった。

			　ホログレムリンが、腹で生成した炎を一気に、全方位に向けて吐き出した。

			　グオオオォォ、と火炎放射器さながらのファイヤーブレスが騎士たちを襲う。

			　騎士によって大きさに個人差はあるようだが、アーガス騎士長が構えているのは中でも特にデカい両刃のブロードソードだ。

			　そんな大剣を盾にして、アーガス騎士長は炎を防いだ。

			　空気を伝わる熱に、俺もちりちりと肌を焦がされたが、ダメージというほどじゃない。

			　しかし、他の騎士たちは、そうはいかなかった。

			　暴風の如き熱波は、重鎧を装備した騎士たちですら、その場に踏み止(とど)まることを許さない。半数を壁面に叩きつけ、もしくは重度の火傷を負わせて地面を舐めさせた。

			　かろうじて炎を防いだ残りの半数は、さっきも見た化け物の伸縮自在攻撃――今度は指だけじゃなく、腕そのものを伸ばし、ゴミを片付けるようにして薙ぎ払われていく。

			　アーガス騎士長だけが、剣を斜めに構えて敵の腕を滑らせることに成功した。

			　戦局は一方的だった。

			「しゃ、洒落になンねェ……。オイ、これどうすンだ!?」

			　どうやって勝つのか。という意味では訊いていない。

			　敵と遭遇して、まだ一分足らずだというのに、まともに立っているのはアーガス騎士長と、彼に守られた俺とカリーシャ隊長だけだ。

			「私が時間を稼ぐ！　動ける者は近くの者に手を貸し、直ちに撤退せよ！」

			　アーガス騎士長と、その指示を受けた騎士たちの判断は早かった。

			　下級悪魔の殲滅戦だったはずが、一転して特級悪魔からの撤退戦。

			「騎士長、私は戦えます！」

			「ダメだ！　お前はタクトを連れて逃げろ！　命令だ！」

			　決死の思いだったろうに、アーガス騎士長は、カリーシャ隊長の言葉を一顧だにしない。

			　でも、カリーシャ隊長には悪いけど、この場に残ったところで役には立てない。

			　それどころか、アーガス騎士長の足を引っ張るだけ。

			　悔しいだろうけど、仕方のないことだ。

			「来い、怪物め！　私の部下には指一本触れさせんぞ！」

			　アーガス騎士長を難敵と見たか、ホログレムリンが両腕を使い出した。

			　地面を抉り、壁を削りながら、腕を鞭のように縦横無尽にしならせる。

			　アーガス騎士長は、剣一本で攻撃をかち上げ、受け止め、逸らし、弾く。

			　防戦一方だ。全身フルで動いている分、体力の消耗も激しい。あれでは長くもたない。

			　それをわかっていて、アーガス騎士長は仲間のために捨て石になろうとしている。

			　彼の気持ちを汲むなら、一秒でも早く離脱するべきだろう。

			　なのに、俺はアーガス騎士長の、見事と言う他ない剣捌きから目を離せなかった。

			「あの剣術、まさか……」

			　もしそうなら、この窮地を脱する芽はまだ潰えていない。

			「カリーシャ隊長、いきなり変なこと訊くけど、ここって【ラバン】とかいう国か？」

			「それがどうした!?」

			　間違いない。

			　――大国【ラバン】で主流とされる攻防一体の両手剣技。

			　アーガス騎士長が披露しているのが、まさにそれ。俺が転生特典として選んだ剣術だ。

			　その手本が、実戦形式で眼前にある。

			　剣を盾のように駆使するが故の攻防一体。

			「なるほど、そういう剣術か」

			　俺には敵の攻撃も、アーガス騎士長の動きも全て見えている。

			　必要なのは、自身の反応速度を活かす知識と技術。

			　傷ついた他の騎士たちが落としていった剣の一本を、俺は拾い上げた。

			「タクト、何をしている!?　逃げろと命じただろう！」

			　剣を取った俺に気づいたアーガス騎士長が、怒鳴るように言った。

			「俺はアンタの部下じゃねェ。命令を聞く義理はねェな」

			　なんて強がってはみたものの、正直ガクブルだ。

			　全員で逃げられるなら、迷う余地もなく逃げてェよ。

			　でもな、試しもしないうちから見殺しにするってのは、後味が悪すぎンだよ。

			　なんのために【技能習得】で強くなることを選んだ？

			　こういう絶望的な戦局を覆すためだろうがよ。

			　前世も含めて初めて手にした剣は、ずしりと重かった。

			　

			「イクぜ。転生者、新垣拓斗の初(うい)陣(じん)だ」

		

	
		
			　

			第四搾　武を極めし神が揮う修羅の剣

			　

			　その剣術の名を、【武(ぶ)極(きょく)羅(ら)神(しん)剣(けん)】といった。

			　アーガス騎士長が目の前で体現してくれている、攻防一体の両手剣技だ。

			「アーガス騎士長一人じゃ手に余ンだろ。助太刀するぜ」

			　周囲には散乱した松明が転がっているため、明かりには困らない。

			　傷ついた他の騎士たちの中には意識を失っている者もいる。動ける奴らに任せるとしても、全員が撤退するにはもう少しかかる。

			　俺の接近に気づいたホログレムリンが、キイィアァァ、と女性の悲鳴みたいな声を出した。

			　どちらを攻撃しようか迷っているのか、ホログレムリンの縦に長い菱形の単眼が、ぎょろ、ぎょろ、と俺とアーガス騎士長を交互に睨(ね)めつけてくる。

			　敵はどちらか一方を選ばず、贅沢に両方を選んだ。四本の指を一点に固めた状態で、右腕を俺に、左腕をアーガス騎士長に向かって伸ばしてきた。

			　初めての戦闘でどこまでやれるか。実戦経験ではアーガス騎士長の足下にも及ばないけど、反応速度だけなら、天界人補正のある俺の方が勝っているはずだ。

			　奴が腕を持ち上げた瞬間に剣を構え、腕が伸び始めた頃には防御姿勢を完了させた。

			　あとは、俺がどの程度、武極羅神剣を使いこなせるかだ。

			　敵は四メートルに達しようかという巨体だ。真っ向から攻撃を受け止めても力勝負になんてなるはずもない。それはアーガス騎士長も同じこと。だから上手くヒットポイントをズラし、衝撃を緩和している。俺もそれを真似、構える剣にわずかな角度をつけた。

			「しゃ、来いやッ！」

			　剣の腹で敵の攻撃を受け流した――つもりだった。

			　だったが、ほとんど衝撃を殺せず、俺はごろごろと地面を無様に転がされた。ゴン、と壁に頭をぶつけるところまで吹っ飛ばされた俺は、「……あれ？」と間抜けな呟きをもらした。

			「も、もう一回だ」

			　落とした剣を握り直し、俺は再度、ホログレムリンの攻撃圏内へと入っていった。

			　さっきの一打で俺を雑魚だと見なしたのか、奴はわざわざ腕を伸縮させて勢いをつけたりはしてこない。それはまるで、指の体操でもするみたいな攻撃だった。

			「くっ、んが、こなくそ！」

			　右へ、左へ。アーガス騎士長と戦う片手間で、あやす程度の攻撃に翻弄されている。

			　誰が見たって口を揃えて言うだろう。こんなのは剣術じゃねェ。

			　止められない。流せない。なんだよこれ、無条件に体が動くンじゃねェのかよ。

			　実戦に入りさえすれば、体にインストールされた技能が勝手に開花するのかと思ったのに。

			　これじゃ、子供がただ棒切れを振り回しているだけだ。

			　すぐ傍に手本があるにもかかわらず、全くトレースできていない。

			「素人剣術でどうにかなる相手ではない！　いいから退(ひ)くんだ！」

			　俺が武極羅神剣を模倣しようとしていることにすら、気づいてもらえない。

			　アーガス騎士長を攻めあぐねていることに苛立ち、コバエのようにまとわりつく俺から先に片付けようと思ったのか、じろ、とこっちを見たホログレムリンの口がぷくりと膨らんだ。

			　また炎？　――じゃない。口の隙間から、ゴプ、と緑色の液体が溢れている。

			　奴が上体を反らせたのを見た俺は、反射的に後方へ大きく跳んだ。

			　それと同時に、上半身に羽織っていたマントを脱いで投げつけた。

			「ブシャアアアアッ!!」

			　そこへ、ホログレムリンが口に溜めていた液体を、びしゃりと吐きつけた。

			　ゲロ？　唾液？　胃酸？　なんでもイイが、とにかく溶解液だ。

			　俺の身代わりになったマントがみるみる腐食し、溶けていった。

			「す、すまねェ。借りたマントをダメにしちまった」

			「そんなことはいい！　追撃が来るぞ！」

			　俺が着地で膝を曲げたところを狙い、今度は伸縮攻撃が襲い掛かってきた。

			　あ、デジャブった。最初に騎士二人を助けた時と同じだ。

			　反応はできる。かわそうと体も動き始めている。

			　だけど、運動能力が反応速度に追いつかない。

			　アーガス騎士長は敵を挟んだ向こう側にいる。助けはない。今度こそ、死――

			「………………あれ？」

			　なんか、普通にかわしてた。

			　軽快なサイドステップで、容易に攻撃の範囲外へと逃れることができた。

			　さっきは無理だったのに、やけにあっさりと。

			　ホログレムリンが腕を引き戻し、さらに追撃を仕掛けてくる。

			　今度はかわすのではなく、俺はしつこく剣を盾に見立てた防御の構えを取った。

			　これで無理なら諦める。アーガス騎士長の言うとおり、撤退する。

			「キシャアアアア!!」

			「ぬ、くォオオッ」

			　ヒットする瞬間に力を流す方向を変えるとか、関節を緩めて威力を緩和するだとか、きっと繊細な技術が要求されるンだろう。だけどそんな匙加減、全ッ然わかンねェ。

			　剣に重い衝撃を受け、後ろに倒れそうになる。

			　でも、それだけだった。

			　倒れそうになっただけで、倒れなかった。さっきみたいに吹っ飛ばされることもない。

			　ホログレムリンが、動揺したような鳴き声を出した。困惑しているのは俺も同じ。

			　そのわずかな隙を、防御に徹していたアーガス騎士長は見逃さなかった。

			「【秘技・双(そう)頭(とう)天(てん)牙(が)】!!」

			　下段からのアッパースイング。

			　俺には一振りにしか見えなかったのに、ホログレムリンの体には二つの斬撃傷が刻まれた。

			「ギギィィィイイイ!!」

			　後方に倒れ込んだホログレムリンが壁にぶつかる。その頭上で崩落が起きた。

			　致命傷までは期待できないだろうけど、巨体が落石で埋まる。

			　アーガス騎士長に拍手を送ろうとするが、何故か本人は、俺をまじまじと見つめている。

			　そんなナイスミドルな顔で熱い眼差しを向けられると、男の俺でもドキッとすンだけど。

			「カリーシャ、今のうちに、タクトのレベルを確認してくれ」

			「そ、それなら先程16だと」

			「もう一度だ」

			　アーガス騎士長に強く言われたカリーシャ隊長が、不審そうに俺を凝視してきた。

			　こちとら、思いがけず乳首丸出しなもンで、ちっとばかし恥ずかしいですよ。

			「……なっ!?　レベル20……上がっています！　この短時間で、４つも！」

			「やはりか」

			　今のわずかな戦闘でレベルアップしたってこと？

			　俺の知るゲームとは違い、敵を倒さなくても経験値って入るンだろうか。

			　つーか、そんな簡単に上がってイイもンなの？

			　なんてことを考えていると、アーガス騎士長がつかつかと俺に歩み寄って来た。

			　そのまま、俺を閉じ込めるようにして、ドンッ、と壁に手をついた。

			「……オッサンに壁ドンされて喜ぶ趣味はねェんだけど？」

			　聞こえていないのか、アーガス騎士長が、ぺたりと俺の胸板に触れてきた。

			　無骨で逞しい男の手。ぞわぞわと全身の産毛が逆立ち、鳥肌が立った。
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			「なかなか良い体をしているな」

			「ど、どーも……」

			「何故、私の言葉を無視して戦った？」

			「や、転生する時の特典で、俺も武極羅神剣をマスターしているはずなンだよ」

			「武極羅神剣を？　とてもそうは見えなかったぞ」

			「だよなァ……」

			　首を傾げながら、剣の握りを確かめる。なんとなくだけど、最初より軽くなっている気が。

			　ワケがわからず戸惑っていると、アーガス騎士長が、半裸になった俺の体を食い入るように見つめて思案し始めた。このオッサン……そっちの気(け)とかねェだろうな。

			　その予想は、もしかすると的中したかもしれない。

			　何を血迷ったか、アーガス騎士長が、俺の下半身を覆うマントに手を掛けたのだ。

			「え、ちょ、オッサン、何してンの？」

			「お前を裸にする」

			「いやいや」

			「悪いようにはしない。さらなる高みへと誘(いざな)えるかもしれん」

			「いやいやいやいや!!」

			　さらなる高みって何よ!?　絶頂的な意味でか!?

			「カリーシャ隊長、アンタんとこのボスがおかしくなったぞ!?　止めてくれ！」

			「騎士長のなさることに間違いなどない」

			「ならせめて、その手に汗握るポーズをやめろ！」

			「なんのことやら皆目見当もつかないが、潔く騎士長にその身を差し出せ。ほら、掘(ほ)ら掘(ほ)ら」

			「テメエ、さては腐ってやがるな!?」

			　何がどうなってンだ。こいつら、敵から精神攻撃でも受けてンのか。

			　ぐいぐい、ぐいぐいと、アーガス騎士長がマントを引っ張ってくる。

			「タクトよ、時間がない。私に身を委(ゆだ)ねろ」

			「状況を考えようぜ！　あ、見ろ、ホログレムリンが動き出してるぞ！」

			「だからこそ急ぐのだ。大丈夫だ。裸にするだけで何もせん。何もせんから」

			　全く大丈夫に聞こえねェ！

			　マジで、ホントやめて、引っ張らないで。お願い、お願いしますから。

			「あ、も、いや、ア、アア、ア―――――――ッ!!」

			　とうとう下のマントも剥ぎ取られ、俺は一糸纏わぬ生まれたままの姿にされた。

			　もう、お婿に行けねェ……。

			　と、ここでホログレムリンが、瓦礫を爆散させて勢いよく跳ね起きた。

			「ギィィィイイイイイイ!!」

			　超怒っていらっしゃる。

			　そのまま四足歩行の獣のように、真っ直ぐ俺たちへと突撃して来た。

			「いかん、カリーシャ！」

			　アーガス騎士長が、カリーシャ隊長を抱きかかえて飛び退(の)いた。

			　人のこと剥いでおいて、こっちは放置かよ。

			　ホログレムリンは進路を変えない。

			　お前を斬ったの、俺じゃなくて、そっちのオッサンなンですけど。

			　獲物を逃がすまいと、ホログレムリンが両腕を左右に広げた。これで逃げ道も無い。

			「タクト、上へ跳べ！」

			　アーガス騎士長の声を拾った時には、俺は地面を蹴っていた。

			　上って、こいつがどンだけデカいか、見てわかンねェのかよ。

			　あ、こいつ頭のテッペンに穴がある。鼻の穴かな。

			　知ってるか？　イルカの鼻も、実はあの辺りにあるんだぜ。

			「……て、うええええ!?」

			　跳び越えていた。

			　ホログレムリンは四足歩行で突進して来ているので、直立時ほどの高さはないが、それでも俺は、五メートル近い高さを助走なしのジャンプで叩き出していた。

			　ホログレムリンは、速度を一切落とさず壁に激突した。

			　さっきより大きな崩落が起こり、またもやホログレムリンの体が瓦礫に埋まる。

			　俺はくるくると空中で回転して体勢を整え、安全地帯に着地した。

			　……何コレ。俺の体に何が起こった？

			「まさかとは思ったが……」

			　アーガス騎士長が、訳知り顔で言った。

			「タクト、お前が習得したという武術は、どうも武極羅神剣ではないようだ。武極羅神剣ではないが、お前の動きを見ていて該当するものに一つ心当たりがある」

			「え、どゆこと？」

			「武極羅神剣は【ラバン】において、国技とも言えるほどに有名な剣術だ。有名であるが故にこれを真似た流派が乱立した。中身が伴うならまだしも、武極羅神剣を揶(や)揄(ゆ)しただけのもの。名を一字変えただけで、児戯に等しいものまで様々ある」

			「俺のも、そういうパチもンの一つだって言いてェのか？」

			　これにアーガス騎士長が重々しく頷いた。

			「そして、お前のそれは、中でも特に酷い。何故ならば、下品も下品。子供がフザケて考えたとしか思えないしろものだからだ。武極羅神剣の品位を著しく卑しめるものだったので記憶に残っている。いやはや、本当に酷いのだ」

			「知ってるなら教えてくれ！　この異様な身体能力を引き出している原因はなんなンだ!?」

			「気を確かに持て。お前が転生時に授かったのは――」

			　ごくり、と無意識に喉が鳴った。

			　そしてアーガス騎士長が、重い口振りでそれを告げる。

			「――【局(きょく)部(ぶ)裸(ら)身(しん)拳】だ」

			　局部？　俺は自分の股間を指差した。アーガス騎士長がこくりと首を縦に振る。

			　裸身？　肩から足にかけて、なぞるように問う。またまた頷かれる。

			「これは剣術ではなく、どちらかと言うと拳法に分類されるが、そもそもこれは設定だけで、使い手のいない架空の武術だ」

			「設定って？」

			「確か、人前で脱ぐという過程を経ることで高まってゆく性的興奮を運動能力へと変換する、だったか。さらに股間の振り子をも運動エネルギーとして利用する、巨根の男にのみ許されし幻の武術――という設定だったはずだ」

			　つまり俺は、適当な理論だけで、実現可能かどうかを一切無視したとんでも設定の武術を、転生特典で偶然マスターしたってことですかい？

			　技能習得の時、確かに口頭で伝えたけどさ、だからって、この聞き間違いはねェだろ。

			「き、騎士長、改めてレベルを確認したのですが、そいつは今……レベル26になっています！　騎士長のレベルと並んでいます！」

			　カリーシャ隊長が、顔を恥ずかしそうに手で覆いながらも指の隙間からばっちり俺の裸体を見やりつつ言った。

			「あれ？　でも俺、アンタらと初めて会った時も全裸だったぜ？　そん時に一度ステータスを見られたけど、16だったンじゃ？」

			「推測だが、誰かが見ている前で脱ぐという儀式(ルーチン)が、力を発揮するトリガーとなるのだろう」

			　初めから脱いでいたンじゃ意味がねェわけか。

			　でもなんとなく納得。全裸の女性をいきなり見るよりも、着衣を一枚ずつ脱いでいく様子を見る方が興奮度は高い。それは脱ぐ側も同じ。……どこまでも変態設定かドチクショウ。

			「タクトよ。お前は、人前で脱げば脱ぐほど強くなる」

			　アーガス騎士長が、そうまとめてくれた。

			　俺もちょっと、自分でまとめてみようと思う。

			　

			《転生前の理想》

			　武極羅神剣を体得し、剣を構えた時の肉体強化と合わせて無双の力を発揮する。

			　

			《転生後の現実》

			　局部裸身拳を体得し、脱衣を経て全裸勃起した時（多分）無双の力を発揮する。

			　

			　この差……この差ァァァ!!

			　フィクションを含め、ここまで酷い異世界転生が、かつて存在しただろうか。

			　前略。転生支援課の、名も知らぬ変態お姉さん。

			　向こうでは大変お世話になり〈中略〉俺はアナタを一生恨みます。

			「ギ、ギイィィィ」

			　ここでホログレムリンが起き上がり、真っ赤に充血した目を俺たちに向けた。

			　どうやら、【技能習得】で得た局部裸身拳も肉体強化の一種ってことになるらしいな。

			　てことは、もう武極羅神剣の型にこだわる必要はないわけだ。

			　もうイイ。吹っ切れたぜ……。華々しい異世界デビューなんてのは諦めた。

			　さあ、第二ラウンドといこうか。

			「かかって来いやアアアアアアアアアッ!!」

			　俺は怒りと悲しみに暮れながら、洞窟をビリビリと震わす気勢を叩きつけた。

		

	
		
			　

			第五搾　転生者の力

			　

			「タクト、こいつは我々で仕留めるぞ！」

			「晒すもン晒しちまったら、もう何も怖くねェ！」

			　俺とアーガス騎士長で、ホログレムリンを左右、または前後から挟撃する。

			　皮膚まで強化されているのか、足場の悪さが苦にならない。

			　体が軽い。肉体強化に加え、衣服による運動阻害が完全に消えたこともあり、一歩で走れる距離が桁違いに伸びている。これが局部裸身拳を習得した者の感覚か。

			　本能が告げている。

			　殻を捨てよ。全裸なれ。剥き出しこそが、最も戦闘に適したスタイルなのだ。

			「ッラアアアッ!!」

			　ホログレムリンの腕を掻い潜り、右脇腹に斬撃を浴びせた。

			　生きて動いている動物を初めて斬った。おぞましい感触だ。とても好きになれそうにねェ。

			　だからって躊躇していたら、やられるのはこっちだ。慣れるしか……斬るしかねェ！

			「キシャアアア！」

			「喰らうかよ！」

			　武極羅神剣のことは頭から切り離した。もう真似ようとは思わない。

			　アーガス騎士長みたいに技で捌くンじゃなく、敵の攻撃を力任せに弾き返した。

			「信じらンねェ。脱いだだけで、マジに強くなってら」

			　すかさず攻めに転じる。攻撃の鋭さはアーガス騎士長に譲るが、手数の多さと一撃の重さは俺に軍配が上がるって感じか。

			「やるではないか！　私の強さはもう頭打ちだが、お前は素質だけでその強さだ。磨けばまだいくらでも伸びるぞ！　ますます入れたくなってきた！」

			「入れるって、何をだ!?」

			「お前を騎士団に入れたいと言っている！」

			　勧誘してくれるのは嬉しいが、目的語はちゃんと言おうぜ。

			　身の振り方を考えるのは後だ。

			「つーか、カリーシャ隊長、あんまし見ンなよ！」

			「私のことなら気にするな！」

			「気にするだろ！　こっちは好きで裸になってンじゃねェンだよ！　いいから離れてろ！」

			「戦力になれず、このように声援を送ることしかできないとはいえ、私は第三部隊の隊長だ！　この戦いを見届ける義務がある！」

			　建て前くせェェ！

			「そんなことより、アラガキタクト！　挟み撃ちではなく、後ろは騎士長に任せてもっと前に出て攻めろ！　そんなことで受けが務まると思うのか!?」

			「黙れ腐女子！　攻めてほしいのか、受けてほしいのか、どっちかにしろや！」

			　腐れ女の戯言をシャットアウトし、アーガス騎士長との連携で確実に手傷を負わせていく。

			　――が、硬く厚い外皮のせいで、どれも決定打にはならない。

			「キキイィィィ……」

			　苛立ちの中に焦りを見せ始めたホログレムリンが、ギザギザの歯を軋(きし)らせた。

			　その口内から立ち込める黒煙。また炎を吐くのかと思ったが、違う。

			「ギィィ……ジャハアアアアアアアアアッ!!」

			　あれは瘴気だ。粉塵を巻き散らすようにして、吐き出された瘴気が辺り一帯を覆い尽くす。

			　瘴気は高い魔力を持つ者にとっては害になるらしいが、ほとんど魔力を持たない俺や人間にとっては意味がない。ただの目くらましか？

			「小賢しい!!　――【秘技・空(くう)衝(しょう)天(てん)牙(が)】!!」

			　煙幕の向こうでアーガス騎士長が咆えた。

			　足下の空気が、瘴気ごと声のした方へ吸い寄せられ、渦を巻いて上へ上へと昇る。

			「おー、すげェ」

			　天井を抉らん勢いで瘴気はぶつかり、あっという間に霧散していく。

			　晴れた瘴気の中から、剣を高く突き上げたアーガス騎士長の姿が現れた。

			「貴様に勝機はない。観念しろ。痛みを感じる間もなく首を刎ねてやる」

			　超重武器の切っ先をホログレムリンへと向け、射竦めるような低い声で宣告する。

			　技もカッコ良けりゃ、使い手も渋カッケェなァ。利一とか、絶対こういうの好きだぜ。

			　ともあれ、形勢は完全にこっちに傾いている。

			　それなのに、俺にはホログレムリンが笑ったように見えた。

			「――――ッ!?」

			　俺は咄嗟の反応で、その袈裟斬りを剣で防いだ。

			　攻撃してきたのは、ホログレムリンじゃない。

			「……なんのつもりだ、カリーシャ隊長」

			「ち、違う。体が……勝手に」

			　俺を襲ってきたのは、味方であるはずのカリーシャ隊長だった。

			　まさか、腐女子って言ったのを怒ったわけじゃないよな。

			　そこでハッとする。アーガス騎士長が言っていた台詞を思い出した。

			　――この部隊では、唯一カリーシャだけがわずかに魔力を有している。

			「さては、瘴気に中(あ)てられちまったな？」

			　せめぎ合っていた刀身を振り抜き、カリーシャ隊長から距離を取った。

			　カリーシャ隊長が、ぶるぶると震えながら剣を構え直している。

			「あ、く、体が、言うことを、きかな……」

			「たく、言わンこっちゃねェ」

			　操られていやがる。他の騎士と一緒に、さっさと離脱してりゃよかったのに。

			　カリーシャ隊長が、ホログレムリンを守るようにして俺たちの前に立った。

			　そうして、ふらふらとおぼつかない足取りで剣を振ってくる。

			　かわすのは簡単だけど、カリーシャ隊長を気にかけながら戦うのは難儀だ。

			「アラガキタクト、私を……斬れ！」

			「はい、騎士っぽい無茶振りきました。アーガス騎士長、これどうすりゃイイ？」

			「当て身で気絶させるしかない。私がやろう」

			「ぐ、騎士長……申し訳、ありませ……」

			　アーガス騎士長が手刀を形作り、膝を曲げた。

			　だが、カリーシャ隊長の体に一瞬早く、びゅるると伸びたホログレムリンの指が巻きつき、彼女を手元に引き寄せてしまった。

			「野郎、カリーシャ隊長を盾にするつもりか!?」

			「……ウゴ、クナ……」

			　ホログレムリンが人語を発した。喋れたのかよ。

			　怨みのこもった声と共に、ホログレムリンが、俺とアーガス騎士長を睨み据えた。

			「……コワス……コワス……クル、シメテ……コワス……」

			「怖いこと言うなよ。何しようってンだ？」

			　ニィ、と口の両端を持ち上げたホログレムリンが、カリーシャ隊長の首を指で摘まむようにして持ち替えた。瘴気の効果が続いているらしく、カリーシャ隊長は抵抗もままならない。

			「……ウゴ、ケバ……コノ、メス……コワス……」

			「くっ、殺せ！　魔物の人質になるなど……騎士の名折れだ！」

			「……ダマ、レ……」

			「あ、ぐ、ああ、あ!!」

			　ぎりぎりと首を締められ、カリーシャ隊長が苦しそうに顔を歪めた。

			「カリーシャ！」

			「オイ、やめろテメエ！」

			　俺たちの焦る様子を見て、ホログレムリンがことさら嬉しそうに笑った。

			　こいつ、イイ性格していやがるぜ。人質に取ったカリーシャ隊長を適度にいたぶりながら、動けない俺とアーガス騎士長を、じわじわと嬲(なぶ)り殺しにしようって腹か。

			　そうは問屋が卸すかよ。

			「やめてくれ！　このとおりだ……。その人は、俺の命より大切な人なンだ！」

			　俺はみっともなく、ホログレムリンに懇願した。

			　アーガス騎士長とカリーシャ隊長が、「は？」と声を漏らした。

			　もちろん嘘だ。しかし相手は、キッ、キッ、と鬼の首を取ったように笑った。

			「……コノ、メス……ツガイ、カ……」

			　ツガイ？　ああ、番(つがい)ね。

			「そうだ！　だから頼む！　俺はどうなってもイイ。その人にだけは手を出すな！」

			「……キッ、キッ……コト、ワル……」

			「や、やめろ！　彼女をいやらしく辱めるような真似はやめてくれ！」

			　アーガス騎士長とカリーシャ隊長が、「え？」という顔をした。

			「スカートか!?　まずはスカートを剥ぎ取ろうっていうのか!?　この外道め！」

			「な、何を……。え、ちょ、キャアアア！」

			　ホログレムリンが、カリーシャ隊長の腰回りに指を掛け、スカートをびりびりと引き裂いてしまった。使い物にならなくなった布切れが、ぱさりとカリーシャ隊長の足下に落ちる。

			　白か。飾り気はないけど、イイね。清純派？

			「テメエ、よくもやりやがったな！　さてはこの後、パンツをお尻に食い込ませるつもりじゃねェだろうな！　そんなことは絶対に許さねェぞ！」

			「おい、貴様、何を言っているんだ!?」

			　次の手を決めたホログレムリンが笑み、カリーシャ隊長を反転させて後ろを向かせた。

			　出会い頭から思っていたけど、この人、相当な美尻の持ち主だぜ。

			「待て、待て待て！　そいつの言っていることは――ヒアアッ!?」

			　ホログレムリンは、右手でカリーシャ隊長の首を掴んだまま、左手でパンツを引き上げた。割れたお尻に、きゅっと布が食い込んでＴバック状態になる。

			　素晴らしい。

			「野郎、なんてことをしやがる！」

			「なんてことをしやがる、じゃない！　貴様、わざとか!?　わざとだな!?」

			　思ったとおり、ホログレムリンは、俺の嫌がることを嬉々としてやってくれる。

			　名づけて、まんじゅう怖い作戦。意味がわからない人は後で調べてくれ。

			　カリーシャ隊長、我慢してくれ。これは全て、アンタの身の安全のためなンだ。

			　それに、なんでかな。あんまし心が痛まねェ。

			「……モット……モット……クル、シメ……」

			「もっとだと!?　まさか、今度はパンツを下げるような非道をしようってのか!?」

			「おいコラアアアアア!!」

			　ずるり。

			　俺のリクエストに応え、ホログレムリンが、カリーシャ隊長のパンツを膝まで引き下げた。

			　ぷるりと丸くて綺麗な生尻が、俺の視界に飛び込んでくる。生尻キタアアアア！
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			「ア、アラガキタクト、貴様という奴は！」

			「尻をぺちぺち叩くのはやめろォ！　尻肉をぷるぷる弾ませるなァ！」

			「貴様、フザケるニャアアアアアア！」

			　ぺちぺち。ぷるぷる。

			　ぺちぺち。ぷるるん。

			　ありがたや、ありがたや。思わず手を合わせて拝んでしまったぜ。

			「騎士長、見ないでください！」

			「し、しかし、敵から目を離すわけには」

			　ぐ……ぐぐ……。

			　イイぞ、熱いものを感じる。持ち上がってきたぜ。

			「カリーシャ隊長、俺のレベルをよく視(み)てみな」

			「レベルがなんだ!?　さっき26だと――」

			　カリーシャ隊長が言葉を詰まらせ、目を剥いた。

			　局部裸身拳により強化された俺の強さには、まだもう一段階ある。

			　その条件となるのは――

			「レベル27……28……バカな！　まだ上がるというのか!?」

			「アンタは自分のことを、戦力になれないと言って落ち込んでいたが、そんなことはねェよ。これから得る勝利は、アンタがもたらしてくれるものだ」

			「私が？　それはいったい、どういう……」

			「そのために、あともう一押しってところかな」

			「もう一押しって、え？　まさか……冗談だろう？」

			　現在、膨張率五〇パーセント。ダメ押しのエロス、いただきましょうか。

			　別にイイよね？　俺だって、見ンなって言ったのに見られたし、おあいこだよね？

			「……ナニヲ……シャベッテ、イル……ソロソロ……コワス、カ……」

			「まだだ！　俺の最愛の人の尻を、こっちに向けて突き出すようなポーズを取らせるのだけはやめてくれェエエエエエエエエエエエエ!!」

			「貴ッ様ァアアアアアアアアアアアアア!!」

			「……キキッ……コウ、ダナ……」

			　キッ、タアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア――――――――――!!

			「膨張率一〇〇パーセント中の、一〇〇パーセントォォオオオオオオオオ!!」

			「……コ、コノ……チカラ、ノ……ハドウ、ハ……」

			　間髪容(い)れず、ホログレムリンの指が俺に向かって伸ばされた。

			　致死の威力を伴う刺突が、俺の胸をやすやすと貫通していく。

			　ホログレムリンが歓喜に笑ンだ。

			　だが、しかし。

			「残像だ」

			　貫かれたのは、俺が残した影だ。

			　最大強化により可能となった超高速移動でホログレムリンの背後に回った俺は、今の一瞬で奪い返したカリーシャ隊長を左腕に抱きかかえている。

			　その際に切断したホログレムリンの指が数本、ぼとぼとと地面に落ちた。

			　股間から力が溢れる。迸る。怪物だと思っていた敵が、今は小動物に見えるぜ。

			「……キ……キ、キィヤアアアアアア!!」

			　その奇声から伝わってくるのは、怒りでもなく困惑でもなく、恐怖。

			　ずしりと重かったはずのブロードソードを、俺は片手で軽々と振り被った。

			　そんな俺を、腕の中にいるカリーシャ隊長が驚愕した目で視(み)ている。

			「テメェの敗因は、たった一つだぜ。たった一つのシンプルな答えだ」

			　慈悲の気持ちは全くねェ。可哀想とは全く思わねェ。

			　慄くホログレムリンに、俺は断罪の言葉と共に、強烈な一刀を振り下ろす。

			　

			「テメエは俺を、おっ勃(た)たせた」

			　

			　その一太刀は天井を斬り、ホログレムリンを真っ二つに裂き、地面を割った。

			　まるで、洞窟そのものを斬ったかのような凄まじい威力だった。

			「レベル30。これが、転生者の力……」

			「まさか、転生者がこれほどの強さを秘めていようとは……」

			　カリーシャ隊長とアーガス騎士長が感嘆を零す。

			　そして、ホログレムリンが、断末魔に残した言葉もやはり感嘆だった。

			「……フルチン、ノ……テンセイ、シャ……ツヨ……スギ、ル……」

			　頭から真っ二つに両断されたホログレムリンが、その巨体をさらさらと崩していき、空気に溶けるようにして消えていった。

		

	
		
			　

			第六搾　狂乱の裸祭り

			　

			「ふ～い、イイ湯だァ」

			　俺は満天の星空を見上げながら、広い露天風呂に一人で浸かっていた。

			　何を隠そう、アーガス騎士長の私邸にある風呂だったりする。

			　さすがは一組織のトップ。自宅に露天風呂を作るとか、あのオッサン、金持ってやがるぜ。

			　ホログレムリンとの戦いで、王都騎士団第三部隊は、事実上の壊滅的打撃を受けてしまったわけだが、奇跡的に死者は一人も出なかった。

			　被害は甚大でも、勝利で任務を完遂できたため、騎士たちの表情は明るかった。

			　一人だけ、生尻を晒したことをヘコんでいる奴もいたけれど。

			　転生者として新たな生を受け、それなりの活躍を見せることができた俺は、こうして一(ひと)先(ま)ず客人として持て成されている。

			　一先ずと言ったのは、アーガス騎士長が、俺を騎士団に入れたがっているからだ。

			　ぐいぐい来やがる。この屋敷に着くまでの間も、騎士がいかに崇高で名誉でやりがいのある職かを長々と聞かされまくった。

			「騎士なァ。カッコイイとは思うけど、実際やるとなると、そんな暇はねェしなァ」

			　魔王討伐とかどうでもイイし。職名はさっさと変えたいが、それよりも利一を捜してェ。

			　ちゃんと飯食ってンのかな。こんな風に、ゆっくり風呂に入れてンのかな。

			　それを考えると、こうしてくつろいでいることに焦りを感じてしまう。

			　この国は【ラバン】という名で、俺が今いるのは、その首都である【ラバントレル】だ。

			　本格的に探索するのは明日からになるが、人口は十万人にも及ぶ大都市だって話だ。とてもじゃないけど一日二日で見て回れる規模じゃない。

			　異世界に来たばかりの俺は、何も知らない。他にどんな種族がいて、どんな街があるのか。何が常識で、何が非常識なのか。情報が全くと言っていいほど足りない。

			「あーくそ、利一がなんの種族に転生したのかだけでも聞けてりゃなァ」

			　利一は多分、人間以外の種族に転生している。

			　種族だけでもわかっていれば、かなりしぼれたはずなのに。

			　カリーシャ隊長は、俺より前に転生者が現れたという噂は聞かないと言った。

			　転生者の存在は認知されているンだし、保護してもらうためにも、自分から名乗り出るべきじゃねェのか？　今日、騎士団と偶然会わなかったとしても、俺なら絶対にそうした。

			　利一の奴、まさか正体を隠しているのか？

			　……わかンねェ。

			「無事でいるなら必ず見つけてやる。だから、生きていてくれよ」

			「――誰の話だ？」

			　俺の独り言を拾ったのは、この屋敷の主であるアーガス騎士長だった。

			　ウホッ、イイ体。

			　腰にタオル一枚を巻いた半裸は筋肉が隆起しており、目が釘付けになってしまう。

			「スゲェ体だな。アーガス騎士長って何歳よ？」

			「四十四になる。まだまだ若い者には負けていないつもりだ。そう言うお前こそ、無駄のない体つきをしているじゃないか。鍛えていたのか？」

			「特に何も。つーか、この体は転生する時に与えられたもンだし」

			「ふむ。なんにせよ、原石でそれだ。やはり欲しいな」

			　人材としてだよな？　変な意味じゃねェよな？

			　アーガス騎士長が桶で湯をすくい、掛け湯をしてから湯に浸かった。

			　やけに近いことにビビるが、他意はないだろう。ないはずだ。

			「お前にも第三部隊の経過を報告しておこう。最も怪我の重い者でも全治二ヶ月。しばらくは隊として機能できんが、全員、現場復帰は可能だそうだ」

			「そいつはよかった」

			　ホッと息をつき、「あ～」とか、「ふ～」とか、そんな声ばかりが湯気と一緒に昇る。

			　ほんのり上気し始めたアーガス騎士長に、俺から話し掛ける。

			「ちっと気になったンだけど、今日の任務って、騎士長のアンタがどうして一緒にいたんだ？　カリーシャ隊長だけじゃ不安だったからか？」

			「そういうつもりではなかったが、引率であったのは違いない。第三部隊は、騎士団の中では斥候を主な任務としていた。本来であれば、今回のような任は割り当てられない。戦闘を主にこなすのは、本来第一と第二部隊で、隊員数もずっと多いのだ。どちらも出払っていたため、私も同伴することを条件に、第三部隊が出動した」

			「なるほ。同伴して正解だったな」

			「死者が出なかったのは、お前のおかげだ。礼を言いたい」

			「俺が何かしなくても、アーガス騎士長が全員きっちり逃がしてたンじゃね？」

			「だとしても、それでは任務を遂行するまではいかなかったし、私も無事では済まなかった」

			　騎士長という立場にありながら、アーガス騎士長は、湯に鼻先がつくほど深く頭を下げた。逆にこっちの方が恐縮しちまう。

			「ま、この風呂と、後のご馳走でチャラってことで」

			「欲のない男だな。もっと謝礼を求めてもバチは当たらんぞ？」

			「じゃあ、一個だけ」

			「言ってみろ」

			「俺さ、友達(ダチ)を捜してェンだよ。何日か前に転生してきてるはずなンだ。アーガス騎士長なら顔も広いだろうし、捜すのを手伝ってほしい」

			「タクトの他にも転生者がいるのか。魔王勢力に対抗する戦力が増えるのは、こちらとしても望ましい。協力を惜しむ理由はない」

			　カチンときたわけじゃないが、ここはちゃんと言っておくべきだと思った。

			「そこンところ、勘違いしねェでくれよな。俺は魔王勢力なんたらに興味はねェ。友達(ダチ)を捜す手伝いをしてくれる対価に、俺がいくらか手を貸す分には構わねェけど、利一――友達(ダチ)にまで危ねェ真似を強(し)いるってンなら、アンタら騎士団との関係は、こっちから願い下げだ」

			「わっははは！　はっきりと物を言う奴だ。そうだな、すまなかった。お前の助力を得られるだけでも良しとしよう」

			「……俺も悪かった。年配相手に偉そうなことを言っちまった」

			「構わんよ。私はお前を気に入っている」

			「そ、そりゃどーも」

			「しつこくて申し訳ないが、再度言おう。ヤらないか？」

			「騎士だな？　騎士をだな？」

			「他に何がある？」

			　何もないことを願ってンだよ。

			「そっちが真剣だから、俺も正直に答えるけど。俺には騎士の誇りだとかは、これっぽっちもねェし、栄誉なんかも欲しくねェ。ただの義理立てだ。あと、この世界で暮らしていくための食い扶持稼ぎ。そんなとこだぜ？」

			「なんの問題もない。力ある者が、怠惰に力を腐らせる方がよほど罪深い」

			「寛容なこって。なら、しばらくは騎士団仮所属ってことで。正式に騎士団に入るかどうかは保留にしておいてくれるか。友達(ダチ)を見つけられたら、その時に改めて返事すっから」

			　アーガス騎士長は、「良い返事を期待している」と言って引いてくれた。

			　仮所属とはいえ、利一を捜すにあたり、騎士という肩書きは、あって損をすることはない。向こうの世界の警察みたいなもンだ。有事の際には力を貸すつもりだけど、それ以外の雑用は免除してくれるってンだから、ありがてェ話だ。

			「しかし、聞けば聞くほど、お前の力は珍妙だな」

			「それな」

			「今も全裸だが、肉体の強化は起こっていないのか？」

			「変化なしだな。アーガス騎士長が風呂に入ってきた時には、俺は既に全裸だったわけだし。えーと……局部裸身拳だっけ？　マジで、人前で脱がなきゃならンぽい」

			　こんな変態武術を考えた奴出て来い。ブッ飛ばしてやる。

			　脱衣による強化状態は、何か着ることで解除された。

			　今はそうでもないけど、強化が解除された時、まるでトランポリンから降りた直後みたいに体が重く感じた。強化の持続時間で程度も変わるのか、慣れてくれば苦にならなくなるのか、おいおい検証していく必要がある。

			「物は相談だが、ちょっと勃ててみてくれんか？」

			　アーガス騎士長がなんか言った。

			　聞き間違えたかな。とんでもないことを言われた気がするぞ。

			「悪(わり)ィ、もう一回言って」

			「この場で勃起してみてくれんか？」

			　聞き間違いじゃなかった。

			　無言で風呂から上がろうとしたが、その肩をアーガス騎士長に掴まれてしまう。

			「どこへ行く？」

			「のぼせたみたいなンで、そろそろ上がろうかと」

			「少し風に当たるといい」

			「もう十分堪能したンで」

			「つれないことを言うな。私は純粋に、お前のことを、もっとよく知りたいのだ」

			「俺の〝力〟のことをだな!?　そうだな!?」

			「他に何かあるか？」

			　何かありそうで怖いンだよ。

			「勃てるのは難しいか？」

			「オッサンと二人で風呂に入ってンのに、おっ勃てられる要素なんざ皆無だろうが」

			「私に手伝えることがあれば言ってくれ」

			「ねェエエエよ!!」

			　カリーシャ隊長の美尻はまだ記憶に新しいけど、目の前にオッサンの裸体があれば、それも余裕で相(そう)殺(さい)される。そもそも、何が悲しくて、オッサンの前でおっ勃てなきゃならンのだ。

			「どうやら無茶なことを言ってしまったようだな。忘れてくれ」

			「まったくだぜ。せめて、ここにカリーシャ隊長でもいるってンならまだしも」

			　カリーシャ隊長とは、王都に到着してすぐに別れた。

			　彼女も隊長という立場である以上、事後処理などの仕事が山積みなンだとか。

			　気まずい雰囲気のまま別れたのが心残りだけど、アーガス騎士長と行動を共にしていれば、また近々会う機会もあるだろう。……なんてことを考えていると、

			　カラカラ――。と、脱衣所と露天風呂を仕切る扉が開いた音がした。

			　脱衣所から姿を現した人物が、ひたひたと歩いて来る。

			　この流れで、誰が？　なんてわざわざ言うまでもないが、あえて言おう。

			　現れたのはまさしく、腕に掛けたタオルで前を隠しただけの、裸のカリーシャ隊長だった。

			「オイオイ、なんでカリーシャ隊長がいるンだ!?」

			　隠れるようにして湯船に顎まで沈め、声を潜めてアーガス騎士長に尋ねた。

			「もちろん私が招いたからだが」

			「いや、だからって、なんで風呂に入ってくンだよ」

			　自宅の風呂に男湯女湯の区別がないのは仕方ない。

			　だけど、どうして男の入浴中に入ってくるンだ？

			　まさか、この世界では男女が一緒に入浴するのは当たり前なのか？　それなら大歓迎だぜ？

			　かと思いきや、カリーシャ隊長は俺たち先客に気づいていないだけの様子で、直接浴槽には来ず、先に洗い場へと向かった。

			「本部で仕事が終わり次第、ウチへ来るよう言ってあった。彼女は責任感が強い。此度の任、自分が隊長として未熟なせいで隊に大きな被害を出したと考えてしまうだろう。一人でいても気を落とすだけだと思い、労いを兼ねて食事に誘ったのだ」

			　部下のアフターケアもばっちり。上司の鑑だな。

			「じゃなくて、なんでこのタイミングでカリーシャ隊長が入って来るンだって話だよ」

			「見てのとおり、自慢の風呂だ。家に招待する時は、いつも食事の前に湯浴みを勧めている。カリーシャもこれが初めてというわけではない。勝手知ったる騎士長の家というやつだ」

			「女騎士に風呂勧めといて、なんでアンタまで入って来てンだよ」

			「屋敷の者に、お前が風呂に入っていると聞いて、居ても立っても居られずにな」

			「頬染めながら言うンじゃねェ」

			「これはのぼせているだけだが？」

			　男性騎士なら問題ねェけど、さすがにこの状況はよろしくない。ただでさえ、俺の好感度はダダ下がりしているってのに、これ以上失態を重ねて嫌われるのは嬉しくない。

			「今ならまだ傷は浅くて済む。俺たちが入っているって伝えよう」

			「待て。それだと私は、自分で入浴を勧めておきながら、部下の女性が風呂に入ってくるのを中で待ち構えていたセクハラ上司ということにならんか？」

			「自業自得だろ」

			　つっても、カリーシャ隊長は、アーガス騎士長のことを尊敬しているみてェだし、ちゃんと話せばわざとじゃないとわかってもらえるはず。これが俺一人だったらと思うとゾッとする。

			「………………自業自得か。そのとおりだ」

			「え？」

			「私の軽率さが招いてしまったことだ。騎士長としての威厳は地に落ちるが、やむを得まい」

			「や、ちょ、それは潔すぎね？　セクハラ上司は誤解なわけだし、経緯を説明すれば」

			「タクト、私はこれで騎士を引退することになるだろう。どうか、残された騎士団を頼む」

			「こ、困る！　んなもン頼まれても！」

			　ああもォ。融通の利かないオッサンだぜ。

			　湯船の中央には、都合よく山になっている岩場がある。俺はアーガス騎士長の背中を押し、カリーシャ隊長からは見えない岩陰へ移動した。

			「ここで隠れてやり過ごす。異論は認めねェ」

			「しょ、承知した……」

			　それに、考えようによっちゃ、オイシイ状況だとも考えられるしな。

			　岩場から、そっと洗い場を覗き込む。

			　そこでは、風呂椅子に座っているカリーシャ隊長が、今まさに体を洗い始めていた。

			「泡が邪魔だな。肝心なところが」

			「こら、見るんじゃない」

			　アーガス騎士長に耳を引っ張られ、陰に戻される。

			「故郷に恋人か、惚れていた女性はいなかったのか？　男でも構わんが」

			「男は構えよ」

			　小声でそんな会話が始まる。

			　父親と息子ほども歳が離れた相手なのに、何故だか修学旅行の夜みたいな気安さを感じる。

			「恋人か。いなかったなァ。死んじまったし、いなくてよかったのかもしれねェけど」

			「捜したいという友人は、もしや女性か？」

			「いいや、男だけど？」

			「そうか、よかった」

			　なんで？

			「その身一つで異世界に放り出されるのだ。女性にとっては、特に過酷だろうからな」

			　ああ、そういうこと……。俺もいちいち過剰に反応しすぎか。

			「そういや、アーガス騎士長の奥さんにまだ挨拶してねェな」

			「私は独身だ」

			　さて、警戒を上げる必要があるかな。――と、ここで場の空気に緊張が走る。

			「ここの風呂は、何度来ても素晴らしいな」

			　体を洗い終えたカリーシャ隊長が、とうとう湯に入ってきたのだ。

			「いつまでもヘコんではいられない。騎士長のお心遣い、ありがたく頂戴しよう」

			　ちゃぷちゃぷと音を立て、岩場を隔てた先で、裸のカリーシャ隊長が湯を遊ばせている音がする。俺は息を殺し、同時に息を呑んだ。

			　隣のアーガス騎士長は目を伏せ、ひたすら石と化している。

			「アラガキタクト。あの男もこの屋敷に招かれているようだが、思い出すだけでも忌々しい。よくも騎士長の前で、あんな辱めを……」

			　こっちだって全裸を見られたわけだけど、男と女じゃ見られる重みが違うか。

			　やれやれだぜ。ここは俺が大人になって、後で謝るとしよう。

			　なんてことを考えていると、

			「騎士長と一緒に、この風呂に入ったりしたんだろうか……」

			　カリーシャ隊長の呟きが、何やらおかしな方向へ進み始めた。

			「背中を流し合ったりしたんだろうか。その場合、やはり年功序列で、アラガキタクトが先に騎士長の背中を流すのだろうな。だが、騎士長の逞しい体を見た奴は、思わず喉を鳴らしたに違いない。太くて硬い上腕二頭筋。広くて均整のとれた広背筋。大木の如く雄々しい大腿筋。その全てに、羨望とは異なる感情を向けただろう」

			　そりゃまァ、スゲェとは思ったよ？　でも異なる感情って何？

			「ハァ、ハァ、アーガス騎士長……俺……なんだか変な気持ちに。まだ若いアラガキタクトにとって、それは理解の外だった。相手は自分と同じ男性。ありうるはずがない。ありえないと思いつつも、自身の体に訪れる変化こそが現実だった。どうして……どうしてこんなに硬く」

			　なんか、台詞を当て始めたンですけど。

			「タクト、ヤらないか？　騎士長が、雄としての力強さを瞳に宿して言う。でも俺、初めてでナニをどうしていいのか。不安に怯えるアラガキタクトに、騎士長は一言、自信に満ち満ちた声で告げる。全て私に任せろ」

			　一人二役まで始まったンですけど。

			「騎士長にとっても抗いがたい興奮だった。禁欲を実践する騎士、その長たる彼は幾度となく男同士のそれを夢想しつつも、必死に振り払ってきた。だが、衣の一枚すらまとわずに現れたアラガキタクトは、その理性に容易くヒビを入れたのだ」

			　これ、フィクションだよね？

			「禁欲こそが礼(らい)賛(さん)であり、騎士の道と信じてきたが、アラガキタクトとの出会いは彼の信念を根底から覆した。二人きり。裸。これはもう、神が営みを推奨しているとしか思えなかった。だからこそ騎士長は言ったのだ。ヤらないかと」

			　俺は無意識に騎士長から距離を取った。

			「なかなか良い物を持っているじゃないか。まずは指で具合を確かめさせてもらうとしよう。……つぷり。ああ、アーガス騎士長の太い指が！　アーガス騎士長は、満足げな笑みを零して言った。いい締まり具合だ」

			　え、ナニがどうなってンの？

			　カリーシャ隊長の頭の中で、俺とアーガス騎士長は何をおっ始めちゃったの？

			「ダ、ダメ、ああ、イヤ！　堪忍してください！　うつ伏せにされたアラガキタクトが悲鳴を上げる。面白いものだな。口では拒絶していても、ここはこんなに素直だ。アラガキタクトは息を荒らげ、騎士長は試すように言う。ふふ、もっと続けてほしいのか？　アラガキタクトは答えない。しかし、無言こそが答えだった」

			　ヤベェよ。魔力なんてなくても、はっきりと感じるよ。

			　すぐ背後で、腐の瘴気が溢れ出ているのを。

			「可愛い奴だ。ここをこんなにして。騎士長の指使いと甘い声がアラガキタクトの脳をとろけさせる。アーガス騎士長、俺、もう頭がおかしくなりそうです！　嗜虐心を煽られながらも、騎士長はアラガキタクトのために、時間をかけて準備を整えていった。おやおや、こっちにも欲しそうだな」

			　こっちってどっちだよ!?　さっきまでどこを攻めてたンだよ!?

			　耳が腐る！　俺の耳が、腐女子の妄想で犯されている！

			「今ならまだ戻れる。ふと、そんな考えが騎士長の頭を過ったが、同時に疑問がわく。禁欲が自分に何をもたらしてくれたのだろうか。そして気づく。今までの人生が無意味であったと。彼は選んだ。本能の赴くまま、己の欲望を満たしてくれる肉欲の世界を」

			　選んじゃダメェエエエエ!!

			　てかこいつ、尊敬する騎士長の人生を無意味とか言いやがりましたよ!?

			「そろそろか。準備は万端だ。アーガス騎士長、もう俺、我慢できません！　自ら尻を上げるまでになったアラガキタクトに騎士長が囁く。皆まで言うな。一つになろう。騎士長は一物を軋らせ、アラガキタクトの中へと入っていった。――ああっ!!」

			「ああっ、じゃねェよ！　いい加減にしやがれ！」

			　限界に達した俺は、岩場から姿を晒して抗議した。

			「な、な……なな、貴様、女子の入浴中に入ってくるとは、どういう了見だ!?」

			「男子の入浴中にテメエが入ってきたンだよ！」

			　カリーシャ隊長が、体の前を腕とタオルで隠し、顔を真っ赤にした。

			「きき、聞いて、今のを聞いていたのか!?」

			「気づかない振りしてやり過ごしてやりたかったけど、無理すぎンだろ！」

			　ここで止めていなければ、おそらく妄想の実況中継が加速していたに違いない。

			「妄想すンなとは言わねェけどよ、せめて頭の中だけにしやがれ！　デカい声で腐った電波を垂れ流してンじゃねェ、この変態女が！」

			「へ、変態女だと!?　ふ、ふん。確かに、声に出すような妄想ではなかったかもしれないが、べ、別に、貴様にどう思われたところで痛くも……痒くも……」

			　涙目になってンぞ？

			「……変態は言いすぎたよ。あと、洞窟でのことも謝ろうと思ってたンだ」

			　素直に謝罪すると、カリーシャ隊長がきょとんとした。咄嗟に何か言いかけたようだけど、それより先に、ぱちゃぱちゃと顔に湯をかけて情けない表情をリセットしている。

			「……私の方こそ、不快な思いをさせた」

			「これから自重してくれるならイイさ。痛み分けってことで、お互い水に流そうぜ」

			「聞かれたのが、お前だけでよかった。騎士長には秘密にしておいてくれると助かる」

			　残念ながら、それは手遅れだけどな。

			「俺、またあっち向いてっから、今のうちに風呂から出てくれねェか？」

			「私が先に出るのか？　構わないが？」

			　アーガス騎士長一人を残していくわけにはいかねェし。

			「ああ、そうだ。貴様は気づいていないようだから、忘れないうちに言っておかなくては」

			「俺に？　なんだ？」

			「貴様がホログレムリンを倒した時のステータスなんだが」
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			【新垣拓斗】

			レベル：30

			性別：男

			種族：天界人

			年齢：17

			職名：元愛玩人形(ラブドール)

			特能：跳梁跋扈(オーバー・ドライブ)
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			「というように、特能が発現していたのを確認した」

			「マジで？」

			「確認できたのはその時だけだ。今も発現していない。おそらくは、最大強化された時にのみ現れるんじゃないだろうか」

			「――それは本当か!?」

			　岩陰から、そんな渋い声が発せられた。ああもう、おバカさん。

			　案の定、カリーシャ隊長は顔面を蒼白にし、だらだらと冷や汗を流した。

			「…………騎士長、そこにいらっしゃるんですか？」

			「実はいたのだ」

			　腰にタオルを巻いた騎士長が、ザブザブと湯を掻き分けて姿を現した。

			　このオッサン、何してくれてンの？　せっかく事なきを得ようとしていたのに。

			「ちょっと、そこの岩に頭をぶつけますね。父と母に、娘は死んだと伝えてください」

			「ちょ待、落ち着け！　騎士長だって、別に気にしてないと思うぞ！」

			「うむ。趣味は人それぞれだ。むしろ、お前が熱く語っていた愛の形には感銘を受ける部分があった。恥じることなど何一つない」

			　それ、本気じゃないよな？　フォローしているだけだよな？

			「タクト、先程は諦めたが、お前が特能を持っているというのであれば、話は別。是が非でも確かめたくなった。否、確かめねばなるまい。やはり、この場で勃起してくれ」

			「カリーシャ隊長、やっぱ俺が先にあがるわ。ごゆっくり」

			「逃がさん」

			　湯船から片足を出したところで、またもやガシリと肩を掴まれた。

			「話を聞いてたンだろ!?　特能はレベルが30になった時に発動したンだよ！　今は脱衣強化ができねェんだから、諦めるしかねェだろ！」

			「わからんぞ。脱衣に関係なく、勃起さえすれば発動するという可能性もある。遠慮するな。私が手伝ってやるから、試してみようではないか」

			「その台詞だけで萎えるンだよ！」

			「視覚による性的興奮は無理でも、刺激による興奮ならば、私でも与えることができる」

			「何恐ろしいこと口走ってンだ、オッサン！」

			　俺はアーガス騎士長の手を振り払い、脱衣所へ向かって走り出した。

			　――が、一瞬で回り込まれた。

			「タクト、お前は世界を救う救世主となる存在だ。今こそ勃ち上がれ！」

			　腰にタオル一枚を装備した、ほぼ全裸の筋骨隆々なオッサンが襲い掛かってきた。

			　再び逃走を試みるが、背後からのタックルでうつ伏せに転ばされてしまう。

			　ヤベェ、ヤベェ。この体勢、カリーシャ隊長の妄想と同じ状況だ。

			「カ、カリーシャ隊長、このオッサンを止めてくれ！」

			「止める理由がどこに!?」

			　敵しかいねェ！

			　抱きついてくるアーガス騎士長の、ぬるくて太い指が腹の辺りを這いずり回る。

			　それ以上先に進ませてなるものかと死に物狂いで抵抗するが、強化状態にない俺とアーガス騎士長では、レベルに差がありすぎて勝負にならない。

			「ふふ、いい筋肉だ。触ってみるとよくわかるぞ。惚れ惚れする体をしている」

			　アーガス騎士長の言動に、タオルを体に巻きつけたカリーシャ隊長が歓喜する。

			「友人捜しが終わったら、正式に騎士団に入ってくれ。騎士長たる私自らの手で毎日シゴいて立派な騎士にしてやる」

			　キャーキャーと悦ぶカリーシャ隊長が、割れんばかりの拍手を始めた。

			　これが騎士長と隊長か。この騎士団はダメかもしれない。

			「タクト、暴れるな。痛くはせんから」

			　く、オッサンの愛撫で勃たされるくらいなら、俺はもう……手段を選ばない！

			　ついでに、この腐女子にも誅罰を！

			　男同士の絡みを近くで見たいがために、カリーシャ隊長が、花の蜜に誘われる蜜蜂のように――という表現は綺麗すぎるな。生ゴミに集る蠅のようにふらふら寄ってくる。そんな彼女が体に巻きつけたタオルを、俺は胸元から一気に引きずり下ろした。

			　決して大きくはないが、形の良い美乳がぽろりと零れる。

			「……え？　キ、キャアアアアアア!?」

			「ぬぅおおおおおおおおっパアアアアアァイッ!!」

			　ぎりぎり下は隠されてしまったが、十分だった。股間を基点にして全身にパワーが漲る。

			　俺は強化された力でもって、体に密着していたアーガス騎士長を引っぺがした。

			　特能は――発現していない。やっぱり最大強化した時だけか。

			「きき、貴様、タオルを返せ！」

			「そんなに返してほしいのか？　だが断る!!」

			　洞窟では多少罪悪感もあったンだけどな。今じゃもう、カリーシャ隊長にいくらセクハラをかまそうと、全く心が痛まねェや。勃起要員、ゲットだぜ。

			「ふふ、タクトよ。その強化でレベルはいくつになっている？　いいや、答える必要はない。今ここで私と組手をしようではないか。お前の実力を測ってやる。ただし、足場が濡れていて危ないので、極め技(サブミツシヨン)でな！」

			「オッサン、マジで引退に追い込まれても恨むンじゃねェぞ！」

			「まさか、アラガキタクト×騎士長の下剋上だと!?　これは片時も目を離せない!!」

			　もう一度言おう。この騎士団はダメかもしれない。

			　異世界転生一日目の夜は、狂乱の裸祭りによって終了した。

		

	
		
			　

			第七搾　やっぱ獣(けも)耳(みみ)は最高だぜ

			　

			　異世界転生二日目。

			　アーガス騎士長との余計な一戦のせいで、軽い筋肉痛はあるものの、初日の疲れをしっかり癒した俺は、朝から王都を散策して利一に関する情報を集めるつもりでいた――のだけれど、その前にちょっとしたサプライズが待っていた。

			「へへ、どーよ？　なかなか似合ってンじゃね？」

			「騎士長のご厚意に感謝しろ」

			　人捜しの基本は聞き込みだが、騎士以上に、それを効率よくできる職は他にはない。

			　アーガス騎士長の推薦もあったし、騎士団に仮所属することを条件に、俺にも鎧を支給してもらえることになった。

			　強引なカリーシャ隊長に、国会議事堂みたいな騎士団本部に連れて来られた時は、全裸での大立ち回りと、度重なるセクハラでしょっぴかれたのかと肝を冷やしたぜ。

			「まずは、鎧の重さに慣れろ。いざという時、重くて満足に動けないでは話にならないぞ」

			「確かに。まァ、俺の場合、いざという時は脱ぐンだけど」

			　見た目は西洋鎧に近い。西洋鎧の構造なんて知らねェけど、この世界の鎧は各部位の繋ぎがワンプッシュ式のベルトになっているので、非常に脱ぎやすく作られていた。

			「脱げば脱ぐほど強くなる、か。難儀な転生をしたものだな」

			　ホントそれ。利一と再会した時、どんな顔をされるやら……。

			「武器はもらえねェの？」

			「騎士団では剣しか扱っていないからな。貴様は剣にこだわる必要はないのだろう？」

			「そーね……」

			「隊練に加わるというのなら話は別だが、貴様が特級悪魔を倒した時の強さは、常人の尺度で測れるものではない。そのため、無理に剣の型を強要する気はないと騎士長は仰られていた。近々、武具店を紹介してやる。そこで自分に合いそうなものを見繕えばいい」

			「了解。ただ、知ってると思うけど、俺、金なんて持ってねェぞ？」

			「心配するな。可能な限り、騎士団に貸しを作らせておけと言われている。それと暫定だが、お前の所属は私の第三部隊ということになった。先の戦闘で負傷者が多く出てしまったため、現在は隊として機能していないがな」

			「俺はカリーシャ隊長直属の部下ってことになるのか？」

			「形式上はな。不満か？」

			「別に」

			　腐った妄想のネタにされンのを除けばな。

			「これから例の友人を捜しに行くのか？」

			「とりあえず、王都を歩き回ってみようと思う。……ここにいるとは限らねェけど」

			「そうか。なら、一つ言っておかなければならないことがある」

			　どこか申し訳なさそうに、カリーシャ隊長が表情を曇らせた。

			「転生者を捜すのはやめた方がいい」

			「ハ!?　何言ってンだ!?」

			「勘違いするな。友人を捜索するのは構わない。しかし、その友人が転生者だということは、伏せておいた方がいいと言いたいんだ。同様に、貴様が転生者であることも」

			　転生者を捜せない。自分が転生者だと名乗れない。

			　それは、利一に繋がる大きな手掛かりを放棄するということだ。

			「理由は？」

			「魔王の存在だ」

			「魔王が、なんだってンだよ」

			「私がこの目で直接見たわけではないが、過去百年の間にも、強い力を持った転生者が何人か現れたという。そして、その誰もが現魔王の手によって葬られているそうだ」

			「マジか……」

			「魔王にとっても、転生者の力は脅威に感じるのだろう。だからこそ、転生者の存在を魔王は許さない。貴様の力は凄まじいが、不安定だという自覚もあるだろう？　正体を明かすのは、少なくとも、魔王に対抗できる力をつけるまで我慢してほしい」

			　騎士団に転生者が加わった。

			　そんなセンセーショナルな話題が広まれば、利一の方から会いに来るかもしれねェのに。

			「……利一も、正体を隠してンのかな」

			「騎士団に情報が入ってきていないことを考えると、その線が濃厚だろう。だが逆に言えば、正体を隠せと助言してくれる者に出会えたということだ。だから……あまり悲観するな」

			　カリーシャ隊長の慰めが耳に入ってこない。

			　もし、魔王が先に利一を見つけ、その手にかけたりしたら。

			　いや、既にかけているのだとしたら。

			　自然と拳に力がこもっていたことに気づき、俺は大きく息を吐いた。

			「他に、言っておかないといけねェことはあるか？」

			「ゲートについては、騎士長が昨日少し説明されていたな。覚えているか？」

			「あー、えーと……悪魔が吐き出す瘴気によって発生する、一方通行の転移門……だっけか？　そういや、一方通行って、どっちからどっちの？」

			「ゲートを作った者の側へ招くだけだ。召喚と言うとわかりやすいか。下級悪魔が大量に寄り集まることで、偶発的にゲートが発生しそうになることはある。それを未然に防ぐのも騎士の重要な仕事だ」

			「今回のも偶然なのか？」

			「いや。ホログレムリンのような特級悪魔が王都近辺に現れたことなど、過去百年の記録には一度たりとてない。あれほどの大物なら、垂れ流しの下級悪魔と違い、瘴気を吐くも抑えるも自由だ。あそこまで濃い瘴気が、偶然で溜まることなどありえない」

			「ということは……つまり、昨日のホログレムリンは、何か目的があって洞窟にいた。そして意図的にゲートを発生させようとしていたってのか？」

			「全て推測だが、最悪、既にゲートを発生させ、何者かを召喚していた疑いもある」

			　もし相手を選んで召喚できるとしたら、普通に考えて、雑魚が喚(よ)び出されるとは思えねェ。

			　特級悪魔であるホログレムリンよりも強大な存在――。

			「…………魔王、とか？」

			　何気なくあげた可能性に、カリーシャ隊長は表情を陰らせるだけで、何も答えなかった。

			　冗談じゃねェ。もし近くに魔王が来ているンだとすれば、なんのためにだ？

			　転生者を見つけて始末しに？　それを考えると、ぶるると身が震えた。

			　自分の体を抱きしめるようにして二の腕に爪を立てていると――。

			「――見ない顔だな」

			　高圧的。一言でそんな印象を与えてくる騎士が、武具庫の出入り口を塞ぐようにして立ち、俺たちに目を細めていた。

			　若い男だ。若いと言っても、俺よりはずっと上。二十代半ばってところか。

			　身長体格は俺と同じくらいだけど、一つ一つの所作から品の良さというか、高貴なオーラが滲み出ている。甘いマスクも手伝い、少女漫画に出てくる騎士のお手本みたいな奴だ。

			　俺はカリーシャ隊長に顔を近づけ、「誰だ？」と小声で尋ねた。

			「シコルゼ・スモルコック。第二部隊の隊長だ」

			　第二部隊ってェと、カリーシャ隊長の第三部隊と違い、実戦闘を主な任務としている大部隊だっけか。三十代、四十代も大勢いるだろうに、騎士団は、若い奴に隊長をやらせる方針でもあるンだろうか。

			「ああ、君が例の転生者か」

			「新垣拓斗っス」

			　名乗りつつ、軽く会釈すると、シコルゼ隊長が「畏まらなくていい」と上から物を言った。

			「報告は聞いているよ。なんでも、アーガス騎士長を手伝って、特級悪魔を倒したんだって？　あまり強そうには見えないのに、大したものだ」

			　これ、言い方に含みを感じるのは気のせいじゃねェよな。

			　シコルゼ隊長の口元は緩ンじゃいるが、目が全く笑っていねェ。言葉とは裏腹に、明らかに非歓迎な態度を向けられている。

			「初陣を勝利で飾り、似合いもしない鎧に身を包み、さぞかし浮かれていることだろう。気をつけることだ。そういう時こそ、足をすくわれかねない」

			「忠告どーも」

			「アラガキ、君の存在は、上手く活用できれば騎士団に利をもたらすだろう。だが、転生者を快く思わない者もいる。己を特別だと過信しないことだ」

			「言われなくても、出しゃばった真似をする気はねェよ」

			「ならいい。この国にはこの国の、騎士団には騎士団のルールがある。僕は転生者だからと、君を優遇するつもりはない。それを心に留めておいてもらいたい」

			　作り笑いを完全に消したシコルゼが、ふん、と鼻を鳴らして視界から消えていった。

			　魔王への恐れが鳴りを潜めた代わりに、ふつふつと苛立ちが湧き上がってくる。

			「カリーシャ隊長。あいつ、なんなの？」

			「すまない……。彼はなんというか、騎士であることに強い誇りを持っているのだが、騎士が特権階級であるかのような振る舞いをすることがあるんだ。私とは違って、隊長という地位に恥じない実力の持ち主ではあるのだが……」

			　要は、エリートさんが、自分よりも注目されそうな転生者が気に入らないってわけね。

			「でも、転生者を快く思わない奴が他にもいそうな言い方だったな。俺って嫌われてンの？」

			「そ、そんなことはないぞ。第三部隊の者たちは皆、貴様に感謝している。本当だ」

			　拗ねたように唇を尖らせていると、カリーシャ隊長が、観念したように肩を落とした。

			「騎士には、自分たちの力だけで国を守ってきたという自負がある。そのため、転生者の力を借りることを良しと思わない、良しとしたくないという考えがあるのだろう」

			「カリーシャ隊長にも？」

			「いや、私は知ってのとおり、自分の剣で国を守ってきたなどとは言えない未熟者だ。どんな形であれ、国民の安全と平和につながることなら大歓迎だ」

			「そっか。サンキューな」

			「アーガス騎士長は、純粋に貴様を欲しいと思っているようだが」

			「……欲しいって、どういう意味で？」

			「言葉どおりの意味だが？」

			　わっかンねェんだよ！　でも、怖くて追究できない。

			　アーガス騎士長やシコルゼが、俺をどんな風に見ているのかなんて、そんなことは些事だ。俺が最優先でやるべきは、利一の捜索なンだから。

			　カリーシャ隊長に王都の案内を頼んでみたけど、残念ながら断られてしまった。

			　第三部隊で怪我人が多数出てしまった分、彼女に雑務が集中しているンだとか。

			　むしろ手伝ってほしそうにしていたが、俺は軽やかに騎士団本部をフェードアウトした。

			　情報を集めたいなら、まずはギルドへ行け。

			　別れ際にもらったアドバイスに従い、俺は一人で王都散策へと繰り出した。

			「大通りを道なりに行けば、そのうち見えてくるとは言われたけど」

			　王都というだけあって、とにかくデカい。外から見た時も、万里の長城より、さらに何倍も高そうな壁が地平まで伸びていたことに驚かされた。

			　かろうじて、遥か遠くに城らしき建物が見える。おそらく、あそこが王都の中心地だろう。

			　それを考えると、徒歩だと、外周をぐるりと一回りするだけでも二日はかかりそうだ。

			「お姫様とか住んでンのかね」

			　金髪巨乳でロリフェイス。多少、世間知らずで抜けたところがあるものの、一本芯の通った強さがある。そんなプリンセスがいたら最高だ。全力でお仕えしたい。

			「利一を見つけた後の生き方も、おいおい考えねェとな」

			　魔王と事を構えるなンて御免だけど、騎士団に正式入団するのも悪くねェか。

			　煉瓦造りの街並みを物珍しげに眺めていると、それにしても、と思う。

			　転生直後に化け物と遭遇しちまったインパクトがまだ新しいせいか、鎧やら、ローブやら、道行く人々の風変わりな衣装を目にしても、異世界っぽいなァ、くらいにしか思わない。

			　向こうの世界だったら、全身覆えそうなマントを羽織って出歩いているだけでも変質者扱いされかねないのに、早くも自分の中の常識が書き換えられていく。

			「つーか、王都には人間しかいねェのか？」

			　エルフに会えるのを楽しみにしていたンだが、さっきから人間としかすれ違わない。

			　異世界への驚きが少ないのは、もっと様々な種族が入り混じった、ファンタジーな世界観を期待しすぎていたせいかもしれないな。

			「獣(けも)耳(みみ)少女なんて、実在しないのかねェ」

			　などと落胆していると、ふと、気になる張り紙が目に入った。

			　異世界文字を読めることにではなく、書かれている内容に目を引かれたのだ。

			〝亜人お断り〟

			　ペットお断りではなく、亜人お断り。

			　その張り紙は、なんてことはない、普通の洋裁店に貼られている。

			　亜人ってーと、人間じゃないけど、意思の疎通が可能な種族とか、そういうのだよな？

			　注意して見ていると、同じような張り紙は、結構な数の店に貼り出されていた。

			　こういう展開、漫画や小説だと、それこそ腐るほど出てくる。

			　だからなんとなく予想はできるけど、実際に亜人と会って話したことがあるわけでもなし、決めつけるのは早計だわな。後でカリーシャ隊長に訊いてみるか。

			　そこからの道中、ぐるんぐるんと腕を回したり、怪しまれない程度にスキップしたりして、鎧装着時の四肢の可動域を確かめた。ふむふむ、なるほど。

			「……正直、もう満足です」

			　最初こそ、イカス鎧にテンションが上がったものの、やっぱ重いし、動きづらいし、早くも脱ぎたくなっている。騎士って、さらに大剣も装備するンだよな。想像するだけで萎える。

			　正式に騎士団に入るのも悪くない、なンて考えたのが、そろそろ一時間前。

			「まだ着かねェのか……」

			　一向にギルドらしき建物が見えてこない。

			　道を間違えようはないし、素通りしちまったってこともないだろう。

			　まさか、スタート地点から、延々と逆方向に歩いていた……なんてことはねェよな。

			　誰かにギルドの場所を訊いてみるか。

			　そう考えた矢先。前方から、男のがなり立てるような声が聞こえてきた。

			　喧嘩だろうか。街並みは綺麗だし、治安も良さそうだと思っていたンだけど。

			「さっさと失せろって言ってるのがわかんないかな！」

			「しかし、こちらの生花店は、亜人の客を断っているわけではないであろう？」

			「そういう問題じゃないわけ！　景観を損ねるから、汚らしい亜人がうろつくなって話なの！　しかも、亜人は亜人でも、お前らの種族は保護指定すらされてないじゃん！　そこんところ、ちゃんと理解できてる!?　リザードマンのオツムには難しい!?」

			　騒いでいるオッサンは人間だけど、その相手をしているのは、

			「あれが亜人か」

			　二本の足で立ち、軽鎧に身を包んでいるが、全身が緑色の鱗に覆われており、その顔立ち、その四肢は、一目で人間とは異なる種族だとわかる。尻尾も入れれば五肢か。

			　リザードマンとか呼ばれていたな。これぞ異世界って感じだ。

			　オッサンが一方的に難癖をつけているようにしか見えないが、出しゃばった真似はしないとシコルゼに言ったばかりだし、厄介事は回避するに限る。

			　と、思ったンだが。

			　リザードマンが、誰かを庇っていることに気がついた。

			　着古したボロをまとった、十歳くらいの女の子だ。怯えているらしく、小さな体躯をさらに縮こまらせて、リザードマンの腰布をきゅっと握りしめている。

			　そして、一見しただけでは人間にしか見えないが、その女の子には、なんと、なんと！

			　猫のような耳がついていた。獣(けも)耳(みみ)がついていた。

			「用が済めば早々に立ち去る故、この少女の買い物だけでもさせてはもらえないであるか？　聞けば、母君の誕生日に花を贈りたいということである。その健気な想いを憚る理由がどこにあろうか」

			「そんなの知ったことか！　亜人は、第一に人間の気分を害さないことを考えるべきなの！」

			「その言い分はあんまりであろう。小(しよう)生(せい)たちは、何も悪いことはしていないのである」

			「だから、そういう問題じゃないわけ！　その見た目！　視界に入るだけで気分が悪いの！　トカゲの後ろに隠れているケット・シーのガキ、お前にも言って――」

			「はいはいはい、ストップ」

			　俺はオッサンの言葉を遮るようにして、両者の間に割って入った。

			　絡まれているのが獣(けも)耳(みみ)少女とあっては、黙っているわけにはいかない。

			「おお、騎士さん。ちょうどいい。見てたんなら、騎士さんからも言ってやってくださいな」

			　ハ？　なんでそうなる。

			「どうしました？　早いとこ、こいつらをしょっぴいて――」

			「馬鹿言ってンじゃねェよ。亜人ってだけで非難しまくってる奴と、母親のために花を買いに来た獣(けも)耳(みみ)少女。どっちが正義かなんざ、考えるまでもねェだろうが」

			　ここまでの会話を聞いている限り、この往来を、亜人が歩くことを規制するルールみたいなものは存在しない。亜人への差別と悪態は、完全にこいつの主観によるものだ。

			　にもかかわらず、悪びれるどころか、俺が自分の味方をすると信じて疑っていやがらねェ。

			「で、でも、そいつは亜人で」

			「だから？」

			　大した理由もなく、亜人というだけで、こんな幼い子をも蔑視する。

			　それが普通のこと。この世界の常識なンだとしたら、いやはや、くそ喰らえだわ。

			　オッサンは気(け)圧(お)されるというより、困惑の方が大きいようだが、騎士を相手に歯向かう気はないらしく、「なんなんだよ……」と愚痴をこぼし、逃げるように退散していった。

			　白けた目でその背中を見送っていると、リザードマンの彼が、深々と頭を下げてきた。

			「騎士殿、助かり申した」

			　武士みたいな喋り方だな。俺も嫌いじゃないけど、特に利一が好きそうだ。

			「別にこれくらい。災難だったっスね」

			「災難、であるか？」

			　なんでそこで疑問系？　どう見たって災難だったろ？

			「……無礼を承知でお尋ねするが、貴君は、騎士殿で間違いないであるか？」

			「どういう意味？」

			「騎士殿が現れた時、まさか、こちらの肩を持っていただけるとは思わなんだので」

			　あー、そういうこと。

			　この人にとっては、さっきみたいなことは日常だから、災難って感覚がねェんだな。

			　んで、一般的な騎士なら、あそこでオッサンの側につくわけか。

			　なんだかなァ。こりゃ、騎士団への就職は見送りかねェ。

			「まァ、あれっスよ。獣(けも)耳(みみ)少女って、それだけでも正義だし？」

			「む、ん？」

			　伝わらないか。獣(けも)耳(みみ)少女が当たり前に存在する世界だしな。この出会いが、どれほどの奇跡なのか、知りようもないだろう。あまり語りすぎても気持ち悪がられると思い、俺は目の前の奇跡を目に焼きつける作業に戻った。はァ～……尊い。

			　視線を意識させてしまったのか、少女の獣(けも)耳(みみ)が、ぴこぴこと跳ねるように動いた。

			　お礼を言いたそうにしているが、恥ずかしくて前に出てこられないンだろう。それがまた、得も言われぬ愛らしさを醸し出している。

			　そんな少女の気持ちを察したリザードマンの彼が、優しく背中を押してやった。

			　ケット・シーとか言われていたっけ。この子には尻尾が二本もついており、それが忙しなく左右に動いている。犬とは違い、猫がこんな風に尻尾を振るのは、喜んでいるからじゃなく、落ち着かないって意味があるンだったか。猫と同じに考えてイイのかはわからないけど。

			　十分に間を使い、やがて少女が俺と目を合わせた。

			「……騎士のお兄ちゃん……ありぁと、ございました」

		

	
		
			[image: p117.jpg]
		

	
		
			　そう言って照れながらお辞儀をし、またすぐ、ぴゃっと隠れてしまった。

			　…………育てたい。

			　その眩しさから目を覆い、俺は思わず空を仰いだ。獣(けも)耳(みみ)、最高です。

			　リザードマンの彼が〝ギリコ〟と名乗ってくれたので、俺も自分の本名を明かした。

			　珍しい名前だと言われたが、さすがに転生者とは思われていないようだ。

			　ギリコさんも、たまたま獣(けも)耳(みみ)少女が絡まれているのを見かけ、さっきみたいな状況になったのだという。今は二人で、女の子が花を選び終わるのを待っている。

			「え、ギリコさんは、ギルドの方から来たんスか？」

			　てことは、この道で間違いないンだな。セーフセーフ。

			「ご存じのとおり、リザードマンは保護指定されていないため、クエストを直接受けることは敵わないのであるが、傭兵としてなら他の冒険者パーティーに同行できる。ありがたいことに名指しの依頼があったので、ギルドで顔合わせをしてきた帰りなのである」

			　ご存じありませんでした。

			　さっきのオッサンも保護指定がどうのと言っていたし、多分、常識中の常識なンだろうな。

			　騎士がそれを知らないわけないだろうし、怪しまれないよう「そうなンですかー」と適当に相槌を返しておこう。

			「この子は普段、どこらへんで生活しているンですかね？」

			　誓って、獣(けも)耳(みみ)少女の住所を特定しようとか、そういう下心はございません。

			　王都に限ったことなのかはわからないが、亜人差別があるのは疑いようがない。

			　そんな生きにくいところで、どうやって暮らしているのか気になったのだ。

			　尋ねると、ギリコさんが、ぽかんと呆けたような顔をした。やべ、これも一般常識か。

			「タクト殿は、地方の出身であられるのか？」

			「あー、はい。実はそうなんスよ。昨日赴任してきたばっかで」

			　地方というか、別世界ですけどね。程度の違いはあれ、似たようなもンだ。

			「であれば、無理からぬやもしれぬな。この道を真っ直ぐ、ギルドを越えた、さらに向こうへ行くと、大きなトンネルがあるのである。その先の区画は【亜人街】と呼ばれ、名のとおり、亜人ばかりが暮らしているのであるよ」

			「亜人は、亜人街で暮らさないといけないって決まりでも？」

			「暗黙の了解というやつであるな。誰も好き好んで、蔑まれながら暮らしたいとは思わないであろう？　自然と住み分けるようになったのであるよ」

			「街としての規模はどうなんスか？」

			「規模であるか。王都をぐるりと囲う外壁に、コブを付けたように増設した区画であるため、こちら側の敷地面積と比べれば、百分の一にも満たないであろうな」

			「人間と亜人の人口比率は？」

			「人間の方がずっと多いのである。亜人の十倍はいるであろうか」

			　だとしても、亜人は、人間の十倍の人口密度で暮らしていることになる。

			　そのうち、反乱とか起きるンじゃねェの？　そこンとこ、大丈夫なンだろうか。

			「王都を出て、別の場所で暮らした方がイイんじゃないスか……」

			「そのとおりである。それが敵う者はそうしているであろう。小生が定住せず、流浪するのも窮屈な暮らしが性に合わぬからである。しかし、それができない、力の弱い者が寄り集まってできたのが、亜人街なのである」

			　想像力が足りていなかった。俺は、安易な台詞を吐いてしまった自分を恥じた。

			「外の世界は弱肉強食。たとえ人間の定めた不平等なルールに従い、支配されてでも、弱者は外敵のいない内側を選ぶしかない。死ぬよりはマシであるからな」

			「亜人街で暮らしている人たちは、肩身の狭い思いをしていそうっスね」

			「一応、行き来は自由であるため、こちら側の華美さに惹かれて足を運ぶ者もいるが、亜人を客と認めない店も多いであるからな」

			　それがあの、亜人お断りの張り紙か。

			「小生のように、明らかな異形ならまだしも、あの少女のように、人間とさほど変わらぬ姿の幼子が、心ない言葉を浴びせられるのは忍びないのである」

			「ギリコさんだって、非難されるいわれはないでしょうよ」

			　俺は自然と語調を強くしていた。

			　まだ会って数分だけど、礼儀正しいし、ギリコさんがイイ人だってのはわかる。

			　異世界に来て、初めてできた亜人の知り合いが、この人でよかったと思えるくらいに。

			「クァッ、クァッ。良き巡り合わせとは続くものなのであろうか。まさかこの数日のうちに、リーチ殿の他にも、小生のために心を痛めてくださる方と出会えるとは」

			「そんな大層な話じゃ――……」

			「タクト殿？　どうかされたであるか？」

			「……今、なんて言いました？」

			「む？　確か、良き巡り合わせとは――」

			「じゃなくて、その後！　名前を出しただろ!?　その男のことを教えてくれ！　詳しく！」

			「お、落ち着かれよ。タクト殿は、人を捜しているのであるか？　であれば、申し訳ないが、おそらく人違いである。小生が言ったのは……女性である故」

			「………………マジで？」

			「マジである」

			　人違いなのか。

			　そう……だよな。こんなに早く手掛かりが見つかるなんて、いくらなんでも出来すぎだ。

			「すンません、取り乱しました」

			「こちらこそ、力になれず」

			　やっちまった。せっかく気を良くしてくれていたのに、ギリコさんには悪いことをしたな。

			　重くなった空気を払拭するため、何か話題はないかと探す。

			「そういや、ギリコさんはこっちに何か用事でも？　亜人街とは逆方向なんスよね？」

			「用事というほどではないのであるが、王都へ出向いたのは久方ぶりなので、何か土産になるものでもと思ってぶらついていた次第である」

			　そう言うギリコさんの表情が、ほのかに赤くなったのを俺は見逃さなかった。

			「その土産って、もしかして、今話に出てきた女性にだったり？」

			「クァッ!?」

			「はは、当たりだ。思い切り顔に出ましたね」

			「ご、誤解されては困るのである。小生は、ただ、日頃の感謝のしるしにと思い」

			「ま、そういうことにしておきますか」

			「むぅ、からかわないでほしいのであるよ」

			　温厚な人柄のせいか。この人との会話がすごく心地良い。利一にも紹介してやりてェな。

			「どんな物をプレゼントしたいかとか、希望はあるンです？」

			「実は、それもまだ決めかねているのである」

			「花はダメなんスか？」

			「それが小生、明日から【パラポ炭鉱】に潜らねばならないのであるよ。そこでのクエストが終われば、その足で【メイローク】へ向かうつもりなのである」

			「【メイローク】？」

			「これもご存じなかったか。ここから早馬で一時間少々のところにある宿場街である。機会があれば赴いてみられよ。王都とは違い、人間と亜人が比較的良好に暮らしているのである」

			「へえ、行ってみたいっスね」

			　と、話が逸れた。

			「てことは、持ち運びしやすい小物。それも壊れにくい物が望ましいっスよね？」

			「であるな」

			「食い物もダメだし。ちなみに、その女性って、人間なんスか？」

			「人間……である。金色の髪が美しい可憐な少女であるよ」

			　一瞬、口ごもったように感じたのは気のせいだろうか。

			　それより、金髪美少女ですと？　ぜひともお目にかかりたいですな。

			「じゃあ、リボンとかどうっスか？　花屋ですけど、髪を結べるものも売ってそうですよ」

			「おお、名案である！」

			　ギリコさんがいそいそと店内へ入って行くのと入れ替わりで、獣(けも)耳(みみ)少女がカーネーションに似た一輪の花を手にして戻ってきた。何この芸術的な組み合わせ。聖女か。

			「お兄ちゃん、ありぁと。買えた」

			　お礼の一言に、あらゆる宝石よりも価値のあるピュアな笑顔が添えられた。

			　心臓鷲掴みって感じ。尊すぎて、キュン死にする。

			　これが保護指定されてない？　アホか、こんなン国家レベルの保護対象だろ。

			　この子が不当な扱いを受けるなんて、どう考えてもおかしい。

			　だけど俺の常識は、この世界の常識に当てはまらない。

			　現状、何が差別の要因になっているのかすらわかっていないし。

			　俺一人が息巻いたところで、亜人に対する差別をなくせるとは思えない。

			　だからせめて。

			「あのさ……」

			　こうして知り合った少女の笑顔くらい、守ってやりたい。

			　それを願い、これから口にする台詞を思うと、小っ恥ずかしすぎて顔が熱くなってくる。

			　ただまァ、幸いと言うべきか、今の俺は、それを口にしても違和感のない恰好をしている。

			「……この先、また何か困ったことがあれば、いつでも頼ってくれてイイから」

			　声が裏返らないよう意識しながら少女に告げ、加えてもう一言。

			「必ず、お兄ちゃんが助けに行くぜ」

			　ニカッ、と馬鹿みたいに笑い、俺は少女の猫耳を掻き分けるようにして頭を撫でた。

		

	
		
			　

			第八搾　勃たなくなっちゃった

			　

			　あの後、またどこかで会おうと約束し、ギリコさんたちとはギルドの前で別れた。

			　でだ。結論だけ言うと、ギルドに到着したはイイが、目ぼしい情報は得られなかった。

			　異世界転生と言ったら、まずはギルドで冒険者登録をするって流れが鉄板だと思うンだが、蓬莱利一という名前の冒険者は見当たらなかった。

			　また、捜し人の依頼の中に、俺の名前がないかと期待もしたけど、それも見当たらず。

			　利一がこのギルドへ足を運んだと思える形跡は、何一つなかった。

			　一応ギルド職員に、蓬莱利一を名乗る男が現れたら、新垣拓斗が捜しているので騎士団まで出頭するよう伝えてほしいと頼んでおいた。それくらいしかできることがなかった。

			　日が暮れる前に騎士団本部に帰ると、デスクワークに忙殺されかけているカリーシャ隊長が口から魂を吐き出しつつ、「おかえり」と言って出迎えてくれた。

			「そうか。収穫はなかったか」

			　猫耳に触れただけでも散策した価値はあるというものだが、落胆の色は隠せない。

			　もしかして利一は、ギリコさんみたいに、冒険者になれない種族なンだろうか。

			　だとしても、俺に存在を伝える手段くらい、何かありそうなもンだが。

			　王都にはいないという線もあるが、今日だけでは、まだ全体の十分の一も回れていないし、望みを捨てるには早すぎる。人間ではなく亜人に転生しているなら、ケモミ――亜人街にいるかもしれない。それに、人間と亜人が良好な関係を築いているという【メイローク】にも足を運ぶ価値は大いにある。とりあえず、明日は亜人街を調べてみるか。

			　次の方針を決めたところで、本題だ。

			「カリーシャ隊長、俺は今、騎士団に強い不信感を抱いています」

			「きゅ、急に何を言い出すんだ？」

			　俺は外で見聞きし、そこで感じたこと、疑問に思ったことを話していった。

			　その際に、カリーシャ隊長に一般常識も教わった。

			　人間以外の種族は、大きく〈保護指定種族〉〈保護指定外種族〉〈魔物〉の三つに分けられているそうだ。どれも人間を基準にし、人間の裁量で定めたものだ。

			　人間と友好関係を結び、対等とされているのが保護指定種族。エルフやドワーフだ。

			　人間に害を及ぼすとされる種族が魔物。ホログレムリンなんかはこれに当たる。

			　それ以外は全て保護指定外種族。リザードマンのギリコさんや、ケット・シーの女の子も、このくくりに入っている。

			　保護指定されているか、されていないかで何が違ってくるのか。

			　一つは、保護指定種族と認められていなければ、領内で店を持つことができない。

			　もう一つは、手頃な小遣い稼ぎから一攫千金まで、個人の能力一つでどこまでも上を目指すチャンスが転がっている冒険者になれないことだ。

			　大きくは、この二つだそうだ。これによって、生きていくためには自給自足か、亜人同士の物々交換、またはギリコさんが傭兵をしているように、決して高待遇とは言えない下働き等で食い扶持を稼がなければならない。金を得る手段が格段に少ないのだ。

			　それに加えて、もれなく差別的な扱いを受けるのは、昼間見たとおりだ。

			「なんだかなァ。騎士ってのは、弱い者の味方であるべきじゃないンですかね」

			「確かに、その男の態度は目に余るが、騎士団が差別を推奨するようなことは絶対にないぞ」

			「嫌なら王都を出ていけばイイだけの話だもンな？」

			「そうだな」

			　もしかしたら、これにも否定が入り、救いのある答えが返ってくるかと期待した。

			　でも、カリーシャ隊長は肯定した。腐っていることを除けば、良識人である彼女ですらだ。

			「自分で言っておきながら、納得できないといった顔をしているな」

			「本心じゃねェからな」

			「ここは人間の国だぞ？　いや、ここだけの話ではない。大昔はともかく、今の世界は人間を中心に回っている。人間を優遇する社会になるのは自然だと思うが。貴様が転生してくる前の世界では、あらゆる種族が対等だったのか？」

			　…………違う。違うどころか、この世界以上に人間至上だ。

			　人間と対等だと考えられている種族なんて、ただの一つだってありゃしねェ。

			　人間にとって都合の悪い生物は、害虫、害獣として見なされる。魔物扱いと変わらない。

			　増えすぎたら殺処分。絶滅が危惧されたら慌てて保護対象。全ては人間の気分次第だ。

			　それを疑問に感じることなく生きてきた。感じさせないほど自然に人間が頂点だった。

			　そんな世界で生きてきた俺の言葉には、なんの重みもない。

			「黙ってしまって、どうした？　自分の中で完結してしまったのか？」

			「自己完結っつーか、思考放棄かも。どうすりゃイイのかわからなくなっちまった」

			「難しく考えすぎなのではないか？」

			「実際、難しい話だろ？」

			「貴様は、いきなり全ての亜人と人間を対等にしようと悩んでいるのだろうが、そんなことは不可能だ。まずは、保護指定種族を一つずつ増やしていく――……いや、これも並大抵の苦労ではないな。王都議会に名を連ねる必要もあるだろうし」

			「俺に政治家になれってのか？　柄じゃねェな」

			「柄じゃないとか、そういう問題ではない。政治家にはクリーンなイメージも大切なんだぞ。嬉々として全裸で戦うような男には天地がひっくり返っても無理だ」

			　俺だって、好きでこんなバグ仕様に生まれ変わったわけじゃないやい。

			「初めは小さなことでいいじゃないか。貴様がこれからも考えを曲げず、分け隔てなく亜人と接し続けることで何かが変わるかもしれない。一般人より、騎士は影響力も大きいからな」

			「小さなことからこつこつと、か。それにしたって、小さすぎる気もするけど」

			「なら魔王でも倒すか？　魔王を倒した勇者ともなれば、その発言力は計り知れないだろう。そして、私は勇者を支えた騎士として語り継がれる。ふふ、悪くない」

			「おいおい、言葉巧みに俺を死地に送ろうとするのはやめてもらおうか」

			「苦言を呈したが、私も亜人の待遇改善については賛成派だ」

			「本当か？　心強いぜ。尻しか取り柄のない腐女子とか思っていて悪かった」

			「貴様もいろいろと考えているのだな。変態覗き魔かつ歩く猥褻物だと思っていたが」

			　友情は芽生えなかった。

			「さすがに、魔物とも同じように仲良くしたいと言われたら困るが、そこは大丈夫か？」

			「魔物か。あれは無理だわな」

			　特級悪魔のホログレムリンを思い出すと、ぷつぷつと鳥肌が立った。

			　俺は別に博愛主義者じゃない。人間でも亜人でも、相容れない奴はいると思うし。

			　だけど、そのせいで、ギリコさんたちみたいなイイ奴まで割を食うのは嫌だってだけだ。

			「王都騎士団はアーガス騎士長のカリスマ性の下で一枚岩の結束を誇っているが、それ以外は自由意思を尊重しているというか、亜人に対する考え方も人それぞれというか」

			「シコルゼとか、モロに亜人を見下してそうだよな」

			　そう言うと、カリーシャ隊長が露骨に目を泳がせた。ドンピシャらしい。

			「今日はこの後、どうするつもりだ？」

			「またアーガス騎士長ンちに泊まらせてもらうのは確定だけど、その前に、ここには修練場があるみたいだから、特能ってやつの検証をしておこうかなと思ってる」

			「ほう、いい心掛けだな。私も貴様の特能には興味がある。立ち会わせてもらおう」

			「手伝ってくれるのか？」

			「私にできることなら」

			「言ったな。んじゃ、早速修練場に向かおうぜ」

			「この時間なら使っている者もいない。多少派手な特能だったとしても被害は出ないだろう」

			「忘れてるかもしれねェが、俺の特能は、最大強化した時にしか発現しない。つまり、全裸にならなくちゃいけない」

			「心配には及ばない。早くも見慣れた感がある」

			「それだけじゃない。勃起もしなきゃならねェ。その手伝いをしてくれるンだよな？」

			「しまった。私としたことが、大事な書類仕事を忘れていた。残念だが失礼する」

			「はい逃がしませーん。修練場に到着でーす」

			　Ｕターンしようとするカリーシャ隊長の首根っこを掴み、ずるずると修練場に引き入れる。

			　修練場と言っても、トレーニング器具の類はない。砂地を敷き詰めただけの広い場所だ。

			「さてと、どうする？　尻を揉ませてもらうのが手っ取り早いと思うンだが、胸でもイイし、パンツを下ろす仕草でも多分大丈夫だ。そこに恥じらいがあるなら」

			「それを私に選ばせるのか!?」

			「部下の力を引き出すのは上司の務め！　俺はカリーシャ隊長のことを、できればヤれる――じゃなくて、やればできる上司だと思っている！」

			「こんな時だけ調子のいいことを！」

			「出任せなんかじゃない！　尻合った瞬間から、俺はアンタに突いてイキたいと思っていた。そんなカリーシャ隊長にしか頼めない、カリーシャ隊長にしかできない大役なンだ！」

			「わ、私にしかできない、大役……」

			「不思議だぜ。カリーシャ隊長になら、なんでも話せちまう（訳：どう思われてもＯＫ）」

			「べ、別に不思議なことではないだろう。貴様は部下で、私は直属の上司なのだ。上司とは、常に頼られる存在でなければならない」

			「なんて頼もしいンだ！　俺は先に、勃起以外の準備をしておくぜ！」

			「貸しだからな！」

			　ちょっろ。そのうち悪い奴に騙されて、ＡＶ出演とかしちまうンじゃねェかと心配になる。
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			【新垣拓斗】

			レベル：16

			性別：男

			種族：天界人

			年齢：17

			職名：愛玩人形(ラブドール)上がりの露出騎士見習い
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			　これが俺の基本ステータスだが、おや？　職名が変化していますな。

			　つーかさ……〝騎士見習い〟だけでよくね？　前より酷くなってるンですけど。

			　まァイイ。どうせ自分以外じゃ、カリーシャ隊長にしか見られないンだ。

			　せっかくなので、局部裸身拳――脱衣強化に関する検証もしておくか。

			　上下ともに肌が隠れている現在のレベルは16。

			「よい、せっと」

			　そして、上半身だけ裸になった時が……なるほど、レベル20になるのか。

			　試しに局部だけを隠して、それ以外を脱ぎ捨ててみる。……ふむ、レベル22か。

			　真っ裸(ぱ)だとレベル26になるのは、ホログレムリン戦で既にわかっている。

			　レベルは高くなればなるほど上がりにくくなる。そのことを踏まえると、局部裸身拳というだけあって、ち●こを晒すことによる強化の度合いが最も大きいと見える。

			　今まで何も装備していなかった頭部に、鎧の下に着ていたシャツを巻きつけてみるが、特にレベルの変動はなかった。元々髪の毛に覆われているからかもしれない。これなら兜くらいは装備できそうだけど、全裸に兜って、逆に変態度が上がる気がする。

			　あとは、ち●こだけを露出し、他は全部着ている状態だとレベルいくつになるンだろうな。

			　立ち小便を誰かに覗きこまれるでもしない限り、そんな状況にはならないか。

			　これらのパターンに、さらに勃起状態の要素も加わってくるため、俺のレベルは、とにかく落ち着きがない。ともあれ全裸完成。ただいま、レベル26。

			「カリーシャ隊長、決まった？」

			「………………パンツを下ろす……で」

			　尻揉みを選ぶと思っていたのに、そこいくンだ。

			「やはり騙されている気がする……。くっ、覚えていろよ……」

			　覚えておくとも。心の画像フォルダにしっかり保存させていただくさ。

			「せいやっ！」

			「恥じらいはどうした!?」

			　カリーシャ隊長が、気合いと共に、穿いていたパンツを一気に足首まで下ろしやがった。

			　スカートの中におそるおそる手を差し込み、羞恥に肌という肌を赤く染め、もじもじと腰をくねらせ、少しずつ、少しずつパンツを下ろしていく恥じらいにこそ劣情を催すというのに、これでは情緒もへったくれもないじゃないか。むしろ期待していた分、ガッカリ感も大きい。

			　その証拠に、自慢の息子はぴくりとも反応していない。

			「うーん……。こりゃ、カリーシャ隊長に頼ったのは間違いだったか」

			「なっ!?」

			「そこからスカートのたくし上げでもしてくれるっていうなら話は別だけど、そんなことまでやらせるワケにはいかねェし。パンツ下げ損になっちまったが、一応礼だけは言っておくぜ。ありがとな。こっからは想像力でなんとかしてみるわ」

			「それができるなら最初からやれ！」

			「あと、余計なお世話かもしれねェが、一つ忠告しとくぜ。騎士とはいえ、もう少し下着にも気を使った方がイイと思うぞ。二日続けて白無地ってのも味気なくねェか？」

			「き、貴様……言わせておけば」

			　乙女のプライドが傷ついたのか、カリーシャ隊長が怒りの形相で拳を固め、俺の顔面に殴り掛かろうと振り被る。だが、大きく前に出そうとした足が、下げたパンツによって阻まれた。

			「わ、わ、ひゃっ!?」

			　つんのめり、足がもつれ、そのままみっともなく、前のめりに転倒してしまった。

			　スカートが派手にめくれ、ぷりぷりの美尻がモロ出しになる。

			　その痴態を、俺は真上からまじまじと見下ろした。

			　名前を付けて保存 → ファイル名【カリーシャ隊長 生尻四つん這いver.】

			　保存っと。

			「カリーシャ隊長、まさか俺のために、ここまで体を張ってくれるなんて」

			「ち、違う！　これは不可抗力だ！」

			「アンタ、最高の上司だぜ」

			「こんなことで評価が上がるのは不本意だ！」

			「慰めにもならないかもしれねェが、その、後ろに倒れなくてよかったな」

			「本当になんの慰めにもならないな！」

			　目尻に涙を溜めたカリーシャ隊長が立ち上がり、大慌てで下着を元に戻した。

			　おかげさまで、最大強化された俺はレベル30。

			　ステータスには特能――【跳梁跋扈(オーバー・ドライブ)】の名が現れている。

			　文句は後で聞くとして、萎える前に検証に入らせてもらうぜ。

			「カリーシャ隊長、一瞬でイイから修練場の外に出ていてくれ」

			「私にここまでさせておいて、今さら隠すつもりか？」

			「どんな特能なのかわからない以上、巻き込んじまう可能性がないとは言いきれねェからだ」

			「む、そういうことなら……。了解した」

			　離れた所から「十数えたら入るからな！」と叫び、カリーシャ隊長が修練場から消えた。

			「おし、やるか」

			　魔法のように、超自然的な力を見せるのか。さらなる肉体強化を可能にするのか。

			　どういう類の特能かはわからないが、感覚でわかる。

			　体の中にスイッチみたいな物がある。それをＯＮにすることで特能は発動する。

			「イクぜ」

			　呟くようにして【跳梁跋扈(オーバー・ドライブ)】と唱え、スイッチを入れた。

			　………………。

			　………………。

			「……………………あれ？」

			　何も起こらない。

			　両腕をぐるぐると回してみる。ぴょんぴょんと反復横跳びをしてみる。

			　何も起こらない。

			　それどころか、むしろ弱体化していないか？　ホログレムリン戦でレベル30になった時は、残像を残すほど素早い動きができたのに、今は平常時と全く変わらない。

			「何これ、意味わかンねェ」

			　癇癪を起こした子供のようにめちゃくちゃに動いたりもしてみるが、なんの変化もない。

			　十秒はとうに過ぎたが、耳をそばだてているのか、カリーシャ隊長は、まだ修練場に入ってこない。ヤバいヤバい。これで何も起こりませんでした、ではカッコ悪すぎだぞ。

			　一分ほど経つと、不意に頭の中でスイッチがＯＦＦになったのがわかった。

			「うおっ……!?」

			　重い。激しい運動で筋肉に乳酸が蓄積したみたいに、急激な疲労感に襲われた。

			　しかも、萎えていた。ヘソを隠さんばかりに元気溌剌だった息子が、冬の寒さで縮こまったみたいなしょんぼりサイズになって項垂れている。

			「……もういいか？」

			　意味不明すぎる状況に困惑していると、そーっと、カリーシャ隊長が顔だけを覗かせた。

			「悪(わり)ィ、待たせた……」

			　こんな情けない俺を見ないで――と、股間を隠してやり過ごそうとするが、相手はこっちのステータスを看破する特能の持ち主だ。勃起強化が解除されていることにも気づいたらしく、小走りで近寄ってきた。

			「ん？　ん？　もう検証は終わったのか？　どうだった？」

			　そんな期待に目を輝かせないで。

			「いろいろ試してみたが……よく、わからなかった……」

			「わからない？　発動しなかったのか？」

			「いや、確かに発動させた感覚はあったンだ。でも、何も起きなかった」

			　そして、何故かち●こが萎えた。

			　まだカリーシャ隊長の生尻による興奮は残っているってのに。

			「カリーシャ隊長、もう一回試したい。悪いが尻を貸してくれ」

			「そこは普通、手を貸してくれと言うところだろう！」

			「手を借りる方がハードル高いだろうが！」

			「貴様が思っているような意味で言ったのではない！」

			　俺は問答無用でカリーシャ隊長の尻をもにゅりと鷲掴みにした。

			　――――ッ!!

			　ス、スッゲ。何これ、スッゲ。布越しなのに、指が隠れるくらい柔肉に沈む。

			　カリーシャ隊長の顔面ショートフックを甘んじて受け、俺は再度勃起強化を――

			「なん……だと!?」

			　――しようとするが、異常事態が起きていた。

			　いや、起きていない。起きているけど起きていない。

			　何を言っているのやらだが、つまり……勃っていない。

			　かつてない興奮を体感しているというのに、ありえないことだ。

			「レベルは……」

			　やっぱり勃起強化ができていない。ステータスにはレベル26と表示されている。

			　そして、特能の代わりに、見たことない表記が浮かび上がっていた。

			　

			　ＥＤ：（71時間58分）

			　

			　ＥＤ？　エンディング……じゃないよな。

			　数字が今、71時間57分になった。

			「ああ、わかった……」

			　特能は未だ謎のままだけど、使用したことで科されるペナルティーがあるンだ。

			　カリーシャ隊長の尻を揉んでも反応しないのは、これのせいだ。

			　予想するに、ペナルティーの期間は三日。

			　ＥＤ。なんの略だったかは忘れたが、日本語だと勃起障害とか、勃起不全とか。

			　なんてこった。俺はこの若さで……。

			「イ●ポになっちまった」

		

	
		
			　

			第九搾　初めてを奪われちゃった

			　

			「勃たなくなった、だと？」

			　騎士団本部には、校長室みたいに格調高い部屋が一つある。騎士長専用の個室だ。

			　執務椅子に座っているアーガス騎士長が、低い声で俺の言葉を復唱した。

			　恥の拡散になってしまうので、ＥＤペナルティーについて話すべきかは一晩悩ンだけれど、俺の場合、勃起できるかどうかは強さに直接関係してくる。騎士（仮）として籍を置いている手前、騎士団を統べるアーガス騎士長に、現状を伝えないわけにもいかない。

			　渋面を作って思案に耽っていたアーガス騎士長が、おもむろに腰を上げた。

			　そして俺の正面で片膝をつき、たくましい腕が股間へと伸びてくる。

			「どれ――」

			「どれ、じゃねェよ！　何しようとしやがった!?」

			　天界人の超反応でアーガス騎士長の手を叩き落とすと、逆に不思議そうな顔をされた。

			「本当に勃たないのか調べようと」

			「どうやってだよ!?」

			「適度な刺激を与えてみるつもりだったが」

			「余計なことすンな！　そういうのはもう自分で試したから！」

			　オッサンに局部触診されるとか、拷問すぎンだろ。勃つもンも勃たなくなるわ。

			　ＥＤ期間はおそらく三日間。

			　ペナルティーの発生から日付を跨いだ早朝現在、残り57時間35分とある。

			　この表示が０になったら治るンだと思うけど、確証があるわけじゃない。

			　治るよな？　治ってくれないと困るぞ？　本当に困るからな？

			「結局、どんな特能なのかは不明なままなのだな？」

			「ああ。再検証しようにも、明後日の夕方頃まではこの状態だと思う」

			「騎士長、こいつが行った検証では、確認できる超常が極端に限られています」

			　カリーシャ隊長の発言に、俺は「どゆこと？」と質問を挟んだ。

			「私の【磐座具視(シークレット・アイズ)】もそうだが、特能は、他者に使用して初めて効果を見せるものが多い。おそらく貴様の特能も、その類だったのだろう」

			「でも、どういう特能なのかもわからねェのに、危なくて他人になんか試せねェだろ」

			　そんな当然の心配に対し、アーガス騎士長が「問題ない」と言った。

			　まさか亜人で試す、なんて言わねェだろうな。

			「後ほど私に試してみろ。お前の全てを、この身で受け止めてやる」

			「さすが。鍛え方が違うってか」

			　でも後半の言い回しは、鳥肌が立つほどキモかったぜ。

			「それと、今日の予定だが、タクトは午後から私と共に【メイローク】へ行ってもらいたい」

			「【メイローク】って、人間と亜人が仲良く暮らしているっていう？」

			「耳が早いな。騎士団の見解としては、種族統制ができていない街と考えているが」

			「治安が悪いのか？」

			「今のところ大きな問題は発生していないが、危険視はしている。で、その【メイローク】の領主がゴブリンの巣を掃討し、十数匹を捕獲したという報告が入った。騎士団への引き渡しは決まっているが、どうも大物が交じっているらしいのでな。念のため下見に行くことにした」

			「ありがてェ。近いうちに、【メイローク】には行きたいと思っていたンだ」

			「捜している友人が見つかるといいな」

			　もしかして、アーガス騎士長が自ら下見なんて役回りをするのって、俺のため？

			　このオッサン、たまにキモいけど、やっぱナイスガイだぜ。

			「アラガキタクト、騎士長と二人きりだぞ。やったな」

			　何が？　そのキラキラした目は何を期待してンの？

			「今日は向こうで一泊することになる。馬を使うことになるが、乗馬の経験はあるか？」

			「いや、全くない」

			「そうか。なら出発までに、カリーシャに教わっておけ」

			「馬って、そんなすぐ乗れるようになるもンなのか？」

			「無理なら二人乗りで行くしかない。前か後ろくらいは選ばせてやる」

			　オッサンと二人乗りか。それは勘弁かな。こういうイベントは、女子とやってこそだろ。

			　その女子は女子で、「前だ。前にしろ」と嬉しそうに勧めてくるし。

			　かと思えば、何やらぶつぶつと不気味に呟いている。俺は耳を澄ませた。

			「背中に騎士長の存在を感じながら、アラガキタクトは、初めてであるはずの乗馬に既視感を覚えていた。それは一昨日の夜のことだ。初陣による高ぶりを抑えられない。そんなアラガキタクトの足は、自然と騎士長の寝所に向かった」

			　この女、またおっ始めやがった！

			　俺たちには腐っているのがバレているからって、開き直っていやがる！

			「騎士長は多くを語らず、部下の求めを受け入れ、包み込んだ。正確には、包み込まれたのは騎士長だったが。騎士長と肌を合わせ、後ろから攻め立てられる律動が、馬の歩みに合わせて尻を突き上げる振動に似ていると感じたのだ」

			　それ、ナニが何に包み込まれてンだよ!?

			　つーか、昨日も一昨日も一人でおやすみしたよ！

			「馬に跨っている最(さ)中(なか)でさえ、アラガキタクトの頭の中は騎士長との情事でいっぱいだった。目を瞑れば映像が、耳を澄ませば声が鮮明に蘇る。どうした？　もうヘバってしまったのか？　覆い被さるようにして騎士長が耳元で囁く。経験の差は歴然。若さだけでは越えられない壁が二人の間にはあった。アラガキタクトは悔しさに涙するが、体は正直だった」

			　こいつン中で、俺は受けで確定なわけ!?

			「騎士たるもの、馬術の習得は必須だが、馬を乗りこなすには相応の体力がいる。この程度で音を上げるようでは先が思いやられるな。呆れる騎士長に対し、せめてもの反撃とばかりに、アラガキタクトは向こう見ずな台詞を吐く。俺、騎士長になら乗れると思います」

			　思わねェェェェエエエエよ!!

			「騎士長は笑った。しかし、それは失笑ではない。この若者ならあるいは……。その可能性に喜んだのだ。羽交い絞めにしていたアラガキタクトを解放した騎士長がポジションチェンジを提案し、四つん這いになって鋼の尻を突き出した。そして挑む。ならば攻守交代だ。来いッ。――こうして、無謀とも言える第２ラウンドが幕を開けたのだった（続く）」

			　こいつはもう、手遅れなところまで来ている……。

			　大満足なのが一目でわかる笑顔をたたえ、妄想を垂れ流した腐上司が額の汗を拭った。

			　ヤベェ。この女ヤベェよ。

			　騎士長と二人乗りなんかしたら、マジで妄想の続きを聞かされることになる。

			　この後、俺が死ぬ気で乗馬をマスターしたのは言うまでもない。

			　

			　

			　王都【ラバントレル】を発ち、一路【メイローク】へ。

			　途中、森を一つ抜けた。森とはいえ、よく利用されている路(みち)だ。踏みならされているので、進むに容易い。一定のリズムで揺れる馬の背中にも慣れてきた。

			　それでも乗馬初心者の俺のペースで進んでいるので、夕方前に王都を出たにもかかわらず、日は山の向こうへと沈んでいった。橙色をしていた空が少しずつ藍色へと深みを増していく。

			「なァ、この辺りは夜でも安全なのか？」

			「比較的、という他ないな」

			　黒い毛並みの馬を駆るアーガス騎士長が、周囲に視線を一巡させて言った。

			「【メイローク】を越えた先にある【ルブブの森】にはオークが住みついている」

			「オークか。ファンタジーを代表するモンスターだな」

			「討伐クエストがギルドから出ているのだが、肝心のオークが見当たらんという報告もある。人里近くに下りて来ている可能性がないとは言い切れん。この道中も警戒は怠るな」

			「討伐クエが出ているってことは、オークのくくりは魔物？」

			「魔物だ。ホログレムリンに比べれば取るに足らない小物だが、オークは残忍で狡猾なため、罠を張ったりもする。油断すると、騎士部隊でも痛手を被るだろう」

			「怖ェな……。魔物は例外なく討伐とか、騎士団はそういう方針なのか？」

			「そうとは限らん。低レベルの魔物なら、人間を襲えない誓約をつけて放逐することも多い。今回引き渡してもらうゴブリンも、ほとんどはそう対処することになるだろう」

			「人間を襲えないようにとか、そんなことできンの？」

			「あまり大きな声では言えんが、呪いの一種だ。他国では奴隷に使われていたりする」

			「ああ、そういう系……。低レベルって、具体的には？」

			「個体によって多少の誤差はあるが、レベル20以下だな。それ以上は御しきれん」

			　何気なく聞いていたけど、アーガス騎士長は、「人間を襲えない誓約」と言った。

			　つまり、亜人は対象外だってことだよな？　ここでも亜人差別かよ。

			「……聞いた感じ、魔物もピンキリだな。実際に出会ったことがあるかは置いておくとして、アーガス騎士長が、一番ヤバいと思う魔物ってなんだ？」

			「一番か。それはもちろん魔王だが、次点を挙げるとするなら――」

			　そこで言葉を区切ったアーガス騎士長が、苦い記憶を噛み殺すように奥歯を鳴らした。

			　この表情を見ていなければ、拍子抜けしていたかもしれない。

			　

			「――サキュバスだ」

			　

			　てっきり、怪獣みたいな化け物の名前が出てくると思ったから。

			　しかし、アーガス騎士長の声には、隠しようのない恨みと実感が伴っている。

			「なんでサキュバス？」

			「もう二十年も前になる。当時の騎士団が、たった一人のサキュバスに半壊させられたのだ」

			「マ……ジで？」

			「公にはされていない。できるはずがない。国を守護する騎士団が、サキュバスの幼女一人に手も足も出なかったなどと。そんなことが知れ渡れば騎士団の権威は失墜し、瞬く間に他国の侵略を受けてしまうだろう」

			「ヤベェ。サキュバス鬼ヤベェ」

			「いいか、タクト。サキュバスだけはダメだ。もし、万が一遭遇するようなことがあったら、絶対に正面から向き合うな。一瞬たりとも隙を見せるな。相手が女であろうと躊躇するな」

			　ホログレムリンと対峙した時ですら、アーガス騎士長は、ここまで必死じゃなかった。

			　サキュバス……男を快楽の虜にする淫魔。精をしぼり取り、最悪死に至らしめることもある危険な存在。そういうイメージはあったけど、まさか、精強な騎士団を壊滅に追いやるほどの魔物だとは……。魔王だけじゃない。そんな奴とは絶対に出くわしたくねェな。

			「見えてきたぞ」

			　月に似た星が輝きを持ち始めた頃、ようやく【メイローク】に到着した。

			　王都ほどの華やかさはないけど、素朴で温かみのある街というのが、遠目に見た印象だ。

			　街の守衛だろう。西洋版の足軽みたいな恰好をした、若い男が街の入り口に立っていた。

			　その守衛が、騎士の装いをした来訪者に軽く驚いた。次いで、その一人が騎士団のトップと気づいたらしく、目を剥いている。

			　守衛が何か言うよりも先に、俺は馬上から「人を捜しているンだ」と話し掛けた。

			「ここ数日の間で、この街に、蓬莱利一って名前の男が来なかったか？」

			「ホウライリイチ、ですか？　申し訳ありませんが、自分にはわかりかねます。似た名前の、超可愛い女の子ならいるんですけれど。ホントもう、とにかく可愛いんですよ」

			「そっか……。あンがと」

			　守衛に礼を言い、俺たちは街の中に入って行った。

			「領主の館へ向かう前に、酒場で夕食にしよう」

			「酒場で？」

			「この街にはギルドが置かれていない。情報を集めるなら酒場に限る」

			「なるほど。ＲＰＧの基本だな」

			「お前の言うことは、たまによくわからんな。言っておくが、未成年に酒は飲ませんぞ」

			　へいへい、と不満げな返事をしたが、実際のところ、酒になんて全く興味はない。

			　今は何を置いても利一のことだ。それしか頭にない。

			　途中、何人かの住人とすれ違ったので、守衛にしたのと同じ質問を繰り返した。

			「ホウライリイチ？　悪いが知らないな。似た名前で、どちゃシコな超可愛い女の子だったら知っているけど。ここだけの話、今日は水色らしいぜ。何がって、言わせるなよ」

			「うーん、男か。ちょっとわからないです。名前が似ている、ギガンテス級の超可愛い子なら一人思い当たるんですが」

			　くそッ。

			　似た名前で超可愛い、どちゃシコなギガンテス級の女の子の情報しか入ってこねェ。

			　それはそれで気になるけど、利一への足取りが、早くも暗礁に乗り上げた気分だ。

			「着いたぞ」

			　俯きがちになっていた顔を上げると、外まで明かりが漏れ出ている酒場が目の前にあった。

			　馬を店の入り口脇に繋ぎ、スイング式のドアを押して店に入る。

			　繁盛しているらしく、ずいぶんと賑わっているようだ。

			　ここでなんの手掛かりも見つからなかったら、次こそ亜人街だ。

			　だけど、そこでも見つからなかったら……。

			　利一。

			　利一。

			「――いらっしゃいませ」

			　お前、今どこで何し――……

			「…………ぇ」

			　足が、ひとりでに止まった。

			　ついでに、ドックン、と一際大きな心臓の鼓動を最後に、俺の心臓も止まった。

			　俺とアーガス騎士長の来店を出迎えたのは、メイド服の女の子だった。

			　彼女を見た瞬間、利一のことも、亜人のことも、全部消え去り、頭の中が真っ白になった。

			「ご新規様ですか？　酒場【オーパブ】へようこそ」

			　耳をくすぐるようなカワイらしい声。香りが届きそうなくらい花のある笑顔。

			　あまりの衝撃に、息をすることも忘れている。

			　時間が停止したように。視界の一部を切り取ったように。

			　俺は、彼女に目を奪われた。

			　放心状態から我に返ると、後れを取り戻そうとするかのように、心臓が早鐘を打ち始めた。

			　目も覚めるような金色の髪。小柄であどけない顔立ちに、不釣り合いなほど大きな胸。

			　洞窟で、恐ろしい魔物と対峙したインパクトすら霞む。

			　今この瞬間にこそ、自分が異世界に来たのだという実感を得た。

			「二人だ。席はあるか？」

			「今でしたら、カウンター席とテーブル席、両方空いています」

			「では、テーブル席で頼む」

			「ご案内しますね。こちらへどうぞ」

			　きょどる俺に代わり、アーガス騎士長がそつなく受け答えをした。

			　前を歩く彼女の後ろ姿に、ふらふらと誘われるようについて行く。

			　俺は人知れず息を呑んだ。夢にまで見た天然物の金髪。ミディアムロングくらいありそうな純正ブロンドがツーサイドアップにされ、一歩ごとにぴょこぴょことカワイく揺れている。

			　それが、手を伸ばせば届くところにある。

			　俺との身長差は二十五センチくらいか。彼女のつむじが見える。もし彼女を抱きしめたら、ちょうど頭が俺の胸の辺りにくるだろう。それが俺の考える最高の抱擁(ハグ)だ。

			　ああ、抱擁(ハグ)したい。

			　柔らかい体を全身で確かめながら、甘そうな髪の匂いを上からくんかくんかしたい。

			　気づけば両腕が半分以上持ち上がっていた。ヤベェ。我を忘れそうになる可愛さだ。

			「こちらの席でお願いします」

			　通されたのは、店に入ってすぐの壁際。バーカウンターから一番遠い席だった。

			　木のテーブルに、同じく背もたれのない木組みの椅子。バーというより居酒屋の雰囲気だ。

			　それだけに、メイド服を着た彼女の存在が余計に異彩を放つ。

			　こっちの世界にもメイド服ってあったのか。

			　まったく、けしからん。誰の趣味だ。責任者出てこい。礼を言ってやる。

			　ただでさえ胸元が開いた服を着ているってのに、身長差も手伝い、これでもかと谷間が目に飛び込んで来る。いや、むしろ飛び込んで行きたい。埋まりたい。

			「あの？」

			　おっぱいが喋った――なワケない。

			　アーガス騎士長はとっくに席についているのに、いつまでもぼーっと突っ立っていた俺に、幼さを残した彼女が、下から覗きこむようにして首を傾げていた。

			　その仕草に、俺はごくりと生唾を飲み込んだ。

			　百人の男がいれば、百人ともが振り返って、逆走して、前に回って、写真を撮ったとしても納得の美少女に、メロンくらいは余裕でありそうな胸が二つ、たわわに実っている。

			　金髪巨乳という最強の素材を、最高の形で活かすベビーフェイス。

			　一見、アンバランスとも思える要素が、絶妙に蠱惑的で危険な魅力を生み出している。

			　こんな子が夜道を一人で歩いていたら、二〇〇パーセント犯罪に巻き込まれるぞ。

			　マジで大丈夫？　警察みたいな犯罪抑止力って機能してンの？　あ、それが騎士団か。

			「すぐに水とおしぼりをお持ちします」

			　テーブルから離れようとする彼女を、アーガス騎士長が「君」と言って呼び止めた。

			「はい？」

			「君は人間か？」

			「ちょ、オッサン、いきなり何訊いてンだよ？」

			　でも気持ちはわかるぜ。この子の可愛さ、人間離れしてるもンな。

			　あれだろ？　君は天使か？　とか、そういう意味での質問だよな。

			「に、人間です、よ？」

			　どこか怯えるように、彼女が目を泳がせた。

			「……そうか」

			　追及する気はないのか、射竦めるようなアーガス騎士長の視線が彼女から外される。

			　ぺこりと会釈した彼女が、ふるふると胸を揺らしながら、バーカウンターへ走って行った。

			　彼女が離れたことで、俺は詰まっていた息を吐き出した。

			「はァァ～……緊張した」

			「ああいう娘が好みなのか？」

			　テーブルに突っ伏した俺に、アーガス騎士長が尋ねてきた。

			「好みどころの話じゃねェよ。もうドンピシャ。ド真ん中ストライク」

			「あの娘、瞳が赤かったな」

			「瞳？　そういやそうだな。それがどうかしたのか？」

			「人間ではないかもしれん」

			「ああ、そういう意味だったのか。でも、それが珍しくない街なンだろ？」

			「確かにそうだが。該当する種族がわからない」

			「別にイイじゃン。可愛けりゃそれで」

			「気にならんのか？」

			「まったく。俺は亜人に偏見とかないンで」

			　ちょっと皮肉っぽい言い方をしてしまったかな。

			「あ、でも、種族が違う者同士で子供は作れないとか、そういうのはあンのか!?　どうなの!?　そこンとこは気になる！」

			　アーガス騎士長が、「やれやれ」と嘆息したところで、俺の彼女――と、願望入っちまった。メイドさんが、トレイに水とおしぼりを載せて戻って来た。

			「ご注文がお決まりになりましたら、お声を掛けてください。先にお飲物だけでも――」

			　彼女が話している途中で、アーガス騎士長が、またも観察するような目を彼女に向けた。

			　そのせいで、彼女の愛らしい声が中断されてしまう。

			「オッサン、可愛いからってあんま見ンなよ。困ってンだろ」

			　俺が諌めると、アーガス騎士長が、眉間にシワを寄せて俺を睨んだ。

			「人目のあるところで〝オッサン〟などと呼ぶな。示しがつかん。お前のくだけた言葉遣いは嫌いではないが、今みたいな発言は二人きりの時だけにしておけ」

			　その言い回しはどうなン？

			　以降、アーガス騎士長は、彼女と目を合わせようとはしなかった。

			　助かったとでも言うように、彼女が眉をハの字にして、俺ににへらと笑った。

			　超絶ウルトラエキサイティング可愛い。顔に力を入れてねェと、鼻の下が伸びそうになる。

			　これ、彼女目当ての客も相当いそうだな。

			　そういや、ギリコさんが言っていた、金色の髪が美しい可憐な少女って、この子じゃね？

			　絶対そうだ。ギリコさん、どこぞの炭鉱に潜るって言ってたけど、まだ【メイローク】には来てねェのかな。間に入ってもらって、俺のことを彼女に紹介してほしい。

			　俺は店内を見渡し、ギリコさんを捜した。

			「わっ」

			　彼女に見惚れていて、今の今まで気づかなかった。

			　店の中は、人外の客で溢れかえっていた。人間もいるけど、それは客の一部でしかない。

			　その光景は、まさしくファンタジーだった。

			　ギリコさんの姿は――……見当たらないけど、あの長耳はエルフかな。

			　他にも、犬耳や兎耳。カウンター席の端っこには狼男みたく、明らかに人外なのもいる。

			　極めつきは、全身岩男やら、火だるまになっているのに平然と酒を飲んでいる奴まで。

			「スゲェ……」

			　自然と感嘆が口から漏れ出た。こんな光景は、排他的な王都では見られなかった。

			　そして、改めて思う。

			　俺はやっぱ、こっちの方が断然好きだわ。

			「どうされました？」

			　またもや呆けていると、彼女が心配そうに尋ねてきた。怒濤の如く緊張が戻ってくる。

			　これが、彼女と交わす初めての会話になる。何か気の利いたトークでも。

			　とは思うが、まるで余裕がない俺は、単純に、今思っていることをそのまま口にした。

			「……こういう、いろんな種族が一緒にワイワイやってンのって、なんか、イイなって」

			　なんかイイなってなんだよ!?　ボキャ貧か！

			　つーか、お近づきになりたいなら、この子を褒めるなり、自分を売り込むなりしろよ！

			　リテイクさせてください。そんな情けないことを考えたが、

			「ですよね！　オレも――あ、いや、私もそう思います！」

			　彼女がテーブルに手をつき、食いつくように身を乗り出してきた。

			　ばるん、と躍動する胸。

			　なんと言うか、ホントもう最高です！　としか形容できないンだけど、そんなことよりも、接客で見せている表情とは次元の違う、純真無垢な、本物の笑顔から意識と目を離せない。

			　これまで、彼女が欲しいだとか、好みのタイプだとか、それこそ口癖のように利一に言って聞かせていたが、実のところ、俺は誰かを本気で好きになったことなんてなかった。

			　理想が高すぎた。その自覚もあった。

			　だから、これが初めてだ。

			　目を奪われただけじゃなく、心まで奪われちまったのは。

			　

			　

			　一挙手一投足、全てが可愛い。

			　あまり接客に慣れていないのか、一つ一つの動作を確認するような拙さが見え隠れする。

			　それでも、せかせかと一生懸命働いている。店を出る客に「また来るよ」と言われた彼女が見せる嬉しそうな表情もまた、俺の心臓を鷲掴みにする。

			　でも彼女、無防備っつーか、ちょっと隙が多すぎじゃね？

			　そこも、俺的にポイント高いとこではあるンだけど。

			　彼女の場合、自分がどンだけ可愛いのか、いまいちわかってねェように思える。

			「ああ、ちょっとコラ、なんでそこでしゃがむンだよ!?　見られてる！　見られてるってば！　て、おいおい、釣り銭渡す時に手ェ握られてンじゃン！　それ怒るとこだから！」

			「――クト」

			「だァァ！　そいつ、絶対酔ってるフリしてるだけだろ！　支えなくてイイってば！」

			「タクト、聞いているのか？」

			「え、何？　悪い、聞いてなかった」

			　正面に向き直ると、アーガス騎士長がむすっとしていた。

			「お前は今、私と食事をしているんだぞ。ちゃんとこっちを見ろ」

			　――他の女なんて見ていないで、私のことだけ見て。

			　そんな吐き気を催す脳内変換をしてしまった俺は、知らず知らずのうちに、腐上司によって汚染されてしまっているのかもしれない。

			「まだ食えるなら、追加で注文するか？」

			「あー、そうだな。適当に任せる。メニュー見ても、よくわかンねェから」

			　字は読めるし、向こうの世界と被る食材もあるが、聞いたことがないモノも多々ある。

			　いろいろ試したい好奇心はあるけど、他人の金で冒険をするつもりはない。

			　それより俺は、愛しの君ウォッチングに忙しいのです。

			　お近づきになりてェなァ。できることなら、お友達から始めたい。

			「お前、ここへ来た目的を忘れていないだろうな。色恋に時間を割く暇があるなら、少しでも情報収集をしたらどうだ？　言っておくが、明朝には王都へ帰るからな」

			「ちょ、ちょうど今からやろうと思っていたンだぜ」

			　利一、すまん。

			　この店に入って彼女を見た瞬間から、完璧に忘却の彼方だった。

			　彼女のことは一旦脇に置き、俺は近くのテーブルで談笑している人間の男に話し掛けた。

			　質問の内容は、これまでと変わらない。

			「人を捜してンだけど、蓬莱利一って名前に心当たりはないかな？」

			「リーチちゃん？」

			「なんで〝ちゃん〟なンだよ。男の名前だぞ？」

			「んー、じゃあ知らないです」

			　くそ。諦めてたまるか。次だ。

			　今度は、別のテーブルで上品に酒を飲んでいたエルフの女性に同じ質問をした。

			「リーチちゃんがどうかしたの？」

			　だからなんで〝ちゃん〟付けすンの？

			　捜しているのは男だと言うと、やっぱり「知らない」という答えが返ってきた。

			　どうやら、ここでも例の、似た名前の超可愛い子と間違えられているようだ。

			　それからも数人に質問を続けたが、有益な情報は得られない。焦りばかりが募っていく。

			　ちょっとだけインターバルだ。理想の君を見て、一旦心を落ち着けよう。

			　そう考えた矢先、アーガス騎士長の肩の向こうにそれを見つけた。

			　冒険者と思しき男が、彼女に言い寄っていた。ナンパだ。

			　相手が客なので愛想笑いでやり過ごしているが、明らかに彼女は嫌がっている。

			　助けないと。

			　頭がそう判断した時にはもう、俺は客席の隙間を縫うようにして急行していた。

			　あの野郎、「こっち座って酌の一つでもしろよ。へへ、たまらねえ乳してやがる。ちょっと揉ませろや」とでも言っているに違いない。先を越されて――じゃなくて、そうはさせるか。

			　男の前に、彼女を背に庇うようにして割り込む――。

			　そんな感じで正義の味方っぽく登場しようと決めた直後、男が彼女の腕を掴んだ。

			　彼女がバランスを崩し、手に持っていたトレイが、俺のすぐ目の前で傾いた。

			　トレイに積まれていた食器が宙に放り出される。

			　彼女は「割れる」と思ったのか、片目を瞑って体を強張らせた。

			　そんな仕草も可愛いなと思いつつ、この刹那に俺は全く違うことを考えた。

			　――これ、落ちて割れても彼女が怒られたりはしないよな？　男が悪いのは一目瞭然だし、むしろ弁償させた方が反省させられる？　だけど、割れた時の音に客たちが驚いたら、彼女が責任を感じてしまう。となると、全部キャッチするっきゃないけど、どれから集めていくか。皿が一、二、三、四枚と、グラスが一つ。一枚だけソースが多めに残っている皿があるみたいだから、あれは一番上にした方がよさげだな。ところで、これを完璧にこなしたら、かなりのアピールになるンじゃね？　よーし、カッコイイとこ見せちゃうゾ。

			　……長い。

			　自分でもそう感じる内容が、〇・一秒未満で頭の中を駆け抜けて行った。

			　手を伸ばす優先順位と最短ルートを瞬時に判断。そこからは電光石火だ。

			　俺は右手で皿を精密に、正確に、それでいて滑らかにキャッチし、左手に重ねていった。

			　最後にグラスを、床の一〇センチ手前で掴み取り、パーフェクト達成。

			　脱衣と勃起による肉体強化がなくとも、俺の体は天界人のそれだ。

			　脳の処理速度がもたらす超反応があれば、こんな芸当すら朝飯前となる。

			　これは期せずして、最高の演出になったのではないだろうか。

			　そしてここで、しれっと言ってやる。

			「危ねェなあ」

			　どうですか？　見てくれましたか？

			「す……ご」

			　オォ、感じるぞ。彼女の熱い視線を。

			　新垣拓斗です。アナタの騎士(ナイト)、新垣拓斗をよろしくお願いします。

			　キラッ☆　と白い歯を見せ、俺は彼女のトレイに食器を戻してやった。

			「気をつけなよ」

			「は、はい」

			　口元が緩みそうになるのを堪え、俺は彼女に絡んでいた男を睨みつけた。

			　種族は人間。三十代の半ばってところか。そこそこ腕っぷしも強そうだ。

			「オッサン、女の子相手にハシャぐのはわかるけど、あんまハメ外しすぎンなよ」

			「なっ!?　自分はまだ、オッサンなどと呼ばれるような歳では！」

			「オニイサン、ハメ、外しすぎンなよ」

			　十代から見りゃ、三十代は十分オッサンなンだよ。

			　こういう場だ。酒と雰囲気に呑まれることもあるだろうさ。

			　けどな、彼女を困らせるのはいただけねェよ。

			　ガンつけによる脅しが効いたのか、相手は顔を青くして怒気を消沈させた。

			「き、気をつけ……ます」

			　わかってくれて何よりだ。彼女の見ている前で脱衣(パージ)するのは避けたかったからな。

			　それにしても、見れば見るほど俺の理想だ。こんな子と出会えるなんて、異世界様様だぜ。

			　でも、なんでかな。

			　この、呆気に取られたようなリアクション。

			　似ているところなんて全然ないのに。

			　どういうわけか……あいつとダブる。

			「あ、あの？」

			「……いや、なんでもねェ」

			　あんまし女の子をじろじろ見るもンじゃねェな。

			　せっかくイイとこ見せられたンだ。顔は覚えてもらえただろうし、このまま立ち去るべし。

			　そう思い、席に戻ろうとした。

			「あ、ありがとうございます！」

			　そこへ、後ろから彼女が礼を言ってきた。途端に、もっと言葉を交わしたい欲に駆られる。

			　付き合っている人はいますか？　好きな男性のタイプは？

			　休日は何をして過ごしますか？　次の休みはいつですか？

			　いろいろと質問したいことはあるが、ここでがっついたら台無しだ。

			　だから一言だけ。嫌みっぽくならないように。ちゃんと褒め言葉になるように。

			「そんだけ可愛いと、大変だな」

			　俺は顔だけで振り向き、気負っていると悟られないように笑いかけた。

			　後ろ髪を引かれながら席に戻ると、アーガス騎士長が退屈そうに食事を続けていた。

			「ほったらかしにしてゴメンネ」

			「まさか、本気になったのではないだろうな？」

			　スネているわけじゃないと思うが、トゲのある言い方だ。

			「本気になったらまずいのか？」

			「あの娘はやめておけ。さっきも言ったが、人間ではない」

			　――あんな子じゃなくて、私を選んでよ。

			　腐女子が耳元で副音声を囁いた気がしたが、アーガス騎士長の口振りがいつになく重かったため、俺はアホな想像を頭から消した。

			「この世界って、他種族との恋愛は御(ご)法(はつ)度(と)とか、そういう決まりでもあンの？」

			「恋愛は自由だ。結婚を禁じられているわけでもない」

			「だったら、どうしてやめておけなんて言うンだ？」

			「……憶測で言えることではない」

			　そっちから振ってきたくせに、気になるところで止めねェでほしいな。

			「何を心配してンだか知らねェけどさ、口出しは無用だぜ。あの子がホログレムリンみてェな魔物だっていうならまだしも、これに関して他人の出る幕はねェよ」

			　納得しきれないのか、アーガス騎士長の表情は晴れない。

			　飯が不味くなっちまう。この話は切り上げて、別の話題を。

			「――こんばんは」

			　そう考えたところへ、人懐っこい声音の女性が話し掛けてきた。

			　メイド服ではないけど、ウエイトレスらしいエプロンドレスを着ている。

			　バーカウンターに立って酒を作っていた人だ。

			　アーガス騎士長は挨拶を返さない。代わりに、鋭く射るような目を向けた。

			「今、魔物とか聞こえたんだけど、なんの話をしていたのかしら？」

			「教える義務はない」

			　いつも紳士なアーガス騎士長が、この女の人に見せる敵意は何事だ？

			「つれないことを言うのね。教えてくれたら、お酒の一杯でもご馳走するのに」

			「いらん。仕事に戻れ」

			「気になるじゃない。王都騎士団の騎士長様が、こんな酒場になんの用なのか」

			「この街の領主に用があって出向いた。その前に腹ごしらえをしているだけだ」

			「あら、それっておかしくない？　それなら、わざわざウチみたいな大衆の店に来なくても、領主さんのお屋敷へ直接行けば、いくらでもご馳走が出てくるでしょ？　正直に言ってくれていいのよ？　偵察に来たんだって」

			「わかっているなら、単刀直入に尋ねさせてもらおう。あの娘、以前来た時はいなかったな？　また訳アリを拾ってきたのか？」

			　え、何この殺伐とした空気と会話。

			　つーか、偵察？　ここへは利一の情報を集めに来たンだろ？

			「なんのことかしら。見てのとおり可愛いから、ウチで働かないかってスカウトしただけよ」

			「隠すということは、あの娘には、知られたくない素性があるということか？」

			「邪推はやめてくれる？　他人の粗ばかり探していると、品性を疑われてしまうわよ？」

			　スゲェな、この人。

			　アーガス騎士長は、傍で見ている俺にもわかるくらい強いプレッシャーを出している。

			　それを、こんな若い女性が真っ向から受け止め、平然と言い返している。

			「えっ……と、アーガス騎士長、この人は？」

			　ピリピリと張り詰める空気にいたたまれず、思わず割って入ってしまった。

			「この酒場の店長だ」

			　アーガス騎士長が簡潔に答えた。

			　店長だったのか。なおのことスゲェ。二十歳(はたち)かそこらにしか見えねェのに。

			　店長さんは、アーガス騎士長と喋っていた時とは打って変わって優しい笑顔を俺に向けた。好みのタイプとは全然違うのに、ドキッとしてしまう。

			「初めまして、若い騎士さん。さっきウチの子を助けてくれていたわね。ありがとう」

			「や、どういたしまして」

			「どこかの騎士長さんと違って、アナタはスレていなさそうね」

			　どこかも何も、騎士長は一人しかいませンけどね。

			　小粋な皮肉と笑顔に、うっかりほだされてしまいそうになる――が、とんでもない。

			　にこにこと微笑ンでいるように見えるけど、この人、本当のところは全く笑ってねェ。

			　こっちの思惑を毛穴の奥まで見透かし、俺が敵か味方かを見極めようとしている。

			「ここの料理は全部私の弟が作っているの。お口に合っているかしら？」

			「あ、はい。美味いス……」

			「そう、よかった。ゆっくりしていってね」

			　とびきりの営業スマイルと共に、店長さんが優雅にテーブルから離れて行った。

			　やけに騎士を警戒している風だったけど、結局、俺の評価はどこに落ち着いたンだろうか。

			　なんにせよ、タダ者(もん)じゃねェな。

			　レベル的な強さとは、また違った圧迫感があった。

			　彼女に喧嘩を売るとしたら、相当な実力者か、もしくは相当な馬鹿だけだろうな。

		

	
		
			　

			第十搾　紳士の証明

			　

			　うわー。

			　あの後【オーパブ】に現れた【メイローク】の領主に抱いた印象は〝恥知らず〟だった。

			　アーガス騎士長にはべたべたのおべっかを使い、派手なパフォーマンスで店に難癖をつけ、【オーパブ】を経営危機に追い込もうとしていた。

			　だけど馬鹿だった。領主には、それができるだけの器量が備わっていなかった。

			　真っ向から店長さんに喧嘩を売り、あえなく惨敗していた。

			　彼女が働いている【オーパブ】に味方した俺が言うのもなんだけど、見ていて可哀想になるくらいボロクソにされていた。いろんな意味で、うわーだった。

			　半泣きになった領主が退散したのを見計らい、俺とアーガス騎士長も店を出た。

			　最後にもう一度、彼女の声を聞きたかったけど、店長さんと領主の舌(ぜつ)戦が終わると、緊張の糸が切れたのか、他の店員に連れられて家の中へ入ってしまったので、それは叶わなかった。

			　また会える……よな。

			　機会はきっとある。なくても作る。なんなら、この街に移住してやる。

			　彼女との再会を誓い、俺とアーガス騎士長は、【メイローク】の領主の屋敷へ向かった。

			　名目上は、捕獲したゴブリンの下見だが、そっちにゃ興味はない。

			　酒場では有益な情報が得られなかったので、望み薄だが、今度は街の有力者に聞き込みだ。

			　などと考えている間に、街の端に位置する領主邸に到着した。

			「……目立ちゃイイってもンじゃねェだろ」

			　何をどう勘違いしたのか、その建物は、落ち着いた雰囲気を持つ【メイローク】の街並みにあって、馬鹿みたいに悪目立ちしていた。

			　市民プールで競泳ばりの全力泳法を披露しているみたいというか。

			　合コンに一人だけスーツに花束を持参して来たようなというか。

			　何これ、城？　みたいな。

			　デカさは王都の城と比べりゃ微々たるもンだろうけど、童話(メルヘン)に出てきてもおかしくない。

			　来訪の予定は酒場で会った時に伝えてあったので、すぐに屋敷内へと通された。

			　正面玄関で領主が直々に出迎え、お得意の揉み手を披露されるが、その勢いは、目に見えて大人しくなっている。店長さんにやられたダメージが、殊(こと)の外(ほか)深刻らしい。

			「ようこそおいでくださいました。先程は、大変お見苦しいところを」

			「特に問題はない」

			　アーガス騎士長は四十代、領主さんは三十代半ばってとこかな。

			　一介の街領主と王都騎士団のトップ。二人の態度の差は、年齢によるものだけじゃない。

			　ん？

			　柱の陰から、全身に痛々しく包帯を巻きつけた、ちょびヒゲの眼帯男がこっちを見ている。

			　仲間になりたそうに、なんて雰囲気じゃねェな。

			　使用人にしちゃ、やけに目がギラついているし、不気味だから無視していよう。

			「夕食はお済みなのですよね？　もう宿は取っておられるので？」

			「いや、この後で探すつもりだ」

			「でしたら、この屋敷をぜひお使いください」

			「ありがたい。厚意に甘えさせてもらおう」

			　ま、そういう流れになるのは予想どおりで、予定どおりだけど、一応段取りがね。

			「では早速だが」

			「あ」

			　公務を果たそうとするアーガス騎士長の言葉を、咄嗟に遮ってしまった。

			　待てない子供かよ、と我ながら恥ずかしくなってしまったが、アーガス騎士長が、なだめるように小さく手を上げ、「わかっている」と言った。子供(ガキ)ですンません……。

			「領主、ここ最近で、転生者が現れたという噂はないか？」

			「転生者、ですか？」

			　アーガス騎士長が、領主さんに直球な質問をした。え、それ、訊いてイイの？

			「心配するな。相手は選んでいる」

			　そういうことなら、まァ……。俺はあんまし、この領主さんを信用できねェんだけど。

			　もっとも、出任せを言われたらどうしよう、といった懸念は杞憂だった。

			「んー。申し訳ございません。わたしは存じ上げませんです」

			　ろくに記憶を辿る素振りさえなく即答されてしまう。

			　奥歯を噛みしめ、失望に肩が落ちる。【メイローク】に来たのは無駄足だったのか。

			　そこへ、領主さんが思い出したように、「そういえば」と言って手を打ち鳴らした。

			「今と同じ質問を、つい先日も、別の方からされましたねぇ」

			「そ、それ本当か!?」

			　アーガス騎士長に注がれていた領主さんの意識を、無理やり俺の方へ向けさせる。

			「街周辺の治安維持のために私兵を雇い入れているのですが、その中の一人が、確か転生者を捜しているようなことを言っていました」

			「そいつは男か!?　女か!?　歳は!?　十代か!?」

			「わ、若い男性です。十代と言えなくも」

			　このタイミングで、俺たち以外にも転生者を捜している奴がいる。

			　そんなの、利一以外に誰がいるってンだ。

			「会わせてくれ！　どこにいるンだ!?」

			「こ、この屋敷内にいますが」

			　領主の胸倉に掴み掛からン勢いで詰め寄った。

			　相手が逃げるわけでもないのに、一秒でも早く会いたい焦燥に駆られる。

			「す、すぐに呼びに行かせますので」

			　俺のわがままにも嫌な顔をせず、領主さんが侍女の一人に命じた。

			　やったぞ。ついに見つけたかもしれない。

			　平時であれば、高そうな調度品や内装に目を引かれただろうけど、それどころじゃない。

			　ようやく親友と再会できる。そのことに、そわそわと落ち着きをなくしてしまう。

			　俺と同様、利一の外見も変わっているに違いない。あいつ、俺に隠れて筋トレとかやってたみてェだし、そのあたりの要望が取り入れられているなら、案外マッチョメンに変身しているなんてこともありうるな。

			　どんな姿になっていたって構わない。利一は利一だ。

			　会えたら、まずは何を話そう。

			　お互い無事で何より、てのは変か。死んじまったからこそ、ここにいるわけだしな。

			　はは、いざとなると思いつかねェや。

			　ぱたぱたと、さっきの侍女が足早に戻ってきた。

			　ぽそぽそと領主に告げ、それを受けた領主が俺に報告する。

			「申し訳ありません。どうやら彼は入浴中のようでして、もう少々お待ちいただければと」

			「風呂か……」

			「広さだけは自慢ですので、お二人も、ぜひ入ってやってください」

			「おし、ありがたく入らせてもらうぜ」

			「え、今からですか？」

			「ダメか？」

			「い、いえ……構いませんが」

			　急(せ)かしまくって申し訳ないが、俺はもう衝動を抑えきれない。

			「アーガス騎士長はどうする？」

			「私は後でいい。行ってこい」

			　領主さんとアーガス騎士長に礼を言い、俺は侍女に案内されて風呂場へと向かった。

			　アーガス騎士長ンちみたいな露天風呂じゃなくて屋内風呂だが、領主さんが言ったように、大衆浴場としても使えるくらいの広さがあるようだ。

			　タオルと、寝間着にするローブを渡され、脱衣所に入る。

			　脱衣所には、既に一人分の衣服が畳まれていた。誰かが入浴中なのだとわかる。

			　身につけていた鎧を雑に外し、下着も脱いで全裸になる。

			　脱衣強化は、誰かに見られていないと発動しないので、ここでのレベルアップはない。

			「さて……ご対面といくか」

			　混浴ってわけでもないのに、やたら緊張する。

			　浴場の扉をスライドさせて開けると、ミストサウナのような湿気と熱気が肌に触れた。

			　すぅ、と息を吸い、光沢のある浴場の石畳に足を踏み入れる。

			　……いる。湯気の向こう。こちらに背を向けて、誰かが湯船に浸かっている。

			　さらに数歩進む。そいつはマッチョではないが、引き締まった体と逞しい肩幅をしていた。

			　そして金髪だった。この時点で、記憶にある利一とは似ても似つかないが、転生を経ているわけだから、そんなものは当てにならない。俺は意を決し、確認する。

			「お前……利一か？」

			　おそるおそる尋ねると、そいつは首だけを後ろに回して俺を視界に収めた。

			　俺も同時にそいつの顔を拝む。……どえらい美形だ。

			　転生後、自分の顔を鏡で改めて見た時、元は愛玩人形(ラブドール)だけど、いわゆるジャニーズ系とでもいうの？　なかなか爽やかなイケメンじゃありませンか。などと満足しちゃったが、こいつはそういうレベルとは一線を画していた。

			「貴様、誰と取り違えているのか知らんが、その二つの目は節穴か？　我と比するに能(あた)う美を持つ者がこの世に存在すると？」

			「俺だ！　拓斗だ！　わからねェか!?」

			「知らぬな。我は男の名など覚えん」

			　利一じゃない？　いいや、利一であってくれ！

			　こっちを警戒して素性を隠しているだけという可能性はないか？

			　淡い望みにすがるが、俺が名前を告げたのに、正体を明かさない理由が思い浮かばない。

			「む？　貴様、面こそ我に及ばぬが、股間の一物は、我に勝るとも劣らぬ物を持っているな。問うが、それはよもや、既に半勃ちの状態というわけではあるまいな？　平常時でないなら、先の評価は撤回させてもらうが」

			　ああ……利一じゃねェ。

			　あいつは出会い頭に、相手のち●こサイズを批評するような変態じゃない。

			「なんだその疑いの目は？　我が虚言を弄していると言いたいのか？　よかろう。ならば我の覇王を目蓋に焼きつけるがいい」

			　男は湯船から立ち上がり、ご自慢の一物を堂々と見せつけてきた。

			　腰をふりふり、８の字を描くようにして覇王(ち●こ)が躍る。

			「どうした？　戦意喪失したか？　もっと近くで拝謁することを許すぞ」

			「……変態かよ」

			「紳士の中の紳士である我を指して、変態とほざいたか？」

			「変態だろ。お前みたいな紳士がいてたまるか」

			　落胆による八つ当たりがなかったと言えば嘘になるが、精神的に疲弊している時に変質者を相手するのはキツいものがある。

			「我にその暴言。常ならばくびり殺してやるところだぞ」

			「やれるもンならやってみろよ」

			「威勢がよいな。では望みどおり、たちあいを申し込むとしようか」

			「立ち合いか。イイぜ。今はちょっとばかし気が立ってるンでね」

			　俺は両の拳を掲げ、ファイティングポーズを取った。

			　しかし、男は開いた手をかざしてそれを止めた。

			「思い違うな。我も故あって雇われている身。無駄に騒ぎ立てるつもりはない」

			「へっ、怖気づいたのか？」

			「ぬかしおる。たちあいとは、別名【勃起試合】のことだ」

			「ぼっ……はい？」

			「タクト、とか名乗っていたな。タクトよ、我も名乗っておこう」

			　男が、「とうっ」と掛け声をつけて湯船から飛び出した。

			　シュタッ、と俺の正面に着地した男の身長は一八五センチほどか。俺より少し高い。

			「我の名はザイン・エレツィオーネ。貴様に【勃(た)ち合い】を申し込む」

			　まだ内容はさっぱりわからない、というかわかりたくもないし、関わりたくもないが。

			　どうやら、かつて経験したことのない壮絶な戦いの火蓋が切られるようだ。

			「勝負の前に訊きたい。転生者を捜しているって話は本当か？」

			「ん？　領主が口を滑らせたか。それがどうした？」

			　準備運動のつもりか、それともデモンストレーションか、ザインと名乗った男は腰を左右に振ってナニを太ももにぶつけ、パチン、パチンと打ち鳴らした。

			「捜している理由はなんだ？　見つけてどうするつもりだ？」

			「逆に問おう。それを知ってどうする？」

			「先に質問しているのはこっちだ」

			「答える義務はないわけだが？」

			　情報への飢え。この差で相手に主導権(イニシアチブ)がある。やむを得ず、俺から答えることにした。

			「魔王は転生者を狙う。俺は騎士だ。魔王より先に見つけて保護する必要がある」

			「ほぅ、貴様は騎士か。だが、模範的な答えだな。ならば我も、同じように上辺だけの回答をくれてやろう。転生者が、我にとって有益となる存在であるかを見極めるためだ」

			　有益？　こいつ、ただの雇われ兵士じゃねェのか？

			　この世界の情勢をアーガス騎士長に要約してもらった時、こんな話を聞いた。

			　暗黙の了解として、魔王討伐を果たした国が世界の覇権を握るだろうって。

			　まさか、転生者の力を欲している他国の間者？　……わからねェ。

			「俺が嘘を言ってるってのか？」

			「嘘は言っていないが、本当のところは隠しているのだろう？　貴様の言動は全て、転生者が存在するということが前提にある。名をなんと言ったかは忘れたが、我を転生者と勘違いして呼び掛けたな？　貴様は転生者の姿を知らないにもかかわらず、存在していると信じる何かがあるのではないか？」

			「べ、別に、転生者だと思って声を掛けたわけじゃねェよ」

			「声が少し上擦ったぞ。あまり嘘は上手くないと見えるな」

			「鎌掛けはやめてくれねェか」

			「もっと言ってやろうか？　戯れ程度にした我の言を、領主の奴めが率先して騎士に報告したとは思えぬ。すなわち、貴様自身が転生者を捜していたからこそ領主に情報を求め、ひいては我のもとへやって来たということだ」

			「それだって憶測だろ」

			「否定する要素があるなら申せ。聞いてやろう」

			　数秒あれば思いついた。だけどこの場合、即答できない時点で肯定しているのと同じだ。

			　口ごもる俺の様子を見て、ザインは愉快そうに笑った。

			「これでお互い、勝負に賭けるものは決まったな」

			　どうして転生者を捜しているのか。互いに秘めたその理由を勝利報酬とする。

			「【勃ち合い】とか言ったな。どんな勝負なンだ？」

			　とある類人猿のオスは、優劣を決めるために、ペ●スフェンシングなる行為に及ぶという。この【勃ち合い】という勝負も、ネーミングからして、それに類するものじゃないだろうか。だとすれば、勝敗以前に勝負が成立しない。

			　何故なら、俺は今、ＥＤペナルティー中で不能状態にあるからだ。

			「そう急(せ)くな。我も確認しておきたいことがある。貴様は、我が紳士ではないとほざいたな。それはつまり、少なくとも我より、自分の方が紳士だと言いたいのか？」

			「俺は自分が紳士だなんて主張するつもりはねェが、お前の方が紳士だと認める気もねェな」

			「くくく、我という大海を知らぬが故の発言か。だが許そう。その非礼は、敗北という辛酸を舐めることで、贖(しよく)罪(ざい)するがいい」

			「……ッ、早く勝負の方法を説明しろよ！」

			　圧(お)されている。こいつの中にある、不気味なまでの強気はなんなンだ。

			「この勝負は、我と貴様、どちらがより紳士であるかを競うためのものだ」

			「紳士を、競う？」

			「タクトよ、貴様の思う紳士とはいかなるものだ？」

			　そんなもン、考えたこともないから、明確にこれといったイメージがあるわけじゃないが。

			「立ち居振る舞いが優雅で、女性に優しいとか？」

			「ふむ、なかなか正(せい)鵠(こく)を射ているではないか。そのとおりだ。女を雑に扱う者は紳士に非ず。否、男に非ず！　人間であろうと、魔物であろうと、女を無理やり手籠めにしようなどという輩は、我が手ずから厳罰に処すことにしている」

			「それについては賛同できる」

			「男の一物はなんのためにある？　女を犯すためか？　違う！　女を愛するためにあるのだ！　それが理解できぬ者に、勃起する資格はない！」

			　熱いぜ。こいつは変態だけど、どうやら〝ド〟の付くフェミニストらしい。

			「朝勃ちのみ例外とするが、本物の紳士ほど、股間の宝刀を抜くべき時を知るものだ」

			「所構わずおっ勃てているようじゃ、一流の紳士とは言えねェってことだな」

			「いかにも。股間の太刀を満足に揮うためには、己の勃ちを制御できなくては話にならん」

			　持論を熱弁したザインが、浴槽の縁に置いてあった洗面器の中から水晶のように透き通った石を取り出した。ちょうど片手に載るくらいの三角柱で、無色かと思いきや、角度によっては虹色にも見える。

			「見るのは初めてか？　レアなアイテムだから仕方あるまい。これは水属性の魔法を利用した投影魔石だ。ある映像が記録されている」

			　プロジェクターみたいなものか。

			「どんな映像が入ってるンだ？」

			「凌辱系のエロ動画だ」

			「オイ、紳士」

			「誤解するな。本来、我は和姦モノにしか手を出さん」

			　いや、ツッコみたいのはそこじゃねェし。なんでそんなもンを風呂場に持ち込んでンの？

			「この魔石に収められているのは、紳士的とは程遠い代物だ。我もまだ未鑑賞なのだが、女が手籠めにされている動画であることは間違いない」

			「それをどうしようってンだ？」

			「この場で貴様と視聴する」

			「ド変態め」

			　見直しかけていたのに、好感度が一気にマイナスまで落ち込んだ。

			「やれやれ。我の意図がわからんか。一口に【勃ち合い】と言っても、そのバリエーションは多岐に亘(わた)る。いかに早く勃たせるかを競うこともあれば、反りの角度を競うこともある。我が最も得意としているのは、勃ちによる重量上げと牽引力なのだが、今回はそのどれとも違う」

			　得意とするって、え？　過去にそういうことを何度もやってるわけ？　やだ、変態怖い。

			　だけど、ここまで聞けば、変態が何を考えているのか、なんとなくわかってきた。

			　ＥＤ中の俺には勝ち目がないと思っていたけど、それどころか――。

			「本物の紳士であれば、己を律し、凌辱系などで勃ててしまうことはない。故に、我と貴様、どちらがより紳士であるかを測ることができるという寸法だ」

			「つまり？」

			「先に勃った方が負けだ」

			　これ、俺の勝ち確定じゃね？

			　

			『快楽に堕ちるダークエルフ姉妹　～触手には勝てなかったよ～』

			　

			　投影魔石が、ブォン、と音を立て、浴室の壁にそんなタイトルロゴを映し出した。

			　これより野郎二人が並んで胡坐をかき、ＡＶ鑑賞と洒落込むわけだが。

			　マジで、どうしてこうなった……。

			「なんで触手？」

			「この作品は、男優の代わりに【ペロメナ】という水棲の触手モンスターが起用されている。此奴は雌なら他種族であろうと見境なく襲いはするが、それは快楽のためではない。女が出す蜜を餌として好むためだ。欲望ではなく、生きる糧とするために襲う。この点に我は、鑑賞に足る譲歩を見出したのだ」

			「そスか」

			　映像には、ちゃんと音声も入っていた。

			　いきなりそれっぽいシーンに入るンじゃなく、どうやら物語仕立てになっているらしい。

			　どこぞの田舎風景から始まった。

			　そしてタイトルどおり、姉妹らしき二人の女性が登場した。

			　褐色の肌に、一点のくすみもない白(はく)髪(はつ)。そして耳が尖っている。

			　姉の方は背が高くてスレンダー。剣を携え、騎士のような甲冑を纏っている。

			　妹は小柄なのにグラマラス。魔法使いみたいな杖を持ち、ローブを着ている。

			　タイプは異なるが、二人ともが文句なしの美人だ。

			「女優がダークエルフなのは趣味か？」

			「我に偏った趣味はない。およそ人の形をしているのであれば、幼女から熟女まで全てが我の守備範囲だ。さすがに老女に欲情はせんがな」

			「幼女にもすンなよ」

			　ザインは俺のツッコミを意に介さず続けた。

			「今回、女優にダークエルフを選んだのは少々複雑な理由がある。我の部下にダークエルフの女がいるのだが、困ったことに、性に対して些か潔癖なところがあってな。顔を合わせる度にパンツを穿け穿けと小うるさく言ってきおるのだ」

			「いや、パンツは穿けよ」

			　つーか、私兵として領主に雇われているくせに、部下だと？

			　隠すつもりがないのか、あまりにもさらりと言いやがるので、かえって追究のタイミングを失ってしまう。

			「女優がダークエルフである本作を鑑賞しているところを奴に知られたりしたら、おそらく、我は汚物の如く軽蔑されるだろう。魔お――ザイン様、本日付けで退職させていただきます、などと言われても不思議はない」

			「だからこうして、出張先の風呂場でこっそり楽しもうと思ったと？」

			「楽しむのが目的ではない。我が紳士であることを再確認するためだ」

			「さいですか」

			　なんにせよだ。今の俺に、勃ったら負けなんていう勝負を吹っ掛けた時点で、お前の負けは確定している。ＥＤの俺に死角はない。まさに無敵。

			「俺は妹の方が好みだな。巨乳だし」

			「若いな。女の乳に貴(き)賎(せん)などありはしない。我は無乳から魔乳、陥没乳首から三つ以上の複数乳首まで、ありとあらゆる乳の素晴らしさを語ることができるぞ」

			「お前、相当な女好きだな。軽く引くわ」

			「女あるところに我あり。我あるところに女あり。世界が平和になろうが、破滅に向かおうが興味はないが、美しい女がいる限り、我はこの世界を愛そう」

			　言っていることは絶対に頭がおかしい。

			　なのに、こうも堂々と言われると、うっかりカッコイイんじゃねェかと錯覚してしまう。

			　それからしばらく、肌色面積が増えることもなく物語は進んだ。

			　貧しい村で育った姉妹には、それぞれ剣と魔法の才能があったため、これまでも二人で森へ入り、狩りや山菜採りをして生計を助けていた。

			　さすがは剣と魔法のファンタジー世界だ。ＣＧなんて使わなくても素でモンスターが現れ、魔法が飛び、映像にも迫力がある。

			　そんなある日、村を流行り病が襲った。

			　薬が無ければ死亡率一〇〇パーセントの恐ろしい病気だ。

			　しかし、薬は高価で、村人全員の分を買うことはできない。せめて子供たちの分だけでも。そう言って犠牲になろうとする大人たちの迫真の演技は涙を誘った。

			　薬の材料となる花（という設定）は森の奥深く、危険区域にある。普段なら近づこうとすらしないが、事は一刻を争う。二人で採りに行こうと姉妹は決意する。

			　姉妹が森に入るまでの導入に三十分ほど使っただろうか。

			　気づけば俺は、ザインと言葉を交わすのも忘れて物語に引き込まれていた。

			「これ、話としても普通に面白いな」

			「くく、どうやら貴様は術中にハマってしまったようだな」

			「なんだと？」

			「前評判にあったとおりだ。この作品はまずストーリーで引き込み、女優に感情移入させる。配役の情報もろくに与えられぬまま行為に及ばれたところで、満足のいく興奮は得られない。貴様も男ならば理解できよう。見知らぬ女の裸よりも、慣れ親しんだ女の裸の方が、何十倍も興奮するということを！」

			「確かに！」

			　上手いオリジナルエロより、多少下手でも二次創作のエロ同人の方が興奮する心理に近い。

			　そこで、ニヤリと笑ったザインが、森の深層へと進む姉妹を指差した。

			「貴様は彼女らを、既に村人と同じ目線で応援しているはず。どうだ？」

			「そ、そのとおりだ……」

			「いよいよだぞ。理性をフル稼働させて性欲に抗ってみせよ」

			「敵に塩を送るつもりか？　余裕だな」

			　嫌みたらしく言ってやると、ザインが俺の股間に視線を落としてきた。

			「いかに素振りを繰り返そうとも、実戦経験のない童貞では、そこまで見事に黒光りした艶は出せぬ。貴様の一物、相当な場数を踏んでいるとみた」

			　そりゃまァ、体は元愛玩人形(ラブドール)だからな。

			　持ち主がアレなもンで、いったいどんなプレイを経てきたのか想像もつかない。

			「故に、我は直感した。相手にとって不足なしだと。タクトよ、己に恥じぬ戦いをしようではないか。無論、勝つのは我だがな」

			「あ、ああ」

			　ズキン……。と、胸に小さな痛みが走った。

			　その原因に気づいていながら、俺は目を背けるように動画を観続けた。

			　苦難の末、ついに姉妹が目的の花を見つけた。それは水に浮かぶ蓮(はす)を思わせた。

			　薄桃色をした花が視界いっぱいに咲き乱れている。甘い香りが、映像を通してこちらにまで伝わってくるかのようだ。

			　姉妹は手を取り合い、浅い水辺で跳ねるようにして喜んだ。

			　そんな彼女たちの足下、水面下から忍び寄る影があるとも知らずに。

			「来るぞ、タクト。刮目せよ」

			　ザインが拳を握り固め、くわっと目を見開いた直後、

			『キャアアアアッ！』

			　ダークエルフ姉妹の叫び声が響き渡る。

			　水中から飛び出してきた赤黒い触手が、にゅるるる、と瞬く間に足首に絡みつき、太ももを上って腰へ、胸へ、首へ、全身へとまとわりついていく。一本一本が魚肉ソーセージのような太さと肉感を伴っている。そんな触手が数十と群がり、彼女たちを縛り上げた。

			　あれがペロメナか。デカいイソギンチャクみたいなモンスターだ。

			　俺はというと、妹ダークエルフに目が釘付けになった。締め付けることにより、服の上からでもはっきりとわかる体の起伏。触手によるパイスラッシュの威力が凄まじい。

			　触手が鎧や服の隙間から侵入し、内側で蠢いた。

			　彼女たちの口から、くすぐったさを堪える淫(いん)靡(び)な喘ぎが漏れ出す。

			「くく、この程度ではまだ反応せんか。当然だな」

			　そうでもない。ＥＤペナルティーがなかったら、この時点でヤバかったと思う。

			　そして事態は急転する。

			　触手が姉の鎧を剥ぎ取り、妹のローブを引き千切った。

			　大小合わせて四つのおっぱいが白日の下に晒される。

			「「おおおおおおおおおおおおおお!!」」

			　思わず立ち上がった（※勃起ではない）俺とザインの歓声が反響した。
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			　ちらりと隣を見るが、自信満々なだけあって不動を貫いている。

			「やるではないか。さすが、我が見込んだだけのことはある」

			　お前こそな。

			　そう返してやりたかったが、そんな対等な台詞を口にするのが憚られた。

			　では次だ。そう言わんばかりに、艶めかしい肢体を触手がぬらぬらと這い回り、おっぱいを揉んだり引っ張ったりとやりたい放題だ。

			「魅せ方が上手い。想像以上に官能的ではないか。さしもの我も興奮を禁じ得ん」

			「女の体は（エロ動画で）そこそこ見慣れているつもりだったが、こいつはヤベェな……」

			　作り物じゃない本物の触手だからか。リアルなエロさがハンパない。

			　だが、おっぱいを弄る程度のことは、触手にとって前菜でしかなかった。

			「「うおおおおおおおおおおおおおおおお!!」」

			　とうとう彼女たちは触手に下も剥ぎ取られ、布の切れ端を申し訳程度に張りつけただけの、ほぼ全裸状態となった。しかも、ただの全裸じゃない。

			「ここ、これ、無修正なのか!?」

			「無修正？　何を修正するのだ？」

			　修正という概念がないだと!?　異世界スゲェ!!

			　そこからはもう、描写するだけでも各所からお叱りを受けてしまいそうな卑猥な展開が繰り広げられた。ペチャペチャヌチヌチグチュグチュニュルニュルン。両手に蜂蜜を塗りたくったみたいな水音が絶え間なく響く。

			　この段階で、彼女たちからは喘ぎ声が聞こえなくなっている。

			　何故かって？　塞がれているからさ。

			「タ、タクトよ、そろそろ限界が近いのではないか？」

			　俺は答えない。股間もまた、しーん、と無反応だ。

			　彼女たちは様々な体位を強いられた。足をＭ字にされたり、体ごと逆さまにされたり。

			　触手に媚薬効果でもあるのか、姉妹同士で絡み合ったりもした。

			「ぐ、ぐぐ……。信じられぬ。よもや、これでもまだ勃ち上がらんとは」

			　かろうじて持ち堪えているようだが、ザインの限界は近い。

			　ケチャップでもマヨネーズでもイイが、ぶりっ、ぶりゅりゅ、と空気が漏れるあんな感じのサウンドを奏でながら、触手が白いナニかを噴出していく。

			　彼女たちの褐色の肌が、みるみる白く塗り替えられていった。

			　ザイン、三割増しくらいになっている。

			　俺、しーん。

			「呼吸、心拍、間違いなく興奮しているのがわかる！　なのに、なんという不屈の精神力だ！　貴様、本当に人間か!?」

			　もしかすると、途中で勃つンじゃねェかと何度も思った。

			　本物のＥＤさえ治療してしまいそうなエロさが、この動画にはある。

			　なのに勃たない。本来なら、もう百回は勃っているはずなのに。

			「無念……ッ。もはや……これまでか」

			　自らの太ももに爪を立てて耐えていたザインが悔しそうに呻いた。

			「タクト、貴様の勝――」

			　バンッ!!

			　ザインが宣言するより一瞬早く、俺は投影魔石を頭から押さえつけた。

			　壁に映し出されていた映像が、ふっと掻き消える。

			「やっぱ、フェアじゃねェ」

			　卑怯だった。勝負を受けた時点で恥ずべきだった。

			　ザインは俺を一人の男と認めて勝負を挑んできた。

			　なのに俺は、こんな反則まがいのことで勝ちを得ようとした。

			「……俺、この屋敷に来る前、酒場に寄ったンだ。そこでたらふく酒を飲ンだ」

			　てのは嘘だけど。俺、未成年だし。

			「だからちょっとばかし、勃ちが悪くなってるンだわ。そんな状態で勝負するのはフェアじゃねェよな。言うのが遅くなってスマン。悪(わり)ィが無効試合にしてくれ」

			　言うと、ザインが目をぱちくりとさせ、くっくっと可(お)笑(か)しそうに笑った。

			「そのまま勝ちに持っていけばよかろうに。なんとも馬鹿な男よ」

			「馬鹿で悪かったな」

			「褒めているのだ」

			「変態に褒められても嬉しかねェよ」

			「気に入ったぞ。男の名など、普段は覚えんのだが、貴様の名は特別に、フルネームで覚えておいてやろう。タクト、名乗れ」

			「王都騎士団仮所属、新垣拓斗だ」

			「記憶した。勝負は持ち越しだ。次会った時こそ見せてもらうぞ。貴様の勃起(ホンキ)を」

			「ああ、約束だ」

			　互いを認め合い、俺とザインはこつんと拳をぶつけ合った。

			　

			　結局、ザインがなんの目的で転生者を捜しているのかは聞けずじまいだったな。

			　でもま、あいつは他国の間者とか、そういうまだるっこしいことはしない気がする。

			　ひたすらに変態で、愚直なまでに紳士だった。

			「とりあえず、しばらく野郎の全裸は見たくねェな」

			　そんなことを呟きながら、俺は客間として用意された部屋の扉を開けた。

			「タクトか。長かったな。私は朝風呂をいただくことにした」

			　ムキムキした全裸のオッサンが、ベッドの上でストレッチしていた。

			「……アーガス騎士長、なんで裸なンだ？」

			「私は寝る時、いつも全裸だが？」

			　いらン情報が増えた。

			　個室をもらえたわけじゃねェのか。アーガス騎士長と二人部屋。なんか怖ェな。

			　それでなくとも、他人と寝るのって落ち着かねェんだよ。

			「アーガス騎士長って、イビキかく？」

			「いや、静かなものだと思うが？」

			　だったらまァ、一晩くらい我慢するか。

			「イビキはかかんが、少々寝相が悪くてな。もしかすると、夜中にそっちのベッドに潜り込むかもしれん。先に謝っておこう」

			　ＯＫ。俺は部屋を出て、他の寝床を探した。

		

	
		
			　

			第十一搾　偏屈ドワーフは金で動かない

			　

			【メイローク】に利一がいる可能性は、極めて低い。

			　そう大きくはない街だ。情報が集中する酒場と、街の領主から何も得られなかった時点で、望みは薄かった。それでも諦めるわけにはいかず、領主の屋敷で一泊した俺は、午前中も情報収集にあてた。――が、やはり成果は得られず。

			　あえなく時間切れとなり、俺とアーガス騎士長は【メイローク】を発った。

			　最後に一目、彼女の姿を見たいと思って【オーパブ】の前を馬で通ったけど、酒場は夜しか営業していない上、今日は定休日らしくて鎧戸が閉められていた。

			「結局、手掛かりはナシだったか」

			　馬を進ませながら、特に気遣う風でもない口振りで、アーガス騎士長が呟いた。

			「せっかく連れて来てもらったのにな」

			「気にするな。こちらの用は滞りなく済ませた」

			　鉄格子の檻に入っているゴブリンを、俺もちらっと見させてもらったが、体毛のない緑色の矮(わい)躯(く)に、鋭い目つきと大きな鷲鼻。想像していたとおりの見た目をしていた。

			　ただ、二匹だけ。

			　全く別の種族だと言われても信じられるくらい、異様にデカいゴブリンがいた。

			　プロレスラーも裸足で逃げ出す体格に、人の肉くらい簡単に引き裂きそうな鋭いカギヅメ。

			　カースゴブリンとかいう名前だったか。よくあんなヤバそうなのを捕獲できたもンだ。

			　わざわざアーガス騎士長が出向いたのもあれを警戒してのことらしいが、なるほど納得だ。

			「タクト、お前に話しておかなければならないことがある」

			「やけに神妙な切り出しだな。どんな話？」

			「【メイローク】の抱える危険性についてだ」

			「危険性、ね。俺の印象としては、むしろ王都より雰囲気がイイと思ったけどな」

			「王都は【メイローク】を――というより、ある店を危険視している」

			【オーパブ】のことか。アーガス騎士長が、わざわざ足を運んだくらいだしな。

			「あの店のどこを、そんなに危険視してるンだ？」

			「他種族を扇動し、いずれ王都に対して蜂起するのではないかという可能性だ」

			「この場合の他種族ってのは、保護指定されていない種族のことか？」

			「いや、亜人全般を指している」

			「それってつまり、亜人に対して差別しているって自覚があるわけだよな？」

			「差別ではない。区別だ」

			「大差ねェよ。せめて、全部の亜人に保護指定種族と同じだけの権利を認められないのか？」

			　認めたからと言って、これまでの関係上、双方そう簡単には割り切れないだろうけど。

			　それでも保護指定されていない種族に向ける目。あれは酷すぎる。

			「安易に保護指定種族を増やすわけにはいかない。その理由もちゃんとあるのだ」

			「それだって、人間の物差しだろ」

			「圧倒的に人間の数が多い世だ。ある程度、人間を優先するのは当然だろう」

			「かもしンねェけど、しなくてイイ差別は確実にあると思う」

			　これについて、否定はされなかった。

			「そもそも、王都の人間は、保護指定されている種族にだって壁を作っているよな？　なんでここまで種族分けにこだわンのか、俺にはそこがわかンねェよ。酒場にいた客たちみてェに、種族関係なく仲良くすりゃイイじゃンか」

			　それを拒絶する意味が不明だ。王都はむしろ【オーパブ】に倣うべきだろ。

			「……そうだな。叶うならば、それが一番かもしれん」

			「叶わないっつー根拠は？」

			「かつて人間は、一定以上の知能を持つ種族――亜人のような種族――の中で最底辺の地位にあった。支配されていたと言い換えてもいい」

			　いきなり話が飛ンだ気がした。

			「史によれば、人間は三百年ほど前から急激に数を増していき、その地位を少しずつ向上していったとある。人間はほとんど魔力を持たず、肉体的な強さに秀でているということもない。そのため、個の能力で劣るところを数で補ったのだ。おかげで今では最大数となり、最も力を持つ種族に台頭した」

			「三百年以上も前の報復だとか言わねェよな？　そんな長生きな人間はいねェぞ」

			「人間は支配されていた頃に戻りたくないのだ。他種族と完全に交じり合った社会になれば、個の能力不足が露呈してしまう。そうなれば、人間の地位はあっさりと覆されてしまう」

			「だから交わらないよう、区別するのか？」

			「そうだ。全種族の平等を謳った先に、人間の未来はない」

			　言い分はわかる。誰だって、自分の地位が下がる危険は避けたいと思うだろう。

			　だけど……。

			　それでも俺は、【オーパブ】で見たような光景を、特別じゃない、普通の光景にしたい。

			　その気持ちは、【メイローク】へ来る前よりもずっと大きくなっている。

			　彼女もそれを……望んでいたから。

			「魔物だったら仕方ねェさ。危険な種族とは相容れない。そりゃわかるよ。でもさ、保護指定するかしないかまで、人間の尺度で決めるのは勝手すぎじゃねェか？」

			「お前は今、【オーパブ】にいた娘のことを考えているのだろう」

			「……ああ」

			「忘れろ。後で辛くなるだけだ」

			　ほんの少し、イラッとした。なんでそんなことを言われなくちゃならねェんだ。

			「亜人かもしれないからか？　関係ねェよ。たとえ、保護指定外種族だとしても――」

			「魔物だ」

			「…………………………………………え？」

			　いや、ちゃんと聞き取れた。

			　にもかかわらず、頭がそれを理解することを拒否した。

			　魔物って、誰が？

			　喉で言葉を詰まらせている俺に、アーガス騎士長が、よりはっきりとそれを告げた。

			「あの娘は、おそらく魔物に分類される種族だ」

			「……いや、何言ってンだ？　魔物って、彼女のどこが……」

			「お前は、ホログレムリンや、領主邸で見たゴブリンを魔物の基準に置いているのだろうが、魔物だからとて、その姿が異形とは限らん。人に害を為す存在かどうか。焦点はそこにある」

			　今度はほんの少しじゃない。髪の毛が逆立ちそうになるほどイラッとした。

			「彼女にどんな害があるってンだ？」

			　声に明らかな怒気を込めた。返答次第じゃ、一発くらいは殴らせてもらうぜ。

			「屋敷に、包帯だらけの男がいただろう？」

			「ちょびヒゲで眼帯をした奴か」

			「彼に暴行を加えたのが、あの娘だという話だ」

			「…………嘘だ」

			「まだ真偽はわからん。彼の証言だけでは、魔物だという確証にはならない」

			「そ、そうだよ！　何かの間違いに決まってら！　だいたい、あの領主さんだって、胡散臭い感じがしてたじゃねェか！　あ、わかった！　それも【オーパブ】を潰すためのデマだ！」

			「その確認のため、後日カリーシャを【メイローク】に送ることになるだろう」

			「……ッ！」

			　カリーシャ隊長の特能は、相手のステータスを視破ることができる。

			　名前、年齢、種族、レベル、職名から特能の有無まで全てを暴く。

			「私は戻ったらすぐ野外演習に出ている第一部隊に合流する予定なので、明日の夜まで王都を留守にするが、発つ前に、領主邸にいたゴブリンの引き取りに向かわせる隊を編成しておく。カリーシャも、これに同行させるつもりだ」

			　それで魔物だと判断されたら。人間を傷つけたのが事実だとわかったら。

			　彼女は……どうなるンだ？

			　怖くて訊けなかった。

			　

			　

			　午前中には王都に着いたが、ろくに話もできないまま、アーガス騎士長とは別れた。

			　そして今はカリーシャ隊長の案内で亜人街を歩いている。馬を使わせてもらいたかったが、少しでも早く鎧の重さに慣れるため、修行の一環だと思って我慢しろと言われた。

			「どうかしたのか？　自分専用の武器が手に入るというのに、浮かない顔だな」

			「こうなりゃ、カリーシャ隊長を抱き入れるしかねェかなって」

			「だ、抱いて挿(い)れる!?　貴様、私をそんな目で!?」

			「仲間にするって意味な」

			「なんだ、そういう意味か。驚かせるな」

			　勝手に勘違いしたくせに。このムッツリ腐女子め。

			　アーガス騎士長から言われたことが、頭にこびりついて離れない。

			　あの子が魔物？　信じられるかよ。

			「これが亜人街か。なんつーか、向こう側と比べて文明レベルが一つ違うよな」

			　当然、亜人街の方が格下だ。

			　住人の服装一つとってもそれはわかるし、掘っ建て小屋みたいな家もたくさんある。

			　それをカリーシャ隊長に言っても仕方ないのに、つい八つ当たりみたいになってしまった。

			「まァでも、外壁はこっちの方がいくらか低いみたいだから、おかげで閉塞感は少ないよな」

			「それは……。いや、そうだな……」

			　何か言いかけた気がしたが、とにかく空気が重い。他に何か会話のネタは……。

			「あ、そうそう。カリーシャ隊長、もう【メイローク】行きの辞令って出た？」

			「詳細はまだだが、明日の夕方、小隊を率いて王都を出発する心積もりをしておけと騎士長に言われている」

			　なんで夕方？　と思ったが、【オーパブ】が開く時間帯に合わせているのか。

			　どうにも、ゴブリンよりも、そっちの方がメインに考えられている気がしてならない。

			「その任務さ、俺もついてくから」

			　いざとなったら、彼女を連れて逃げてやる。

			　たとえ、騎士団と敵対することになっても。

			「転生者を、私の一存で連れ回すわけにはいかない。口添えくらいならしてやってもいいが、ついて来る気なら、しっかりと装備を整えておくことだな」

			「そうさせてもらう」

			　願わくは、手に入れた武器の矛先が、騎士団に向かないことを祈る。

			　俺たちが向かっているのは、亜人街にあるドワーフの武具店らしい。

			　ドワーフは保護指定種族なので経営権が認められているわけだが、わざわざ客入りの少ない亜人街に店を構えていることからもわかるように、店主は相当な偏屈らしい。

			「カリーシャ隊長は、行ったことある店なのか？」

			「いや、初めてだ。一見の客は断っているとか、特注は気に入った者からしか受けないとか、いろいろ噂はあるが、単純に、人間が嫌いなのではないかとも言われているな。そのせいで、腕は確かなのに、表ではあまり知られていない」

			「職人気質で人間嫌いか。テンプレだな」

			「一応、騎士長の紹介状を預かっている。追い返されるということはないだろう」

			　表で遊ぶ獣(けも)耳(みみ)っ子たちの目を避けるようにして路地裏に入った先に、その店はあった。

			　ドワーフの鍛冶職人が一人で経営しているという武具店【バルバロ】。

			　剣と盾の絵が描かれた看板が無ければ、なんの店なのかわからないくらい自己主張の少ない店構えだった。それが逆に穴場感を出し、意味のない玄人心をくすぐってくる。

			　年季の入った木の扉を開けると、独特の鉄の香りがした。

			　店の中央には、物が置かれておらず、すっきりと開けたスペースがある。

			　左右の壁には、ずらりと剣や槍、盾や鎧が並べられている。

			　奥は工房だろう。鍛造用の炉があり、熱気がここまで伝わってくる。

			　こういうのは、見ているだけで胸が躍る。だって男の子だもン。

			　来客に気づいたらしく、工房から男が一人、のっそりと俺たちの前に出て来た。

			　そして、「いらっしゃいませ」の代わりに、しわがれた声でぶっきらぼうに言う。

			「帰(け)ぇんな。ここは女連れで来るところじゃねえ」

			　耐熱エプロンをつけたその男は、身長一五〇センチほどで背が低いわりに、ガッシリとした筋肉がついていて、小さな岩を思わせた。サンタクロースみたいにふさふさとした黒ヒゲは、人相の悪いオッサン面(づら)の下半分を覆い隠している。

			　堅物そうな性格込みで、何から何までドワーフのイメージどおりだな。

			　こういう塩対応も、強力な武器防具を手に入れるための通過儀礼みたいなもンだと思うので特に不満を覚えるようなことはない。

			「私たちは客だぞ。金もちゃんとある」

			「はんっ、金を出しゃいいって話じゃあねえんだよ。人間の女に武具の何がわかるってんだ？　べべが欲しけりゃ、よそへ行きやがれ」

			「ちゃんと紹介状もある」

			「誰の紹介だ？」

			「アーガス・ランチャック騎士長だ」

			　カリーシャ隊長が、「まいったか」とでも言わんばかりにデカい態度で言った。

			　思いの外(ほか)大きな人物の名前が出たことで、店主が軽く目を見張った。

			「……店の中を見るくらいなら許してやる。ただし、見るだけだ。まだ売るとは言ってない」

			　相当な頑固オヤジだな。それでこそって感じではあるが。

			「私も適当に見繕ってみるから、まずは貴様も好きに手に取ってみるといい」

			　そう言って、カリーシャ隊長は飾られている剣を見に行った。

			　さて、どうするか。ここに置いてある既製品もカッコイイと思うけど、せっかくなンだし、俺だけの一振りってのが欲しい。そんな期待を胸に秘め、俺は工房で武器の手入れをしている店主に会話を持ち掛けた。

			「なァ。ここって、オーダーメイドもやってンだよな？」

			「やっているが、気に入った相手からしか受注しとらん」

			「俺のことは？」

			「気に入らん」

			　取り付く島もない返答だ。

			「嫌われるようなことをした覚えはねェんだけど？」

			「お前さんが人間で、騎士だからだ」

			　人間嫌いって噂は本当なンだな。亜人への仕打ちを考えれば、当然っちゃ、当然か。

			「騎士を嫌うのはなんでだ？」

			「反りが合わねえんだよ。騎士って奴は、どいつもこいつも、やれ名誉だ、やれ禁欲だのと、面白味のない教本みたいなことしかぬかしやがらねえ。そんな薄っぺらな連中に、俺が心血を注いでこしらえた物を使ってほしくない。それが理由だ。悪いか？」

			「もっともな理由だと思うぜ」

			「俺が知りたいのは、中身のない上っ面じゃあない。俺の魂を揺さぶりたいなら、騎士としてではなく、お前さんの、男としての本質を見せてみやがれッ！」

			　これにどう答えるかで全てが決まる。そう考えてイイだろう。

			「俺は、名誉になんて興味はねェ」

			　俺は自分を偽らない。俺の望むもの、俺の目指すものを、正直な気持ちで言葉にしよう。

			「金髪巨乳で童顔な美少女を彼女にして、朝から晩までラブラブちゅっちゅしたい」

			「よぅし、気に入った!!」

			　パァンッ！　と店主が膝を打った。

			 

		

	
		
			[image: p201.jpg]
		

	
		
			「お前さんがどういう男なのかはわかった。だが、まだあるだろう？」

			「というと？」

			「お前さん、相当にデカいもんを抱えているだろう？　おっと、ち●このことじゃあないぜ。俺には、お前さんが、何かを焦っているように見えるんだが？」

			　鋭いな。職人としての目利きか。

			　店主の勘は正しい。けど、前世では想像もしなかったろうな。

			「……守りたい人たちがいるンだ」

			　俺の口から、まさかこんなムズ痒い台詞が出るなんて。

			　最初は、利一を見つけられればイイと思っていた。でも、利一が亜人に転生しているなら、魔王が転生者を狙うなら、見つけるだけじゃ足りない。

			　あの子がもし、本当に魔物とされる種族なンだとしたら、その時は王都騎士団全部を相手にしても勝てるくらいじゃないと足りない。

			　そして亜人が差別を受けることなく、【オーパブ】で見たような光景を当たり前だと言える場所を望むなら……それこそ、一つの国を建てるくらいのことをしないと足りない。

			「だから、俺は強くならなきゃいけねェんだ」

			　思い切り間をスッ飛ばしたが、真剣だってことが伝わってくれたのか、黒ヒゲを梳くように撫でた店主さんの口が、にやりと笑ったのが見えた。

			「どうやらお前さんは、俺の知る騎士とは一味違うようだな」

			「そんな風に言われると照れ臭いぜ」

			「ドッティ・アイオニオンだ。ドッティと呼び捨てで構わないぜ」

			「新垣拓斗だ。ドッティ、俺は武器が欲しい」

			「造ってやる。タクトに相応しい、最高の一振りを」

			　互いを認め合い、俺たちは固い握手を交わした。

			　カリーシャ隊長が〝ω〟みたいな口をし、期待に満ちた目でこっちをじーっと見ているが、無視してドッティと具体的な話に入っていく。

			「騎士なら、欲しいのは剣だよな？」

			「いや、俺の場合は、ちょっと特殊でさ、剣にはこだわってねェんだ。むしろ、もっと習熟が早い武器があるなら、そっちの方が助かるかも」

			　言った後で、職人を前に、なんでもイイみたいな言い方は失礼だったのではと思った。

			　しかし、ドッティは工房へ一瞬目をやり、次のようなことを言った。

			「じゃあ、槍でもいいのか？」

			「別に問題はねェよ？」

			　あえて言うなら、鈍器はちょっとな。カッコ良さという点で、剣や槍に劣るじゃン？

			　ドッティが目を細め、今度はしみじみと工房を見つめた。

			「こりゃあ、今日、タクトがこの店に来たのは、運命ってやつなのかもしれねえな」

			「どうしたドッティ、ヒゲ面のオッサンが運命とか言ってもカワイくねェぞ」

			　あとね、あンま不用意な発言は控えようぜ。ほら、見てる見てる。あの目、ヤバいって。

			「まあ、聞いてくれや。俺は五十年くらい、この王都で暮らしてきたが、いい加減、亜人への風当たりにうんざりしている。田舎に帰るのも悪くねえと思っていたんだ」

			「マジかよ。出会ったばっかで、それは寂しいじゃンか」

			「心配せんでも今すぐどうこうしようってワケじゃあねえ。ただ、ここで生きた証というか、記念というか、今の自分にとって、最高傑作だと思える一振りを残したいと思ったわけだ」

			「それが、もしかして槍なのか？」

			「おぅよ、今そっちの工房で造っているところだ。もう一週間はかかりきりになっているが、明日には完成する見通しだ」

			　ここでドッティが、「しかも」と、宝物を自慢するように目尻を垂らした。

			「ただの槍じゃあねえ。なんと素材に、あの伝説の金属を使っているんだ」

			「伝説の金属？　……まさか!?」

			「その顔、どうやら思い当たるモノがあるみてえだな」

			　ファンタジーで伝説の金属っていったら、アレだろ？　アレしかねェよな!?

			「ほ、本物なのか？」

			「あたぼうよ。俺のジイさんの代から受け継がれてきた家宝なんだぜ。鉄よりも遥かに比重が軽く、それでいて硬度は金剛石(ダイヤモンド)をも上回る。決して錆びることがなく、熱にも冷気にも強い。そんな性質を持っているのは【オレロリコン】をおいて他には――」

			「ストップ」

			「なんだ？　最後まで語らせてくれや」

			「オリハルコン？」

			「オレロリコンだ」

			　聞き間違いではなさそうだ。

			「……えっと、ドッティが、小児性愛者だと自白したってことでイイのかな？」

			「なんの話をしていやがる？」

			　なるほどね。モンスター名とか、種族名とか、あっちの世界とこっちの世界で被りまくっているからって、何から何まで同じってわけじゃないンだな。

			　でも、そうきちゃったかーって感じは否めない。

			「おいタクト、どうしたってんだ？」

			「や、なんでもない。うん、オレロリコンね。まァ、大事なのは性能だしな」

			「そう。こんな馬鹿げた性能を持つ金属で造った槍を、タクト、お前さんに授けたい」

			「そりゃ、光栄だけど……イイのか？」

			「構わねえさ。どうせ、店に飾るくらいしか使い道がなかったんだ。それに、お前さんなら、この居心地の悪い世の中に、俺の造った槍で風穴を開けてくれる。そんな気がしなくもねえ」

			「ドッティ……」

			「もちろん、ウチで売っている槍一本分の代金はいただくぜ。通常価格でな」

			「買った！」

			　ドッティの心意気、ありがたくいただくぜ。

			「それと、これは鍛冶師としてのわがままなんだが、出来上がる槍に名前をつけてやりてえ」

			「わがままなんてことあるかよ。ドッティの魂が込められた一振りなンだろ？　つけようぜ。世界に轟くような、そんなイカした名前を」

			「実は、前もって考えていた名前が一つあるんだ。考えたと言っても、伝説上の武器の名前を丸パクリしただけなんだがな」

			「イイじゃン。ドッティがこれだと思った名前なら、俺は絶対に不満なんて言わないぜ」

			「へへ、嬉しいことを言ってくれるじゃあねえか」

			「伝説上の武器な。俺が知ってる中で有名なのだと、ゲイ・ボルグとか、ロンギヌスとか」

			「――ゲイのア●スを掘るとか聞こえたが、楽しそうな話をしているな。交ざってもいいか」

			「そんな話してないから、あっち行ってて」

			　湧いて出て来た腐女子を締め出し、話を続ける。

			「タクトのあげた名前もイカしているが、俺が想像しているのは、王の選定に使われたとも、湖の精霊によって与えられたとも言われている武器だ」

			　ん？　それって、槍じゃなくて、剣じゃね？

			　剣の中でも、とりわけ超ビッグネームなンで、さすがに槍につけるのはどうなのかと。

			「【イクスカウパー】――この名を俺たちの槍に――」

			「ストップ」

			「またか。どうしたってんだ？」

			「エクスカリバー？」

			「イクスカウパーだ」

			　これも聞き間違いではないようだ。

			　この世界の伝承では、剣じゃなく、槍なンだろう。そういう違いは面白い。面白いが……。

			「明日また、今日と同じ時間に取りに来てくれ。最高の状態で仕上げておくぜ」

			「オナしゃス……」

			「あと、そうそう。売り物じゃない剣でよければ一本貸しておいてやる。騎士が丸腰ってのも恰好がつかないだろ？　ほれ、腰に差しておけ」

			　至れり尽くせりで、これで不満なんて言ったらバチが当たっちまうな。

			　でもさ、カウパーってさ………………先走り汁だよね。我慢汁だよね。

			　イクスって何？　ＥＸ的な？　スゲェ量の汁が出そうなンですけど。

			「ちょっとこれは、さすがにヤバすぎるネーミングだぜ……」

			「気に入ってくれたか！　これからのお前の活躍に対し、滲み出る期待を込めた名前だ」

			　滲み出るどころか、ドバドバ溢れ出てそうなンですけど。

			　ご満悦なドッティを前に、俺はこの件に関して全てを諦め、引きつった顔で礼を言った。

		

	
		
			　

			第十二搾　這い登る混沌

			　

			「――伝令ッ!!」

			　騎士団本部の一室に、蒼白になった顔を汗まみれにした騎士が駆け込んだ。

			「何事だ？　火急の用であれば、僕が聞こう」

			　執務中であったシコルゼが、手にしていた筆を止め、冷静な声で騎士を落ち着かせた。

			　現在、アーガス騎士長、ならびに第一部隊隊長は野外演習中のため王都を留守にしている。

			　この二人を除けば、駐在する騎士の中では、第二部隊隊長シコルゼ・スモルコックが責任者代理ということになる。

			　やって来た騎士は息を整え、姿勢を正して報告に努めた。

			　それは【メイローク】よりもたらされた急報だった。情報提供者は、当領主に雇われていた私兵の一人であり、その内容は信じ難いものであった。

			　――【オーパブ】に潜伏していた娘が【メイローク】の領主邸を襲撃した。

			　――その娘の正体が、サキュバスである可能性、極めて大。

			　王都騎士団にとって、サキュバスとは絶対的な悪の象徴であった。

			　これが事実であれば、騎士団は大部隊を率いて討伐行動に出る。

			　しかし、情報には曖昧な部分が多かった。

			　サキュバス以外にも、白黒模様の魔物が現れたとも。

			　襲撃されたはずの領主が、これを否定しているとも。

			「シコルゼ隊長、一体どういうことなのでしょうか……」

			「本当にサキュバスなら、他者を洗脳する能力を備えていてもおかしくはない」

			【オーパブ】が匿っている娘が魔物――サキュバスかもしれないという情報は、昨日のうちにアーガス騎士長から聞き及んでいた。騎士が姿を見せたことで、隠していた牙を剥いたのかとシコルゼは推測するが、やはり何をおいても事実確認が先だと思い直す。

			　元より本日、第三部隊隊長カリーシャ・ブルネットを【メイローク】に送る手筈だった。

			　だが、状況は変わった。

			　騎士を派遣したとあっては、敵をいたずらに刺激する恐れがある。

			　ゴブリンの引き取りを兼ねるため、一個小隊で臨む予定だったが、カリーシャ・ブルネットによる単独潜入調査に急遽切り替える必要アリとシコルゼは判断した。

			「それと、もう一つ報告が。急を要するという意味では、こちらを先に対処すべきかと……」

			　領主邸で捕獲していたゴブリン十数頭。そこへ加えてカースゴブリンが二匹。

			　このカースゴブリンの行方が、二匹とも不明になっているという。そして、一匹の足跡が、街道から逸れているものの、王都の方角へ続いているのを発見したとも。

			「カースゴブリンは番(つがい)だったそうですが、足跡の大きさから見て、王都へ向かっているのは、おそらく雄だろうということです。既に各所に騎士を回らせ、閉門手配を進めています」

			「雄……。またしてもサキュバスの仕業か」

			「今度は王都を襲うつもりなのでしょうか」

			「わからない。しかし、なんの準備もなく王都を落とせるとは敵も考えまい。襲撃を開始したということは、その準備が整ったのだとも考えられる」

			「……ッ!?　くっ、【オーパブ】め」

			　かねてより危険視していた【オーパブ】がサキュバスの力を取り入れ、ついに動き出した。

			　であれば、早急に、迅速に、やられる前にやらねばならない。

			「カリーシャ隊長はどこにいる？」

			「確か、例の新入りと、少し前に亜人街へ向かったかと」

			「亜人街に？　アラガキも一緒か」

			　その目的までは把握していなかったが、ちょうどいいと、シコルゼはほくそ笑んだ。

			　

			　

			　昨日と同じく、俺はカリーシャ隊長と連れだって亜人街に向かっていた。

			　昼下がりの大通りを、女子と二人で散歩。

			　悪くないシチュエーションではあるンだが、テンションがいまいち上がらねェ。

			「どんな槍が出来たのか、楽しみだな」

			「楽しみは楽しみなンだけど、ネーミングがなァ……」

			「神話に登場する槍と同じ名前だぞ。立派な名前だと思うが。ここぞという時は、ぜひ名前を叫びながら攻撃することを勧める」

			「叫ぶって、どんな風に？」

			「『貫(つらぬ)け、イクスカウパー!!』とか。『迸(ほとばし)れ、イクスカウパー!!』も捨てがたいな」

			「カリーシャ隊長で試し撃ちさせてくれ」

			「申し訳ないが、私では耐えられる自信がない。遠慮しておこう」

			　着床。違った、チクショウ。

			「騎士長なら、何発でも喜んで受け止めてくれると思うぞ？」

			　死ンでもお断りだ。そもそもオッサン相手に発射できねェよ。

			「それより、俺の強化について相談しておきてェんだけど。ちなみに、勃起強化の方な」

			　勃起と聞いて、恥ずかしそうに顔を背けたカリーシャ隊長の頬に、かすかな赤みが差した。

			　なんて可愛い仕草はなく、ただただ嫌な顔をされた。虫を見る目だ。わりと嫌いじゃない。

			「カリーシャ隊長でも、毎回尻を揉まれるのって嫌だよな？」

			「当たり前だ。というか、私でもとはどういう意味だ!?」

			「まァ、聞いてくれ。提案がある」

			「それは、私が体を張ることを前提にしていないだろうな？」

			「その点は大丈夫。いや、その点にこそ注目した提案だ。これから先、常にカリーシャ隊長が傍にいるとは限らないだろ？」

			「ふむ。それに留意しているのなら、提案とやらにも期待できそうだ」

			「というわけで、カリーシャ隊長のパンツを一枚レンタルしておくってのはどうかな？」

			「ふむふ……むぁ!?」

			「念のため、レンタルするパンツは毎日交換してほしい。こういうのは鮮度が大事だからな。できれば、もうちょっと色気に気を使ってほしいところではあるけど、贅沢は言えねェわな。あ、ちゃんと洗って返すから心配しなくてイイぜ」

			「洗わないといけないような状態になるということか!?」

			「場合によるとしか言えねェな」

			　カリーシャ隊長が剣を抜いて追いかけてきたので、俺は本気で逃げた。

			　ん？

			　亜人街に繋がるトンネルの前で、誰かがモメている。

			　片方は若い騎士。もう片方は亜人の母子――こないだ会った、ケット・シーの獣(けも)耳(みみ)少女だ。

			　お母さんは初めましてですね。この世に奇跡を産んでくださって、ありがとうございます。

			「あ、お兄ちゃん！」

			「よ。どうしたンだ？」

			「あぁね！　壁の上にね！　おっきいの！」

			　要領を得ないが、とてつもなく愛らしいのと、ひどく慌てていることは伝わってくる。

			　話を聞いていた騎士は両掌を上にかざし、意味がさっぱりのジェスチャーを取っている。

			「あの、この子とお知り合いなんですか？」

			　獣(けも)耳(みみ)少女のお母さんが、おずおずと俺に尋ねた。

			　知り合いというか、気持ち的には兄であり、父でもある存在とでも言いましょうか。

			　なんてことを馬鹿正直に口走らず、俺は「はい」とだけ答えた。

			「わたしも半信半疑なんですが、この子が言うには、亜人街の壁を、外側から大きな生き物が這い登ってきて、それが農園区の方へ降りたのを見たというんです」

			「あの垂直の壁を？　二〇メートルくらいありそうだけど」

			　その疑問に推測を立てるより早く、訳知り顔で男が話に加わってきた。シコルゼだ。

			「ほう、既に入り込んだか」

			「入り込んだって、何がだ？」

			「君は騎士長と一緒に実物を見てきたんだろう？　カースゴブリンだ」

			「あれが……亜人街に？　テ、テメエ、だったら、なんでそんな冷静なンだよ!?」

			「間に合ったからだよ」

			「どこがだ!?　あのヤバそうな魔物が中に入ってンだろ!?」

			　俺がいくら声を荒立てても、シコルゼの落ち着きは変わらない。今この瞬間にも、どこから悲鳴が聞こえてきてもおかしくはないのに。

			「君は、亜人街の壁が、何故こちら側の壁より低く造られているのか知らないのか？」

			「そんなもン知るわけねェだろ！」

			「亜人街の壁が低く造られているのは、意図的に外敵が狙いやすくするためだ。侵入するならここから。そのように誘導するためにね」

			「なっ……。それって、亜人を囮にするってことか？」

			「優先順位の問題だ。今からここも封鎖する。それで討伐準備をする十分な時間が稼げる」

			「封鎖だと……。フザケんな！　中にいる亜人たちはどうするンだ!?」

			「言っただろう？　優先順位の問題だと。しかし、アラガキ、君が中に残って亜人たちの盾になるというのなら止めはしない。いいや、ぜひ証明してほしいものだ。君の強さが本物だと」

			　俺は反射的に、拳を振り被っていた。

			　スカした面を殴り飛ばしてやろうとするが、それをカリーシャ隊長に阻まれる。

			「やめろ！　ここで争っても仕方ない！」

			「そうそう。カリーシャ隊長、君に出ている辞令だが、少し変更してもらう」

			　俺の憤りにも、この男は水槽の中の魚を眺める程度にしか興味を示さない。

			　シコルゼは淡々と、今起きていることを事務的に話した。

			【メイローク】での事件に始まり、【オーパブ】にいたあの子がサキュバスかもしれないこと。

			　そして、カースゴブリンが、サキュバスによって王都に放たれた尖兵かもしれないことを。

			「そういうわけだ。カリーシャ隊長には、今すぐ単独で【メイローク】へ発ってもらいたい。その調査次第で、騎士団は直ちに【メイローク】を包囲し、対象を討伐することになる」

			　――討伐。

			　彼女を直接見たこともない奴が、「かもしれない」だけで中傷し、殺すと言っている。

			　人間じゃないから。魔物だから。判断する理由は他にいらない。

			　話を聞いている間、ぐつぐつと腸(はらわた)が煮えくり返りそうだった。

			「さて、アラガキ、亜人街に入るのか、引き返すのか、早く決めてくれ」

			　何もかも投げ捨てて、あの子のところへ行きたい。

			　危険を伝えて、手を引いて一緒に遠くへ逃げたい。

			　……でも。

			「お兄ちゃん……」

			　困ったことがあれば頼れ。必ず助けるから。

			　そう約束した。

			「俺は……亜人街へ行く。カースゴブリンは俺が倒す。シコルゼ、テメエの出番はねェ」

			「はは、ついに呼び捨てになったか。まあいい。その大言を、本当に成し遂げてくれるのなら安いものだと思うことにしよう。それが最後の非礼にならないとも限らないしね」

			　絶対に後でブン殴ってやる。

			　俺は怒気を抑え込み、亜人の親子に「心配いらないから」と笑いかけた。

			「カリーシャ隊長、そういうわけだから、ちょっくら行ってくるわ」

			「何を言っている。私も亜人街に行くぞ」

			　当然のように、そんなことを言われた。

			「待ちたまえ。聞こえていなかったのかい？　たった今、カリーシャ隊長には別の任務を申し渡したはずだ。万が一にも、君の特能を失うわけにはいかないんだぞ」

			　騎士としての能力ではなく、はっきり言葉にして「特能を」と言われたカリーシャ隊長が、一瞬だけ唇を噛んだのを俺は見逃さなかった。

			「この件が終われば、すぐに【メイローク】へ発ちます。ですが、アラガキタクトには補佐が必要です。それは私にしかできない。――そうだな？」

			　話を振られ、俺は慌てて首を縦に振った。

			「加えて、ここで逸早く騎士の姿を見せ、最前線に立たなければ、亜人たちは騎士への不信をさらに大きくするでしょう。最悪、取り返しのつかない造反に繋がるかもしれません」

			「その前線には、アラガキが立つと言っているじゃないか。それで事足りるだろう？」

			　野郎、最初からそうさせるつもりで俺を挑発しやがったな。

			「言ったように、アラガキタクトには補佐が必要です。それにこいつは、戦いになったら鎧を脱いでしまいます。それでは騎士だとわからない。――そうだな？」

			「オゥヨ、超脱ぐぜ。パン一どころの話じゃないぜ。俺は別に、その状態で騎士を名乗ってもイイけど、騎士団のイメージ的に嬉しくないンじゃねェの？」

			　なんなら全裸で、「俺の名前はシコルゼ・スモルコックだ！」と叫んじゃうぜ。

			　さしものシコルゼも、この意見に異論を唱える隙を見つけられないでいるようだ。

			「……やむを得まい。ただし、カリーシャ隊長は、対象とは直接対峙することのないように。それとアラガキ、君はくれぐれも、騎士団の品位を貶めてくれるなよ」

			　どの口で言いやがる。

			　キレそうになるのを深呼吸で堪え、獣(けも)耳(みみ)少女に、カースゴブリンを目撃した大まかな方角を教えてもらった。農園区に降りたのは、手っ取り早く腹を満たすためだろう。

			　鉄格子を隔ててだが、【メイローク】でカースゴブリンの目を正面から見た。

			　外見で判断するのは好きじゃないけど、目は口ほどに物を言うという言葉もある。

			　あれは話し合いができる相手じゃない。

			　本能のままに獲物を嬲(なぶ)り、犯し、喰らうことしか考えていない。

			　そして、それを実行してきた目だった。

			「見過ごすわけにはいかねェよな。カリーシャ隊長、危険だが、付き合ってもらうぜ」

			「その危険から王都の民を守るのが騎士の本懐だ」

			　イカす台詞なのに、それがシコルゼへの嫌みに思えて少し笑いそうになった。

			　カリーシャ隊長と共に亜人街へと走り出すと、後ろで重いトンネルを塞ぐ音がした。

			　

			　

			「カリーシャ隊長、一つ言っておきたいことがある」

			「なんだ!?　走りながら喋ると舌を噛むぞ！」

			　期待していなかったと言えば嘘になるけど、まさか、本当にこっちに来てくれるなんてな。

			　自分の力不足に嘆いているようだが、シコルゼなんかより、俺にはカリーシャ隊長の方が、よっぽど騎士として上等だと思えるぜ。

			「アンタ、イイ女だよな」

			「んなッ……!?」

			　褒められ慣れていないのか、ズボッ、と面白いくらい顔が赤くなった。

			「ま、尻を除いて、俺のタイプじゃねェけど」

			「こ、こっちこそ、貴様など願い下げだ！」

			「そう怒らないでくれよ。俺さ、この世界でカリーシャ隊長に出会えて、感謝しているンだ。向こうの世界じゃ気づけなかった、新しい可能性ってやつを見つけられたからな」

			「新しい可能性？　そんな風に言われると悪い気はしないな。もし差し支えがなければ教えてもらえないだろうか。その可能性とはなんなのか」

			「友情と性欲は両立できる」

			「貴様はアレか!?　上げて落とすのが上手いのか!?　楽しんでいるのか!?」

			「人聞きの悪い。これは、俺の最大級の賛辞だと思ってくれ」

			「私にとっては大惨事だ！」

			　一応は部下と上司だけど、こんなにも腹の内を見せられるのは、利一以来だぜ。

			　多様な種族が住まうだけあって、家屋の様式は様々だけど、貧富の差はほとんど感じない。鬱々とした空気もなく、貧しいながらも、住人たちが手を取り合って暮らしている。

			　亜人街とは、そんな温かな印象を与えてくれる場所だった。

			「絶対に……壊させねェ」

			「息が上がっているぞ？　敵を発見したのに体力が尽きている、なんてマヌケにはなるなよ」

			「うるせ。まだ鎧の重さに慣れねェんだよ」

			　ドッティから借りた剣は、アーガス騎士長の大剣に比べれば、果物ナイフみたいなショートソードだけど、強化状態にない俺が持ち歩くには、これくらいがちょうどイイ。

			　農園区までひた走る俺たちに、亜人たちの奇異の目が向けられる。

			　騎士が、こんな亜人街の奥までなんの用だ。そう思われているンだろう。

			　だけど、それは言い換えれば、まだ騒ぎが起きていな――

			「――――ッ!?」

			「アラガキタクト、聞こえたか!?」

			「ああ、聞こえたぜ。何かが崩れるような音だ」

			「かすかに悲鳴も混じっていた。見ろ、向こうで土煙が上がっている！」

			　あそこか。野郎、本格的に暴れ始めやがったな。

			　悲鳴はみるみる大きくなっていき、恐怖に顔をひきつらせて逆走してくる者たちも現れた。

			　あっという間にパニックだ。この流れの先に奴がいる。

			　俺たちは人混みを掻き分けるようにして、木造家屋で挟まれた街路に入って行った。

			「カリーシャ隊長、カースゴブリンって、数値の上ではどの程度のレベルなンだ？」

			「記録によると、成体でレベル24から25くらいだったと思う」

			「シンプルに、身体能力勝負になりそうだな。それなら脱衣強化だけでなんとかなるか」

			「油断は禁物だぞ。ゴブリンのレベルは、純粋に戦闘力を示していると思うが、レベルだけで測れない強さというのも確実に存在する」

			「というと？」

			「最たるは特能の有無だ。これはレベルに関係がない。有する特能の如何によっては、戦闘の心得すらない低レベルの少女が、大の男十数人に勝つということもありえなくはない」

			　極論だがな、とカリーシャ隊長は付け足した。

			「だけどカースゴブリンは、一度捕えられているだろ？　あそこの領主も、特別な能力があるなんて言ってなかったし、レベル以上の強さがあるなら、捕まえること自体不可能なはずだ」

			「……確かにな」

			　領主の館で、何人か私兵らしき連中を見かけた。

			　とりわけ凄みは感じなかった。連中に捕えられるようなら、そう手強い相手じゃない。

			　ザインの野郎だけは、別の意味で凄みがあったけど。

			「特能のペナルティーは、まだ解けていないか？」

			「あと十五……いや、十四分だ」

			　絶妙に微妙な時間だぜ。勃起強化は当てにしない方がよさそうだ。

			　それでも俺は、脱衣強化だけでレベル26まで上げられる。

			　カリーシャ隊長が指摘したように、油断さえしなけりゃ勝てる戦いに思える。

			　なのに、カリーシャ隊長は思案顔を浮かべたままだ。

			「何か不安要素でもあンのか？」

			「……そういうわけではない。次に貴様が特能を検証する時、言うつもりだったんだが」

			「何を？」

			「貴様の特能について、私なりにずっと考えていた」

			　そこで不意の沈黙。口にしていいものか迷っている。そんな風に見える。

			「……推測でしかない。だから決して鵜呑みにしないでほしい。だって、ありえないことだ。こんな、世界に干渉してしまうような力が個人に授かるなんてこと、ありうるはずがない」

			　ぶつぶつと「ありえない」を繰り返すカリーシャ隊長が、今度は俺に質問を投げてきた。

			「貴様が特能を試した後、私に言ったことを覚えているか？」

			「俺がカリーシャ隊長に言ったこと？　えっと……なんだっけ。覚えてねェ」

			　特別なことは何も言っていないはずだ。

			「貴様は私に、こう言った。――――」

			　ああ。

			　確かに言ったけど、俺は「だから？」としか思わなかった。

			「私と貴様で、決定的な食い違いがあったんだ。その原因は、貴様が――――」

			　カリーシャ隊長が考える、俺の特能の正体。

			　それを聞いて、俺は即座に答えた。

			「いや、さすがにありえないだろ」

			「やはりそう思うか……」

			　しゅんとし、肩を落として走るカリーシャ隊長の背中を、気合い注入とばかりに叩く。

			「つーか、それは今考えなきゃいけねェことじゃねェだろ」

			　俺の特能は、最大強化時――すなわち、脱衣強化と勃起強化が両方適用されている時にしか発動しない。勃起強化に頼らないのなら、ここでわかっても意味のないことだ。

			「……すまない。何か嫌な予感がしたんだ。今言ったことは忘れ……」

			　カリーシャ隊長が言葉を中断し、俺の目線よりも、さらに上を仰いだ。

			　その瞳に映っていた光が消え、俺たちが立っている地面をみるみる影が覆っていく。

			「――――くッ!!」

			　カリーシャ隊長が声を発するより早く、頭上を見上げることなく反射的に急停止した俺は、彼女の腕を掴み、力任せに後方へ放り投げた。女子一人とはいえ、そこに鎧の重さが加われば立派に男一人分。投げるというより、転がした感じだ。すぐさま俺も、その場を飛び退(の)いた。

			「あ、ぶねッ」

			　足の爪先をかすめるほどに間一髪。

			　一瞬前まで立っていた場所に、電柱を思わせるくらい太い木材が、グッサリ突き刺さった。

			　ホログレムリンと遭遇した時にもかいた冷や汗が、ここでも流れる。

			　しかも、これ一本で終わりじゃない。

			「カリーシャ隊長、そのまま来た道を全速力で戻れ！」

			「な、なんなんだ、いったい！」

			　カリーシャ隊長が這うように走り出したのを確認した俺は、直撃しないことを祈りながら、近くの家屋の窓を破って転がり込んだ。その直後、同じ物が豪雨のように降り注ぐ。

			　生き埋めにするのが狙いなのかと思うほどに、何本も何本も何本も。

			「ぐッ……～～～～ッ」

			　至近距離で百の樽太鼓を叩きつけたような、けたたましい騒音が耳(じ)朶(だ)を打ち続ける。

			　地面に弾かれた木材は、陸に打ち上げられた魚の如く跳ね回り、周囲の家屋におびただしい傷を刻んでいるのが、逃げ込んだ建物の中からでもありありとわかる。

			　時間にすれば三十秒ほどだったろうけど、体感では夜を明かしたほどにも長い地獄だった。

			「……終わっ……たか？」

			　絨毯爆撃が止み、家屋から這い出ると、辺り一帯は砂埃に包まれていた。

			　通って来た道は、山積みになった丸太の壁によって封鎖されてしまっている。

			「アラガキタクト、生きているか!?」

			　木壁の向こうから、カリーシャ隊長のはっきりした声が飛んで来た。

			「よかった、無事か！　こっちも大丈夫だ！」

			　と言ってはみたものの、左右も建物に挟まれており、俺は袋小路に取り残されている。

			　そして、この状況を作った犯人は、こちら側にいる。

			「――グ、ゲゲ……」

			　砂(さ)塵(じん)の中に映る、一つの大きなシルエット。

			　吹き抜ける風によって土埃が晴れ、視界が少しずつクリアになっていく。

			　獲物を前にした高揚からか、ぼたぼたと涎を撒きながら現れたのは、寸分違わず想像通り。

			「よう、また会ったな」

			「ゲッゲ、ゲギャ」

			　どうやら、着工前で山積みされていた丸太を投げつけていたようだ。

			　のっけから殺す気満々。話し合いの余地がなさすぎて、逆に清々しいぜ。

			　互いの三歩で爪と剣がぶつかる距離。チリチリと、痺れるようなプレッシャーが肌に届く。

			　一触即発の空気が漂う中、木壁を隔ててカリーシャ隊長のもがく声がする。

			「待っていろ！　この丸太をどかして、すぐにそっちへ」

			「よせ。下手に触ると崩れて下敷きになるぞ」

			「しかし、それでは貴様一人で奴と――……」

			　小窓を覗き込むようにして、積み上げられた丸太の隙間からカースゴブリンを凝視していたカリーシャ隊長が、不意に言葉を詰まらせた。

			「どうした？」

			　それは、予想だにしないことだった。

			「…………………………特能持ちだ」

			　誰が？　と、問い返す意味はない。ここには俺とカースゴブリンしかいない。

			　どういうことだ？　こいつ、領主の館で捕えられていた奴だよな？

			　特能を持っていながら、あっさり捕まり、大人しく檻に入れられていたってのか？

			　いや、そんなはずはない。多分、こいつの特能は、戦いに役立つタイプじゃないンだ。

			「カリーシャ隊長、騎士が駆けつけたってのは、ちゃんと亜人たちにアピールできたよな？」

			「え、ああ、おそらく」

			　シコルゼの思惑に従っているようで癪だが、じゃあ、もうイイよな。

			「脱ぐぜ」

			　鎧をつける以上に、脱ぐ動作を何度も反復練習した。手順は完璧。

			　肩、脇、腰、肘、膝、それぞれのベルトを五秒とかけずに外していく。

			　たったそれだけで、足を防護する鉄靴以外の部位が全て地面に落ちる。

			「アラガキタクト！　くそっ、隙間が小さくて通れない……」

			「カリーシャ隊長は、そこを離れて亜人たちの避難誘導をしてくれ」

			「何を言う!?　私も戦うぞ！」

			「こいつと戦(や)るのは俺だけだ」

			　カースゴブリンを見据えたまま、靴とシャツを脱ぎながら言う。

			　後ろで、ぎりっと奥歯を噛む音がした。

			「……私が……弱いからか？　足手まといだからか？」

			「弱くなんかねェよ」

			　敵と戦う力なんざ、強さの一つでしかない。

			　警察が武力だけで成り立つか？　違うだろ。騎士だって同じだ。

			「さっきシコルゼの前で、亜人のことをはっきり王都の民だって言っていただろ？　あの時のカリーシャ隊長、超クールだったぜ。弱い奴が、あんな台詞を言えるかよ」

			「そんなもの、私を遠ざけるための詭弁だろう」

			「見誤るなよ。逃げ遅れている奴がいるかもしれねェ。怪我している奴がいるかもしれねェ。そんな連中に必要なのは、敵と戦う力か？」

			　正式な騎士でもない、ぽっと出のガキが偉そうなことを言ってすまないと思う。

			　でも知っておいてもらいたい。

			「もう一回言う。いや、加えて言うぜ」

			　俺は最後の一枚――脱ぎ去ったパンツを風にたなびかせながら、それを断言する。

			「アンタはイイ女で、特能を持っているとか関係なく、最高の騎士だ」

			　パンツから手を離すと、それは泳ぐようにして空へ上って行った。

			「……よく口の回る奴だ。壁に遮られて……貴様に触れられないのが残念でならない」

			「遮られてなけりゃ、抱擁(ハグ)でもしてくれたのか？」

			「たわけ。生意気を言うなと一発殴ってやるに決まっている」

			「後でいくらでも殴らせてやるよ」

			　ショートソードを抜き放ち、腰に帯びていた鞘も外して捨て、脱衣強化を完了させた。

			「負けるなよ」

			「負けねェよ」

			　カリーシャ隊長の気配が遠ざかって行くのを尻で見送り、敵に意識を集中させる。

			　カースゴブリンは、姿を見せた時のまま、微動だにしていない。

			「ヒーローの変身中には手を出さないのが怪人のお約束だが、律儀に待ってくれたのか？」

			　魔物との戦いは二度目だけど、鉄格子を隔てていない生のプレッシャーは、ズンと重く腹に響いてきやがる。一人で戦うのは初めてだと思うと、余計に。

			　睨み合っていたカースゴブリンが、グルグルと獣のような唸り声を上げ始めた。

			「グゲャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

			　そして、俺に向けて突然の咆哮。吐き出された息が、まだ残っている砂塵を左右に割った。

			「いきなりキレやがった」

			　威嚇じゃない。「殺してやる」という宣言に聞こえた。

			　純然たる敵意――いや、殺意か。それもただの殺意じゃなく、もはや憎悪だ。

			「ゲギャガアアッ!!」

			　五メートルの距離を助走なしに一足飛び。人間の立ち幅跳びと高跳びの世界記録をあっさり更新する身体能力。人間では絶対に越えられない種族の壁。紛れもなく怪物だ。

			　高く跳躍したカースゴブリンが、自重で俺を押し潰そうと襲い掛かる。

			　だけど、生憎だったな。こっちも、五日前に人間をやめているンでね。

			「オッ、ラアアアアアッ!!」

			　胴体を真一文字に両断してやるつもりでフルスイング。

			　的はデカく、バッティングセンターの80キロより遅い。外しようがねェ。

			　ガギギィン！　と金属同士がぶつかり、軋(きし)るような音が鳴り響いた。

			　緑色の胴に刃は届いていない。左手のカギヅメと、ショートソードの激突が火花を散らす。

			　踏ん張る足下が陥没した。強化状態になきゃ、背骨が砕けているところだ。

			　負けじと力任せに剣を振り切る。

			　ホームランとはいかず、ぼてぼてのゴロだが――パワーはほぼ互角。

			「ギ、ギギィ」

			　地面を転がったカースゴブリンが体勢を立て直すや否や、家屋の壁をよじ登った。

			　さらに、壁から通りを挟んだ対面に建つ家屋の壁へ。

			　猿以上に俊敏に、身軽に、地面と左右の壁を、逆三角形を描くように跳び回る。

			　俺を撹乱するつもりだろうが。

			「それも生憎だな」

			　カースゴブリンがヤモリのように屋根近くの壁に張り付いた瞬間、耳元でそう囁いてやる。

			　あんまりゆっくりだったンで、先回りして待ち構えちまったぜ。

			「スピード勝負は俺の勝ちだ」

			「――ゲハッ!!」

			　間合いが近すぎて剣を振れない代わりに、渾身の肘鉄を脳天に喰らわせた。

			　二階の高さから、カースゴブリンが真っ逆さまに落下し、地面に激突する。

			　対して俺は軽やかに降り立ち、剣を構えて粉塵が収まるのを待つ。

			　絶対に立ち上がってくる。こんな序盤も序盤で勝ちを確信するのは、カップラーメンに湯を入れて一分でフタを開けるよりも早ェ。油断は禁物だ。

			「ゲ……ゲフッ、ゲフォ！」

			　ダメージによるものか、土煙に咽(むせ)て咳き込んでいるだけなのか。

			　どっちにせよ、あンま効いているようには見えねェな。カウント３で立ちやがった。

			　呼吸を戻したカースゴブリンが、地面に刺さっている丸太を一本、鷲掴みにした。

			　ゴボォ、と左手だけで引っこ抜き、泥をこびりつかせたまま軽々と肩に担ぐ。

			　鈍器と呼ぶにはデカすぎるが、なるほど。それがテメエの武器か。

			「お目が高いな。知ってるか？　一部じゃ、丸太こそ最強の武器と呼ばれているンだぜ」

			「……マ…………ル……タ……」

			　唾液腺がバカになっているのか、水漏れが止まらない水道みたいに涎を零す様には狂気すら感じられる。そんなカースゴブリンが、突進を予感させる屈伸を小刻みに繰り返した。

			「マ……タ……ル……タマ……ル……玉……狩ル……」

			「は？」

			「玉、狩ルァアアアアアアアアアア!!」

			　デカブツを抱えているくせに、スピードを上げやがった。

			　丸太にカギヅメを食い込ませ、意味不明なことを叫びながら、鬼の形相で突っ込んでくる。勢いのまま、三メートルはある丸太を高々と振り被った。それはさすがに受けきれねェ。

			「玉アアッ!!」

			　俺の肘鉄と同じく脳天を狙ってくるかと思きや、攻撃の軌道が若干浅い。

			「まさかの金的狙いかよ」

			　バックステップし、ち●この皮一枚で回避するが、もっと距離を取るべきだった。

			　超重量が地面に衝突したことで、小さなクレーターを作り、泥塊や石片が周囲に飛散した。

			「痛ッ、痛ッて」

			　チクチクと針で刺すような痛みを全身に浴びる。

			　ダメージというほどじゃないが、全裸って、こういうところで辛いぜ。

			　だけどチャンスだ。大振りの直後は隙が大きい。逃す手はない。

			　カースゴブリンの側面に回り込み、延髄から素っ首を斬り落としてやる――つもりの斬撃がガゴッ、と鈍い音に阻まれてしまう。

			「コノヤロ……」

			　打ちつけた丸太をちょいと傾け、身を屈めるだけで、巨体を完璧に隠しやがった。

			　やるじゃン、丸太。武器のくせに、盾にも劣らぬ防御性能だ。

			「げ」

			　しかも、剣が木肌に食い込んで離れない。

			「ゲヒッ、ゲヒッ」

			「ちょ、やめて、返して！」

			　持っていかれまいと、剣の柄を握る俺ごと宙吊りにされてしまう。

			　体重差はどうしようもない。地面に足が接していないと、力勝負にすらならねェ。

			「このまま叩きつける気か。そうは……させるか、よッ!!」

			　丸太を振り被る勢いに合わせて剣から手を離すと、俺の体はさらに高く舞い上げられた。

			「ゲギッ!?」

			　空を仰いだカースゴブリンが、陽光の眩しさに目を細めた。

			　高ッ……怖ッ……。マンションの四階くらいはありそうな高度を稼いでいる。

			　両手両足を開いて空気抵抗を調節し、落下ポイントを修正。

			　光を背負った俺の影が、地面に〝木〟の字を描いた。

			「くらいやがれッ!!」

			「ギ――――ギャバッ!?」

			　約一〇メートルの高さからのダブルニードロップ。

			　重力と体重を乗せた両膝蹴りを鼻面に叩き込んでやった。

			　ぶばっと鮮血が飛び散り、丸太を落としたカースゴブリンが、よたよたと後退する。

			　俺は華麗に三点着地。これ、いっぺんやってみたかった。

			「どうよ？　ブサイクな面も、ちったァ見られるようになンだろ」

			　この隙に、地面に転がっている丸太から剣を引っこ抜き、トドメを刺すべく腰を沈める。

			　奴が倒れた瞬間、喉に剣を突き立てる。それで仕舞いだ。

			　悪魔であるホログレムリンの最期は、塵一つ残さずに溶けて消えたけど、カースゴブリンはどうだろう。殺したら、やっぱり生々しい死体が残るのかな。

			　生き物を殺める後味の悪さを想像すると、次の一歩を躊躇いそうになる。

			　しかし、その心配をするには、まだまだ時期尚早だった。

			「…………どンだけ頑丈(タフ)なンだよ」

			「ゲ、ゲギ、グ……」

			　倒れない。踏み止まりやがった。

			　常人なら確実に首の骨が折れている一撃も、鼻血を出す程度のダメージしか与えられない。

			　打撃による効果は薄い。剣で首を斬るか、心臓を刺すかするしかないわけか。

			「ググル、ギギギグ」

			　歯を軋らせるカースゴブリンが、新たな丸太を手に取った。スペアはいくらでもあるしな。

			　半端な攻撃は怒りを増長させるだけ。本気でマシな面になるなんて思っちゃいなかったが、ただでさえ鬼みたいだった顔を、般若のように険しく歪めてしまった。

			「来いよ。トドメ刺してやる」

			　ヒュ、ヒュ、と剣で十字を切り、素振りと命を奪う覚悟を兼ねる。

			　俺の真似をしているのか、カースゴブリンもまた、丸太をぐるんぐるんと乱暴に回した。

			　それさ、重さ50キロくらいあるよな。木製バットみたいに振り回してンじゃねェよ。

			　タ、タタ、と巨体が走り出す。

			　三歩でトップスピードに至り、丸太を上段に振り上げた。

			　後ろに退(さ)がると攻撃の勢いを殺せない。横にかわしたら地を打った余波を喰らう。

			　勢いの乗った一撃が繰り出される瞬間、俺は正面ではなく左斜めへステップ。巨体と並び、さらに右斜めへステップ――くの字に動いて背後をとった。爆散した破片を、カースゴブリン自身の体を盾にしてやり過ごす。

			「ガオアッ！」

			　まとわりつく羽虫を払うように、丸太と一緒にカースゴブリンが反転する。

			「ギャガッ！　ゲアァ！」

			　振り被ったら垂直に振り下ろし、腰を捻ったら横に薙ぐ。

			　どういうわけか、三回に一回は金的を狙ってくるが、それもこの上なく読みやすい。

			　怒りでパワーは上がっているかもしれないけど、攻撃はより単調になっている。

			　だけど、打ち合うのはダメだ。武器の重さが違いすぎて、剣じゃ受けられねェ。

			　全部かわすしかないとはいえ、我ながら天界人の反射速度ってのはチートだ。

			　相手の構えから、繰り出される攻撃の選択肢をしぼり、動き出した瞬間には、どうかわせば最善なのかを判断して体が回避行動に入っている。当たる気がしない。

			　これ、はっきり言って、負ける要素がな――

			「――痛(い)っぐあッ!?」

			　薙ぎ払いを潜った瞬間、何かに脇腹を強打された。

			　俺は地面を水平に吹っ飛ばされ、家屋の壁面に背中から叩きつけられる。

			「……ぐっ……なん、だ？」

			　痛みに顔をしかめながら、それを見た。

			　カースゴブリンが、サッカーシュートの姿勢から足を戻している。

			「ああ……そうか。そりゃそうだよな」

			　視界に収めさえすりゃ、何発こようと物の数じゃない。

			　だけど、見えない攻撃――死角からの攻撃には反応なんてしようがない。

			「この分だと、フェイントにも弱そうだな……」

			　むしろ、早すぎる反応が仇となり、引っかかり放題なンじゃねェかとさえ思う。

			　こういうのは、単純に戦闘経験がモノを言うよな。

			「勉強になったぜ」

			　それと、もう一度だ。このもう一度を最後として戒めろ。

			　これは負けても次がある試合じゃない。

			　油断は死に直結するってことを、頭だけじゃなく、肌で、全身の細胞で理解しろ。

			　俺が死ねば、亜人たちに、カリーシャ隊長にまで危険が及ぶってことを理解しろ。

			　油断、ダメ、絶対。

			　大きく息を吸い、肺の中の空気を全部吐き出す。

			「テメエの攻略法はわかった」

			　形勢が逆転したとでも思っているのか、カースゴブリンが口角を醜悪に吊り上げている。

			　その油断が、さっきまでの我がことのようで、見ていて恥ずかしくなってくる。

			「イクぜ」

			　腹と背中の疼(とう)痛(つう)を噛み殺せ。

			　歯を食いしばり、カースゴブリンが追撃を仕掛ける前に、今度は俺の方から飛び出した。

			　どうにかして防御体勢を引き出すつもりだったが、奴はのっけから丸太を盾に構えてきた。

			　カースゴブリンの全身が、またしても木盾の向こうへと隠れてしまう。

			　ただ一点――丸太を掴ンでいる、右手の指を除いて。

			「悪(わり)ィが、その指もらうぜ」

			「――――ゲッ!?　ガ、ギギャアアアアアアア!?」

			　丸太が、ゴトンと音を立てて地面を転がった。

			　斬り飛ばしたカースゴブリンの右手の指が、親指だけを残してぽとぽとと落ち、土に赤黒い染みをつける。血の色が人間と変わらないことに、吐き気を催しそうになる。

			「ガガガギッ、グゲゴアアアアアッ!!」

			「痛みでそれどころじゃねェと思うけど、一応言っとくぜ」

			　人間を襲えなくする誓約の呪いは、レベル20以下にしか効かないと、以前アーガス騎士長が言っていた。カースゴブリンのレベルは25。誤差で効果を期待できるとは思えない。

			　たとえ効いたとしても、それは亜人の安全を保証できるものじゃない。

			　殺すのが最善だと、頭ではわかっている。

			　だけど、全然似ても似つかないのに、どうしても彼女のことが頭に浮かンじまう。

			「この先、二度といたずらに生き物を襲わないと誓えるか？」

			　甘いことを言っているのもわかっている。

			「誓えるなら……見逃してやる」

			　口約束で野放しにしていい相手じゃないってこともわかっている。

			　カリーシャ隊長だって、ここはトドメを刺すべきだと言うだろう。

			　それでも、俺はできることなら、討伐という形で終わらせたくない。

			「ググウゥウルルウウウ!!」

			　しかし、口から泡を噴くほどに喉を鳴らすカースゴブリンは、もはや正気を失っていた。

			　無事な左手で、足下に転がる丸太を拾おうとしている。

			「……馬鹿野郎が」

			　俺は毒づき、心臓を刺し貫くべく、カースゴブリンの胸に剣を突き立てた。

		

	
		
			　

			第十三搾　舞い降りる槍

			　

			「…………なッ!?」

			　そんな馬鹿な。

			　胸を刺し、背中を突き破るつもりで放った突きが――。

			　キンッ、と硬質な音を響かせただけで、刃が肉に沈むどころか、薄皮一枚切れない。

			　その理由が、カースゴブリンの言葉と、突き立てた剣先から現れる。

			　

			　――【断金之鋼(リオカン・リレカ)】

			　

			　口を手で覆ったような、こもった声でカースゴブリンがそれを唱えた。

			　すると、カースゴブリンの緑色の皮膚が、心臓部を基点にして灰色に変わっていく。

			　灰色というか、銀色か。メタリックカラーがみるみる全身を覆っていく。

			「マジかよ」

			「タァマアアアアア!!」

			　カースゴブリンが、指の揃っている左腕をアッパースイングでカチ上げてきた。

			　ゴリゴリと指で地面を抉り、俺のシンボルをも削ぎ取ろうとする。

			「くッ」

			　背中から無様に倒れ込み、難を逃れるが、カースゴブリンが高く右膝を持ち上げているのを股下から見上げて戦慄した。踏みつける――いや、踏み潰す気だ。しかも、また金的狙い。

			「ぬおわああっ!?」

			　ぐちゃっと無残な姿に成り果てる息子を想像し、無我夢中で後転した。

			　その一拍後、大地が震動し、俺を震撼させた。

			　余震のせいでもたつきながらも立ち上がり、見せつけられる。

			　地面をスタンプしたカースゴブリンの右足が、脛の辺りまで土中に埋まっている。

			「テメエ、今どんな重さになってンだよ。丸太がカワイク思えてくるぜ……」

			　疑いようがない。カースゴブリンは特能を発動させた。

			　その効果は、おそらく全身の硬質化。どう考えても戦闘タイプの特能だ。

			　どうして今？　そんな力があるなら、なんであんなチャチな檻に入れられていた？

			　その時は使えなかった？

			　俺が領主の館で見た後、そして王都へ来るまでの間で特能を手に入れたと考えるべきか。

			　そうなると、あまり喜ばしくない推測が立つ。

			　騎士団は、こいつがサキュバスの配下だと思っている。

			　そこから、カースゴブリンに特能が発現したのは、サキュバスが何かしたからではないかと考えるのは当然の流れだろう。他者に特能を与えるサキュバス、とか。

			「騎士団が放っとくはずねェな……」

			　もちろん、俺は全てが誤解だと信じているけど、騎士団がそんな風に考えたら、事実確認をスッ飛ばして討伐に出ようとするかもしれない。絶対に、今、ここで仕留めねェと。

			　奴に勝るスピードで、カースゴブリンの周囲を飛び回る。

			　全身を鉄のように硬くする能力。漫画やゲームでは、そこまで珍しい力じゃねェ。

			　あらゆる攻撃に対する絶対の防御力を誇り、同時に圧倒的な攻撃力をもたらす。

			　しかし、自重によって、動きが鈍重になるという代償もある。

			　そして、もう一つ。

			　鈍重であろうと四肢を動かすためには、関節部位だけは生身のままってのがセオリーだ。

			　背後を取り、左右の膝裏を斬り裂くべく剣を水平に走らせる。

			　だが――。キキンッ、なんて呆気ないくせに絶望的な金属音が鳴った。また斬れていない。

			　返す刃でアキレス腱を狙うが、その的が突如消失する。

			「え？」

			　頭上に影が差す。

			　まさか、と思いながら、勘を頼りに腕を交差させて頭部を守る。腕の隙間から見えたのは、両足を折り畳んだカースゴブリンと、その足裏が眼前まで迫っている光景だった。

			「うッ……ぐがッ!!」

			　死因になったトラック事故を連想させる、即死レベルで強烈なドロップキック。

			　ガードしたのに、衝撃を全く殺せなかった。強化状態になければ、上半身が発砲スチロールみたいに粉砕されていたかもしれない。

			　見えていた。かわすこともできた。

			　にもかかわらず、信じられない気持ちが大きすぎて体が硬直してしまった。

			　十数メートルを蹴り飛ばされ、痺れる腕で上体を起こす。

			「くそっ……たれ……」

			　関節部位まで硬質化していやがった。なのに、敏捷性(アジリテイー)は一切衰えていない。反則だろ。

			　がくがくと震える膝に爪を立て、どうにか立ち上がるが――。

			　頭を揺さぶられたせいで脳震盪を起こし、その膝が笑っている。

			　腕を強打して、握力が入らず剣をまともに握れない。

			　まずい。想像以上に効いちまってる。

			「ゲフ、ゲフ」と不気味な呼吸を重ねるカースゴブリンが、容赦なく爆走を開始した。

			　こちらのダメージなんてお構いなしに。むしろ今こそ叩くべきだと言わンばかりに。

			「玉、狩ル……玉、全部狩ル……玉、玉、玉玉玉玉狩ルルルルウァアアアッ!!」

			「くそったれが！」

			　こいつ今、一トンはあるンじゃねェか。まるで、法定速度をガン無視した重機だ。

			　雪原に足跡をつけるみたいに、一歩一歩が地面と俺に恐怖を刻んでいく。

			　俺の股間に掴みかかろうと伸ばされた剛腕――いや、鉄腕を死に物狂いで飛び越える。

			　さらにカースゴブリンの腕を足場にし、制空権を取った。

			「ゲヒャッ!?」

			「外側が無理なら、内側はどうだ!?」

			　これでも駄目なら万策尽きる。

			　剣を逆手に持ち替え、カースゴブリンの口内に飛び込むつもりで決死の一撃を放つ。

			　対してカースゴブリンは、剣を飲み込むマジックでも披露するつもりか、自ら口をあーんと大きく開きやがった。陽の光を反射して、唾液に濡れた上下の牙が怪しく光る。

			　――――ッッッ!?

			「……嘘、だろ」

			　ドッティに借りたショートソードが真っ二つに折れた。

			　噛み砕きやがった。

			「ゲ、ギャガラアアッ！」

			「――――かッ……」

			　バレーのアタックみたいに、上空から痛恨の張り手。

			　したたかに地面に打ち据えられ、息が詰まり、呻き声を上げることすらできなくなる。

			　そこからは一方的だった。

			　人形相手に癇癪を起こした子供のように、殴り、叩きつけ、踏みつけ、破壊する。

			　全身の硬質化。いや、鋼鉄化と言った方がイイか。

			　質量保存の法則はどうしたというツッコミは野暮だとして、別段派手な能力じゃない。

			　硬いだけ。

			　重いだけ。

			　たったそれだけのことで、手も足も出ねェ。

			　ヤベェ……骨に響く……意識が……。

			　その時、俺が何かしたわけでもなく、ステータスが勝手に浮かび上がった。

			　どうやら、ＥＤペナルティーが明けたことを報せてくれているらしい。

			　でも、致命的に手遅れだ。この状況で勃起なんてできるわけがない。

			　それに、もう戦える力が……。

			　薄れゆく意識の中で、大事な人たちのことを走馬灯のように思い出す。

			　すまねェ、利一……。

			　お前と再会できないまま、俺はくたばっちまいそうだ。

			　あとは、やっぱり彼女のことだ。

			　これから彼女がどうなってしまうのか、それが何より気がかりで、心残りだ。

			　最期に「ごめん……」と呟き、俺は目を閉じ――……

			　

			「――諦めるなッ!!」

			　

			　一筋の閃光が、天空より舞い降りた。

			「ギッ!?」

			　本能によるものか、無敵の防御力を誇るはずのカースゴブリンが大きく跳び退(の)き、飛来した何かを回避しているのが、霞む視界の中で見えた。

			　さっきのは、カリーシャ隊長の声だった。積み上げられた丸太の向こうに気配を感じる。

			「戻って……来たのか……」

			　うつ伏せに倒れている俺の目と鼻の先に、彼女が投げ入れたであろう何かが刺さっている。

			　畳んだパラソルにも似ているそれは、薄く青い輝きを放っていた。殺されかけている状態でありながら、カースゴブリンの存在さえ忘れ、思わずその美しさに見入ってしまう。

			「――タクト、生きているか!?　待たせたな！」

			　これはドッティの声だ。お前まで来ちゃったのか。

			　じゃあ、これはもしかして。

			「ドッティ・アイオニン作、オレロリコン製突撃槍(ランス)【イクスカウパー】――お届けだぜ！」

			　世界で唯一のオリジナル。俺の専用武器。完成したのか。

			　伸ばした指先が柄に触れ、なぞるように感触を確かめた後、これを杖にして立ち上がる。

			　緩慢に槍を引き抜き、ゆっくりと水平に構えてみる。

			　驚いた。俺の身長くらいはあるのに、冗談みたいに軽い。これなら、さっきまで使っていたショートソードの方が重いくらいだ。

			　刃はついていない。先端が針のように尖っているが、鈍器としても使えるこしらえだ。

			　見た目は文句なしにカッコイイ。俺には剣より、こっちの方が性に合う気がする。

			「ん、なんだこれ？」

			　突撃槍(ランス)の先端に、何か白い布が巻きついていることに気づいた。

			　手に取ってみると、ほのかに温かかった。

			「え、これって……」

			　バッ、と壁の向こうにいるカリーシャ隊長に顔を向ける。

			「………………………………貴様が言ったんだろう」

			　――常にカリーシャ隊長が傍にいるとは限らないだろ？

			　――パンツを一枚レンタルしておくってのはどうかな？

			　言いました。

			　言いましたけど、これ、まだ温かいですよ？

			「それで文句はあるまい！」

			　アンタ、つくづく最高だぜ。

			「ああ、十分だ。カリーシャ隊長の心意気と、脱ぎたての生パン、確かに受け取った！」

			「脱ぎたての生パンとか、声に出して言うな！」

			　援軍を警戒してか、カースゴブリンはこちらの様子を窺っている。

			　とはいえ、この膠着も長くはもつまい。急がねば。

			　まずは拝借したパンツを広げ、デザインを鑑賞する。興奮を得るために必要な工程だ。

			　ふむ。また無地の地味パンか。これはもう、カリーシャ隊長の持ち味なのかもな。

			　悪くないと思うよ。こないだは、色気に気を使ったらどうだ、なんて偉そうに言ったけど、個人的には派手な勝負パンツよりも、地味目の清楚パンツの方が好みだしな。

			「というわけで――とうッ!!」

			　俺はカリーシャ隊長の脱ぎたてパンツを、ニット帽を被るように頭に装着した。

			　頭装備の類が、脱衣強化に影響しないのは検証済みだ。

			「おい！　おい!?　ここからでは見えないが、貴様、今何をしている!?」

			「それは互いの名誉のために伏せておこう」

			　くっ、立ち眩みが……。ふらつきやがるぜ。

			　何をせずとも血を流しすぎているのに、貴重な血液を、さらに海綿体へ集めているからな。

			　俺の異変に気づいたのか、カースゴブリンが突撃するべく姿勢を前傾させた。

			　だが、俺の準備が整う方が早い。

			「アラガキタクト、答えろ！　今はどういう状況なんだ!?」

			　不安に駆られているカリーシャ隊長に向け、俺は力強く、親指と一緒にち●こを勃てた。

			「おっきくなった」

			「それは何よりだな！」

			　死ね！　と熱い激励をいただき、充填率一〇〇パーセントに到達。勃起強化完了。

			「ゲアアアアアアアアアアアッ!!」

			　弾けるように飛び出したカースゴブリンが、一直線に向かってくる。

			　己の硬度に絶対の自信があるからだろう。防御という考えが頭にない突進だ。

			　俺は前に出ず、迎撃の構えを取った。

			　槍術の心得なんてない。剣も槍も使い方は同じだ。肩に担ぎ、一撃に臨む。

			「最終ラウンド――と、言いたいところだが」

			「ギギッ!?」

			　レベル30に到達した俺と、突撃槍(こいつ)のヤバさを本能で感じ取ったか、カースゴブリンが咄嗟に右腕を掲げて首から上を守った。

			「意味ねェよ」

			　ヒュォン――。

			　と、風を斬る音だけがした。

			　ガードしていた右腕もろとも、カースゴブリンの胴体を袈裟に。

			「…………――――ッ!?」
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			　自分の身に起きていることを瞬時には気づかせないほどに、抵抗なく振り切れた。

			　血しぶきすらも、思い出したように遅れて赤い花を咲かせる。

			　悪いな。いくらテメエの全身が鋼鉄並みの強度だとしても、こちとら金剛石(ダイヤモンド)よりも硬いってお墨付きをいただいているンでね。

			　カースゴブリンの膝がガクリと崩れ、そのまま仰向けに倒れるかと思いきや、残った左腕をついてダウンを堪えている。信じられねェ耐久力(タフネス)だ。

			「ゲ、ゲギ……」

			　だとしても、左肩から右腿に抜けた深すぎる斬撃痕。完全に致命傷だ。

			「ギ……ゲ……玉ァ……狩ルゥ……」

			「それ、ずっと言ってるな」

			　何がこいつをそこまでさせるのか。

			　よく見るとこいつ、剣道で言うところの「垂れ」みたいな防具をつけているが、その前面、ちょうど股間部分が歪にひしゃげている。まるで、そこへ強烈な蹴りでも喰らったみたいな。

			「テメエ、まさか……金玉が……」

			「玉、狩ル……玉、集メ、テ……元ニ、戻ス……」

			　そういうことか。

			　こいつが王都にやって来た理由がわかった。

			　なんとも悲しい、それでいて愚かな理由だ。

			　俺のご立派様を執拗に狙っていたのも、そのためだったのか。

			　その特能も、もしかして、金玉を求めるが故の執念が生み出したモノだったりするのか？

			「馬鹿なことしてンじゃねェ。いくら金玉を集めても、お前の金玉が治るわけねェだろうが」

			「ゲ、ゲギギ……」

			　俺は、憐れむと同時に安堵もしていた。

			　金玉を失った原因はわからねェが、このカースゴブリンは、サキュバスとは関係ない。

			　自分の意思でここへやって来たンだ。

			「ぐっ……」

			　一瞬、意識が飛びそうになった。

			　レベルが上がっても、ダメージが回復したり、失った血が戻ったりするわけじゃない。

			　もう動けねェ。でも、よかったぜ。一撃で仕留められ――……

			「ゲゲギギギギィイイイイイイ!!」

			「マジか」

			　……立ち……やがった。

			　逆に、俺の方が膝をついてしまう。

			　勃起強化は、まだかろうじて維持できているが、体がもう言うことを聞かねェ。

			「アラガキタクト、どうなっている!?　まだ倒していないのか!?」

			「タクト、おい！　くそ、登ろうとしたとこから崩れやがる！」

			　まいった。気を失いそうだ。カリーシャ隊長とドッティの声も遠くに聞こえる。

			　ズシ、ズシ、と、カースゴブリンが近づいてくるのが、地面の振動で伝わってくる。

			　カースゴブリンは、俺以上に瀕死だ。放っておいても確実に死ぬ。

			　だったら、相打ちってことで……イイよな？

			「へへ……」

			　王都のピンチを救ったンだ。俺がこの世界に転生してきたのも無駄じゃなかった。

			　そう自分に言い聞かせ、俺は死ぬことを覚悟した。

			「あ、こら、何をしている!?」

			「嬢ちゃん！　そっちへ行っちゃあダメだ！　くっ、俺たちじゃ狭すぎて潜(くぐ)れねえ！」

			　二人が何やら騒いでいる。

			　視線だけを持ち上げると、コロコロと、俺とカースゴブリンの間に小石が転がってきた。

			「――お兄ちゃんを、いじめゅな！」

			　な……ッ。

			　絶句した。

			　俺が戦う決意をするきっかけをくれた獣(けも)耳(みみ)少女が、カースゴブリンに石を投げつけていた。

			　なんで……。あの子、亜人街に残ったのか。

			　投げた石は全然届いていないし、コントロールもさっぱりだ。

			　それでも俺を助けようと、懸命に。

			「ゲググゲェ……」

			　カースゴブリンが標的を変えた。ビクリと、獣(けも)耳(みみ)少女が小さな体を強張らせる。

			「……オイ……テメエ！　俺を見やがれ！　そっちに金玉は無ェぞ！」

			　最後の力を振りしぼるなら、俺に向かって来いよ。その子は関係ねェだろ。

			「……お兄……ちゃ」

			　獣(けも)耳(みみ)少女は足が竦ンでしまったらしく、その場を動くことすらままならない。

			　カースゴブリンが、涎と血を撒き散らして走り出した。

			　か弱い獲物の姿を見て狩猟本能でも蘇ったのか、それとも道連れにするなら可愛い女の子と考えたのか、金玉集めを忘れて獣(けも)耳(みみ)少女に襲い掛かる。

			　助けなきゃ。

			　守らなきゃ。

			「ゲギャオオオオオオオッ!!」

			「それ以上進むンじゃねェ!!　やめろ、止まれええええええええッ!!」

			　そう念じた瞬間だった。

			　カチリ、と体の中でスイッチが入った気がした。

			「――……えっ？」

			　それは不思議な光景だった。

			　いや、見えているものはこれまでと変わらない。

			　ただし、動画ではなく、フィルムカメラで切り取ったかのような静止画だ。

			　野獣に成り果てたカースゴブリンも、恐怖に身を竦める獣(けも)耳(みみ)少女も、全てが静止している。

			　そこで不意に、カリーシャ隊長の言葉が脳裏を過った。

			『貴様が特能を試した後、私に言ったことを覚えているか？』

			　俺は覚えていないと答えた。

			『貴様は私に、こう言った。「待たせた」「いろいろ試した」と。これはおかしい。私は事前に言ったように、きっかり十秒待って修練場に入った。それなのに貴様は、まるでその何倍もの時間を体感していたような台詞を言った』

			　この認識の齟(そ)齬(ご)について、カリーシャ隊長はありえない推測を立てた。

			『その原因は、貴様が――時を止めたからではないか？』

			　それを立証するかのように、世界が凍りついている。

			　世界でただ一人、俺だけが動いていた。

			　前に試した時、何も起こらなかったと感じたのは、比較対象が周りに何も無かったからだ。

			　だけど、カリーシャ隊長の推測は、半分当たりで、半分間違っていた。

			　これは時間停止じゃない。

			　時間は緩やかに、極めてのんびりと進んでいる。

			　何分の一のスロー再生なのかはわからないが、視認できないくらいのペースだ。

			　それがわかる根拠は、カースゴブリンの声。

			　脳を揺さぶられそうだった咆哮が、今は「ボォエェ～……」と超低音で聞こえる。

			　元々、天界人の脳の処理速度は並外れていたけど、そんなレベルの話じゃない。

			　時が止まったと感じるほどの意識の超々高速化。

			　そして、そんな意識の中で普通に動けていると錯覚できるほどの超々肉体強化。

			　それが俺の特能――【跳梁跋扈(オーバー・ドライブ)】だ。

			　転生支援課のアラサービッチに感謝するのだけは嫌だが、奇跡的に掴ンだこのチャンス。

			「く、お、おぉ、おぉおおおおッ!!」

			　立ち上がれ。動け。足が千切れようとも前に進め。

			　前回の検証では、効果時間は約一分。実際は一分と考えるのはおかしいのかもしれないが。

			　砂時計の砂が落ちていくように、天を衝(つ)いていたナニがゆっくりと萎えていくのを感じる。

			　おそらく、完全に下を向いた時点で効果は解除される。

			　零していた突撃槍(ランス)を拾い、世界で一人きりになったような孤独の中を歩く。

			　あんなに軽かった槍が、鉄塊のように重く感じる。

			　ズリ、ズリ、と足を引きずりながら、獣(けも)耳(みみ)少女を背に、カースゴブリンの目前に辿り着く。

			　これが正真正銘、最後の一撃だ。

			「つら……ぬ……け……イクス……カウパァアアアアアアアア!!」

			　雄叫びに釣り合わないほど弱々しい力で、カースゴブリンの心臓に槍を突き立てた。

			　柔らかい。ズブズブと、粘土に棒を捻じ込むような感触。胸を抉り、背中を突き破る感触。

			　どれも最悪だ。

			　だが、絶対に、確実に、今度こそ仕留める。

			「……くっ!?」

			　ここで【跳梁跋扈(オーバー・ドライヴ)】の効果が切れた。世界が通常どおりに動き出す。

			　意思に反して突撃槍(ランス)が手を離れ、カースゴブリンを串刺しにしたままフッ飛んでいった。

			　どれだけ遅く感じる突きでも、現実の時間に換算したら音速を超えていてもおかしくない。

			　この特能を使っている間は、下手に物を触らない方がよさそうだ。

			　物凄い疲労感に見舞われ、俺は糸が切れたように、大の字になって倒れた。

			「え、あぇ？　……お、お兄ちゃん？　お兄ちゃん!?」

			　もう安心だぜ。

			　獣(けも)耳(みみ)少女に手を伸ばそうとするが、指一本動かない。声も出せない。

			　そこへ、獣(けも)耳(みみ)少女のお母さんが青い顔をして走ってきた。

			　カリーシャ隊長とドッティが、塞がれていた道をようやく開いたようだ。

			　お母さん、心配しなくても、娘さんは無事ですよ。

			　礼には及びませンぜ。心中でそう言ったつもりだったけど、お母さんは、「ヒッ」と小さく悲鳴を上げ、獣(けも)耳(みみ)少女を抱えて一目散に逃げて行った。

			「…………」

			　客観的に見て、正しい判断だと思います。

			　全裸で血まみれかつ、女性下着を頭に被った男が娘の傍にいる。完全に事案発生だ。

			　でも、ちょっとだけ泣きたくなった。

			「アラガキタクト、生きてい――貴様ァアアアアアアアッ!!」

			　自分のパンツが頭に被られているのを見たカリーシャ隊長が絶叫した。

			　これもまた、心中お察しします。

			「嬢ちゃん、それよりも応急手当だ！　というか、なんで全裸なんだ!?」

			「アラガキタクト、貴様という奴は……。だが、騎士を代表して礼を言わせてくれ。こんなになってまで、王都の危機を救ってくれて……ありがとう」

			　カリーシャ隊長が、寝そべる俺の傍で片膝をつき、深く頭(こうべ)を垂れた。

			　…………オイ、ノーパン女。

			「タ、タクトが急に鼻血を!?」

			「まずい、内臓をやられているのかもしれない！　早く騎士団本部に運ばなければ！」

			　この上、まだ出血させるなんて、トドメ刺すつもりかよ。

			　声を出せないから、見えていますよと注意することもできない。

			　特能を使用した反動で、完全に体力が尽き、首を動かすこともできない。

			　ＥＤペナが再発生しているから、息子に代弁してもらうこともできない。

			　やれやれだぜ。仕方ない。仕方ない。

			　考えようによっては、命懸けで頑張った俺へのご褒美かもしれないな。

			　俺は天にも昇る気持ちで意識を放棄した。

		

	
		
			　

			第十四搾　届かぬ思い

			　

			「もう気がついたのか？　まだ二時間ほどしか経っていないぞ」

			「……ここは？」

			　目を開けると、俺は衣服の代わりに包帯だらけになって、ベッドに寝かされていた。

			　病院だろうか。付き添っているのは、カリーシャ隊長一人のようだ。

			「騎士団本部の医療室だ。外的なダメージは大きいが、幸い、骨や内臓、頭にも異常はないということらしい。他人のパンツを被る輩の頭に異常がないかは、甚(はなは)だ疑問だがな」

			「あの後、どうなった？」

			「カースゴブリンの死体は騎士団で回収、処理した。貴様の槍は、一度【バルバロ】の店主が持ち帰った。また後ほど届けてくれるそうだ。あとは家屋が数棟使い物にならなくなったが、怪我をした亜人は一人もいなかったぞ」

			「一人も？」

			「亜人の少女がカースゴブリンの侵入を目撃し、迅速に報告してくれたこと。あの場に貴様が居合わせたこと。それらの奇跡が重なったおかげだ。結果的に、怪我したのは貴様だけということになるな。はは、名誉の負傷というやつだ。誇っていいぞ」

			「笑いごとじゃねェよ。こっちは死にかけたっつーの」

			「貴様を亜人街から運び出す時、あの少女がまた戻って来て、『お兄ちゃん、ありがとう』と言っていたぞ。母親の方は、終始目を泳がせていたが」

			「そっか」

			　全身が鉛みたいに重いが、どうにかベッドから上体を起こし、足を外に垂らして座り直す。

			　ふと、カリーシャ隊長の雰囲気が、いつもと違うことに気がついた。

			　ああ、わかった。騎士の鎧姿じゃなくて、私服なンだ。

			　袖が肘までのニットカーディガンに、七分丈のタイトなズボン。

			「カリーシャ隊長の私服、初めて見たな。似合うじゃン」

			「世辞ならいらんぞ」

			　いやいや、ホント似合うよ。大学生のお姉さんみたいだ。

			　後ろを向いてくれたら、さぞや素晴らしいヒップラインを見せてくれることだろう。

			「でも、騎士団本部にいるのに、なんでそんな恰好なンだ？」

			「これから【メイローク】へ行ってくる。任務の内容が潜入調査なので、騎士だとわからないようにしなければならない。そのための変装だ」

			　ドクン、と心臓が一度だけ大きく跳ねた。

			「目が覚めなければ、顔だけ見て発つつもりだったが、貴様が何か言いたいことがあるのではないかと思い、少しだけ待っていた」

			「言いたいことがあるって、どうしてそう思ったンだ？」

			「ついて行きたいと言っていたし、何より、シコルゼ隊長が任務のことを話している間、彼を睨み殺す気かと思うほど怖い顔をしていたからな。特に、【オーパブ】の娘の話あたりで」

			「よく見てンな」

			　だけど、それなら話が早い。実際、言いたいことがあった。

			「カリーシャ隊長に頼みがある」

			「頼み？」

			「任務から帰ったら、当然、アーガス騎士長やシコルゼに結果を報告するよな？　その時に、何も問題はなかった。サキュバスなんていなかったって報告をしてくれねェか」

			「虚偽の報告をしろということか？」

			「本当にサキュバスがいた場合は、そうしてほしい」

			「できない相談だ。サキュバスの危険は、私も嫌と言うほど聞かされている」

			「危険なんかねェよ!!」

			　思わず怒鳴ってしまい、カリーシャ隊長が目をぱちくりとさせた。

			「……デカい声出してすまねェ。でも、彼女は違うンだ……。危険なんて全然ないンだ……。アーガス騎士長と一緒に【メイローク】へ行った時、俺は実際に彼女を見てきた。あんな風に笑える子が、悪い奴なワケがないンだ……」

			「……まさか、その娘のことを」

			「それは……関係ねェ」

			「サキュバスには、男を虜にする特別な力があるという。貴様もその力にかかっているのではないのか？　かかっていないと言い切れるのか？」

			「疑うなら、なおさらカリーシャ隊長の目で見て判断してくれ！」

			「私が受けている任務は、対象の種族を調べることだけだ。潜入調査の準備をしてはいるが、可能なら屋外で盗み視る。それで終了だ」

			　カリーシャ隊長は、シコルゼみたいに亜人を差別しない。

			　しないが、魔物に対する考え方は……他の騎士と変わらない。

			　時間をかければわかってもらえるかもしれない。

			　でも、その時間がない。

			「すまないが、魔物だとわかっても庇い立てしようとする気持ちはわかってやれない。魔物は亜人とは違う。魔物には、魔物と呼ばれるだけの理由があるのだから」

			「良い魔物だっているかもしれねェだろ！　魔物全部が悪だって決めつけンなよ！」

			「感情的になりすぎだ。とてもではないが、冷静な判断ができているとは思えない」

			　響かねェ。

			　俺の言葉が、まるで届いている気がしない。

			「もう行く。その傷では、二、三日はまともに動けないはずだ。安静にしていろ」

			　カリーシャ隊長が踵を返し、部屋を出て行こうとする。

			　このままじゃ、彼女が……。

			　俺はベッドから降り、その場に両膝をついた。

			「何をしている？」

			　俺には、こうするしかない。

			　カリーシャ隊長の声を頭上に聞きながら、両手と、額も床につけた。

			「頼む。人間だとか、亜人だとか、魔物だとか、そういうンじゃなく、彼女自身を見てくれ」

			　カリーシャ隊長は何も言わない。

			「お願いだ！　彼女がどういう子なのか、本当に危険な存在なのか、表面的なものじゃなく、カリーシャ隊長の、本物の目で見て判断してくれ！」

			「そんな約束はできない」

			「頼む！」

			「…………」

			　長く、重い。

			　息もできない沈黙が続いた。

			　やがて、パタン……と、扉が静かに閉まる音がした。

			「…………頼む……」

			　俺は一人になった部屋の中で、閉じられた扉に向かって、いつまでも懇願し続けた。

			　

			　

			　私は王都騎士団第三部隊隊長、カリーシャ・ブルネット。

			【メイローク】の領主邸が【オーパブ】の関係者に襲撃されたという報を受け、同日の夕刻、馬を走らせ、単身で現地へと飛んだ。

			　与えられた任務は至って単純。

			　以前より危険視していた【オーパブ】、その店員三名のステータスを確認することだ。

			　領主邸襲撃の実行犯とされる少女が人間以外の種族であることは間違いないと思われるが、後ろで手引きをしている者がいないとも限らない。特に【オーパブ】の女店主による影響力は無視できない。彼女もまた、人間ではない可能性がある。

			「ずいぶんと賑わっているようだな」

			　店内の、がやがやとした喧騒が表の通りまで聞こえてくる。

			　……驚いた。

			　開店間もない時間帯なのに――だからではない。

			　領主邸襲撃などという事件を起こしておきながら、普通に営業していることにだ。

			　外からでは店内の様子がわからない。それに、いつまでも表を行ったり来たりしていると、不審者だと思われてしまうかもしれない。

			「入ってみるか……」

			　二十歳になったばかりの私には、これまで酒場など縁がなかった。しかも一人でとなると、足を踏み入れるだけでも尻込みしてしまう。

			　いや、本当の原因は別にある。

			　初の単独任務。しかも、私の調査結果次第で捕獲任務になるか、討伐任務になるかの決定が下される。責任重大だ。緊張しない方がおかしい。

			　だが、これは私にしかできないことだ。そう考えると遣り甲斐もある。

			　入り口になっているスイングドアの付近をうろうろしながら店の中を覗き込んだ。

			　案内を待てばいいのか。そのまま空いている席へ向かえばいいのか。

			「……よし」

			　入り口近くのテーブルを囲む客たちが厳ついので、私は後者を選ぶことにした。女が一人できょどっていて、変に絡まれでもしたら厄介だ。

			　潜入調査は、とにかく目立たず、揉め事を起こさずが鉄則。

			　店に入ると、空いているカウンター席へと、脇目も振らずに早足で向かった。

			「ここ、座っても構わないだろうか？」

			「ええ、どうぞ」

			　カウンターを挟んで、物腰の柔らかな若い女性が微笑んだ。

			　私とそう変わらない歳だと思われるが、聞いていた特徴と一致している。

			　この人物が【オーパブ】の店主、スミレナ・オーパブだ。

			　早速一人目。

			　私は目に力を入れ、自身の特能である【磐座具視(シークレット・アイズ)】を、気取られないように発動させた。

			[image: kei.png]

			【スミレナ・オーパブ】

			レベル：８

			性別：女

			種族：人間

			年齢：22

			職名：メイロークの影の支配者

			[image: kei.png]

			　人間だ。しかし、影の支配者……だと。

			　さすが、騎士団が危険視している筆頭なだけのことはある。引き続き、注意が必要だ。

			　本命の少女はどこだ？

			　金色の髪、あどけない顔立ちに不釣り合いなほど大きな胸。一目でそれとわかるということだったが、該当する人物はフロアに見当たらない。休憩中だろうか。

			「何か作りましょうか？」

			　影の支配者が、人のいい笑みで尋ねてきた。

			　作る？　料理のことか？　いや、この場合は酒か。

			　実を言うと、私は酒を飲んだことがない。なので、自分がどれくらい飲める体質なのか全く把握できていない。調査任務まで余裕があれば、事前に試しておいたのだが。

			「では、あまり強くない酒を適当に」

			　任務中に酒を飲むのは若干後ろめたくあるが、酒場に一人で来ておきながら、酒を頼まないというのも、逆に目立ってしまうかもしれない。

			「ちょうどよかった。女性にオススメしたいお酒があるの」

			「なんという酒だ？」

			「【リーチのしぼりたてミルク】よ」

			「ん？　リイチ？」

			「ウチの看板娘の名前から取っているの」

			　リイチ。その名は確か、アラガキタクトの友人、もう一人の転生者と同じだ。

			　だが、奴の友人は男性だ。顔も合わせているはずだし、関連性はない……か？

			「どうかした？」

			「そのリイチという者は、女性なのか？」

			「ええ。だけどミルクと言っても、母乳じゃないから安心してね」

			「そうではなく、我々の――」

			「我々？」

			「あ、いや、なんでもない」

			　我々の捜している人物の名も。そう言いかけてしまった。

			　危うく、自分が騎士であることを明かしてしまうところだった。

			　このタイミングで騎士が来店する理由など、敵情視察しか考えられないからな。

			「――姉さん、何か料理の注文はあった？」

			「いいえ、まだこれからよ」

			「じゃあ、お通しの【栗豆の塩茹で】だけ置いておくね」

			　カウンター席の向こうにはもう一人、線の細い少年がいた。

			　影の支配者の弟だ。おそらく、彼もただならぬ職名を持っているのだろう。

			　カウンターの下で手に力がこもるのを感じながら、二人目のステータスを確認した。

			[image: kei.png]

			【エリム・オーパブ】

			レベル：５

			性別：男

			種族：人間

			年齢：15

			職名：内なる性欲と戦いし者
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			　弱。

			　あと…………いや、何も言うまい。

			　私の前に、冷えたグラスに入った淡い褐色の飲み物と、黄色い茹で豆が置かれた。

			「皮ごと咥えて、中の豆だけ食べてね」

			「面白い食し方だな。まずは飲み物をいただくとしよう」

			　努めて冷静に、けれど内心ではビクビクと、私は初めての酒に挑んでいった。

			　――――ッ!?

			　一口含んだ瞬間、甘さが口の中いっぱいに広がり、喉を通って行く間も続く濃厚な味わいが私の味覚を魅了した。

			「美味しい！」

			　酒とは、こんなにも美味なものだったのか。それとも、この酒が特別なのか。

			　動物の乳を使っていると言っていたな。発想の勝利と言う他あるまい。

			「うふふ、気に入ってもらえたみたいね。今日から始めた新商品なの」

			「そうなのか。私はタイミングの良い時に来たのだな」

			　グラスを傾け、コク、コク、コク、と、全て飲み干すまで私は口を離さなかった。

			　甘味の中に、ほのかなコーヒーの苦味があり、味に飽きが来ない。

			「同じ物をもう一杯いただけるだろうか」

			「大丈夫？　飲みやすいけど、お酒はお酒だから」

			「心配ない。これならいくらでも飲める」

			　不安に思っていたのが馬鹿らしくなる。どうやら、私は酒に強い体質だったようだ。

			「お客さん、ウチに来るのは初めてよね。王都の人なの？」

			「いや、この街に住んでいるが」

			　時期が時期だから、王都の人間というだけでも怪しまれるかもしれない。

			　そう考えてついた出任せだ。

			「それはおかしいわ。アタシはアナタを見たことがない。【メイローク】で暮らしている人の顔と名前と住んでいる場所は全部覚えているのに」

			　面食らった後、すぐに冷たい汗が背中を伝い落ちた。

			　いくら大きな街ではないと言っても、人口は千人を下らないはずだ。

			　それを当然のように、事もなげに、顔と名前と住所を全て覚えているだと？

			　嘘が完全に裏目に出た。

			「こ、この街に親戚がいるんだ。それで、しばらく滞在を」

			「ああ、そういうことだったのね。誰の親戚かしら」

			　追及に、「それは……」と口ごもってしまう。

			　まだ例の少女のステータスを確認できていない以上、逃げるわけにはいかない。

			　一か八か、適当に珍しくない名前を出してみるか。

			「ふふ、ごめんなさい。その人がお店に来た時、アナタのことを話題にしようかと思ったの。でも一人でいらっしゃったくらいだし、その人は、お酒を飲まない人なのかしら」

			「え、あ、そう、だな。うん、こういう酒場には来ないと思う」

			「残念だわ」

			　助かった……のか？

			　相手から話を切り上げてくれたことに全力で安堵するが、心臓が胸を突き破りそうなくらい暴れている。私は二杯目の酒を飲み干すことで心音を誤魔化した。

			「お代わりをもりゃおう」

			「ペースが早いわ。お通しを食べながらね」

			　必要以上に調査対象と会話なんて交わすものではないな。

			　それは最初からわかっていたが、私は彼女たちの人間性を知りたかった。

			　私の判断一つで、この店の命運は大きく左右される。

			　例の少女が本当に魔物なのか。彼女たちが本当に罰するべき悪なのか。

			　私情を挟むつもりなんてない。

			　ただ、アラガキタクトに頭を下げられた。

			「ああ、また。ダメよ、そんなに勢いよく飲んじゃ」

			「まっらく、ありゃりゃきたきゅともめんろうなころを言っれくれる」

			「ありゃりゃきたきゅと？　なんだか間の抜けた名前ね」

			「わらひの部下ら。それよぃ、まらお代わひを」

			「もう呂律が回っていないじゃない。アナタ、相当お酒弱いわよ」

			　酒に弱い？　いやいや、そんなはずはない。

			　だってほら、飲めば飲むほど、ふわふわと気持ちが良くなってくるのだから。

			「お酒はここまで。お水を用意するわ」

			「けちけちするらい。わらひはきゃくらぞ」

			　おや、影の支配者が踊っている。余興か何かだろうか。珍妙なダンスだな。

			　ん、んん？　揺れている。店が揺れているぞ？　どういう仕掛けだ。

			　あれ？　浮いている。私が宙に浮いている？

			「べろべろね。もしかして、お酒を飲んだのは初めてなの？」

			「あろ、かんびゃんむふめはんはろこに」

			「ごめんなさい。何を言ってるのか全然わからないわ」

			「あうぅ～……」

			「あ、潰れたわね」

			　どうして皆、天井に立っているんだ？　あれ、違う。床と天井がひっくり返っているのか？

			「スミレナさん、洗い物終わりました。――て、その人、どうしたんですか!?」

			「酔い潰れちゃったの。悪いけどリーチちゃん、家の方に運ぶから介抱してあげてくれる？」

			　なるほど。これが酔うということか。

			　これは……ダメだな。こんな右も左もわからなくなる醜態、騎士として――……

			　暗転していく意識の中で、私はもう酒を飲むまいと誓った。

			　

			　

			　夢うつつに聞こえていた。

			「姉さん、その人はどうするの？」

			「リーチちゃんと家の中に運ぶから、少しの間、お店をお願いね」

			　なんという大失態。酒を飲んだのが初めてとはいえ、任務中に泥酔してしまうなんて。

			「スミレナ殿、女人の力で運ぶのは難儀である。小生が手を貸そう」

			「それなら僕が。ギリコさんはお客さんなんですから」

			「二人とも大丈夫よ。女性を介抱するんだから、男手は必要ないわ」

			「左様であるか。では、エリム少年に付いて、店の方をしばし手伝うとするのである。食器を下げるくらいしかできぬであるが」

			「ごめんなさい。でも助かるわ。後で一杯奢らせてもらうわね」

			「困った時は、お互い様なのである」

			　ぐぅ、最悪だ。潜入調査なのに目立っている。しかも、他の客にまで迷惑をかけて。

			　彼はリザードマンか。保護指定にない種族と、これほど親しくしているとは。

			　凶悪な顔から、もっと気性が荒い種族なのだと思っていた。あの個体に限ったことなのか。もしくは種族全体が意外と温厚なのだろうか。

			　ふむふむ。これなら……うん、イケるかもしれない。

			『ギリコさん、すみません。手伝ってもらってしまって』

			『小生は、初めからエリム少年と二人きりになれる機会を待っていたのであるよ』

			『ど、どういう意味ですか？』

			『とぼけなくていいのである。正直になられよ。先程、小生が女人に触れるのを嫌がったのであろう？　嫉妬していたのではないか？』

			『そこまでわかっているくせに、酷いです……』

			『ついイジメたくなったのである。お詫びに、思い切り可愛がってやるのである』

			『ここでですか？　でも、仕事が』

			『拒否権はないのである。心配無用。カウンターで見えないのであるよ』

			『わ、わかりました』

			『さあ、早く後ろを向くのである。ちなみに、リザードマンのアレが二本あるのは知っているであるか？　せっかくなので、両方使わせてもらうのである』

			『でも、僕は男だから、一つしか』

			『一つに二本とも、であるよ』

			『そんな、壊れちゃいます』

			『可愛がるとは言ったが、優しくするとは言っていないのである、よっ』

			『あ、ああっ！』

			『まだ一本目である。本番はこれからであるよ』

			『ひぃぃ、拡張されちゃうぅ！』

			　……イケる。イケるぞ異種姦。悪くないじゃないか。

			　これは想像の幅が革命的に広がったかもしれない。

			「ふふ、次は攻守交代して、少年×リザードマンで」

			「――お姉さん！」

			「ハッ!?　……え、あれ？」

			　呼ばれた気がして、慌てて周囲を見やる。

			　白い壁と天井。薄桃色のカーテン。ベッドと、小さなタンスが一つ。

			　あまり物が無い、殺風景な部屋で私は寝かされていた。

			「ここは……」

			「オレの部屋です」

			　カワイらしい声がした方へ首を向けると、そこには靄のかかった頭と酔いが、一発で覚めるほどの美少女が正座していた。

			「大丈夫ですか？　凄く呼吸が荒れていたんで、起こした方がいいかと思ったんですけど」

			　金色の髪に、フェンリル級――いや、ギガンテス級はあろうかという巨乳。

			　この子だ。本当に一目でわかった。この子が領主邸を襲撃した張本人だ。

			「か、介抱してくれていたのか。私はどれくらい気を失っていた？」

			「三十分くらいです」

			　質問に答えた少女の態度が妙だ。そわそわとしていて、視点が定まらない。

			　まさか、寝言でうっかり、騎士であることを口走ったりしてしまったのだろうか。

			　自信がない。酒に酔って自分を見失うとは、こんなにも恐ろしいことなのか。

			　自分の迂闊さに頭を痛めながら体を起こし、ベッドに座り直す。

			　そこで気がついた。さっきまで私が着ていた服と違う。着替えさせられている。

			「もしや、私は吐いてしまったのか？」

			「えっと……はい」

			　頭を抱えた。どこまで醜態を曝せば気が済むのか。

			　せめて、課された任務だけは最後まで遂行しなければ。

			　私は少女をじっと見つめた。

			　アラガキタクトは、少女が魔物などではないことを祈っていた。

			　私も少なからず、そう願っていたと思う。部下が落ち込むのは見たくない。
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			　…………サキュバス。

			　いたずらに人間をたぶらかし、堕落させる種族。――魔物だ。

			　事前に、サキュバスの可能性が高いという報告は受けていた。

			　可能性。ただの可能性であってほしかった。

			　アラガキタクト、辛いだろうが、残念な結果が出てしまった。

			　これでターゲットのステータスは全て確認した。もうこの街にいる理由はない。

			　飲み代を払って王都に戻ろう。そう思うが、少女の挙動不審がどうにも気になってしまう。

			「君はさっきから、どうして私と目を合わせようとしないんだ？」

			「え、や、それは」

			「何か隠していることがあるのではないか？」

			　王都に現れたカースゴブリン。あれを差し向けたのも、この子の仕業だと考えられている。

			　騎士団と同じく【オーパブ】を危険視していた領主を襲撃する行動力を思えば、あれだけで終わるとは考えにくい。他にも何か企んでいると仮定するべきだ。

			「何かやましいことがあるから、目を合わせられないのではないか？」

			「ご、ごめんなさい！　服を脱がせたのも……体を拭いたのもスミレナさんなんですけど……その……オレも、お姉さんの下着姿を……ちょっとだけ……見てしまいました」

			「だから？」

			「ほんのちょっとです！」

			「いや、だから？」

			「だから、ごめんなさい！」

			　謝られる理由がさっぱりわからない。女性が女性の下着姿を見たからどうだというんだ？

			　この子が男の子だというのならともかく。

			　……………………………………………………まさか、な。

			「不躾な質問をさせてもらうが」

			　この子はサキュバスだ。

			　サキュバスといったら男好き。淫乱の代名詞のような存在ではないか。

			　私はあり得ないと思いつつも、確認の問いを投げた。

			「君はもしかして、同性愛者だったりするのか？」

			「はい？」

			「女性のことを、異性のように感じているのではないか？」

			「それは…………はい」

			　肯定しただと？

			　ということは、つまり……。

			　アラガキタクト、どうやら貴様には、最初から望みがなかったようだぞ。

			　それよりも、この湧き上がる気持ちはなんだ？　私は……高揚しているのか？

			　もう少しだけ、あと少しだけ踏み込んで尋ねてみたい。

			「もしや、男は男同士でカプればいい……などと思っていたりは？」

			「そうですね。今となっては、そうなってくれればいいのにって思います」

			　お、おおおおおおお。

			「その方が、気が楽だし、レベルも上がったりしないでしょうし」

			「レベル？」

			「あ、こっちの話です」

			　初めてだ。自分以外に、この趣味に理解を示す者に出会えたのは。

			　彼女は魔物だというのに……語りたい。語り明かしたい。そんな衝動に駆られる。

			「明け透けに答えてくれるが、君は自分の嗜好を隠してはいないのか？」

			「特に隠してはいないですね。スミレナさんとか、マリーさん――常連のお客さんなんかは、それをわかってからかってきますし。スキンシップが過剰で、いつもドキドキさせられます」

			「オープンなのだな……」

			「お姉さん、男同士の恋愛とか好きな人なんですか？」

			「大好物――いや、生き甲斐だと言っても過言ではない。しかし、私は君と違い、この趣味を隠している。職業柄、世間体を気にしないわけにはいかないのだ」

			　最近、アラガキタクトと騎士長にはバレてしまったが。

			「それに、初めてこの趣味のことを聞いた者は、大抵が嫌悪感を示す。それが地味に堪(こた)える。耳を傾けてさえくれれば、いくらでも魅力を語ることができるのに」

			　言った後で、ふと思う。

			　その台詞が、そっくりそのまま自分に――いや、全ての人間に返ってくるのではないかと。

			「よく知りもしないうちから嫌っちゃうのって、なんかもったいないですよね」

			「本当に……な」

			「オレ、最近思うんです。大事なのは人にどう思われるかより、自分の生き方に胸を張れるかどうかだって。どんな姿でも堂々としていれば、それなりに恰好がつく気がしませんか？」

			　少女はそこでハッとし、「偉そうなことを言ってすみません」と謝ってきた。

			　他意のない、純粋な言葉だったのだろう。気を悪くするようなことはない。

			「自分の生き方に胸を張る……か。そうありたいとは思うが、私には難しいかもしれないな。力不足を感じてばかりいると、いつの間にか卑屈になっている。やはり、人から認められたいのだろうな。私は、つくづく小さな人間だ」

			　言っているそばから、どんどん卑屈になっている。

			　そんな自分が嫌になっていると、少女が裏表のなさそうな声音で言った。

			「オレ、お姉さんのこと好きですよ？」

			「それは、光栄に思う。しかし待ってほしい。私は趣味こそ特別だが、自身の恋愛に関してはノーマルなので、君の気持ちに応えることは」

			「あ、違います！　好きと言っても、変な意味じゃなくて、人としてです！」

			　なんだ、そういう意味か。生まれて初めて告白されたのかと思ってしまった。

			「ずいぶんと高い評価だが、君に気に入られるようなことをした覚えはないぞ？」

			「お酒、美味しいって言ってくれたんですよね？」

			「ああ、美味しかった。申し訳ないことに、吐いてしまったがな」

			　あはは、と、少女は苦笑いで頬を掻いた。

			「あのお酒に使う牛乳、牛っていう動物が出すミルクなんですけど、オレがしぼったんです。誰がしぼったって、味が変わるわけじゃないですけどね」

			　そんなことはないだろうと思った。

			　この子が一生懸命しぼったミルクならば、その旨味も跳ね上がる気がする。

			「誰でもできる仕事を当たり前にこなしているだけだとしても、その仕事でお客さんを喜ばせられるなら、こんなに嬉しいことはないなって思うんです。オレの場合、その当たり前さえ、少し前まではできなかったから」

			　言葉どおり、少女は本当に嬉しそうに照れ笑いをした。

			　それは邪悪な魔物であることを忘れさせてしまうほど、人間と変わらない表情だった。

			「君の言葉は、胸に刺さるな……」

			「オレ、何か気に障ることを!?」

			「いや、そうじゃない」

			　アラガキタクトに言われた言葉を思い出した。

			　あいつは私のことを、特能を持っているとかに関係なく、最高の騎士だと言ってくれた。

			　自分の価値は特能だけだと思っていた。

			　もし特能を持っていなければ、騎士失格だとさえ……。

			　自分の価値を下げていたのは、他ならぬ私自身だ。

			　それを、あいつと、この少女に教えられた気がする。

			　

			　

			「酔いは覚めたかしら？」

			「ご迷惑をおかけした」

			　会計を済ませると、店主の気遣いで、客たちと顔を合わせないよう裏口から見送られた。

			　着ていた服は、水洗いまでしてくれていた。借りた服を返すのはいつでもいいと言われた。

			「良い子だったでしょう？」

			「……そうだな」

			　大切な家族を自慢するかのような、優しい声だった。

			「あの子ね、少し前に、男の人に襲われそうになったの。性的な意味でね」

			「……ッ!?」

			「幸い、未遂だったんだけど、その時、相手に大怪我を負わせちゃったのね」

			　大怪我？　それはもしや、グンジョー・マツナガ氏のことか？

			「その怪我だって、あの子がやったわけじゃないわ。怪我した本人が、どう言っているのかは知らないけどね」

			「どうして、そんな話を私に？」

			「騎士さんには、真実を知っておいてもらいたいと思ったからかしら」

			　ズクン、と心臓が跳ねた。

			「気づいて、いたのか」

			「今日明日にでも来ると思っていたしね。それに何より、人の手って、いろんなことを語ってくれるのよ。アナタの手を見れば、毎日剣を振っている人間だってことくらいわかるわ」

			「彼女も、私の正体をわかっていたのか？」

			「あの子は知らないわ。ありのままをアナタに見てほしかったから」

			　確かに、演技をしていたようには見えなかった。

			「上にどう報告するかは任せるわ。ただし、敵対するというのなら、ウチは全力で抵抗する。あの子は死んでも守る。これは【メイローク】の総意だと思ってもらって結構よ」

			　総意？　まさか、彼女一人のために、【メイローク】の住人全てが蜂起するというのか？

			「おやすみなさい。言っておくけど、アタシたちは強いわよ」

			　騎士団に宣戦布告するように言い、スミレナ・オーパブは店に入って行った。

			　気圧された私は、しばらくの間、その場に立ち竦んでいた。

			　

			　

			　日を跨がぬうちに【メイローク】を出て、私は王都【ラバントレル】へ戻った。

			　その足で、騎士団本部で待機している騎士長のもとへと急いだ。

			「カリーシャ・ブルネット、ただいま戻りました」

			「早速だが、報告を聞こう」

			　騎士長は、会議でも使われる部屋に一人でいた。

			　空気が張りつめており、自然と鼓動が速くなる。

			「【オーパブ】の店主、スミレナ・オーパブと、その弟エリム・オーパブはただの人間でした。レベルも低く、特能を授かっているということもありません」

			「例の娘はどうだった？」

			「対象の名はリーチ・ホールライン。低レベルながらも特能を授かっていました」

			「特能持ちか。襲撃の詳細を聞いて予想はしていたが。それで、肝心の種族は？」

			　サキュバスだった。

			　魔物だった。

			　私がそれを告げれば、彼女は討伐対象として確定する。

			　魔物を排除することは騎士の存在意義であり、義務だ。私情で歪めていいものではない。

			　特に、サキュバスという存在が、多大な危険を孕んでいることには変わりないのだから。

			　私は騎士長の厳格な視線を真っ直ぐに受け止め、それを告げる。

			　彼女との会話を、一つ一つ思い出しながら。

			「彼女は、人間でした」

			　騎士長が驚いたように目を剥いた。

			　騎士として、私は間違ったことを言っているだろう。

			　しかし、ここで彼女を討伐すれば、私は自分の生き方に、一生胸を張れなくなる気がする。

			「カリーシャ、虚偽の報告は……」

			「人間でした！　我々と同じように人を愛し、喜び、そして笑う！　人間と同じ心を持った、普通の少女でした！　あの者は、悪ではありません!!」

			　この訴えは、彼女が魔物だと言っていることと同義だ。

			　それでも、彼女を見て、言葉を交わして感じたことを、私は騎士長にそのままぶつけた。

			　偽りの言葉を並べるよりも、それが一番、相手の心に届くと思ったから。

			「……一人で行かせるのは失敗だったな。洗脳されている可能性がある」

			「私は己の目で見たままを言っているだけです！　洗脳などされていません！」

			　騎士長が重々しく目を伏せた。

			「……ご苦労だった。カリーシャ・ブルネット、及び療養中の第三部隊は、サキュバス討伐の作戦から外す。任務が終わるまで、王都での謹慎を言い渡す」

			　届かぬ言葉に唇を噛み、拳を握りしめて心の中で謝った。

			　アラガキタクトと、あの少女に。

			　

			　王都騎士団の創立は百年ほど前。先代魔王の勢力に対抗して作られた組織である。

			　主力となる第一、第二部隊にはそれぞれ二、三百人の精鋭騎士が所属し、【ラバン】国内に凶悪な魔物が現れたとあっては出動してこれの対処にあたる。他にも王都の随所に設けられた支部に属す騎士が千人からおり、日夜王都を警備している。

			　大規模な任務を控えた時には騎士長をはじめ、各隊長、支部長が一堂に会して会議を行う。

			　カリーシャ・ブルネット第三部隊隊長が単独任務より帰還した翌日――

			　すなわち本日。今まさにこれが行われている。

			　議題は、【メイローク】に現れたサキュバスの討伐について。

			　この会議に、謹慎を言い渡されたカリーシャ・ブルネットは出席していない。

			　彼女の第三部隊に籍を置いていた新垣拓斗もまた、会議には呼ばれていない。

			　だが、彼にとって、そんなことはなんの理由にもならかった。

			　

			「フザケやがって……!!」

			　カリーシャ隊長が【メイローク】で何を見て、何を感じ、何を報告したのかは全部本人から聞いた。それに対し、アーガス騎士長がどう答えたのかも。

			　俺は騎士団本部の一室、その木製の扉を蹴破る勢いで開け放った。

			　部屋の中にいたのは、円卓を囲む二十人ほどの騎士たち。その視線が一斉に俺に注がれた。

			　全身に包帯を巻いたミイラ男の闖入ということもあるだろうが、大半は驚いて反射的に席を立ち上がった。部屋の一番奥に座るアーガス騎士長だけは落ち着いたもので、微動だにせず、視線のみを俺に寄越している。

			「お前を呼んだ覚えはないぞ。なんの用だ？」

			「言わなきゃわからねェのか？」

			　アーガス騎士長がとぼけるようなら、俺は包帯をむしり取り、すぐさま脱衣強化に入る。

			　それくらい、頭に血が上っている。

			「カリーシャの報告を聞いたようだな。あれは誤りだ。私がそう判断した」

			「はいそうですかと納得できると思うのかよ」

			「あれから複数の証言を得て、襲撃があったのは疑いようのない事実だと確認が取れている。にもかかわらず、街では騒ぎにすらなっていない。【オーパブ】が事実を隠蔽したのだろうが、そんなことができるのも、サキュバスという存在があるからだ」

			「臆病も、そこまでいけば病気だな」

			「カリーシャもだが、特にお前は、サキュバスという魔物の恐ろしさを全くわかっていない。サキュバスの魅了は、ホログレムリンの魔力干渉とはワケが違う。己のために命を投げ捨てる絶対服従の配下を、何千何万と作るのだぞ。この騎士団が半壊させられたという話はしたが、過去、サキュバスによって国が傾いたという例もある」

			「あの子がそんなことをする確証なんざ、どこにもねェだろ！」

			「確証を得た時には手遅れだ。容姿でたぶらかし、能力で魅了する。お前があの娘に固執しているのも、既にサキュバスの魅了にかかっているからとも考えられる」

			　俺がどれだけ声を荒らげても、アーガス騎士長の平静な態度は崩れない。カリーシャ隊長もこれと同じ気持ちを味わったンだろう。言葉がまるで届いている気がしない。

			「我々人間は不安なのだ。今はまだ【メイローク】だけに留まっているが、いずれは国全土を脅かす存在となるかもしれない。それがたとえ一割に満たぬ可能性だったとしても、完全には拭えない不安を抱いたまま暮らすなど人間は許容できない」

			「じゃあ、アンタやここにいる連中は、あの子が本当にイイ子だったとしても、そんなことに関係なく討伐するべきだって考えているわけか？」

			「悪意のある質問だが、そう取ってもらって構わん。人間にとって、サキュバスは存在自体が悪だ。討伐しなくてはならん。この会議の後、【オーパブ】に一度だけ勧告――サキュバスの引き渡しを要求する。応じられなければ、常より不穏分子を孕んでいた【オーパブ】もろとも殲滅対象とすることが決定した」

			　何が〝決定した〟だ。結論なんざ、最初から出ていたンだろうが。

			　人里にサキュバスが現れたから討伐する。それを、いつ、どのように遂行するか。

			　それを決める会議でしかなかった。彼女が善か悪かなんて、議題にすらあがっていない。

			「討伐に参加しろとは言わん。お前にもカリーシャ同様、謹慎を言い渡す。カースゴブリンと戦った傷が癒えるまで大人しくしていろ」

			「断るぜ」

			　即断すると、騎士の誰かが円卓を強く叩いた。

			「新参者が！　騎士長の命令が聞けないと言うのか!?」

			「俺はまだ、正式な騎士になったわけじゃねェ。つーか、なる気が完全に失せた」

			　俺の知る騎士と、この世界の騎士は、根本的に考え方が違うのではとさえ思う。

			「騎士ってのは、弱きを助け、強きを挫くもンじゃねェのか？」

			「そこに異を唱えるつもりはない」

			「そうかよ。だったら、ここに騎士なんかいねェ。くそみたいな理由で女の子を悪者扱いして手にかけようなんて奴らが騎士であってたまるかよ！」

			　俺は上半身を覆っていた包帯を乱暴に引き千切り、無造作に投げ捨てた。

			　ＥＤ：（53時間30分）――あと二日と数時間、俺は勃起強化ができない。

			　だけど、上手い具合に、騎士団をまとめている連中がここに揃っている。

			　幸い、この場にいる連中は丸腰だ。それでもアーガス騎士長は厄介だが、単純な身体能力がモノを言う勝負なら突破口はある。俺は刺し違えるつもりで、下半身の包帯にも手をかけた。

			　――が、その手を、後ろから誰かに掴まれてしまう。

			「やはり転生者など、ろくなものではないな」

			　一瞬の隙だった。

			　振り返り、脱衣を妨害したシコルゼに気を取られた瞬間、アーガス騎士長の「許せ」と囁く声が聞こえ、うなじの辺りに鋭い衝撃が走った。

			「そん……な……」

			　意識が途切れる最後の最後まで、俺は彼女の笑顔を思い浮かべていた。

			　同時に、その笑顔を守れない自分の弱さを呪い続けた。

			　

			　会議を行った即日、【オーパブ】に次のような書面が送られた。

			　王都騎士団の名において、サキュバスの引き渡しを要求する。

			　返答の猶予は一日。

			　要求を呑まなければ、【メイローク】を包囲して【オーパブ】を武力解体する。

			　加えて、スミレナ・オーパブの身柄を国家反逆の罪で拘束する。

			　

			　翌日、【オーパブ】より返答があった。

			　寝言は寝て言え。

			　簡潔極まりない内容だったそうだが、とにかく要求は拒否された。

			　

			　さらに翌日、正午を少し回った頃。騎士団は、第一、第二部隊、総勢五百人の騎士を率いて【メイローク】への進行を開始した。

			　

			　これらの報せを、俺は冷たい牢の中で聞いた。

		

	
		
			　

			第十五搾　両軍対峙する

			　

			　体に巻きつけるシーツすら無いボロいベッドと、隅っこに便器があるだけの無機質な空間。

			　腕一本がぎりぎり通る鉄格子をガシガシと揺すってみるが、ビクともしない。

			　今は無理だ。強化状態にならなきゃ、いくらやっても牢は破れない。

			　脱衣強化は気絶しても解除される。再強化できないよう、裸に剥かれた俺は、騎士団本部にあるこの地下牢に入れられた。もう二日も前のことだ。

			　人前で脱ぐものが無ければ、脱衣強化のしようがないけれど、ＥＤペナルティーが明ければ勃起強化ができる。あと一時間と少しだ。

			　一時間が、一年にも感じる。

			　ここで一時間余りを浪費して牢を抜け出し、さらに移動にも一時間以上。

			　絶望的に間に合わない。

			　せめて、引き渡し勧告を受けた後、遠くへ逃げてくれていれば……。

			　考えれば考えるほど、最悪の結末ばかりが浮かンできやがる。

			「……くそっ、くそっ、くそっ、くそおおおおおおおおおっ!!」

			「――元気そうだな」

			　ケージに入れられたゴリラみたいに喚き散らしていると、目の下に大きな隈を作り、一目で憔悴しているとわかるカリーシャ隊長が、鉄格子の向こうに立っていた。

			「見てのとおり、息子はまだ元気が出ねェけどな。面会に来てくれたのか？」

			「貴様は第三部隊の所属ということになっているからな。部下の様子を見に来たまでだ」

			　全裸の男を前にしても、照れる素振りは一切なし。

			　カリーシャ隊長の性格というよりも、リアクションを取る気力もないって感じだ。

			　挨拶がてらに軽口を叩いたものの、フザケる気分じゃねェのは俺も同じ。

			「状況が知りてェ。アーガス騎士長たちは、今どの辺りだと思う？」

			「大隊での歩みを考えても【メイローク】に到着しているのは間違いない。今頃、街の包囲を完了させているはずだ。もし相手が無条件降伏すれば、全てが終わっていても不思議はない。もっとも、【オーパブ】の店主が、そんなことをするとは思えないがな」

			　今では俺よりも、カリーシャ隊長の方が彼女たちのことをわかっている。

			　そのカリーシャ隊長が言うンだ。騎士団と【オーパブ】の戦いは避けられないンだろう。

			「俺は、ペナルティーが明けたら脱獄するぜ」

			「今度こそ罪人になるぞ？」

			「上等。騎士団を敵に回すより、あの子を見捨てる方が、俺ン中ではよっぽど罪だ」

			「そこまで惚れているのか？」

			「それは理由の半分だな」

			「もう半分は？」

			「何を勘違いしちまったのか、こんな俺に憧れている奴がいるンでね。そいつを失望させないためにも、俺はカッコイイ奴であり続けないとイケねェんだよ」

			　女の子一人守れず見殺しになんてしちまったら、利一に合わす顔がない。

			「カッコイイ奴であり続けるか。貴様の戦闘スタイルを見ると、手遅れな気もするがな」

			「こ、これは俺のせいじゃねェし」

			　とはいえ、ドン引きされるのは確実だろうと腹はくくっている。

			　ここで頭を抱えても仕方ねェし、もうイイや。開き直る。

			「つーわけで、カリーシャ隊長、ペナルティーが、あと一時間ちょいなンだ。勃起強化用に、今穿いているパンツを貸しておいてくれ。カリーシャ隊長のことは黙っておくから」

			「貴様は私に対して、本当に遠慮がないな」

			「こんなこと頼めるの、カリーシャ隊長だけだぜ」

			「その台詞には、もう騙されん」

			　チッ、学習しやがった。

			「じゃあイイよ。想像力でなんとかすっから」

			「必要ない」

			　どういう意味かを問う前に、カリーシャ隊長がスカートのポケットから鍵を取り出した。

			　このタイミングで出てくる鍵が、なんの鍵なのか、考えるまでもない。

			「俺は釈放されるのか？」

			「いいや」

			　表情と声音を重くするカリーシャ隊長を見て、俺は瞬時に悟った。

			「やめとけよ。カリーシャ隊長までお尋ね者になっちまうぞ」

			「上等だ」

			　俺と同じ台詞を、カリーシャ隊長もまた口にした。

			「上にいた見張りはどうしたンだ？」

			「少し眠ってもらった。どのみち、肉体を強化した貴様を止められる者など騎士長くらいだ。その騎士長がいない今、下手に抵抗して怪我をするよりはマシだろう」

			「だからって、無茶しすぎだぜ」

			　俺はイイ。元々流れ者だ。

			　だけどカリーシャ隊長は、れっきとした騎士で、隊長という立場もあるのに。

			「私を心配しているのか？　ふん、子供に心配されるいわれはない」

			「子供って……。カリーシャ隊長だって、まだ二十歳だろ」

			「二十歳は立派な大人だ。身の振り方くらい、自分で決められる。大事なのは、その生き方に胸を張れるかどうかだ。私は、自分が正しいと思うことをする」

			「…………。カリーシャ隊長、変わったっつーか、なんか吹っ切れたか？」

			　いったい、どんな心境の変化があったのか。

			　騎士としての地位を失ってでも、自身の信念にもとることだけはするまいと。

			　騎士である自分に、いつも価値を求めていた彼女が、そんなことを言うなんて。

			「……貴様の言うとおりだった。人間には良い奴、悪い奴、いろんな奴がいる。それは魔物も同じだ。私はあの少女と話をして、悪ではないと感じた。友人になれると思った。そんな風に思ってしまったら、もう見捨てることなどできはしない」

			　カチン、と錠の外れる音がした。

			「貴様の槍は【バルバロ】の店主から受け取っておいた。馬も外に用意してある」

			「できる女は違うね。あの子に出会ってなけりゃ、惚れてたかもな」

			「気色の悪いことを言うな。鳥肌が立つ」

			　俺はひたすらの感謝を込めて、カリーシャ隊長に「ありがとう」と言った。

			　目の前にあった鉄格子は、もう存在しない。

			　

			　

			　街は静かだった。

			　今はまだ、と言うべきか。それはまさに、嵐の前の静けさだった。

			【メイローク】の四方は、騎士三百人によって既に包囲されている。そして、討伐対象であるサキュバスを匿う【オーパブ】を攻めるのは、シコルゼ・スモルコック率いる第二部隊を軸にした騎士二百人だ。

			　サキュバスの引き渡しを拒否された時点で、騎士団は【オーパブ】の抵抗を予想していた。そのため、騎士団の主力である第一、第二部隊を投入したのだが、一軒の店ができる抵抗などたかが知れている。騎士の誰もが過剰戦力だと考えたが、これには意味がある。

			　もちろん、サキュバスを警戒しているということもあるが、それ以上に、吹けば飛ぶような抵抗の意思さえ挫く。そのための部隊編成だった。

			　だからこそ、騎士団にとっては誤算だった。

			「団体予約は承っていないのだけど？」

			　場所は街の東口を出てすぐの草原地帯。

			　騎士団を統べるアーガス・ランチャックと、第二部隊隊長シコルゼ・スモルコックを眼前に見据えた【オーパブ】の店主、スミレナ・オーパブは大胆不敵に言った。

			【メイローク】に到着した騎士たちは例外なく驚愕した。

			　圧倒的戦力を見せつけるだけで事が済む任務のはずだった。

			　そのはずが、いざ蓋を開けてみれば、スミレナを筆頭に武装した街の男たちが数百人規模で待ち構えていたのだ。戦力には数えられない女子供ですら、騎士団を街中へ入れるまいとし、バリケード役を買って出ていた。

			　騎士団の誤算。それは一軒の店ではなく、街全体が抵抗の意思を示していたことだ。

			「なんの真似だ？」

			「見てのとおり、非歓迎を態度で表しているのだけど、伝わらないかしら？」

			　アーガスの問いに、スミレナは苛立ちを含めて冷たく答えた。

			「無駄に被害を拡大するだけだぞ」

			「そう思うのなら、速やかにお帰りいただきたいわね。こちらは王都に何も求めていないの。望むことがあるとすれば、構わないでほしいということだけよ」

			「魔物の中でもサキュバスは特に危険だ。放置できない」

			「笑わせてくれるわ」

			　スミレナの脳裏に浮かんだのは、当事者であるリーチ・ホールラインではなく、もう一人のサキュバス――メロリナ・メルオーレのことであった。

			　見た目の幼さからは想像もつかないが、齢(よわい)三百に至る老サキュバスだ。スミレナが生まれるずっと前から【メイローク】で暮らしており、親の代から【オーパブ】の常連だった。

			　本人が目立つのを避けていたということもあるが、十数年――今現在もその存在に気づいていない者が「放置できない」などと言ってもなんの説得力も持たないため、スミレナは失笑を禁じ得なかった。

			　そんな彼女の傍には二人の男がいた。

			　一人はこの街の領主、ザブチン・カストレータ。

			「アーガス騎士長殿、襲撃の件は誤解なのです。カースゴブリンにしても、彼女が王都を襲うように命じたなどということは断じてありません」

			　そしてもう一人は、リーチがサキュバスであることを、領主とアーガスに密告した張本人、グンジョー・マツナガだ。

			「先日、アーガス騎士長様が領主の館へいらした時、わたくしは言葉の限りを尽くして彼女を罵りました。その全てをこの場で撤回させていただきたく思います。彼女はわたくしに教えてくれたのです。他者を差別する愚かしさと、他者を愛することの素晴らしさを」

			　過去に犯した罪の意識からではない。

			　純粋に、リーチを擁護したいと願う気持ちを汲んだスミレナが、彼らを同伴させたのだ。

			　ただし、それが良い方向へ働くかは別問題。

			「たった数日で、ここまで真逆のことを……。これでは、まるで別人。やはり、サキュバスに操られているとしか思えん。いや、この街全体が既に……」

			　どうにかして【オーパブ】を潰したい。

			　どうにかしてサキュバスに復讐したい。

			　そんなことを言っていた者たちだ。ビフォー・アフターの差が激しすぎるせいで、かえって不審に思うのも無理からぬことであった。

			「わたしは目が覚めたのです！　そして真実の愛に目覚めたのです！」

			「天は人の上に人を造らず、人の下に人を造らずといいます。種族によって貴賎を決めたり、差別したりするのはおかしい！　偏見は捨て、個人として目を向けるべきなのです！」

			「駄目だ、この者たちは完全に洗脳されている……。早くなんとかしなければ……」

			　悲しいかな、完全に逆効果だった。

			　なおも懸命な説得を続けようとする二人に、スミレナが「悪いけど黙ってくれるかしら」と言って退(さ)がらせた。男二人はしゅんとして後ろに控えた。

			　スミレナが、短く息を吐く。

			「転生者を対魔王の兵器としか考えていない騎士団には言いたくなかったけど」

			「語弊があるな」

			　どうだか、と言わんばかりにスミレナは肩を竦めた。

			「あんなに可愛い子を討伐するなんて、馬鹿げていると思わない？　人類の損失じゃない」

			「あれは魔物だ。人間ではない」

			　つまらない男。そう揶揄した後、「冗談はさておき」とスミレナは続けた。

			　そうして、本命であり、相手にとって有益となる情報を開示する。

			「あの子は転生者よ」

			　予想だにしなかったのだろう。その告白に、アーガスが目をぱちくりとさせた。

			　しかし、すぐに嘆息してしまう。アーガスにしてみれば、敵から突然もたらされた情報だ。インパクトはあったが、信じるに値しないと考えられても仕方がない。

			「それが事実なら、以前、私が店を訪れた時になぜ言わなかった？」

			「さっき言ったでしょ？　転生者を魔王と戦わせようとするのが気に食わないからよ」

			「それもまた語弊があるが、今になって明かす理由は？」

			「討伐されるよりはマシだからよ」

			「なるほど、そのための出任せか。残念だが、あの娘は転生者ではない」

			　アーガスがそう断じた。

			　聞く耳を持たない相手に、ザブチンとグンジョーは落胆の色を見せた。

			　だが、スミレナは違った。

			「今の言い方、少し気になったわ」

			「私は何もおかしなことを言ってはいないぞ？」

			「あの娘は転生者ではない？　転生者が魔物であるはずがないと言うならまだしも、どうして〝あの娘は〟と限定したの？　アナタの言い方だと、魔物だということの他に断定する根拠があるように聞こえたわ」

			　スミレナは推理する。

			「魔物という要因以外で判断したとするなら……外見、かしら。もしかして、転生者の外見的特徴を一部でも知っているの？」

			「ここまで徹底的に抵抗する意思を示しておきながら、何をそんなに食い下がる？　あの娘を転生者ということにして、事をうやむやにできるとでも思っているのか？」

			「馬鹿ね。もうそんな話はしていないのよ。というか、はぐらかそうとしたわね？」

			　アーガスが無意識に、小さく喉を鳴らしたのをスミレナは見逃さなかった。

			「情報提供者がいるのね？」

			　スミレナは思考を加速させる。

			　相手にあって、こちらにはない情報。

			　こちらにあって、相手にはない情報。

			　それらは互いにとって手札となるが、今は認識の齟齬を正すために双方が持つ共通の情報を提示することが重要となる。加えて、一度も外に出していない情報でなければならない。

			　スミレナが、相手を試すようにそれを問う。

			「転生者は二人いる。この情報、そちらも知っているんじゃないの？」

			「な、何故それを……」

			　アーガスの素の動揺を見てスミレナは確証を得た。

			　情報提供者は転生者で、もう一人の転生者を捜している。

			　すなわち、リーチの友人が、この世界に転生して来ていることを意味する。

			　そして思い至る。

			　現在は騎士団に近いところにいるのだということに。

			　――近く？

			　スミレナは、すかさず自分の考えに疑問を持った。

			　リーチから友人のことは聞いていた。

			　その話は憧れと感謝に満ち、そして自慢でもあった。引きこもりだったというリーチを常に気にかけ、助け、外へ引っ張って行ってくれる、バイタリティーに溢れた人物。

			　そんな人物が、人捜しを他者に依頼だけして、自分は大人しく報告を待っているというのは考えにくい。誰よりも率先して捜し回るはずだ。

			　そのためには、情報を集めやすい立場でなければならない。

			　転生者だと明かしているなら、ある程度の特別待遇を求めても融通は利くはず。

			　つまり。

			　リーチの友人は騎士団の近くにいるのではない。

			　――騎士団の中にいる。

			「その彼は騎士なのね」

			　スミレナは一拍遅れて、当たり前のように自分が〝彼〟と呟いたことに気づいた。

			　そう、普通に考えれば〝彼〟なのだ。

			　リーチから聞いていた転生という措置に照らし合わせればだ。

			　しかし、リーチは〝彼〟から〝彼女〟になった。

			　非常に珍しいケースだと言われたそうだ。リーチは例外と考えるべきだろう。

			　アーガスは黙している。自分の言葉に間違いがないからだ、とスミレナは確信した。

			　すなわち、リーチとは違い、友人の方は真っ当に男として転生したと考えられる。

			　ならば、そもそもイレギュラーが存在するということを知らないのではないか？

			　リーチもまた、男として転生してきていると思っているのではないか？

			　おそらく、この推理も間違っていない。

			　だから先程、アーガスは断じたのだ。

			　あの〝娘〟は転生者ではない、と。

			　転生におけるイレギュラーを一から説明したとして、聞く耳を持ってくれるかわからない。

			　それより、こちらにも転生者がいるのだと納得させることが先決。

			　そのための手札をスミレナは持っている。

			　スミレナは知っているのだ。転生者が〝タクト〟という名前であることを。

			　そして、ふと思い出す。

			　つい先日、アーガスが酒場に来た時のことを。

			　アーガスの傍に毛色の違う騎士がいたことを。

			「騎士長さん、以前、アナタと一緒に酒場に来た若い騎士さんだけど」

			「タクトがどうかしたか？」

			　瞬間、スミレナは舌打ちしたい衝動に駆られ、自身の失敗を悔やんだ。

			　先に名前を出されてしまった。

			　一度も出ていない〝タクト〟の名前を提示すれば、こちらにも転生者がいると証明できた。それなのに不用意にした発言のせいで、そのチャンスを逃してしまったのだ。

			　だが、繋がった。タクトという人物が存在していることが明らかになった。

			　こうなったら、もう一度二人を会わせ、前世の記憶を照らし合わせるなどして、互いを認識してもらうしかない。

			「タクト君はどこにいるの？」

			「この場にはいない」

			「連れて来ていないの？」

			「こちらの事情だ」

			「こっちの事情でもあるのよ」

			　リーチのために、少しでも情報を引き出そうと、スミレナは対話にしがみつく。

			　騎士たちは、アーガスによる出撃の合図を、今か今かと待っている。

			　

			　スミレナと同じく、アーガスもまた焦りを覚えていた。

			　頭の柔らかい者なら、確定的な情報が出ないまでも、これまでの遣り取りで【オーパブ】に転生者がいる可能性の高さを無視しない。そして、それはアーガスにも言えることだった。

			　態度ではスミレナの話を聞き流す素振りを見せながらも、サキュバスの娘が転生者だということを、この時点でアーガスは八割方信じていた。

			　だからこそ手を打つ必要がある。

			　アーガスの頭に、何が騎士団にとって有利になるかという考えはない。

			　何をどうすれば、最も小さな被害で済むか。そればかりを考えていた。

			　タクトは、リーチを捜し人だと認識せずに惹かれていた。

			　これで事実を知ったらどうなるか。

			　確実に。絶対に。タクトは間違いなく【オーパブ】陣営につく。

			　それを前提に考えるとする。

			　このままサキュバスを討伐すれば、タクトは騎士団を恨み、敵対するだろう。

			　貴重な転生者を敵に回すことになるのだ。

			　だが、ここでサキュバスを討伐しておかなければ、転生者が二人とも敵に回ることになる。そんなことになれば、王都【ラバントレル】と【メイローク】の力関係がひっくり返ることもありえなくはない。それだけは避けなければならない。

			　敵に回すのが一か二。簡単すぎる数の問題だった。

			　宣誓するかの如く、アーガスが街に向けて手をかざし、騎士長としての決断を下す。

			「だから騎士団って嫌いなのよ」

			　アーガスが一方的に会話を打ち切ると、スミレナは、怒り、悲しみ、悔しさ、様々な感情がない交ぜになったかのような声で悪態をついた。

			「王都騎士団第二部隊、出撃せよ!!」

			　スミレナの呟きを、アーガスは号令で掻き消した。

			「第二部隊、出撃する!!　僕に続け――!!」

			　シコルゼが部隊長として、声を張り上げてアーガスの号令を復唱した。

			　街に広がっていた不気味な静けさを、けたたましい蹄の音と雄叫びが打ち破る。

			　騎士部隊と住人たちによる、最初の衝突が街の入り口で始まった。

			「馬鹿だわ。本当に馬鹿ね」

			　戦いを止められなかったことを悲嘆しているのだろう。

			　騎士たちが攻め入る様子を見つめていたスミレナが、アーガスを咎めるように言った。

			「私も行くとしよう。スミレナ・オーパブ、お前はここで拘束させてもらうぞ」

			「……お好きに」

			　突撃には加わらず、アーガスの後ろに控えていた騎士二人がスミレナに近づいた。

			「領主さん、グンジョーさんと一緒に、戻ってリーチちゃんに伝えてくれる？」

			「言伝ですか？　なんと？」

			「捜し人は騎士の中にいる。あの時酒場に来た彼がそうだって。いよいよとなれば、あの子は自分が最前線に立って戦おうとするわ。自分のために戦っている人たちが傷つくのを、黙って見ていられるような子じゃないもの。だからこそ、あの子には生き残る意味と、生き残りたいという気持ちを、少しでも大きく植えつけておきたいの」

			「ですが、スミレナ嬢一人を置いて行くわけには」

			「それなら、後で助けに来てくれると嬉しいわ」

			「しかし……」

			「お願い。全部解決したら、手くらい握ってあげるから」

			「拝命いたしました!!」

			　敬礼で答えたザブチンが、動きづらそうな服をばっさばっさとはためかせてシコルゼたちの後を追った。グンジョーもそれに続く。

			「諦めろ。もう手遅れだ」

			　アーガスの言葉に、スミレナが「そうね」と返した。

			「双方、ある程度の被害は覚悟する必要があるかもしれないわね」

			「双方？　騎士を見くびっては困る。一般人など物の数に入るものか」

			「一般人は一般人でも、あそこで戦っているのは、リーチちゃんのためなら命を賭すことさえ厭わない変た――勇気ある男たちなのよ。そう簡単にはいかないわ」

			「だとしても、時間の問題だ」

			　スミレナは、もう一度「そうね」と返した。

			　

			　――時間の問題。

			　それ自体は正しい。

			　アーガスの言うとおり、幾人かの冒険者を含んでいたとしても、街の住人と騎士では地力に差がありすぎる。遅かれ早かれ、騎士はターゲットを追い詰めるだろう。

			　だからこそ、彼女が腰を上げるのは時間の問題なのだ。

			　アーガスは知らない。

			　真に恐ろしいのは、街の住人でもサキュバスでもない。

			　サキュバスを守護している、最強のチート生物なのだということを。

			　

			　

			　一昨日、スミレナさん宛てに王都騎士団から一通の手紙が届いた。

			　用件は、領主襲撃事件の首謀者であるサキュバス、つまり、オレの引き渡しだ。

			　ついに来たと思った。

			　オレの正体が騎士団にバレ、討伐対象として認識されてしまったのだ。

			　領主邸を襲撃した時、屋敷にいた私兵か侍女の誰かが騎士団に報告したんだろう。

			　あの場にはメロリナさんもいたけど、騎士団に伝わっていないっぽいのは不幸中の幸いか。

			　それにしても。

			　出頭じゃなくて、引き渡し。しかも、オレ宛てじゃなくて、スミレナさん宛てってところにサキュバスの人権のなさが窺い知れる。泣けてくるわ。

			　実を言うと、騎士団から引き渡し要求があったことを、オレが知ったのはかなり後だった。というか、今朝のことだ。当事者なのに……。

			　気づいた時には街の人たちが武装蜂起しており、驚いたったらありゃしない。

			　これについてスミレナさんは、しれっと言った。

			『リーチちゃんのことだから、どうせ、オレはこの街にいていいのかな。迷惑かけちゃうし、いない方がいいのかな。こっそり出て行こうかな。なーんてうじうじ考え込んじゃうでしょ？　そうなるのが面倒臭いから、先に街の人たちに回覧板を回しておいたのよ』

			　面倒臭いて……。

			『今さらリーチちゃんが街を出たとしても騎士団は攻めて来る。だって連中は【オーパブ】も潰したがっているんだもの。リーチちゃんが街にいなければ、逃亡をほう助したとか言って、それはそれで【オーパブ】を攻める理由ができちゃうしね』

			　オレが自分から騎士団に出頭するのは？

			　そう尋ねると、スミレナさんはにこりと満面の笑みを浮かべた。

			『もしリーチちゃんが騎士団に出頭なんかしたら、その時は街の住人総出で王都に攻め込んでやるわ。うふふ、何がサキュバスを引き渡せよ。ホント頭にきちゃうわよね。こっちから叩き潰しに行ってやろうかしら』

			　笑顔でスミレナさんはキレていた。

			　そして現在。

			　スミレナさんは、街を包囲している騎士の親玉の所へ、領主さんとグンジョーさんを連れて最後の抗議に出向いている。事が済むまでおそらく戻って来られないだろうから、陣頭指揮はメロリナさんに任せると言っていた。

			「カカカ、血がたぎるでありんすなあ」

			　本陣を置いた【オーパブ】に、殺気立つような物々しい空気が充満している。

			　そんな中で一人だけ、メロリナさんは子供のようにハシャいでいた。

			「戦争みたいです」

			「みたい、じゃのうて、紛れもなく戦争でしょや」

			　呟くように言うと、メロリナさんは事もなげに返した。

			「平穏に暮らしていたいだけなのに、なんでこんなことに」

			「平穏はタダでは手に入りんせんよ」

			　幼い外見に似合わない重い台詞だけど、三百年も生きる人の言葉だと思うと含蓄があった。

			「メロリナさんも、こんな状況になったことがあるんですか？」

			「あれは二十年ほど前じゃったかな。わちきも騎士団に捕まったことがありんす」

			「き、騎士団に!?　無事だったんですか!?」

			「無事でなければ、ここにはおらんでしょや」

			　それはごもっともなんだけど……。

			　殺されないまでも、拷問とか、いろいろあるじゃないですか。

			「こう見えて、わちきは幾度となく修羅場をくぐっておる。隙を見て逃げる際、足がつかない程度に食い散らかしてやったわ」

			「食い散らかすっていうのは……」

			「性的な意味でじゃ」

			「……ですよね。……でも、オレには無理です」

			「わかっておりんす。代わりに、リーチには、わちきにはなかった人徳と乳がある。じゃからこうして、お前さんのために皆が戦おうとしているのでありんしょうや」

			　乳は関係ない。……ないよな？

			　理由がなんであれ、本当に驚いた。戦力になる男性だけで二百人はいる。

			　他にも女性や子供までもが応援に駆けつけてくれている。

			　オレのためじゃなく、スミレナさんの店を守るためという人も大勢いるだろう。

			　よくこれだけの人が集まったものだと思う。

			　店の外では、ギリコさんやロドリコさんといった、戦いの心得のある人が、集まってくれた男の人たちに武器の使い方を急ピッチで教えていた。やらないよりマシってくらいの付け焼刃だと言っていたけど、それでも皆が真剣に取り組んでいた。

			「それに、こちらには最終兵器がおる。出番なく終わってほしいがの」

			「ミノコですか」

			　店の裏手にある、今は使っていない馬房をミノコの寝床にし、そこで待機してくれている。本人はいざこざを煩わしそうにしていたけど。

			　この世界には牛がいない。ミノタウロスをベースに作られたミノコだけど、同種じゃない。

			　そのため、まだこれだという種族に定められておらず、位置づけもされていない。

			　だけど、今回ミノコが騎士と戦えば、間違いなく魔物指定されてしまうだろう。

			　そうなってほしくない。だから、ミノコの出番は来ないまま終わってくれるのがベストだ。

			「やっぱり、オレも戦います。元凶はオレなんだから」

			「ダメじゃ。騎士どもは、殲滅対象にない街の者なら、極力傷つけないようにするじゃろう。しかし、お前さんだけは別じゃ。最初から殺す気全開で来ておる。外に出ることは許さん」

			　ちゃらけた感じはなく、叱るようにメロリナさんが強く言った。

			　オレに戦うという選択肢は与えられていない。

			　いざとなったら、何を置いても、何を見捨てても逃げるように言われている。

			「まりぃ、そっちはどうじゃ？」

			「ぼちぼちゆうとこかな。ほれ、エリム君、見せたりぃ」

			　エリム？　エリムがどこにいるんです？　あれ、あいつどこ行った？

			　マリーさんが手を引いて来たのは、オレと同じワンピースを着ており、金髪で、胸の大きな女の子――じゃねえ。エリムだこれ。エリコだ。

			　マリーさんが用意したんだろう。カツラやらメイクやら衣装やらで、パッと見、女子にしか見えない。お前、ワンピース似合うな。

			「リーチさん、あんまり見ないでください……」

			　可愛いな、おい。

			　訊けば、もしもの時、オレが逃げる時間を稼ぐための替え玉なのだそうだ。

			　下手すりゃ殺されるかもしれないってのに、オレのためにそこまで。

			「ところで、その胸、何入れてんの？」

			「タオルを詰めています。どうですか？　リーチさんの胸の大きさを再現できています？」

			「知るか」

			「ちょっと跳ねてみますね。よっ、はっ、どうです？　揺れていますか？」

			　これ、もしかして喧嘩売られてる？　イラッとするんだけど。

			　一発ブン殴って、不愉快な偽乳をもいでやろうかと思っていると、

			「――こら、エリム、何をしている!?　リーチちゃんに失礼だろう！」

			　外で戦準備を整えていたロドリコさんが、エリムの奇行を見て注意してくれた。

			　ストーカーの気がある変態だと思って距離を置くようにしていたけれど、意外にもまともな感性を持っているんだなと、少しだけ見直した。

			「それではせいぜいフェンリル級だ！　左右にもう一枚、いや二枚ずつ詰めろ！　でなければリーチちゃんのギガンテス級には遠く遠く及ばない！」

			　見直した瞬間、垂直に近い勢いで好感度が下落した。

			「リーチちゃん、この失礼な奴に、お手本として本物の乳揺れを見せてあげるのはどうかな」

			「どうもこうもないですよ……」

			「リーチちゃん、いや、リーチたん」

			「なんで言い直したんですか？」

			　ぽっ、と頬を染めるだけで、ロドリコさんは答えてくれなかった。

			「安心してくれ。俺たち聖(せい)神(かん)隊が、必ず君を守ってみせる。この命に替えても」

			　命に替えても……か。

			　多分、この人はそれを本気で言っているんだろうな。そういう目をしている。

			　だからこそオレは、こう言わなくちゃいけない。

			「やめてください。死なれたりなんかすると、寝覚めが悪いです」

			　たとえ火の中だろうが、水の中だろうが飛び込んで行きそうだったロドリコさんの気迫が、オレの一言でみるみる沈静化していくのがわかった。

			「そう……だな。そのとおりだ。考えが及ばなかった」

			　すまないと言って、ロドリコさんが項垂れるようにして頭を下げた。

			　後ろに連なる人たちも、同じように表情を暗くした。

			　メロリナさんが言うように、これは戦争なんだ。

			　戦えば傷つくし、場合によっては、本当に死んでしまうかもしれない。

			　命をそんな風に、簡単に、粗末に扱わないでほしい。

			　だから……。

			「命に替えてもなんて、そんなこと言わないでください。変態でも、ストーカーでもいいですから、絶対に死なないでください。生きて帰って来てください」

			　オレは感情を高ぶらせながら続けた。

			「お金なんて払えませんし、オレにできるお礼なんて何も思いつかないですけど、また精一杯【オーパブ】でおもてなしします。だから、お願いします。無事に戻って来てください」

			　お礼なんて何も思いつかないと言った瞬間、彼らの視線が三〇センチくらい下がった気が。女になってしばらく経ちまして、ええはい、胸に視線を感じるっていうのを、最近はっきりと自覚できるようになりました……。

			「リーチたん」

			　それ、定着させるつもりですか？

			「お礼なんていらない。俺は何も望まない。やりたいからやっているだけなんだ」

			「ロドリコさん……」

			「だけど、そうだな。リーチたんの言うとおり、無事に戻って来られたなら、君の胸で優しく抱きとめて、『おかえり』と言ってくれないか」

			　後ろでエリムが、「それ望んでる！　めちゃくちゃ望んでます！」とツッコミを入れたけど、ロドリコさんをはじめ、彼らは危険を承知で戦地に赴こうとしている。

			　そんな彼らが、その程度のことでお礼になると言ってくれるのなら。

			「わかりました」

			「え、いいの!?」

			　言った本人が驚いている。はにかみながらオレは頷いた。

			　すると、それまで静まり返っていた喧騒が、さっきの何十倍にも膨れ上がった。

			「諸君、聞いたか!?」

			「「「おぅぱいっ!!」」」

			　え、今の何？　オゥ、イエス！　みたいに言いやがりましたよ？

			　ロドリコさんの呼号に、店内店外合わせて百人以上の男衆が歓声を上げた。

			「我々はこれより、王都騎士団との戦いに挑む！　臆している者はいないな!?」

			「「「おぅぱいっ!!」」」

			　なんでそんな息ぴったりなの？　まさか練習したの？

			「愚かにも王都騎士団は、リーチたんを討伐しようと侵攻してきた！　皆わかっているな!?　絶対にリーチたんを奴らに渡してはならない！」

			「「「おぅぱいっ!!」」」

			「だが、それでは足りない！　奴らは【メイローク】を！　【オーパブ】を！　リーチたんの居場所をも奪おうとしている！　すなわち、我々からリーチたんを奪おうとしているのだ！　これを許していいのか!?」

			「「「のぅぱいっ!!」」」

			「ならば武器を取り、迎え撃つぞ！　敵への恐怖は愛と怒りで塗り潰せ！　愛が足りなければリーチたんをオカ――拝むがいい！　敵への怒りが足りなければ、リーチたんと同棲しているエリムへの嫉妬と憎しみで補うがいい！」

			「「「おぅぱあああいっ!!」」」

			　ダンダン！　ダンダン！

			　ロドリコさんの鼓舞に呼応する男たちの震脚が、酒場の床を雷鳴のように打ち鳴らした。

			　エリムが青い顔をして、マリーさんの後ろに隠れた。

			「傷つくことを恐れるな！　戦いでの負傷はリーチたんが看病してくれる！　だが死ぬことは許されない！　我々が死ねばリーチたんを悲しませてしまう！　我々が守るのはリーチたんの身の安全だけか!?　――否！　彼女の笑顔も守るのだ！　だからこそ、死ぬ気で生き残れ！　たとえ四肢をもがれ、地に倒れ伏し、血反吐を吐いても命ある限り死に抗え！　リーチたんにもう一度会うため、生にしがみつけ！」

			　上がる。上がる。男たちの戦意が天井知らずで高まっていく。

			「立ち上がれ、強者たち！　これはリーチたんを守る聖戦だ！　侵略者共に愛と正義の鉄鎚をブチかましてやろうじゃないか!!」

			「「「おぅぱあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」」」

			　鬨の声が上がった。

			　ロドリコさんの掛け声に合わせ、変た――強者たちが拳を天に突き上げた。

			「リーチたんを守れ！」

			「「「リーチたんを守れ!!」」」

			「【オーパブ】を守れ！」

			「「「【オーパブ】を守れ!!」」」

			　繰り返し、繰り返し、街を包囲している騎士たちを威圧するかのように。

			「リーチたんを守れ！」

			「「「リーチたんを守れ!!」」」

			「おっぱいを守れ！」

			「「「おっぱいを守れ!!」」」

			　戦士たちのテンションがＭＡＸに達する中、急報が届いた。

			「街の東より敵影多数確認、その数およそ二百！　騎士団が進軍を開始したぞ！」

			　とうとう。

			　胸が、きゅぅ、と締め付けられるような感覚に襲われた。

			「戦いの時だ！　愛するリーチたんのために！　これ以上敵を近づけさせるな!!　行くぞッ、リーチたん、バンザアアアアアアイ!!」

			「「「リーチたん、バンザアアアアアアアアアアアイ!!」」」

			　ロドリコさんを特攻の先頭に据え、男たちは咆哮しながら、地鳴りを轟かせながら騎士団に向かって行った。それはまるで、カミカゼのように勇ましく。

			　店の出入り口で彼らの背中を見送っていると、隣にメロリナさんが立った。

			「心境のほどはいかがでありんす？」

			「正直、苦しくて胸が張り裂けそうです」

			「カカ。気にすることはありんせん。好いた女のために戦う。男なら本望でしょや」

			　その気持ちは痛いほどわかるんだけど、守られる側に自分がいるのは、正直複雑だ。

			　騎士団との戦端は開かれた。

			　緊張に支配されていく中で、メロリナさんの笑い声だけが場違いに明るく響いていた。

		

	
		
			　

			第十六搾　その背に問う

			　

			　街の東口から【オーパブ】までは、緩やかにカーブした一本の大通りで繋がっている。

			　距離にして五〇〇メートルってとこだろう。

			　そのちょうど真ん中辺りで街の男たちと騎士団の戦いは始まった。

			　店の中にいても聞こえてくる怒号と轟音。

			　魔石を使用しているのか、時折、爆発音のようなものまで聞こえてくる。

			　直接は戦えない女子供や老人も、行く手を阻むバリケードとして立ちはだかっているため、騎士たちは馬の足に任せて突っ切るということができない。騎士の侵攻を完全に止めている。

			「なんか、こっちが人質を取っているみたいですよね」

			「街の住人がサキュバスに操られているとでも思っているのでありんしょうな。武器を持って向かってくるならともかく、女子供を傷つけることはなかろうて。男共も、殺されはしないと思いんす。もっとも、殺す気がないのはこちらも同じか」

			「オレの討伐と【オーパブ】の解体が目的なら、こんな大規模な進軍じゃなくて、夜中にでもこっそり店を襲撃するなり、暗殺するなりすればいいのに」

			　いや、されたら困るけど。

			　それを言うと、メロリナさんは「カカ」と笑った。

			「安っぽい騎士のプライドでありんすよ。およそ卑怯と思われる行動には出られん。どちらが騎士と住人にとって被害が少ないのかくらい、ようよう考えるまでもなくわかりそうなものでありんすが」

			　これに、リザードマンのギリコさんが意見を挟んだ。

			「騎士団にとって、ここまでの徹底抗戦は誤算だったに違いないのである。率いてきた部隊を見せつけるだけで戦意を摘み取れると高をくくっていたはず」

			「奴らは魔物の事情など汲み取ろうとはせん。ろくに相手を知ろうとせんからこうなりんす」

			「スミレナ殿とリーチ殿の求心力には、味方ながらに舌を巻かされるのである」

			　特別な役職を割り振るとしたら、指揮官メロリナさん、特攻隊長がロドリコさん、エリムは影武者、そしてギリコさんは親衛隊長ということになるだろう。

			　オレは……なんだろ。姫かな……。泣ける。

			　ギリコさんを前線に出さないのは、ミノコとほぼ同じ理由だ。

			　ギリコさんはリザードマン。保護指定外種族だ。もし騎士を傷つけたりしたら、人間同士で争った時以上の罰を科されることは確実だろう。サキュバスに操られていると言ったとして、どれほどの効果があるやら。最悪、その場で殺されてしまうかもしれない。

			　そうこうしているうちに、最初の負傷者が、本陣である【オーパブ】に担ぎ込まれてきた。

			　ロドリコさんだった。

			「ロ、ロドリコさん、大丈夫ですか!?　しっかりしてください！」

			　剣で斬られたというより、殴られたような傷だけど、ロドリコさんは額から血を流して荒い呼吸を繰り返している。目も虚ろで、焦点が合っていない。

			「その声は……リーチたん……か……」

			　虚空に向かって伸ばされた手を、オレは両手で包むようにして取った。

			「ここにいます！　ああ、ロドリコさん、死なないでください！」

			「俺はもう、ダメだ……。しかし、君のために戦い……そして死ねることを幸せに思う……。だから、自分を責めたりはしないでくれ……」

			「ロドリコさん！　ロドリコさん、しっかり！」

			「ああ……こんなにも満ち足りた気持ちで逝けるなんて……。あ、でも、死ぬまでに、一度はリーチたんに膝枕してほしかった。それだけが心残りだ……（チラ）」

			「皆頑張っておるのう。これは一つ特別報酬を出してもよかろ。うーん、そうさなあ。此度の戦いでの最優秀兵士には、リーチの〝おっぱい枕〟を堪能できるというのはどうじゃろ」

			「ぬおおおおおおおおおお!!　戦場が！　おっぱいが！　俺を呼んでいる!!」

			　勢いよく首跳ね起きで立ち上がったロドリコさんが、治療もそこそこに猛然と店を飛び出し戦場へ戻って行った。……死にかけていたんじゃないのかよ。

			「メロリナさん、勝手に決めないでください」

			「よいではないか。あやつらの頑張りに応えたいじゃろ？」

			「それはそうですけど……」

			　ロドリコさんがＭＶＰを取ったら…………あ、寒気が。

			　特別報酬の話は瞬く間に伝わり、味方の士気は激増した。

			　それからはもうゾンビアタックだった。傷ついて本陣に運ばれて来ても、オレをというか、オレの胸を拝んでは「ファイトォ、おっぱああい!!」と雄叫びを発して前線に復帰して行く。味方であるオレですら怖いと感じるんだから、敵からしたら相当な恐怖だろう。

			　相手は訓練を重ねた騎士たち。対するこちらは、士気は高いけど素人集団。

			　にもかかわらず、奇跡的と言っていいほど善戦している。

			　重傷以上の怪我人を出すことなく、一人の騎士も通さない。

			　だけど。

			「……押され始めたようであるな」

			　店頭に立って戦況を見つめていたギリコさんが、苦い声で言った。

			　大通りで繰り広げられていた攻防が、徐々に、徐々に【オーパブ】に近づき、防衛ラインが見えるところまで来ている。

			　予想していたことなのか、これにメロリナさんが焦るでもなく言う。

			「地力の差だけはどうにもなりんせん。いくら戦意を回復させても体力が戻るわけではなし。気合いと根性と乳だけでは限界がありんすな」

			「ど、どうすれば……」

			　ミノコを投入するしかないのか。

			　そうすれば、戦局を覆すことができるかもしれない。

			　でも、ミノコは魔物指定され、オレと同じく追われる身になってしまう。

			　それならいっそ、オレが今すぐこの街を――。

			「敵将を見事討ち取った者に、リーチの処女をくれてやるというのはどうかや？　これでまた持ち直せると思いんすが」

			「そんなことするくらいなら自分で戦いに行きます」

			「冗談でしょや。そう怖い顔をしなんし」

			　ＴＰＯってものを考えてください。

			　馬鹿な遣り取りをしていると、防衛線の一部が割れるように決壊した。

			　ついにオレは、騎士の姿を視界に捉えた。

			「ヤバい！　ヤバいですよ！」

			　わらわらと騎士たちが溢れ出てくる。

			　先頭の男はずいぶん若く見えるけど、隊長格なのか、他の騎士たちに指示を出している。

			　まずいことに、騎士と味方の位置が入れ替わった。

			　今度は騎士たちが、ロドリコさんたちを【オーパブ】に近づけまいと防衛線を張った。

			　そんな中で、騎士たちの中心に立つ男は自信の表れなのか、一人で歩いてくる。

			　剣を抜き放っていることから、交渉を望んでいるわけじゃないことは明らかだ。

			　どうする。どうすればいいんだ。

			「メロリナ殿、リーチ殿をお頼み申す」

			　相手を見据えたまま、ギリコさんが店から一歩外に出た。

			「あ、ちょ、ギリコさん！　ギリコさんは出ちゃダメです！」

			　リザードマンのギリコさんは、人間と戦っちゃいけない。

			　振り返ることなく進むギリコさんを止めようと、オレは肩に手を伸ばした。

			　その手をメロリナさんによって掴まれてしまう。

			「やめんか。男が戦う決意をしておるのじゃ。無粋な真似をするでない」

			「でも、ギリコさんは！　それに相手、すごく強そうじゃないですか！」

			「……そうさの。あの泰然とした歩み、まず弱くはなかろ。だとしてもじゃ。女が男の戦いを邪魔することは絶対に許されん」

			　オレだって十七年も男をやってきたんだ。わかるけど……。わかるけどさ。

			　でも、止めちゃいけない理由が女だからだっていうのなら、オレは今ほど自分が女になったことを恨んだ瞬間はない。

			　大通りの中央に立ち、ギリコさんは相手を待ち構えた。

			「貴君が隊長とお見受けする」

			「リザードマン？　どうしてそこに立っている？」

			　相手の騎士が、ギリコさんの出で立ちに目を細めた。

			「無論。貴君が戦ってきた者たちと思いを同じにしているからである。ここは通さぬ。王都の騎士よ、尋常に刃を交えよ」

			　ギリコさんと対峙した騎士は、理解できないといった風に眉間に皺を寄せた。

			「保護指定種族でもないリザードマンが人間に牙を剥く。それがどういうことか、まさかとは思うが、知らないわけではないだろう？」

			「委細承知の上」

			　一瞬の躊躇もなく、ギリコさんが、腰に帯びた鞘に手を添えた。

			「愚かだな。これで貴様は斬り伏せられても文句は言えなくなった」

			　騎士は自身の背丈ほどもある両手剣を中段に構えて、その全身から殺気を迸らせた。

			「生憎と、保身に走って友を見捨てること以上に重い罪を、小生は知らぬ」

			　肌をチリつかせる殺気を浴びてもギリコさんは気圧されていない。

			「ギリコ。リザードマン故、姓は持っておらぬであるが、それが小生の名である」

			「いっぱしの武人気取りか。残念だが、法を犯したリザードマンに名乗る名前など、僕は持ち合わせていない。貴様の名も覚える気はない」

			　ギリコさんは、オレがこれまで出会ったどんな人間よりも尊敬に値する人だぞ。

			　今すぐ出て行って、あの騎士の横っ面を殴ってやりたい。

			　――その時だった。

			　壁を作っている騎士たちの向こうから、ギリコさんの名前を呼ぶ声が沸き上がった。

			　ロドリコさんたちだ。彼らの声は整然とし、やがて一つになった。

			　ギリコさんの身を案じるものとは違う。

			　頑張れ。負けるな。勝て。それらの気持ちが込められた声援だ。

			　そのエールは、「騎士は帰れ」と抗議していた女子供たちにも瞬く間に伝(でん)播(ぱ)し、町を揺らすほどの大音(おん)声(じよう)へと成長していった。

			　胸の奥まで響いてくる応援を聞いて、オレは歓喜に打ち震えた。

			　他の街へ行ったことがないオレは、【メイローク】以外のことを知らない。

			　それでもオレは胸を張って自慢できる。

			　人間が一丸となって、保護指定種族ではないギリコさんを応援し、魔物であるサキュバスのオレを守ってくれている。種族なんて関係ない。

			　これが【メイローク】という街なんだって。

			「チッ、この町は、どうやら本格的におかしくなっているようだ」

			　騎士が舌打ちし、吐き捨てるように言った。

			「欠点ばかりを探しているうちは、物事の本質など見極められぬのであるよ」

			「ふん、サキュバスに操られていたなどという言い訳は、もう聞かないぞ」

			　騎士が足を前後に開き、ギリコさんが腰をわずかに落とした。

			　二人を包む緊迫感に息が詰まり、周囲の音を遠くに感じるようになる。

			　一騎打ちだ。両者が睨み合い、探り合う。

			　対峙すること十数秒。二人の沈黙は突然に、弾け飛ぶようにして破られた。

			「いざッ!!」

			　ギリコさんが動いた。

			　柄を握っているのか、添えているだけなのか判別できなかったギリコさんの右手が消えた。――ように見えるくらい速い居合抜きだ。

			　その刹那、騎士が大きく仰け反った。

			　ギリコさんの刃が、騎士の胸の上を水平に横切った――のだと思う。

			　最後まで振り抜き、停止して初めて刀身が見える速さだ。

			　見えていたのか、読んでいたのか、素人の俺にはわからないが、騎士はギリコさんの高速の居合抜きを完璧に――――いや、完璧にはかわしていない。

			　ほんの少しかすめていたのか、騎士の顎に赤い線が走っている。

			「お、のれ！　トカゲ風情が！」

			「なんと、今のをかわすのであるか」

			　ギリコさんの剣を見せてもらったことがある。

			　ナイフをそのまま大きくしたような片刃の剣で、確かファルシオンとかいう名前だ。

			　その片刃を、ギリコさんは斬りつける直前で返していた。

			　顎を打ち抜いて、意識を刈り取るつもりだったんだろう。

			　不殺に対し、騎士はギリコさんを殺す気でいる。そこで明暗が分かれてしまった。

			「よくも……僕の顔に傷をォォオオ!!」

			　騎士が大剣を最上段に振り被った。

			　そこから繰り出されるのは、武器の重さに頼って降り下ろす渾身の一刀。

			　ギリコさんが、剣を横に構えて防ごうとする。

			　しかし、騎士の重い斬撃は、ギリコさんの剣を簡単にへし折ってしまった。

			「クァ……ッ!?」

			　身に着けていたプロテクターのベルトが切れ、宙を舞う。

			　それと共に、鮮血を飛び散らせたギリコさんが……後ろへ傾いていった。

			「トドメだ」

			　やめろ。

			　やめろ。

			「リーチさん!?」

			「いかん、リーチ！」

			　気づいた時には飛び出していた。

			　後ろでエリムとメロリナさんの声が聞こえたけど、とにかく一歩でも前に、一瞬でも早く、そればかりを考えて走り、オレは仰向けに倒れたギリコさんの体に覆い被さった。

			　左肩から真っ直ぐ下へ、深すぎる斬撃痕。どくどくと、止め処なく血が流れていく。

			　だけど、まだ息はある。

			　絶対に死なせない。まだ助けられる。

			「赤い瞳にツノと翼。貴様がサキュバスだな」

			　キッ！　と、オレはギリコさんを斬った騎士を睨みつけた。

			「なるほど。男をたぶらかす容姿をしている。なんのつもりか知らないが、自分から出てくるとは好都合だ。二匹まとめて討伐してくれる」

			　目を合わせて、すぐに理解した。

			　こいつは油断していない。オレでは逆立ちしたって勝てない。

			【一触即発(クイック・ファイア)】を喰らわせようと手を伸ばせば、その腕ごと斬られてしまうだろう。

			　そこで不意に、オレを呼ぶ声がした。

			　エリムやメロリナさんじゃない。声は大通りの向こうから聞こえてくる。

			　騎士から少し視線をズラすと、領主さんが他の騎士の手で地面に取り押さえられていた。

			　すぐ近くにはグンジョーさんもいるけど、同様に別の騎士と取っ組み合いをしている。

			「リーチさん、聞いてください！　アナタの捜している人は、くっ、騎士の――ちょ、もう、放してください！　リーチさん、聞こえますか!?　以前、酒場に――――」

			　領主さんが何か叫んでいるけど、騒然とした周囲の音に交ざってよく聞こえない。

			　でも、「捜している人は、騎士の」――これだけ聞こえた。

			　騎士の？

			　騎士の……なんだ？

			「動くな。痛みを感じる間もなく首を刎ねてやる」

			　考える時間は与えられず、無情にも騎士は大剣を高く振り上げた。

			　オレはギリコさんを抱きかかえ、頭を下げて目を閉じた。

			　直後、ヒュ、と首筋に風を感じた。

			　斬られた……。

			　そう思ったけど、痛みも何もない。

			　本当に痛みを感じる間もなく死んでしまったんだろうか。

			　でも、手に感覚がある。ちゃんと目も開く。まだ生きている。

			　いったい何が……。

			　

			「――危ねェなあ」

			　

			　頭上から、若い男の声が聞こえた。

			　聞き覚えのある声だった。

			「なんかこれ、言うの二度目だっけか」

			　そう、二度目だ。

			　以前、同じ台詞を店の中で聞いた。

			　誰に言われたんだっけ。

			　おそるおそる、オレは顔を持ち上げていった。

			　まず見えたのは、丸出しの尻だった。

			　さらに顔を上げても、およそ衣類に該当する物が一つも見当たらない。

			　オレンジ色の西日と、騎士の一刀を正面から槍で受け止めている男は全裸だった。

			　全裸の男がオレを守るようにして、騎士の前に立ちはだかっていた。

			　相手の騎士は突然の珍入者に驚き、大きく飛び退(すさ)った。

			　この人……。

			　オレは、この人を知っている。

			　たった一度だけ会ったことがある。

			　でも、どうして。

			　この人は騎士だったはずだ。

			　騎士なのに、どうして同じ騎士からオレを守るようなことを……。

			　

			　捜している人は、騎士の――

			　

			　さっき聞いたばかりの言葉が頭に思い浮かんだ。

			　続きは？

			　領主さんは、何を言おうとしていたんだ？

			　

			　捜している人は、騎士の――

			　…………中に？

			　

			　捜している人は、騎士の中に――

			　…………いる？

			　

			　オレは目の前の背中に、一人の姿を重ねた。

			　強くて、頼もしくて、オレの憧れだった。

			　追いつきたい。

			　隣に並びたい。

			　そう思いながら、いつもあいつの後ろ姿を見ていた。

			　ちょうど、今みたいに。

			　

			　戸惑いに唇を震わせながら。

			　歓喜に視界を滲ませながら。

			　

			　その背中に、オレは問う。

		

	
		
			　

			　

			　

			　

			　

			「…………拓斗？」
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			「…………利一、か？」

		

	
		
			木野裕喜（きのゆうき）

			ＴＳ（transsexual）というジャンルをこよなく愛する物書き。ＴＳを書きたくて作家を志し、ＴＳの面白さを広めるために執筆活動を続けている。（二〇一八年七月現在）

			　

			イラストレーション

			雪月佳（ゆづきけい）

			愛知県出身。二月六日生まれ。イラストレーター兼漫画家。趣味は模型作りとプロレス鑑賞。好きな技はオリエンテーリング・ウィズ・ナパーム・デス。（二〇一八年七月現在）
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			著　者：木(き)野(の)裕(ゆう)喜(き)

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号
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